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昭和 五 年 八月 四日から 丸 五 H の 間、 紀州 高野山の 淸淨 心院に 宿って ぬて、 ァラ 

クギの 第六囘 安居 會を 開いた。 曉 天の 暗い うちから 二更の 夜に 至る まで 歌の 事に. 

力 Hi? して、 五日 目の 八月 八日に 閉會 した 時には 皆が 皆相當 に疲勞 して 居た。 

九日の 朝、 百十數 名が 銘々 に 下山した が、 土屋 文明 君 を 指導者に して 若手が A 

名ば かり、 高野山から 天の川の 山中 を 過ぎ、 大峰越 をして 吉 野へ 拔 ける コォス を 

取って 出發 した。 〃ック サック を 背負 ひ 草鞋 脚絆の も あり、 草鞋で 脚斜 無し ジも 

あり、 靴の も あり、 五日 間の 行事に 疲を 見せない 若者 揃で、. 私 等 中老 組 數名は 羨 

しさう にして 一 行の 出發を 見お くった。 


皆の 立って レ まった あと は、 がら あんと して 寂しくな つたが、 氣 安に もな つて 

疊のぅ へ に寢 たり 茶 を飮ん だり して ゐる うち 午に なった。 數人 は： nf.Hl に 午 食を濟 

ませて、 それから 宿院を 出て 行った。 

中 村憲吉 君と 森 山 汀 川 君と 私と、 それから 高野山 上に ft む 稻岡卯 一 郎君と 四 人 

ャ-! んく ふだん ざ やう n 

で、 け ふ は 丁度 盆 供 不斷經 とい ふ 行事が あるから、 その 參會の 許 を 得る のに 稻岡 

君が 斡旋 盡 力せられ た。 この 行事 は 七日 七夜 連續の 行事で 高野山に 限られた もの 

,  こんだ う  ，  おい^ だう  . » 

である。 いつも は 金堂で 行 はれる の だが、 今日は 大會 堂で 行 はれる とい ふので 

四 人 は その 近くの 杉の 樹の ところに 休んで、 時の 來 るの を 待った。 

僧侶た ち は 追々 集まって 來る。 多く は 若い 大衆 だが、 中には、 天が 晴れて S い 

の， で、 扇子な どで 顱頂 を蔽 ひながら 來る 老僧 もゐ る。 三三五五 集まって 火會党 に 

は 大勢の 惯 侶が 入って 來た。 

そのうち 行事が 始まった。 僧侶 は 百 人ば かり 居り、 小さ いのは 十四 五歲、 それ 


から 六十 を 越えた 老 |E もゐ る。 大部分 は 若い 大衆で、 その 間に 三十 代 四十 代、 五 

十代 の^が 少し 交って ぬる。 卽ち、 上 綱 級 以下の 入 寺 も 新 殺意 も 交って ぬるので 

あろ。 衣 は 襲 も 精 好 も 麻で あろ。 襲 卽ち衣 は、 白の 裏付 黑で、 精 好卽ち 袈裟 は 白 

である。 それから、 後頭部のと ころ、 よく 小會 百人一首の 惯正 遍昭に 見る やうな 

僧綱 ffi とい ふ、 尖った ものの 附 いて ゐ る もの を 著て ゐ る。 これな ども 私に は 珍ら 

しい。？^ 

參會 して ゐる 在家 は、 吾々 四 人、 それから、 三十 歲を 幾つか 過 ざた 美しい 孀ら 

しい 女と、 その子ら しい 十五 歲 ぐらぬ の 少女と、 小さい 經 机のう へに 男の 寫眞を 

1 つ 供へ て あるの を 見れば、 盆會に 際し 故人の 冥福 を 祈る ためだと いふ ことが 自 

つんら 分かる。 二人 はつつ ましく 相 並んで 坐って ゐる。 娘が 右、 その 左に 毋が坐 

つて ゐる。 その 左に 續 いて、 森 出、 中 村、 私、 稻 岡と いふ 順序になる。 それ がら 

若い W 洋 婦人が 一人 來てゐ た" それが 稻岡 君の 左に 窮屈 さう に 兩足を 折って 坐つ S 


て. Q た。 

それから、 この 盆 供 不斷經 とい ふの は、 面倒な 古式に 據 つて 行 はれる ので、 步 

く 方向で も、 折れ 曲る ところで も、 踏 留まる ところで も、 法則が あるので、 これ 

は 空 海 時代からの 傳統 であった ので あらう。 好く 調査 はせ ぬけれ ども、 火 K さラ 

いふ 感じが した。 每 年ー囘 一七 日夜 不斷 にこれ を 行； 5、 先輩が 交って 後 W の 火 t 

に傳 へる ので あるから、 高野山が ある 限り、 何千 年で も 何 萬 年で も、 存續 する 逍 

理 である。 

看經は 般若 波羅密 多理趣 品で あるが、 普通の 宗旨で は、 如是我聞 をュ ョ ゼガモ 

ンと讀 むが、 此處 では ジ ヨシ ガブ ンと讀 む。 一切 如來を 普通の 宗旨で は イツ リイ 

一一 ョ ライと JK むが、 此處 では イツ セイジ ョ ライと 讀む。 それ ゆ ゑ、 かう いふ ほの 

二 音樂的 要素 は 一 種 特有で ある。 

そして 列 を 作った 老若の 僧侶が、 同じ やうな 音 を 繰 返へ して 合 誦し、 はじめは 


まくて ゆっくり だが、 それが 段々 速くな つて 來る。 それが ただ 聽 いてぬ ると、 HT 

シ ユン 一一 チヱ ン マン セ イセ ィケ ツバ ク セィ 

口に ジャジ ャジャ ジャと 聞こえる ほどで ある。 例へば、 純一 B 满， 淸淨 潔白、 S 

V ッセ V  、フセ イセ イク 乇ン ゾヰ ぺ ウテ キセ イセ イク シホ ナ ヰ ョク セン セ イセ ィヷシ u  ,*;-t: シ-^ \セ^ イ^. シ： 

一 ^法 淸淨句 門、 所謂、 妙適淸 淨句是 菩薩 位、 慾箭淸 淨句是 菩薩 位、 觸淸 淨句是 

ぉサ 4 アイ ハク セ イセ イク シ ぉサキ イツ セ イシ サイ シュセ イセ イク シホサ ヰ ケンセ イセ イク シ か， サヰ * 

菩藤 佗、 愛縛淸 淨句是 菩薩 位、 一 切 自在 主淸 淨句是 菩薩 位、 見淸 淨句是 菩薩 位 

テ 1LH プ+ イセ イク シホサ t ァ イセ イセ イク シ ホサヰ マン セ イセ イク シホサ ヰ  サゥ ゲン セ イセ イク シ ホ* サ 

適悅淸 淨句是 菩薩 位、 愛淸 淨句是 菩薩 位、 慢淸 淨句是 菩薩 位、 莊厳 淸淨句 是菩藤 

t-  r シ タク セ. 1-t イク シ卡サ ヰ  ク ワウべ イセ イセ イク シ ホサヰ  シン ラクセ イセ イク シ ホ サヰ シ ョクセ イセ ィ 

II、 意 滋澤淸 淨句是 * 薩位、 光明 淸淨 句是 菩薩 位、 身樂淸 淨句是 菩薩 位、 色淸淨 

クシお 4. ヰ  セ イセ イセ イク シホナ ヰ キヤ ウセ イセ イク シ ホサヰ  ビ セ イセ イク シホサ ヰ 

句 是^ 薩位、 聲淸 淨句是 菩薩 位、 香淸 淨句是 菩薩 位、 味淸 淨句是 菩薩 位、 とい ふ 

； 4 合に、 セ イセ ィ. クシ ホサ ヰと いふ 音が 連續 しつつ 步を 進める。 

シ フワ キヤ フ ワン ヒ 口 シャダ ジヨ ライ 

そして、 經の 或る 場所に 來 ると、 時 薄 伽梵、 毘盧遮 那如來 とい ふ 中 曲が ある。 

これに は 音譜が 出來 てあつて、 ただ 聽 いてぬ ると、 支那 人が 歌曲 を 歌 ふの を聽 s 

てぬる やうで ある。 支那 人に 唄 一 つ 歌って 吳れ ないかと いふと、 丁度 さう いふ 聲 

を 出して 歌 ふが、 普通 佛敎の 寺院で 唱 へる 喝 などの 節 ま はしと は 全く 違 ふので あ 


つた。 私 は その 時 思った。 なるほど 高野山の 傳統は 古い。 この 節 ま はし は络 海が S 

唐から 將來 した その 儘の 節 ま はしで、 代々 傳 へて 亂れ すに： Q るので あらう。 それ 

だけで も 高 野 は 偸 快で ある。 

この 節 ま はし は 一人で 唱 へる。 その 時には 全體 の， 侶が 步み をと どめる。 そし 

ズ それが 濟む とまた 步 きつつ 讀 經を續 ける。 それが 前に 云った 如く 早口に ジ ャ ジ 

ャ ジャジ ャジャ とい ふやう に 聞こえる。 それから また 步み をと どめて、 シ フソキ 

ャフ ワン、 ヒ C! シャ ダジョ ライと い ふ 節 ま はしが あって、 それから また ジ ャジャ 

ジャと 誦しつつ 步み 出す とい ふ 順序で ある。 

はじめの うち は 並んで ぬる 若い 僧侶な どが、 この 若い 孀婦を 一瞥す る。 さう い 

ふ 僧侶 は 一 人 や 二人で な い。 中には 遠く 前方 を 見つめて 側 目 も 振らない 老僧 もね 

るが、 多くの 僧侶 は をの 女の 方 を じろ りと 見る。 それから 時々 笑 ふ 僧侶が ねる。 

聲 こそ 出さない が、 駿 肅な顏 付で はない。 それが 如何にも H 立って 見える ので、 


側に： Q た 中 村憲吉 君が 舌 打 をした。 讀經も 何となく 不 揃で、 第三者の 吾々 自身が 

旣に 極まりの 惡 いとい ふところが ある。 私 は 中 村 君に 示す ために、 

『末世 ダ ョ』 

と 指で^ のうへ に 書いた。 もう 是等の 僧侶の 心に は、 親禮佛 足、 獻自 心算、 言な ど 

の眞率 謙虚な ところ は 決して あるまい などと いふ、 第三者と して 吾々 の 我儘な 要 

求 も 批評 も 交 つてぬ たのであった。 

併し そんな 吾々 の 批評な どに はかま はす 行事が 進行して 行った。 それ がら、 今 

まで 一 天晴れて ねたの が、 鬱々 として 雲が 出て 來 たらしく、 もう それに 伴 ふ 雷鳴 

が 聞こえる。 はじめは 杉 樹立 を 越えて、 底 ごもり の やうな 音であった が、 その 雷 

が 段々 近くな り、 大きくな つて 來て、 雨が 非常な 勢 ひで 降って 來た。 堂 內が暗 潜 

として、 ほ 子の 外の 土砂に 叩きつ ける やうに 降る 雨の 音が 聞こえる。 そのころ、 

か い つ の 間に か 調子 づ い て來 て、 もはや 側！ m をす る やうな 僧侶 は 一 人 も： Q な 
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y 悉皆 緊張した 顔 をして 一 刻 も 弛まない とい ふ 具合で ある。 中 村 君の 體を突 3  ^ 

ながら、 

『ナカ ナカ イイ ョ』 

かう 私 は疊に 書いた。 友は默 つて 點 頭した が 友に ももう 舌 打 をす る やうな 素 振 

が 無かった。 さう してね るう ちに、 雷が 益々； 5 どくな つて 來て、 ゴ& ゴロな どと 

形容す る わけ 合の もので 無くなって 來た。 英語の thunder でも、 獨 語の Donner 

でも、 佛 語の tonnerre でも、 これ はゴ ロゴ 口から 來 てぬるの である。 然るに 此 

處の雷 はそんな 處を 通り越して、 もはや 物の 炸裂す る 時の やうな 鑛 物音 性に なつ 

て ぬた。 電光が ひらめいて 額のと ころ を 通過した かとお も ふと 直ぐ さまに 鐡板か 

何 かの 裂ける やうな 音が して、 ビリビ リツと いふ 雷が 續け ざまに 通過した。 » も 

机 も 障子 も 堂內の 空氣も 僧侶の 一 群 も、 刹那に この 激烈な 雷鳴に 包容せられ た。 

後に なって 分かった が、 その 日に 高野山に は 八 ケ處も 落雷が あり、 火 ^ゆの 爽 


ぐ 近くの 池邊の 木に も 一 つ 落ちた のであった から、 强烈 だった の も 無理がない。 

支那に も、 迅雷と か 震 雷と か、 轟 雷と か獰 雷と か 種々 あるが、 娘 雷と いふの も あ 

る。 また 王逸賦 に、 ？ES 兮狼 狼」 と あるの など は、 辛うじて この 雷の 鑛物 一音 性 

の 激烈 を W へて： S るの かも 知れない。 そして 讀經は 依然として 進行した。 然 かも 

w ^中の 讀經は 益々 調子 づ いて 來て、 すでに 全 體が渾 然とした 合唱 音樂 になり 切 

つて： Q た。 これに は 小頹な 吾々 にも 批點の 打 どころ が 無かった と 謂って い い。 

が やう やく 弱って、 遠ざかり 行った ころ、 僧侶の 群が 二手に 分かれて、 行 

コゥハ フタ イシ ゾゥ ハフ ラク タ イラ キン カウ フ クウ シン ジッ サン マ ャ キヤウ ジ m 

事が 續 行して 行った。 そして、 弘法 大師 增法 樂、 大樂 金剛 不空眞 實三摩 耶經、 如 

シ ガ プン シ フワ キヤ フ ワン ヒ 口 シャダ ジ 3 ライ 

是我 聞、 時 薄 伽梵、 毘盧遮 那如來 と 云 ふあ^りに なると、 音聲が ひどく 强烈 にな 

つて 行った。 

ゼ ンザィ ゼ ンザィ ヒ B シャダ フ 

それから、. 善哉、 善哉、 毘盧遮 那佛と 云った 時には、 この 二 派の 僧侶 群が 突如 

として 爆發 する やうな 大聲を 立てた。 そして 突擊. 吶喊 をす る やうな 恰好 をした。 " 


れには 私な どもた だ 呆氣に とられた 貌 であった。 これ は、 手 言と いふの ださう 2 

である。 

この 看經 行事が 同じ やうに、 三 座 繰 返された わけで ある。 そして 終に 近づく に 

從 つて、 全 體が峻 厚 莊嚴な ものに なって ぬた。 この 不斷經 は、 前に も 云った とほ 

り、 盂蘭盆 會の 一 部で、 陰曆 七月 七日の 辰 時から 同 十四日 卯 時に 至る 七晝 夜の 間 

金堂で 行 ふの が 常で、 不斷 とい ふ 名 は、 有 緣無緣 詣聖靈 追福の ため、 七日 七夜 不 

斷聯續 の法會 だとい ふのに 本づ いて ゐる。 往昔 は 一 七日 夜 八十 四時 大衆 一 千 三百 

餘、 中 曲三眛 二百 十 座、 供養 法 四百 二十 座、 理趣經 四 萬 五 千 五 百 卷を讀 誦した も 

ので ある。 

- 成程 かう いふ 猛烈な 讀經の 終末 も あるので ある。 普通の 宗旨の 讀 經は靜 寂な 心 

持で 終る のが 多い が、 この場合の やうに 吶喊 式の も 珍ら しくて いい。 菩提 行願不 

返轉を 示す^ 侶の 意力と して は、 これく らゐの 恰好 も 亦 大切で ある 箬 である。 


さう して 觀れ ば、 この 自憑 的大 調和の 圑 圓を齎 すに は、 はじめの 不熱心な やう 

な 僧侶 等の 行爲が 却ってよ かった のか も 知れない。 何しろ この 行事 は 決して 平凡 

ではない。 やはり 何 か 空 海の 息の がかって ゐる ところが ある やうな 氣 がする。 そ 

んな こと を 思 ひながら 私 等 も 堂 を 出で た。 

雨が 止んで、 杉の 大樹の 梢から はしき りに 雨雩が 落ちて ゐる。 もう 筌 から は强 

い 日光が 差して 居る。 左右に 小さい 僧を隨 へお 老僧が 扇子 をば 禿げた 頭に かざし 

たりして 寺院の 方へ 歸 つて 行く のが 見える。 今し がた 緊張した 行事 をした ことな 

ど はけろ， o と 忘れた やうに して 樂 しさう に 步 いて ゐる。 

『彼等 はちつ とも 雷 を 恐れなかった ねえ。 やはり 僕 等より 鍛鍊を 積んで ぬるの か 

ねえ。』 

『惯 正が たはもう たい へ んな御 修行 を つんで 居られます。 また 高 野 は： 座 分に なり 

ますと あ >  いふ 雷 は なかなか 多う ございます。』 


『この 一山の 中で は、 どうしても 在家の 人よりも 偉い ところが あ， り ませ ラ。 倚 い 4 

と 云って は を かしい が、 無理の ない こと を、 自然に やる やうに なって： Q るので せ 

う。 何だか 自由に 樂 にやって ゐ ると ころが ありました ね。 看經 も.：：： 然 に發展 して 

行きました ね。』 

『僕 等の 給仕して： Q る 小僧 も 行って ゐ たね。』 

『一 人 行って 居りました。』 

『あ 、やって 覺ぇ るんだ ね。 彼等 もなかな か大變 だ。』 

『あの. 雷に は 僕も實 は 驚いた。 今日 立った 連中 も、 何處 かで 雨に 逢 ひ はしない か 

ね。』 

『だいぶ 越えた でせ うから、 蓮が 善ければ 雨に 逢 はすに 濟ん だん も 知れません。』 

『雷が ビリビ リツと 來た とき、 あの 女が 僕の 膝に つかまり ましたよ。 何だか 鏺な 

氣 がしました。』 


『鍵な 氣は 好い な。 そり や 森 山 君の 德に 授かった んだ。 齋藤 君なん かに は 授から 

ない ね。」 

リさ うか。 そんな ことがあった か。 まあ 森 山の 人德に はかな はない。 さう か、 女 

が 急に 君の 膝に つかまつたん か。』 

『娘さんの 方が、 その 儘 坐って ゐ ましたよ。』 

『はは あ。 娘の 方 はま だつ かまる 經驗を 知らないん だな。 お母さんの 方 は 度々 つ 

かまった 經驗が あるんで、 そこで 樂 にやっての けた わけ だな。』 

『本能ではなかった とい ふわけ だら う。』 

「さう か。 娘の 方が お母さん にもつ 力まら すに 居た か。 或は 娘さんの 方が お 母 さ 

ん よりも、 强ぃ尜 質 かも 知れん ね。 亡くなった お父さん 式なん かも 知れん ね。』 

リ 併し、 お母さんの 方が 自然に 女らしく 出來 てぬると しても いいな。 あ > いふ 時 

に 膝に つかまる のが 女の 本 態として 置く 方が 氣 持が 好く はない か。』 


つまり、 論 如 來に贊 成す る ことにして、 四 人 は 夕方 新^ 所に 行き、 其 

處で沙 羅雙樹 の 花の 散る の を 見た。 

それから、 淸淨 心院で 一夜 岷 つたが、 夜半 を 過ぐ ると、 傾いた 月の 光が 疊 のう 

へまで 差込んで 來て、 何とも 云へ ぬ 趣が あった。 月光の 美 論な ど は 陳腐に なって 

しまって ぬるが、 實 際に 當 ると 決して 捨てられる もので はない。 かう いふ 月光 を 

浴びて はじめて 明惠 あたりの 歌 調に 參 する ことが 出來 る。 また、 病身 無レ伴 臥-空 

山, の 趣 を も 味 ふこと が出來 る。 私 等 も 安居 會が 果ててから はじめて この 月光 を 

知った やうな ものであった。 

右.^ 昭和 五 年 夏 だから、 もう 丸 五 年になる わけで ある。 ，そして 中 村窻吉 君 はも 

う 故人に なり、 今年 五月 五日が 丁度 一周忌に 當 つてぬ た。 不斷經 に 列した 次の 日 

私 等 は 下山し、 大阪の 川 舟で 中 村 君 は 森 山 君と 私と に 鰻 を 食 はせ た。 それから in 


人 は 飛鳥に 行って 宿った。 その 夜 も 多 武の峰 がら 明月が 出で、 三人 は 露で 濡れた 

やうな 道 を 踏んで その 邊を步 いたのであった。 

翌日、 中 村 君 は 一 人鄉 里へ 向って 立ち、 私と 森 山 君と 二人 は、 吉野 竹林 院に行 

つて、 夕が た 大峰越 をして 來 た土屋 一 行 八 人に 落 合った のであった。 

それから 森 山 君と 私と 二人が、 西 行 庵 を 見に 行った。 途中で 太陽 は沒 したが、 

吉野谿 谷の 流に 映ち 赤い 光が まるで 血の やうであった。 私 は日沒 後の 殘 光に 幾度 

も 接した が、 こんなに 美しい 眞 赤な 光 を 見た ことがない。 私の 處女 歌集の 名 は、 

しやくぐ わう  I 

「赤 光」 とい ふので あり、 また 露 伴 翁の 「二日 物語」 にも 赤 光 云々 の 文字が あつ 

て 忘れす にぬ たが、 吉 野の 赤 光 ^實に 何とも 云へ ぬ ものであった。 私 は その 時以 

來 和歌 を 作らう と 思って 時々 苦心した けれども 未だ 物に ならす にゐ る。 散文なら 

紅 血の やう だな どで も 我慢が 出來 るが 歌で はさう は 行かない。 そこで 困って ゐる 

ので ある。  II 文藝春秋 昭^ 十 年 八月 狨 I 
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佛法僧 鳥の 雛 

か  ' 

れ. s てう 

先 ごろ 三 河鳳來 山から、 佛法僧 鳥の 啼聲を ラデォ で 放送した ので、 靈鳥 のこ^ 

を疊 のうへ で聽 くこと が出來 た。 

佛法僧 鳥の こ ゑば 高野山 上で も 都合が 惡 いとな かな か聽 けな い。 奥の院で 一 晚 

だい K" ん 

あかしても 聽 けなかった 人 も： Q るし、 大門のと ころに 潸 んでゐ てた うとう 聽 けな 

かった 人 もね る。 

然るに 先 ごろの 鳳來 山からの 放送 は赏に 立派な ものであった。 雨 あが 6 の：：！： 明 

ちんつう  とほ 

の 夜に 啼く 場合が 多い やう だが、 あの 沈痛で 徹るこ ゑ は 何とも 言へ な いい」 --^ 

である。 


その 佛法僧 s と い ふの は 奈何 い ふ 鳥ん と い ふに、 それ は德川 時代 あた 6 の隨筆 

を はじめ、 大 體の說 がき まって ぬて、 剝製も 出來て 居り、 高野山で は繪 葉書に し 

て W つて： Q る ほどで あるのに、 どうも あれ は 疑 はしい とい ふ說が 出て、 野鳥 硏究 

家、 動物 學者 などの 間の 調査の 結果、 本物の 佛法僧 鳥 は 木 葉 木菟と いふ 木莬屬 の 

だと い ふこと になった。 をの ことが 鳳來 山から ラデォ 放送の あった 數 a 後に、 

お 京 朝 曰 新 問 に 載った。 

それから 程經て 友人の 半田 良 平氏から 來誊が あり、 その 木 葉 木菟の 實物 を大岡 

.E の 竹 野 家 立 氏が 飼育して： Q る。 のみなら す 竹 野 氏のと ころの 木 葉 木菟 は 四 羽の 

雛 を 伴って ぬる。 木 葉 木菟 を柬 京で 飼って ゐる人 は 竹 野 氏の ほかに 二人 ゐる けれ 

ども、 雛 を 持って： Q るの は 竹 野 氏の だけで、 これ は 誠に 珍中の珍で ある。 それ を 

竹 野 氏に お 願して せて もらった。 そして 私に も 見せても らふ やうに お 願した か 

ら 行かない か、 ^間 打 合 はせ のうへ 案內 すると い ふ 書面であった。 
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これ は 添 い こと だ。 そこで 七月 十五 日 午後 一 時に 半田 氏と 目 黑驛で 落 合って、 

二人で 竹 野 氏 方 をお とづれ た。 竹 野 氏の 家 は 所謂 「小鳥の 家」 で、 野 が，： n: 然の 

ままの 生活 を 其 處で營 んでゐ る。 

竹 野 氏 は 快く 私 等 二人 を 引見 せられて、 それから 木 葉 木菟 卽ち佛 法 僧 鳥の： S る 

籠 を 持って 來て 示された。 木 葉 木菟 は 籠の 一隅に うづく まって： Q る。 眼 を 半分 ほ 

かぐ まぐ まっき いろ  どうこう 

どひら いて ゐる。 角膜 は眞 黄色で その 中央に 瞳孔が 黑く 細くな つて 見えて ぬる。 

頭の 上部に 木菟 一 流の 角の 形した 羽毛が 立って： Q る。 羽毛 は 黄褐色で. 一 種の 艷を 

持って 居り、 黑ぃ 斑が ところどころ にある。 

その 親鳥の 羽の 下に 雛が 1 つ 潜んで 居り、 もう 一 つの 雛 は 親から 離れて 居る。 

雛 は 薄い 灰色 をし、 出かかった 羽翼の 處 だけ 斑點狀 に黑 くな つて 見えて ゐる。 竹 

野 氏 は 手 を 籠に 入れて、 親鳥の 翼の 下の もう 一 つの 雛 を 出され、 『この 方が もつ 

と 大きい のです』 などと 言 はれた。 雛 は 二つと も 時々 啼く。 それが 幽かで 鈴 を 振 


る 音の やうで も あり、 蟋蟀の まだ 稚ぃ 時の 聲の やうで も ある。 何しろ 小さくて 愛 

すべき 聲 である。 この 雛が 大きく 育って、 高野山の やうな 幽邃な 木立に ゐ ると、 

あ、 いふ 商い 沈痛な こ ゑ を 出す やうになる ものと 見える。 

『この 親 も ラデォ の やうに あんなに 高く はありません が、 隣室まで よく 聞こえる 

稃度 で、 やはり あ、 いふ 調子に 啼 きます。』 

『佛 法惯と 三つの やうに 啼 きます か。』 

リぁ、 はっきりし ません が、 やはり あんな 調子です。』 

つ 特に 月夜の 晚に餘 計に 啼 くと い ふやうな ことはありません か。』 

リをこ まで はま だよ く 分かりません。 何せ 初めて 飼 ふんです から、 見 當の附 がな 

い 點が多 いんです。』 

親-：:! は 依然として 動かない。 雛 だけが 時々 動いて ゐる。 それから 籠の 中には 小 

さい 皿が g いて あ 6、 皿に は、 まだ 小さい 螇跅が 幾つか 入って ぬる。 螇跅の 子 は ^ 


種類に よって 靑 いのも 居る し 褐色の も 居る。 また 螳螂の 子の 小さ いのも 入って^  ^ 

たし、 それから、 葡萄の 葉な どに よく 來て たかる 黄金 蟲と いふ 蟲の頭 も 入って： Q 

ウレ o 

ぐち ぱし 

竹 野 氏 は その 螇赆の 子 を 指で つまんで 雛の 嘴の 處に 持って行 くと、 雛 は ぱくり 

と 口 を 開いて それ を 食 ふ。 そして 幾度 も 口 を 動かして 如何にも 旨 さう である。 雛 

は 三つ も 四つ も をの 螇跅の 子 を 食べた。 それから 竹 野 氏 は 螇跅の 子 を 親鳥の 嘴の 

ところに 持って行った。 親鳥 は それ を銜 へたが、 呑 込まう としない。 その 儘； T つ 

として 居る。 

『あ 、やって 自分で 吞 込ます に ゐ て、 雛の 口に 持って行って やります。 しか tn 

分で お腹の す いて ゐ る 時には 自分で も 食べ ます。 今 はお 腹が す いてぬな いんで せ 

う。 黃金蟲 の やうな 大きな ものになります と、 親が それ を銜 へて ゐて 雛に 引つ ば 

つて ちぎれさせる らしい のです。 今 は あんなに して 動きません が、 これで $性 愛 


とい ひます か 何とい ひます か、 相 當に强 い 鳥ら しいんです。』 

、餌 は 最初から かう い ふ 種類 だと い ふこと がお 分かりだった のです か。』 

『いいえ、 何しろ はじめて 雛 を 育てようと いふんで すがら、 全く 見當 がっき ませ 

ん。 併し 親が 附 いて ゐ ますから 何とかなる だら うと 思 ひまして。  いろい^の 

物 を 入れて 置きます と、 次の 日に 全く 手 をつ けない もの も あり、 著しく 數の减 つ 

てぬるの もあります から、 をれ で大體 の見當 がつ いたわけ です。 この 螇跅 がたい 

おはこの は ブ ぐ 

へん 好きな やうです、 また、 あとでお 目に かけます が、 大木 葉 木菟と いふの がゐ 

ます。 それの B が大體 分かって ゐ ますから、 それ も參考 になり ました。 擂 餌は駄 

s です。』 

『鈴 木さん の 飼 はれて： Q る 木 葉 木^ は どんなで せう か。』 

『先日 一寸見せ て 貰 ひました が、 羽の 色が もっと 黑く、 これと は餘り 似て ぬませ 

ん。 雄と 雌と で 違； 5 ます か、 こっちが 雌で あっちが 雄です か。 それとも 年齢の 關 2 


係です か。 ひょっとすると、 鈴 木さん の はま だ 年齢が 若い のか も 知れません ね"』 ^. 

『さう おっしゃれば、 この 雛の 出ん かった 羽が 皆黑 うご ざいます ね： 

『その 年齢の 考が 或は 當 つてぬ るか も 知れません が、 何せ まだ 經驗 が淺 いんです 

から、 萬 事 これからと いふと ころです。 雛 は 四つ 孵った のでした が、 二つ 落 もま 

したので す。 はじめ からこの 二つ 程に はま ゐり ませんで した。』 

竹 野 氏 は 親鳥の 羽 を； 5 ろげ て その 下に 雛 を 入れて くれた。 すると 二つの 雛 は、 

あ G  、。ぐ 

いかにも 安樂 だとい ふ 様子で 嘴 を 下にして 眠り かけた。 その 様子 は 何ともい へな 

じ ぽ ぐわん のん  ぐ どく 

い い いもので ある。 慈母 觀音 などと い ふ 功德は 鳥徵の 世^でも 毫も か はると ころ 

がない。 

『親鳥が： Q なくて は、 お育てになる の は 困難で せう か。』 

『先づ 駄目で せう ね。』  、 

親鳥 は 先程 くれた 靑 色の 螇跅の 子 を 口に 街へ た 儘ぢ つと 動かす に 居る。 『いつ 


か、 この 籠の 窓のと ころに ゐ たのが、 非常ない さほ ひで 後し ざり しました が、 そ 

の 時 だけで、 あと はいつ もこん なに 静かに して 居ります』 と 竹 野 氏が 話された。 

『この 雛 は 孵って から 幾日 目です か。』 

『十日 目 ぐら, Q です。』 

『生長が たい へ ん 早う ございます ね。』 

『さう です。 もう 目が 明き かけて 居ります。』 竹 野 氏 は、 所謂 『巢 引』 とい ふ 飼 

育法の. 大家で、 卵 を 生ませ、 孵化 させ、 雛から 大きく して、 その 習性 を 研究して 

S られ るので ある。 鶴と いふ 鳥、 卽ち虎 鵜な ど は 如何にも 樂 しさう にして 庭に 飼 

はれて あった。 

&等 は、 この 佛法僧 鳥と その 雛に 恙なから むこと を 心中に いのりながら、 深く 

威 謝して 竹 野 氏の 家を辭 した。 天日の 光が 强く、 汗のに じむ 午後であった。 

II 若草 昭和 十 年 九月 號 II  ^ 


佛法憎 鳥の 思 出 

半田 良 平 君から 使が あって、 佛法僧 鳥に 就いての 經驗を 少し 話せと いふ ことで 

あるから、 少しく 話さう とお も ふ。 

佛法僧 鳥 を聽 いた 人の 文章な ど を讀ん で、 私 も 一 度聽 いて 見たい と 思って rQ た 

が、 なかなか さう いふ 機會 はない ので 駄目であった。 ところが、 大正 十四 年の 初 

夏に、 島 木 赤彥君 等と 木 曾に 行って 山中に 一泊した とき 佛法僧 鳥を聽 いた。 しか 

し、 こ ゑ は 非常に 遠く、 幽玄な ものと して 受取った のであった。 木 曾の 一夜 は佛 

法 僧 鳥よりも 寧ろ 慈悲心 鳥が 近くで 鳴いた ので、 その 方が 主であった" そして 佛 

法 僧 鳥と 稱 する 鳥の 剝製を 見せて 貰った， o、 その 鳥の 性に 就 い て 話して 貰つ た 


りした。 

その 年の 八月に、 岡 先生、 土屋君 等と 一 緖に 高野山 上に 一 泊して、 奥の院で 佛 

法 僧 鳥を聽 いた。 これ は 二 羽が こもごも 鳴き 交して、 その 聲が漸 々近寄って 來る 

趣が 何とも 云へ なかった。 しま ひに は 私 等との 距離が  一 二 町ぐ らゐの 所までに な 

つた。 そして 木 曾で 聽 いたやうな 幽玄な 趣と いふよりも、 もっと 明快な、 切實で 

^つ g かなものであった。 丁度 月明の 晩で、 殊に 名山の 奥の院で 聽ぃ たので あつ 

たから、 をの 幸運が 却って、 私 等の 佛法僧 鳥人 ェ說 など を 導き出す 機緣 ともなつ 

S. 私 等の 聽 いた 佛法僧 鳥の 聲 はいい ものであった。 

その 翌年 八月、 私 等 は 武州三 峰 山上に 宿って、 五日 間 歌會を 開いた のであった 

が、 山上. に 著いた 時には まだ 日が 沒せ すに ゐて、 谿 谷に 夕 n! の 光が 一面に 差して 

ゐ た。 その 趣が 非常に 靜 寂な ものであった か. ら、 私が そのと き、. 『黄なる 光 は 谷 

を 照らせり』 などと いふ 歌の 句 を 作った ほどで ある。 ところが、 その 時 私 等の 頭 な 


；の 上で、 もう 佛法僧 鳥が 鳴いて ぬた。  ^ 

その 聲を きくと、 私に は 直ぐ 佛法僧 鳥 だとい ふこと が 分かった ので、 非常にす 

んで 友人 等に 宣傳 したので あつたが、 山上の 人々 も、 それから 秩父 方面 力ら 上つ 

て來る 人々 も、 そこの 谷間に 住んで 居る 農民 も、 それ を 佛法僧 鳥 だとい ふこと は 

知らなかった。 

この 山上 も、 また 高野山 上 も 檜 林で あるから、 この 鳥 は 檜 林と 密接の 關係カ あ 

るお らう。 それから、 その 聲は、 パ ンパ ンパ ンと いふ 具合に、 鑛 物音 性のと ころ 

が あるかと 思へば、 チヤ チヤと もい ふべき 絞る やうな 肉 聲をも 混じて 居り、 ブッ 

< ク ソク と聽サ ぽ聽 ける やうな、 晝 鳴く 鳥の こ ゑに は 無い 切實な 要素 を 持って ぬ 

た。 歌の 批評な ど をして ぬると、 直ぐ 私 等の 頭の 上で しきりに 鳴いた。 山上で 

JCV ま  う へ 

は、 私 は 『うつ そみ の 悲しむ ごとし 月 あかき 山の 上に して ひび 力 ふ 鳥よ』 などと 

いふ 歌 五 首ば かり を 作った。 それで あるから、 佛法僧 鳥の 聲 ならば 最早 卒業と い 


ふやうな 氣 持で、 みんなが 下山した のであった。 

三 峰 山に は、 をん なに 澤山佛 法 僧 鳥が 居る けれども、 新聞な どで も あまり それ 

を宣傳 しない。， また 土地の人 もさ ほどこの 鳥の 聲に 重き を 置いて ゐ ない。 しか 

し、 この 鳥を聽 くつ もりなら ば、 高野山まで 行って 難儀して 聽 くよりも、 この 山 

で 極めて 樂に、 且つ 高野山よりも 澤 山に 聽 くこと が出來 る。 

それから 一昨年に なった が、 九月 信越 線 熊の 平驛を 通過した とさ、 谷 をへ だて 

て 向う の 森に この 鳥が 鳴いて ゐた。 1 つ だけであった が、 しばらく 鳴いて、 あと 

は 止ん おやう であった。 

それから、 今年 六月、 三 河 a 來 山からの ラデォ 放送が あって、 私も久 振りで あ 

んな佛 法 僧 鳥の い い 聲を聽 いたので あるが、 その 氣持は 三 峰 山上のと きと 同様で 

あった。 この 聲は私 等ば かりで なく、 曰 本 全國の 人々 が聽 いたわけ で、 ラデォ 放 

送の 有難 味 を 同様に 感じた に 相違なかった。  巧 


私はァ ララ ギと いふ 歌の 雜 誌に 關 係して、 その 投稿 歌 を 選んで ゐ るが、 鳳來山 。 
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の ラデォ 放送 以來、 幾 首 も 幾 首 も 佛法僧 鳥 のこ ゑを聽 いたと いふ 歌が 私の 手許に 

屆 いた。 しかし、 感心す る 歌 は 殆どなかった やうで ある。 この 現象 は 私自身に も 

極めて 與味 ある ことで、 深山の 檜 原に こもって 鳴く 野鳥の 切 實なこ ゑ も、 都 # の 

家の 疊の 上で 聽く とい ふこと は、 實際 山上で 聽 くのと は 差別がない わけ だが、 歌 

などに 作る 場合に は 差別が ある ことと なる ので あらう か。 

それから 數日經 つて、 新聞紙の 報 導す ると ころに 據 ると、 今までの 佛 法^お と 

いって、 繪に 描いたり、 剝製 にして その 繪 葉書 を 作ったり して ゐ るの は、 赏はぁ 

のい ぃ聲の 主で はなく、 あの い い 聲の主 は 木菟の 一 種類 『このは づく』 だとい ふ 

ことであった。 なるほど 野鳥で あるから、 捕獲す るのに 困難 だら うけれ ども、 推 

察する に 從來佛 法 僧 鳥と 稱 してぬ たもの は、 古い 時代からの 言傳べ であるから、 

をれ を 疑って 新しい 硏究 をしょう ともしなかった ので あらう。 それ だから、 屮村 


ふ 氏の 如き 研究家が、 折角 新しく 發 見しても、 專門家 仲間 だけの 話で 一般化し 

て： Q なかった のは殘 念で ある。 これが 若し 醫學 上の 研究の 如く、 人間の 實際 生活 

に 直接 關係 ある 事柄なら ば もっと 早く 分かった 喾 だと 思 ふが、 佛法僧 鳥な ど は 先 

づ餘裕 の ある 人の 研究 對象 とい ふこと になる だら うから、 從 つて 發見も 稍お くれ 

たとい ふこと になる ので あらう。 また、 野鳥の 研究 飼育に も、 いろいろ 面倒な 法 

规 などが あってお も ふやう に は 行かぬ らしい。 

しかし、 私 等 素人 側からの 希望 を 露骨に いふなら ば、 從來の 佛法僧 鳥と 言 はれ 

て ゐ る 鳥の お 性と、 「このは づく』 の 習性と を もっと 澤 山實驗 した 上で、 殊に 『こ 

のはづ く』 を 直接 山林に 飼養して 赏驗を 重ねら れんこと、 いつ どや 新聞に 見えて 

ゐた 『山鳥』 習性の 研究の 如き 程度に、 一 日も皁 くな つて K ひたい やうな 氣 持が 

する ので ある。 (昭和 十 年 七月 九 曰談) 

I 野鳥 昭和 十^ 八月 I! I  3 


籠居 漫筆 

歐羅 巴に ゐ たと き は 文 藝に關 する 書物よりも 醫 學に關 する ものの 方が 心 を 帝い 

て、 いろいろと 古いと ころも 漁り、 べグ リンで は 口 ー タツ ケ产、 ライプチヒ では 

フォッ ク あたりの 階上に 行って は、 論文の 別 刷な ど を さがし、 金の 工面 をして K 

込んだ の は 幾 箱に もな つて 日本に 送られた。 そのころ、 書物 を 日本に 送る の はな 

かな か 面倒で、 稅金 がか かるので 一 たん 澳太 利に 送って、 そこから 日本に おくる 

とい ふやうな 順序に したりして、 苦心 も すれば、 食べ物の 儉 約まで して、 ^段 を 

しいし い 買 ひ 溜めた のが 大正 十三 年 くれの 火事で 燒け てし まった。 

どうして 醫學の 書物 を 買 込んだ かとい ふに 曰 本に 歸っ たら どう 怠ける にしても 


一 年に 一 つの 小さい 研究なら ば出來 ると いふ やうな 見込が 立った からで あり、 例 

へ ば 自分の 病院の 片隅の 研究室で も、 一 年に 一 つなら ば出來 ると おもった ので、 

歐羅 巴の * 門の 研究室に 居る とさう いふ 空想が 常に 湧いた。 空想ば かりで なく、 

何か爲 ない と られ ない とい ふやうな 一 種の 策勵が 待って ゐる やうな 具合で あつ 

たから、 私の やうな もので も そんな こと を爲 した もの かも 知れなかった。 

研究室に 來る 連中 を 見る に、 晝は 臨床の 病院に 勤めて ゐて、 夕方 病院が ひける 

とパ ンを 持って 研究室に 來て、 せいぜい 二 lllte 間勉强 をして 歸る。 それが 半年 も 

終つ うちに 一 つの 籲 文が 出來 あがる とい ふ狀 態で、 その 様子 を 見て ゐ るのに、 如 

何にも 樂 しさう に爲事 をして 居り、 なかには 野心の 多い いは ゆる シュ トレ— ベ〃 

と い ふ 奴 も： S るが、 誰も 彼もシ ュ トレ I ベ だとい ふわけ 合の ものではなかった。 

かう いふ 種類の 研究に も、 つまり 樂 しんです る爲 事に 對 してで も 一 種の 策 勵がぁ 

つたので ある。  3 


私の ごとき は、 道樂と 云って 何 一 つ 持たない、 俗謠ー つ 旨く 歌へ ない ので ある 4 
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から、 かう いふ 業 房です る道樂 なら、 他人に 邪魔せ すに 出來る だら うな どと 本： 想 

して、 大體の 準備と いふ やう， な 工夫 も 交って 文獻を 集めた のであった が、 それが 

火焰の 中で 燃えて しまって は 何の 役に立つ わけが な い。 そして 病院の 復興に 勢力 

を 使って、 この こと は 一切 放棄す る ことにな つた。 

それから、 歌に 關 する 書物 も 可な り 集めて ぬた し、 二三の 計畫も あり、 議論な 

ど を するとき の 用意と して 雜 誌な ども 揃へ てゐ たのであった が、 これ も 同時に 燒 

けて しまった。 

私 は 書物が 一 冊 もない 家に 洋行から 歸 つて 來た。 そのと き雜 誌から 頼まれて、 

歌 五六 首 作らう としたが、 言海  一 W 無い ので 字 を 忘れて 困った こと を 今でもお も 

ひ 出す。 そのころ 私 は 寒い 曉 などに 床の 中で 眼 を 開いて、 これ は 私に睿 物 を ft め 

るな、 讀書な ど をす るな とい ふ 何 か 大きな 命令が あるの かも 知れない。 私に 今後 


ただ 作歌 だけして ゐ ろと い ふこと なのか も 知れな い。 そんな こと を 思ったり した 

ものである。 、 . 

この 考は 殊勝な ものであった かとお も ふ。 然るに この考 は實 行され すに、 また 

害 物 を 一 砒買ひ 二 冊 買 ひ、 忝い 寄贈 書が 身邊に 溜まって 來て、 たうとう 今 ぐらぬ 

に： い：！： の S になって しまった。 そして 作歌に 專念 する こと も 出來す 中途に 彷徨し 

て 居る が、 私 は 時た ま、 大 槻如電 翁の 話 をお も ひ 出して 自らの 辯 護に して 居る。 

如 電翁は 震災です つかり 藏誊 を燒 かれた とき、 もう 書物 は 買 ふまい と 決心せられ 

たが、 やはり もれが 出來 すに 古本 市な どを步 くと 述懷 せられる と い ふ 話 を 問 い た 

ことがあった。 

もっとも 私の は稀覯 本な ど は 買へ ない から、 普通の ありふれた 廉價 本ば か，^ 買 

ふの だが、 それでも 街頭 を步 いて ゐて 氣を牽 くの はや はり 書店で ある。 をれ がら 

私 はそんな に * を 蟹む かとい ふに 決して そんなに 誊を讀 まない。 併し、 枕元に 書 


物 を 積んで 見て 居る のが 何よりの 樂 しみで、 それ を 時が あれば ニー 頁 ぐらぬ づっ ^ 

讀む に過ぎない。 併し これ も讀誊 のうちに 勘定 出來 るなら ありがたい こと だと 思 

ふぐら ゐな ものである。 また 私 は漢學 が出來 ぬから、 漢文の 書物 は、 私の は讀む 

のでなくて 視て 行く ので ある。 獨 逸書 英書 もまた 同様で、 これ も讀 むの， でなくて 

視て 行って ぬる。 よく 記憶せ ぬが、 視 書と いふ 熟語が あった やうに おも ふ、 その 

1i 耆と い ふの は讀 むのに 對 して 視 ると いふので は あるまい かと 思って 興味 を 牽ぃ 

たこと が あるが、 そ. の視る 方の 視書を 私 はして ぬるので ある。 

その 漢文の 分 は、 縱ひ視 る 方が 大部分 だに しても 幾らか 讀む分 も あるから 好い 

として、 私 は 時々 書店から 送っても らふ 圖 書の 目 錄を 枕元に 置いて、 それ を 見て 

居る のが 書を讀 むよりも もっと 樂 しみで ある。 これ は 無論 讀睿と は 謂 はれな い の 

だが、 樂 しみと いふ 點 からい ふと 第一 等の 讀 書の やうな 氣 もして 居る、 私の 讀睿 

の 程度 はそんな ものであるから、 中味 は 推して 知るべし である。 


併し 歌人と しての 覺悟 は、 『寫 生』 にある ので、 讀 書から は 直ぐに 目に 見える 

やうな 功徳が あら はれて 來 ると は 限らぬ ものであるが、 私の場合の やうな 貧弱な 

ms:^ 皮の もので も、 私が 從來の 歌人と いはれ て 居る 人々 よりも 稍 複雜性 を 有つ 

歌 を 作って ぬるの は、 この  一 二 頁ぐ らゐづ つの 程度の 讀 書が や は， o 役立って 居る 

のか も 知れない ので ある。 鷗 外の 「不思議な 鏡」 とい ふ 小說の 中で、 西洋から 本 

を K ふ &i を 細君と しながら、 『どうも あれがなくて は、 己の！ @ の 中の 遣 繰が 旨く 

附 かない からな あ』 とい ふこと を 主人が 云 ふ。 すると 細君が 『そんなに 西洋から 

借りて ゐて、 いっか 返せて』 とい ふ。 『それ は 己の 代に はむ づ かしい。 子 や 孫の 

代に もどう だか。 何 代 も 何 代 も 立つ うちに は、 返す 時 も ある だら う』 かう 主人が 

答へ る。 この 問答 は 今まで 素通りして 讀ん でね たが、 立 止まって 味 ふとな かな か 

面白い。 

疾病に 一 等 症 も 三等 症 も 無い 箬 だと 愚考す る ごとく、 錢 欲と 色欲と が 下等で 典 


籍 欲が 上等 だとい ふ 理由が 無い 笞 だと 愚考す る ものであるが、 それでも 森鵾 外の 

やうな 博識が 『どうも あれがなくて は 己の 頭の 中の 遣 繰が 旨く 附 かない』 とい ふ 

のが 面白い とお も ふので ある。 見様に よって は E 萬の 富 を 擁して なほ 遣 繰が 附か 

ぬと 叫ぶ 貪婪な ものと 似た やうで も あるし、 ひょっとせば 禪僧 あたりに はこん な 

批評 をして ゐる ものが 旣に 無い とも 限らぬ とお も ふが、 いづれ にしても この 小說 

の 問答 はお もしろ いもので ある。 
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寺 田 博士 

寺 田 博士が 藪柑 子から 吉 村冬彥 にわた つて 書かれた 數ぉ ほい 隨 筆に 親しんで は 

ゐた が、 直接お 逢 ひする ことの 出來 たの は、 岩波 氏のお 蔭であって、 晩餐の 席で 

數 名の 親しい 方々 の 中に 私 も 交へ て もらって、 その 席で はじめて 博士と 相 見る こ 

とが 出來 たのであった。 もの しづかな 學 者で、 時々 冷徹な 諧：； t な どもい はれる 

が、 根 調 は しづかな 思索 者と いふ 風の 印象 を 受け 受けした。 をれ もさう 度々 でな 

いの だから、 私が 博士に ついて 云々 する ことな ど は、 實は氣 が 引けて ならぬ ほど 

なので ある。 束 京の 帝國大 學敎授 で、 若くて 帝阈學 士院會 員に なられた ほどの 偉 

い ^者であった が、 私な どに は どの くら ゐ 偉かった か、 つ ひに 分 がらすに しまつ 3 


た。 栗山大 膳が 盛 岡に 移された 後、 何とかい つた 若い 士に むかって、 人間の 賢愚 。 

み  4 

邪 正 は、 『實の ある 話』 をして 見た うへ でなければ 分からぬ と 云った とい ふが、 

いかにも そのと ほりで、 地球 物理 學 などと いふ 學問 は、 その 道に 入って、 苦勞し 

たもの のみが うかが ふ. ことの 出來る もので あらう から、 私な どが 博士 を 理解し 得 

なかった の も 無理が 無い わけで ある。 

また、 學 者の 生涯 は 政治家な どと は餘 程ち がふので、 先日 も、 松 田 文部 大ぼが 

死んで、 伊藤 氏の 追悼 談の 中に、 『松 田 源 治 君が、 歐洲 視察 旅行から 歸 つて 来た。 

內 務勅參 時代の こと だ。 その 歸朝を 祝して 僕 等 少數で 一杯 傾けた 時、 かれ、 ^ 

に、 何 か藝を やれと 强 要して 聞かない。 え、 面倒な と 私、 突如、 ゆうべ 入 谷の 松 

源で …… とやったら、 かれ、 潮吹きの 面の 如く、  口 を とんがら かして そつ ぼ を^ 

いた』 とい ふやうな ことがあった。 松 田 大臣が その 歐洲 視察のと き 恰も 私 は 維 也 

納留學 中で 少々 案內 もし、 伊太利に 立つ とき、 西 停車場まで 送って 行った 程な の 


で、 彼の 一角に も觸れ たわけで あるが、 博士の 生涯 は、 たと ひ 猫の 寒月 先生で 

も、 松 田 式の 逸話 はないだ らうと おも ふが どうで あらう か。 

博士が い 者であった こと は、 實は 葬儀のと きその 輪郭が 辛うじて， 分かった 

ほどで、 私は默 つて ゐた が、 寺 田 研究所な どと いふ ものの 存在 も そのと き 初めて 

知った ほどで ある。 ただ 私 は隨^ をと ほして、 博士 はたお の學究 的學究 でない こ 

と を 感じ、 すっと 昔に 相撲の カ學 などに ついて 考へ、 また、 『そんな もの を 書い 

て も 今の 日本で は 學位も 取れす 金 も 儲からな ぃ爲 かも 知れない』 と い ふこと が 近 

時の 隨 筆の 中に あった。 かう い ふこと は 博士の 位置に あって はじめて 云 ひ 得る こ 

とか も 知れない が、 こんな 一寸した こと も、 勿體 ぶる 學者 は、 縱 しんば 腹の 中に 

あっても、 门 に 出して は 云 はない。 つまり 學 者が 通俗化して しまって、 地金が 露 

出 するとで もお もうて、 暗默 のうちの 約束 的行爲 になって ゐ るの かも 知れぬ が、 

何しろ さう い ふ點 でも 博士 は； 5 とと 違って， Q た。 
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例へ ば映畫 などに つ いてで もさう である。 これ は 私自身の 辯 護になる のかと も 

4 

おも ふが、 博士 はいつ か、 映畫. と 生理 學と いふ やうな 題で 氣焰を 吐いて： Q たやう 

であった が、 あれなん かも 面白い 意見で、 カ强ぃ 味方 を 得た もの だとお も； 5 つつ 

讀んだ こと を おぼえて 居る。 

博士の 隨 筆の 中に、 「B 敎授の 死」 とい ふ 一 文が あつたの を、 私 は 箱 根で 養生 

して ゐた ときに 二度ば かり 繰返して 讀ん だ。 これ は 普通の 博士の 學 問的隨 筆と ち 

がって、 別樣の 味が あり、 背景に は專門 物理 學者、 東京 帝！； 火 舉敎授 とい ふ：：^:;: 

が 是非なければ ならぬ もの だが、 それ を 比較的 背後に 潛 めて、 B 敎授の 死 を描寫 

して ゐた。 專 門の 物理 學者 B 敎授 が、 異境に 渡って 來、 妄想の ために S 殺ん てし 

まふ 始末 を、 博士 一  流の しづかな 文章で 書いて あつたが、 私が この 一 文 を 箱 根 山 

中で 讀ん でゐ たころ に は、 博士の 病が すでに はじまって ゐ たの かも 知れない。 

昭和 十 年の 初夏だった らう か。 岩波の 「文 學」 で 座談 會を ひらき、 幸 田 先生 も 


出席せられ たのであった が、 これ は 日本の 古典 詩が 主題の やうであった。 そのと 

き、 博士 は、 『これ は齋藤 君の 方の 學問 だが、 人間の 性格 學か何 かで、 扑情詩 glr 

とか 敍事 詩型と かいふ やうに、 客 看 的に 診斷が 出來 ると おもしろ いんだが ね』 な 

どと も 云 はれた やうであった。 博士の 心の 向け 方が 萬 事 さう いふ 風であった かも 

知れない。 葬式の 日に 門下生の 方が、 博士が タ ドンの 燃える 過程にまで 注意 せら 

れた こと を 云 はれた が、 これ も單 純な アイ ンファ 产 として 片付けて しま ふべき も 

ので はない。 『人 ごとに 我が身に うとき 事の み どこの める』 とい ふ 徒然 草の 語錄 

に對 する 博士の 言 そのまま を 受け 納れて は 間違 ふだら う。 

昭和 七 年 ごろだった かとお も ふが、 柳 田阈男 先生から 来書が あって、 京都の 新 

村^ 士の 上京 を 機に、 寺 田 • 柳 田 • 新 村の 三 先生と 私と 四 人で 一 夕食 を 共に しょ 

うとい ふこと であっ^。 これ は 改造 社の 日本 文學 全集の 一 冊が この 四 人の 隨筆集 

になって ゐ るので、 この 四 人が 一夕 會食 懇親し ようとい ふので あり、： W 京の 私と 4 


柳 田 先生と が 幹事になる わけであった が、 新 村 先生の 上京の 都合で が 出來ゃ 

にお 流れに なって しまった。 私の 如き も かう いふ 偉い 學 者の 方々 の 中に 交 へても 

ら つたこと が 誠に 光榮 であるので、 會 合の 幹事 は 是非した いとお もった ので あつ 

た、 それ を 今度お も ひだした。 

博士の 葬式の 日に、 門下生の 方の 追憶の 言葉が あつたが、 博士が 部下に 對 して 

決して 小言 をい はれなかった とい ふこと を 話された。 私 は そのこと を聽 いて： 

して ひどく 恥 入り、 私の 偉く なれな いのは この 憤怒に あるの かも 知れな いなどと 

身勝手な 空想に 耽った ものである。 

博士の 專門學 問の 方面に なると、 敎 養がなければ 近寄れな いが、 多くの 隨^ の 

中には 博士の 專門 學の實 質が 反映して ゐる だら うから、 私 等 は それ を 通じて、 多 

く を 學ぴ、 不斷に 博士 を追懷 する ことが 出來る わけで、 これが せめても の諦 念と 

ハ ふこと になる ので あらう。  — 思想 昭和 十 一 年 11 一月 號 II 


入江 子爵 

入江 子 W が^に お亡くなりに なられた こと は、 悲歎 殘念 至極の ことであった。 

子爵 は 御 歌 所所 長と して 和歌 道の ために 御 骨折に なった こと はも はや 誰でも 知つ 

てがるが、 私の ごとき 民間 歌人、 特に 撗 好きで 和歌 を 弄んで 居る 者に とって は、 

御 歌 所所 長と は緣 がと ほく、 生涯 會ふ機 もな く、 沒交涉 で 濟んだ だら うとお もつ 

てぬ たと ころが、 計らす もた だ 一度 面接した ことがあった。 

それ は、 改造 社長の 山 本實彥 さんに 連れられて 華族 會 館で 子爵に 會 つた。 昭和 

であった か、 昭和 三年であった か、 もはや 夢の やうで、 曰錄が 無い から 分か 

ら ぬが、 私 は 昭和 四 年であった らうと いふ 氣 がして 居る。  4 


I 


つまり、 日本 文學 全集の 一冊が 歌と 俳句になる ので、 歌の 方に 私も關 係し、 歌 6 

4 

の 方 を いろいろ 按配 するとす ると、 明治天皇 陛下の 御製と 昭憲 皇太后 陛下の 御 歌 

と を 謹 載し 奉る ことと なる。 その 謹選 を 甚だ 恐 多く 僭越な ことであった が 私が つ 

かまつ る ことと なった ので、 をの こと を 子爵に 申 上げ、 私の 謹選し 奉った もの を 

子爵に 書いて いただいて、 寫眞 版に して 卷の はじめの 方に 载 せる 計畫で あつたの 

で、 山 本さん が 私 を 華族 會 館に 連れて行かれた。 

子爵 は 謹選し 奉る 方針な どに つ いて は 何もい はれす、 私の 意見に 何でもお 任せ 

になる といった やうな 調子で、 極く あっさりと 話が さまって しまった。 私の^ 選 

し 奉る 御製な り 御 歌な り は、 從來敎 科 書な どに， よく 载 つて 居る のと 幾らか 違 ふ も 

のになる だら うと 推して そのこと も 申 上げた のであった が、 子爵 は 微笑 せられて 

うな づ かれた。 冷泉の 流 をく まれた 堂上 歌人と 野に あって 論戰 などば かりして： Q 

る 私と では、 その 風格に 於て 餘 程の 差別が あった。 つまり 品に 上等 下等の 差別が 


淨坡璃 に 照らされる よりも はっさり して 居た。 

私 は そのと き 御 歌 所に つ いて 種々 と 質問 をして、 明治 大正 短歌 史槪觀 の 材料に 

役立てた が、 いま 心に 銥 して 忘れぬ もの は、 明治天皇 樣が御 晩年に よく 鉛筆 を 御 

使用に なられて、 それで 御製 を 御 しるしに なり、 それ を 高 崎 所長の 方に 御 ま はし 

になる とい ふこと であった。  . 

明^: 火， M 榇を火 歌人と して 仰ぎ まつる 私の 如き 草 莽の臣 が、 鉛筆で 御し るし 遊 

ばされ た 御製 稿 を 心中に おも ひう かべながら、 子爵に 御 暇 申して 華族 會館を 出で 

たのであった。 

無 K に つづく 時の 流の 中に あって、 ただ 一度の 會 合で、 もう 二た び はどう あつ 

てち <w ふことの 叶. はぬ こと を 思って 見て、 かう い ふ ありがたい 言葉に あら はしが 

たいやうな 明治天皇 様の 御 事 を 承 はった ので ある。 つまり 寶物 館で 拜觀 したて ま 

つる 短冊の 御製 は あれ は 毛筆で 書きた まうて あるが、 あれが 鉛筆であった なら ど 4 


んな 御風 格 だら うかな どと い ふ 想像になる ので ある。 

II 短歌 研究 昭和 十 一 年 五月^ I 
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虽崔^ i 1JTJ 

r5  p# 奢 き 口 


〇 

この K 弱った 體の 養生 かたがた 少し 勉强 しょうと 思って 强 羅に滯 在した ことが 

あった。 あそこの 林 中に 新聞紙 を 敷いて 腰をおろして 居る と 身心 {是 に 安泰で、 時 

に はう つらう つら 眠る こと さへ ある。 手嚴 しい 生活に あって は縱； 5 三十 分で も 勿 

體 ない ほどな 安泰な 生の 狀 態で、 特に 七月 頃 は 蚊が 尠く ていい。 

あそこの 林 中 を 少し 步 いて 居る と、 急に 川の 瀨の 音が 聞こえる。 その 川が 直ぐ 

眼前 を 流れて. Q る やうに 閗 こえる から、 さう かとお も ふと これ は斷 S にの どんで 


やっと 下の 方 を 流れて ゐる早 川の 瀨の 音な ので ある。 つまり この 林の すっと 下の ^ 

瀨の 音が こんなに 上に ゐる 私の 耳に は 直ぐ 傍 を 流れて ゐる やうに 聞こえる ので あ 

る。 ほんの 少しば かり 見える 川原な ど を 辛うじて 眼界に 入れながら 聽 いてぬ ると 

何ともい へぬ 音で ある。 これ も 支那 山水 畫の氣 持で 人^ を暫 らく 非人間的 にさせ _ 

るが、 畫は 眼に 想へ る もの だから、 この 聽覺を 視覺に 移さう とする に は どんな 構 

ii にす るか、 これ も 一 つの 問題 だが、 恐らく 大観した 飛行機から でも 見た やうに 

すれば、 氣 持が あら はれて 來る だら うと もお もへ る。 

ある 曰、 をの 斷崖 にの どんだ 林の 少し 平にな つたと ころに 新聞紙 を 察いて 人 

間の 戀愛を 取扱った 老 作家の 短篇 集お 讀ん でぬ ると、 歌人な どの 到底う かが ひ 知 

る ことの 出來 ない 世界が 展開 せられて 來る。 第一 その 男女の 會 話が 微妙で 變 化に 

富み、 犟純單 純と 努める 歌人の 表現 法な どの 相 寄る こと も 許されぬ ものであった。 

私 は その 會話を 繰返して 讀 むこと もあった。 あるとき 丁度 その 斷 崖に 傾き 力 かつ 


て 生えて ゐる 木の 枝に 突然 山鳩が 一 羽來 てと まった。 ， これ はお も ひも 寄らぬ 光景 

であった から， 私 はお もった。 いまに この 山鳩が 啼く かも 知れない、 或は 番 ひの 

山鳩が 飛んで 來て 其處に 並ぶ かも 知れない、 さう したら 或は 寺の 屋根な どに： Q る 

家 鳩の やうに 親 嘴. など をす るか も 知れな い。 人間 世界に 斯く 細かい 戀愛 があって 

見れば、 彼等 だって さう-いふ 形式 衍爲 があって かま はぬな どと おも ひながら-、 滕 

手に なをころ して ゐ たのであった が、 彼等に はまた 特殊の 感覺が ある ものと 見え 

飛んで 行って しまった。 無論 雌の 山鳩 も來 なかった。 早 川の 谿谷は 小 田 原の 方 ま 

で S いて 海に 終る ので あるが、 この あたりの 川の 瀨は 强羅の 山に 接近して 流れ、 

四方の 山に こだます るら しく、 いかにも 莊 重な 長 響 を 持った 瀨の 音で ある。 

Q 

戎ろ n!、 朝早く 飯 をす まして 明 神嶽に 登った。 登りつ める ところ は 峠と して は 5 


山の 一番 低い 處 だが、 途中で 幾度 休んだ か 知れない。 今年 は 野鼠の 大群が 熱 海 方 

面から 移動して 來て畑 だの 竹林 だの 立 木な ど を 荒す ので、 縣で 技師 を 出張せ しめ 

て 毒 圑子を 撒いた。 その 標の 赤い 布が 途中の 木の 枝に くくりつけて あったり して 

氣持も 幾らか 違って ゐる。 

この 途中から は對 ひが はの 早 雲 山、 大涌谿 方面が 一目に 見える し、 早 川の 谿谷 

が 一 目に 見える ので なかなか 眺めが い い。 特に この 箱 根方 面 は 植林が して その 木 

も そろそろ 大きくな るので、 實 にいろい ろの 鳥が 啼く。 中には 佛法 惯の聲 の斷片 

だか 雉子の 聲 の斷片 だか 分からぬ やうな の も ある。 かう いふ ことになると.、 地 K 

の 方の 專門 家、 鳥類の 方の 專門 家な どの 强味を 想像す る ことが 出來 る。 

この 峠の 頂上に のぼりつ くと、 反對 側の 方の 山 は 植林が してない ので 一 面の^ 

萱で、 それが 幾つ も谿を 形成しつつ 下の 方に なだれて 行って ゐ る。 この 方が 生物 

の膚を 見る やうに 原始的に 雄大に 見える。 特に 私な どに 興味 あるの は、 この 方面 


の 麓の 方から 押して 來る 霧が 峰の 上空で 渦まい てゐ るが、 箱 根方 面の 空まで はな 

かな か來 ない。 空 は連續 して ゐ るの だから 來 さうな も^だが、 人間なら ば 約束で 

もして ゐ る やうに、 なかなか 來 ない。 この 一 つの 山に も いろいろな 事が あって 學 

者なら 無限に 興味の ある ことの やうに おもへ る。 

其 處 から 二た び 上， o になって、 今度 は 尾根 づた ひに 步く。 昭和 元年 ごろ 一度 此 

處を 通って 道 了 山に 參拜 した ことがあった。 そのころ に 較べれば 道の 手 入が 餘程 

行へ」 胸いて ゐる。 その 尾根に 近く 豪雨が 降った と 見えて、 草 一面に 泥が 跳ね あが 

つてぬ る。 何とい ふ 草 か 刺の ある 葉で 薊の 葉 を 大きく したやうな 草が 生えて ゐる 

が、 その 槳 など は 1 面に 泥 を かぶって いかに 雨が 强か つた か を 想像せ しめる に充 

分で ある。 私 は それに 威 を 催して、 

ある 時 は いかづち 鳴りて ためら はすこの 山の 峰に 降る 雨 

おも ほ ゆ • 
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とい ふ 歌 を 作って 見た、 が、. 或は、 『山の 峰』 は 『^の 上』 がいい かも 知れす、 結 4 

5 

句？ 4  くて 何とかせ ねばならぬ やうに もお も ふ。 また、 『ためら はす〕 とい.；： 主 

S 的ない ひ 方 も、 少 i 骨折って 見た の だが、 表現が 出來 てぬる かどう か 疑問で 

ある。 私 は 現實の 草の葉に 泥の はねあがって： Q ると ころも 咏ん だが、 この 方が 平 

凡で も 却って 無難の やうに おも ふ。 現 實に卽 して、 『おも ほ ゆ』 とい はねば なら 

ぬ， V ころに 弱點が 暴露せられ るの かも 知れす、 字餘 りに などして はいけ な いの か 

も 知れす、 よく 自分に >も 分からない。 

0 

强羅 は、 大 涌谿、 早 雲 山の 方から 幾つ も谿 があって 早 川に 終って ぬる。 その 谿 

は 物 さびて あるが 中には 水の 無 いのも 幾つか ある。 私 は 時折 さう いふ 谿 間に 行つ 

て沈默 して： q, る ことがあった。 おる 時には 感傷して 次の ご ± きもの を 作った。 


山な かに 心 かなしみて わが 落す 淚を 舐む る 獅子 さ へ もな し 

ひとが 請んだら を かしから うと 思って 公表 しないが、 こんな こと もあった。 そし 

てこの 獅子 云々 とい ふの は、 涧&: 內の ツァラ ッス トラに 從 つて ゐる 獅子が 年老い 

^彼の 落す 淚を 舐めて くれる ところが 甞 いて ある。 それに 本づ いたのであった 

が、 こんな こと は 今の 歌人に はちつ とも 共鳴が 無い とお もって 雜 誌に 出さな かつ 

たもので ある。 併し かう いふ 静寂な 谿間を 私 は 今でも 愛して ゐる。 そして、 今 か 

ら十 年も經 つたら、 こんなにして ただ ひとり 孤獨に 感傷 を恣 にす る ことな ど は 到 

底出來 なくなる だら うと 思 ふ ほど、 どしどし 山林 を 切， o ひらい て別莊 地に な， o つ 

つ あるの だから、 せめて 今のう ち だけで も 愛惜したい とお も ふこと も あ. つた。 を 

れから 八月 も 末に なれば 蚊が 殖えて 來て、 ぢ つと 沈默 して： Q る やうな こと はな か 

なか 出來な い ので、 さう いふ 點 でも 都合の よい 期間が 短い わけで ある。 

II 山と^ 谷 昭和 十 一 年 十 一 月^ I  ^ 


歌人の 癡語 


上 

現今 歌 を 作る もの は 隨分多 い が、 一 般 文壇と は餘り 交渉が 無い と 云 はれて & 

る。 また 餘り 尊敬 もされて ゐな いらし く 見える の は 先づ當 然と いふと ころで あら 

う。 併し 僕 等の 様に 何十 年と 作歌して、 また 歌が 好きで 罷 めら れな いものに とつ 

て は、 勉强 すれば する ほど 奧 があって、 どの 邊が 行きつ き 所 かさへ 分からな いの 

だから、 何事 もさう 簡單に は片づ けられない。 みそ 一文字 だって さう 馬鹿に はな 

らぬ ものの やうで ある。 


その 證據に は、 文埴 一流の 大家で、 その 一言一句が 文壇 を 動かし 動かしして ゐ 

る やうな 人が、 たまに 歌の ことな ど をい ふと、 極めて 單純 素朴で ただ 一つの 愛す 

べき 文章に とどまって ゐる。 また さう いふ 言 說に對 して、 歌の 雜誌 などで は 誰も 

相手に しない。 僕 とても 專 門の 歌の 雜誌ァ ララ ギ では こんな こと は 論じない が、 

この 癡語は 新聞に 载 せても らふの だから 一 言觸れ たわけで ある。 つまり さう いふ 

歌の 嫌 ひな 文壇の 大家が 歌 を 尊敬 しないの は、 尊敬し ない 方が 惡ぃ。 歌に も 上等 

ド等 があって 一様で ない けれども 上等の 歌 は、 上等の 小說、 上等の 戲曲、 上等の 

ぼ 論 M 様に^ 敬す るの は當然 であって、 輕 蔑して はならぬ ものである。 

また 一つの 證據に は、 いっか 新聞に、 文壇 百人一首が 載った ことがある。 つま 

ん义 に^ i 氏の 歌であった が、 先づ 歌と して 辛うじて 及第し 得る もの はせい ぜ い 十 

ゐ であった。 あとの 人 はた だ 巫山戯て、 たかが 三十 一 文字 かと い 0. た 風 

で、 酒 奥の 座に 侍する 者な ど を 相手に する やうな つもりで 作って ゐ ると いふ 風が 5 


見えた。 全力 を盡 さう と 努力した 歌 は 前い つた やうに せいぜい 十 首 ぐらぬ で、 そ 8 

5 

の 他の 歌の 態度が 第一 いけない ものであった。 をん なわけ であらう か、 歌 塊で は 

誰も あの 百 人 一 首に つ いて 批評した ものがなかった やうで ある。 僕 も 何 かの 折に 

とい ふので 切拔 いて は 置いた が、 問題に して はぬな い。 あ、 いふ 態度の 文 人に 

較べれば、 一般 歌人 は 愚で も魯 鈍で も、 一首に ついて 行きつ くと ころまで は 行き 

つかう と 努力して： Q る點 だけで も 違 ふので ある。 

さう いふ、 歌人と 文壇 人との 間柄であって 見れば、 歌を强 ひ て 文壇 人に 尊敬 さ 

れ ような どと おも ふの は 夢想に 過ぎない やうに もお も ふし、 第一、 ける かも を 本 

義 とする 歌が、 てきば きと 接吻す る 男女が 出なければ どうしても 小說 になら な い 

のな どと は、 もう 第一 世界が 違って しまって ゐる。 さう いふ 文壇へ 歌壇が 進出し 

ようとした り、 文壇に 認められようと したり、 やきもきし， てゐ るの は餘， o 兌よ く 

ない と 僕な ど はお. も ふ。 僕の 現在 はさう いふ 保守主義、 引 込 思案、 返^ 主^で あ 


る。 それ だ 力ら、 靑年 歌人が 何の 彼のと やきもきして ゐる點 は 同情しても よい 

が、 僕にまで さう いふ 方嚮に 勇猛に なれな どと いふの は 困る ことがある。 近 ごろ 

に^ 人 協 會の旗 あげな ども、 時間 も あ， o 勢力 も あり 餘る靑 年 に 期待す ベ きで ある 

から、 どうかよ ろしく 骨折って やって 貰 ひたい。 何事 も輕 蔑し ない 主義から いへ 

ば、 やはり さう いふ 結論に なるとい ふ ものである。 

中 

つ， つき 

U おの 筒 城の 宫に物 まう す あが 兄の 君 は淚ぐ まし も 

口 日 B 

妹と 來し敏 馬の 埼を 還る さに 獨 して 見れば 淚ぐ まし も 

.  大，： 伴 旅 人 

妙^ 院の I 子の 大 御舟 潜ぎ いでし 吹 上 を 見れば 淚ぐ まし も お 


平 賀元義  & 

ここで、 『淚ぐ まし も』 とい ふ 句で 止めた 短歌 三つ を 出して 見た。 第一 の 歌 は 

古事記に ある もので、 仁德 天皇と 皇后と 八 田 皇女との あ ひだに あって、 使に 行つ 

ぐち ひ め 

た 口 子と いふ 者の 妹の 口 日賣の 歌った ものである。 第二の 歌 は 萬 葉集卷 三に あつ 

て、 旅人が 歸 京の 折に 亡妻 を 傯んで 咏んだ 歌で ある。 第三 は、 妙法 院 皇子 卽ち. 宗 

良 親王の 故事 を 追懐し 奉り、 備 前の 兒 島の 吹 上から 舟で 讚岐へ 流された まうた 時 

をし のび 奉る 咏歎 である。 そして 三つと も 『淚ぐ まし も』 とい ふ 語が あるが、 こ 

れ 等の 語 は、 現今 新聞 雜 誌に 流行して ゐる、 『淚ぐ ましい』 云々 と、 お 葉 は：！： じ 

でも、 一首 全體 として、 どう 違 ふか、 新聞 雜誌 にあって 閜 くと、 厭味たら たらの 

この 語が、 短歌 一首に あって、 然 かも 此 等の 上等な 歌の 中に 使 はれて ぬると、 厭 

味で ない ばかりでなく、 非常に 强ぃ 響を傳 へて 來 るので ある。 歌の 形態と 歌 言葉 

との 關係 はこの 實 例に 於ても 大體 うかが ふこと が出來 る。 


い つど や 三 河の 蓬萊 山から 佛法僧 鳥の ラデォ 放送が あった とき、 『潺湲 たる 谿 

,』 と 云った かと 思 ふと 忽ち、 『かそけ き 佛法潸 のこ ゑ』 と 云った。 ー體 『潺湲 

たる』 と、 『かそけ き』 と は 調和し ない。 厭 * たらたら である。 併し 同じ 『かそ 

けき』 でも、 『わがや どのい ささ 群竹 吹く 風の 音の かそけ きこの 夕 かも』 (大伴 家 

持) となると S も 厭味で ない ばかりでなく、 非常に 立派な 歌で ある。 それから 近 

IS 或る 新 間 を 見る と、 映 畫の說 明か 何 かのと ころに、 『はろ けき 海 を、 或は チヤ 

ッ プリンの おどけ 姿 を』 とい ふのに 似た 文句が あった。 この 『はろ けき』 はどう 

しても 厭味で あるが、 『このよ ひのお ぼっかな きに 霍公鳥 鳴くなる 聲 のおとの. は 

るけ さ』 (萬 葉集卷 十) となれば 厭味でなくなる。 

この、 『かそけ き』 とか、 『はろ かなる』 などと いふ 古語 を、 日常茶飯の 言語の 

中に 取り入れて 使 ふやう になった の は、 萬 葉 調の 歌風が 歌壇に 流行し はじめて か 

ら のこと である。 それ を 誰も 氣づ かすに 使って 居りながら、 その 本 をな した 萬 葉 


調の 歌を輕 蔑しょう とする の は 間違って ゐ るし、 また、 本格的に 萬 葉 調の 歌 を 作 .2 

らうと する 歌人 は、 『はろ けき』 と、 『チャップリン』 と を 同 一 の聲 調に して 論す 

る こ ともなく、 また 一首の 中に 用 ゐ ようと もしない。 

そんなら、 歌壇 全 體を見 わたして、 その 現象 は 全然 無い かとい ふに、 それ はな 

かな か あるので ある。 併し 今 差し 當 つて 一 々その 實例を 引く わけに は 行かぬ し、 

これ は 僕 一 人が 歌壇 を 背負って 立って ゐる わけで もな いからして、 僕が 一 人で 贲 

任 を 負 ふこと も 出來 ない。 ただ 現在 も 未來も 本格の 歌なら、 さう いふ 不微 底な お 

調の もの は 止めた 方が 好い とお も ふので ある。 僕の 歿後の ことな ど はどう あらう 

と 僕に は 分からぬ が、 現實の 歌壇で はさう あって 欲しい とお も ふので ある。 

歌の 言葉 は ざっと 右の やうな もので、 • 極めて 特別で あるが、 僕 は 出來る だけ、 


『言語の 接 忡，： とい ふこと を 心掛けて 居る。 それ だから、 歌の 言葉に 特殊な 神 

祕、 igtt、  メ タフ イデ ック など をば 餘. o 要求し ない。 この 點 にっき、 改造 社の 文 

藝 新年 號に敫 つた、 萩原 朔太郞 氏の 「虫」 とい ふ 散文詩 は 有益であった から、 少 

し 問題に するなら、 この 文で は 『鐡 筋コ ンクリ 〜ト』 とい ふ 言葉が ふと 心に 浮ん 

で、 この 言 紫の、 常識で 理解され ない、 或る 幽玄な 哲理の 謎が 神 祕に隱 されて： Q 

るの を 解かう として、 偏執狂 者の やうに なって しまって、 いろいろの 事 をす る。 

をして、 一友 人に 對 つて 『僕の 聞く の はね。 つまり、 その •：：• 。 その 言葉の 意味 

::: 豫 象 ::: ィメ ー デ ••：： 。 つまり その、 言語の メ タフ イデ ックな 暗號。 寓意。 

それの 祕^。  ：•：• M るね。 つまり その、 隱 された バズ〃。 本當 なの だ。 本 當の意 

味なの だ』 などと いふ。 そして、 友の 家 を 跳び出した 時、 ふいに 全く 思； 5 がけな 

く、  ^き 物の やうな 言葉が 飛び出した。 それが 「虫」 とい ふ 言葉であって、 その 

ために、 つ 私 は^を あげて 明るく 笑った。 それから 兩手を 高く 上げ、 鳥の 飛ぶ や お 


うな 形 をして、 嬉し さに 叫びながら、 町の 通り を 一散に 走り出した』 とい ふので 4 
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ある。 

僕 等 も 歌の 言葉に 就いては、 散文 家に 比して 餘 計に 執著 を 持って ゐる わけで あ 

るが、 これ 程 メタ フィ デッ ク な暗號 とい ふやうな もの を 言葉に 强； 5 ない 習 惯 にな 

つてぬ る.。 近代詩 人の 頭から 行けば、 荻 原 氏の 感覺の やうに 言葉と いふ もの を 取 

扱 ふの が本當 かも 知れす、 歌壇に あっても 二三の 流派で は 言葉 を その やうに 取扱 

つて 作歌して ぬるの が あるが、 僕 等 は そこまで は 行って ぬない。 もっと 原始的に 

素朴に 直接的に 言葉と いふ もの を考 へて ゐる。 

また、 『はるかなる 初音 は ゆめ か 郭公く ものた だぢ はうつつ ならね ど』 とい ふ 

やうな、 聯想 を も 籠め た 面倒な 言葉の 取扱 方 を も 僕 等 はしない。 

龍 岡に 家居る 人 は ほととぎす 聞きつ と い ふに 我 は 聞か ぬに 

これ は 正 岡 子規が 明治 卅四 年に 作った 歌で あるが、 一首が 萬 葉 調で 統一 せられ 


てゐ るに 拘 はらす、 一つ一つの 言葉： 朴で 極めて 直接で ある。 一つ一つの 言葉 

に、 神祕、 魔性、 メ タフ イデ ック等 をば 要求して ゐ ない。 そこが 今の 一 部の 歌人 

の 言葉に 對 する 考と 違ふ點 であり、 また さう いふ 一 部の 人から 物足りない やうに 

子规の 歌が 云 はれて ゐる點 でも ある。 然るに この 歌の 結句 は、 『聞かぬ に』 とい 

ふので あり、 『に』 で 終って ゐて 其處に 感動が 籠って ゐる。 この 『に』 は、 文法 

的に は必 すし も咏 歎の 助詞で はない が、 結句と しての 效果 は、 据わりの 好い 咏歎 

になる。 さう いふ 點 でも、 短歌の 言葉 は 特別な もので はない かとお も はれる。 古 

お 卜：：^ | ケ- どしどし 用： Q る點 でも また さう である。 併し 僕 等 はや はり 一 つ 一つの 語 

に 魔性の やうな もの を餘り 詮議し ない 方の 主張で、 一 首全體 としての 聲 調に 重き 

をお さ、 次から 次と 變 化して 來る 新時代の 語彙 も その 全體の 中に 融け 込ませよう 

とする、； fr ^である。 歌で 云 ふこと はま だま だ あるが、 今 は 云 ひ 得ない。 

II 譃賓 新開 昭和 十二 年 1 月 十 1 、 十二、 屮 三日 II  6 
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三 筋 町 界隈 


この 追憶 隨筆は 明治 二十 九 年 を 起 點 とする 四 五 年に 當 るから、 日淸戰 役が 濟ん 

で 遼東還 附に關 する 問題が 囂しく、 また、 柬北三 陸の 大海 嘯が あり、 足 尾 銅山 鑛 

毒 事件が あり、 文壇で は、 森鷗 外の 「めさ まし 草」、 與 謝野鐡 幹の 「東西南北」 

が 出た ころ、 露 伴の 「雲の 袖」、 紅葉の 「多情多恨」、 柳浪の 「今戶 心中」 あたり 

が 書かれた 頃に 當る箬 である。 東京に 鐡道 馬車が はじめて 出來 て、 淺草觀 音の 境 

內には 砂が き 婆さんの 居た ころで ある。 この 砂が き 婆さん は 一 目眇の 小さい 媼 で 


あつたが、 五六 種の 色の 粉末 を 袋に 持って ゐて人 だか， o の 前で、 祐 天和尙 だの、 

信 田の 森 だの、 安珍 淸姬 だの、 觀世音 靈驗記 だの を、 物語 をしながら 上下 左右 自 

由 自在に 絶 を 描いて 行く、 白狐な ど は 白い 粉で 尾の あた 6 からかいて、 赤い 舌な 

ども 一寸見せ、 しま ひに 黑ぃ 粉で 眼を點 する、 不動明王の 背負 ふ火焰 など は、 眞 

紅な 粉で 盛， O あげながら 描く と 云った やうな 具合で、 少年の 私 は觀世 音に 詣づる 

每に 其處を 立^りか ねて ゐ たもので ある。 その 媼も いつ のまに か 見え なくなつ 

た、 何時 ごろ どうい ふ 病氣で 亡くなった か 知る 由 もな く、 また 媼の 藝當の 後繼も 

ゐす、 類似の わざ をす る 者 も 出す にし まった から、 あれ は あれで 絕 えた ことにな 

る。 をの 顷 助手の やうな もの は 一人 も 連れて 來 すに、 いつも 媼 ひとりで やって 來 

て ぬた。 また その 粉末 も 砂が きと は 云へ、 砂でなくて 餛 飩粉か 何んで あつたの か 

も 知れす、 それに も 一 種の 技術が あって 萬遍 なく 色の 交る やうに 臶へ てあつた の 

かも 知れない が、 赏 際どう いふ もので あつたか 私に はよ く 分からぬ。 また 現在 あ お 


あい ふ ものが 復奥 する にせよ、 時代に は 敵 はぬ だら うから、 あの 成行き は あれ は が 

あれで 好かった とい ふ ものである。 

ぐら ま へ 

鐡道 馬車 も 丁度 そのころ 出來 た。 藏前ど ほり を鐡道 馬車が 通る とい ふので， 女 

中に 連れられて 見に 行った ことがある。 目隠し をした 二 頭の 馬が 走つ て ゆく の 

は、 レ ー 〃 の 上 を 動く 車臺を 引く ので 車 房に は 客が 乘 つてぬ る。 私が 鄕 里で 見た 

開化 繪を 目の あた 6 見る やうな 氣 持であった が、 そのころ まで は 東京に も レ—〃 

の 上 を 走る 馬車 は 無かった ものである。 この 馬車 は 電車の 出來 るまで 續 いたわけ 

である。 電車の 出來 たてに 犬が 櫟 かれたり、 つるみ かけて ぬる 猫が 櫟 かれたり し 

た 光景 をよ く 見た ものであるが、 鐡道 馬車の 場合に はそんな 際どい 事故 は 起らぬ 

のであった。 

二 


さう いふ わけで、 私は數 へどし 十五のと き、 鄉 里上ノ 山の 小學校 を卒 へ、 陰曆 

の 七 刈 十 じ w、 つま 6 盆の 十七 日の 午前 一時 ごろ 父に 連れられて 家 を 出た。 父 は 

大正 十二 年に 七十 四 歳で 歿した から、 逆算して みるに 明治 二十 九 年に はま だ 四十 

七歲 のさ かりで ある。 併し 父 は 若い 時分 ひどく 働いた ためもう 腰が 屈って ゐた。 

二人 は 徒^で 山形 あたり はま だ曉の 暗い うちに 過ぎ、 それから 關 山越え をした。 

その 朝 山^ を 出 はづれ てから 持って， Q た 提灯 を 消した やうに 憶えて ぬる。 

關山峠 はもう そのころ は 立派な 街道で ちっとも 難潞 しない けれど、 峠の 分水嶺 

を 越える ころから 私の 足 は 疲れて 來て步 行が 埗ら ない。 廣瀨 川の 上流に 沿うて 下 

るの だが、 幾た び も 幾た び も 休んだ、 父 はさう いふ 時には 私に 怪談 をす る。 それ 

は 多く 狐 を 材料に した もので 父の 實驗 した もの か、 または 村の 誰彼が 實驗 した も 

のの やうに して 話す ので、 ただの 昔話で ないやう に 受取る こと も出來 る。 併し そ 

の怪 淡の 中にはもう 話して もらった の も あるし 足の 疲勞の 方が 勝つ もの だから、 お 


だんだん 利 目が 無くなって 來る とい ふやうな 具合であった。 ところが^も そのと 。 
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き騎 兵隊の 演習 戰 があった。 卒は 黄の 肋骨の つ いた 軍服で ズ ボ ンには 黄の 筋が 入 

つて あり、 士官 は 胸に 黑ぃ 肋骨の ある 軍服で ズボンに は 赤い 筋が 入って 居る。 そ 

れを 見た とき 疲勞も 何も 忘れて しまった。 私 は 日 淸戰爭 の 錦繪は 見て， Q て も 本物 

を 見る の は その 時が 初めてであった。 

一 隊 は廣瀨 川の 此岸に 居り、 敵ら しい 一 隊 は廣瀨 川の 對 岸の 山 かげ あたりに： Q 

る。 戰鬪が 近づく と 當方隊 の 一部 は 馬から 下りて 廣瀨 川の 岸に 散開して 鐡砲を 打 

ちかけ た。 さう すると 向う から も鐵 砲の 音が 聞こえて くる。 その 音 は 私に は 何と 

も 云へ ぬ 緊張した 一昔で ある。 暫 らく 鐡砲を 打って； Q たかと おも ふと、 當 方の 一隊 

は 盡く拔 劍し橋 を 渡って 突撃した。 父 も 私 も かう いふ 光景 を 見る の は 生れてから 

はじめてであった。 私の 元氣 はこれ を 見た ので 囘復 して 日の 暮れに 作並溫 泉に 着 

いた。 その 日の 行程 十五 里 ほどで ある。 


翌日 仙臺に 着いて 一泊し、 東北での 城下 仙臺に 目の あたり 來 たこと を 感じ、 旅 

館で は 最中と いふ 菓子 を はじめて 食った。 當時 長兄が 一 年 志願兵で 第二 師阒に 入 

營 してゐ たのに 面會に 行った が 機動演習で 留守で あつ， た。 そこで 一 曰 置いて 朝 仙 

臺を發 し、 夜に なって 東京の 上野 驛に 着いた。 そして、 世の中に こんな 明るい 夜 

が M 際に ある もの だら うかと おもった。 数年 を經て 不夜城と 言 ふ 言葉 を覺ぇ た 

が、 その 時 も 上野 驛に はじめて 着いた ときの 印象 を 逆にお も； S 出した ので あつ 

た。 そ • のころ の燈火 は電燈 よ， o も 石油の 洋燈が 多かった 喾 だのに そんなに 明るく 

感じた ものである。 

をれ から 父と 二人 は 二人 乘の 人力車で 淺草區 東 三 筋 町 五十 四 番地に 行った が、 

をの 間の 町 は 上野 驛の やうに 明るく はなかった。 やはり 上ノ山 ぐらぬ の 暗い とこ 

ろが 幾處 もあって、 少年の 私の 腦裡に は 種々 雜 多な 思 ひが 流れて ぬた 喾 である。 

さて その 五十 四 番地に は、 養父 齋藤紀 一先 生が 淺草 醫院 といん の を 開いて ぬた の P 


で、 其處 にた どり ついた ので ある。 

醫院 はま だ 宵の口な ので、 大きな ラ ム ブが 部屋に 吊り さげられ てあつて 光は皎 

皎と輝 い てゐ た。 客間 は八疊 ぐら ゐ だが 紅 い 毛氈な どが 敷 いてあって 萬 事が 別な 

世界で ある。 また、 最中と いふ 菓子 も每 日の やうに 食 ふこと が出來 る。 

ここに 書いた 陰曆 七月 十七 日 は 陽暦に すれば 何日になる だら うかと 思って 調べ 

た ことがある。 それに 據 ると 奮の 七月 十七 日 は 新の 八月 二十 五日になる から、 二 

十八 日 か 二十 九日 かに 東京に 著いた ことになる。 

養父 紀ー 先生 は そのころ 紀 一郎と 云った が、 紀ー とい ふ 文字 は 非常によ いもの 

だと 漢學の 出 來る患 家の 一 人が 云った とかで 紀 一 と 改めた ので ある。 父の 開業し 

てゐ た、 その 淺草 醫院 は、 大學の 先生の 見離した 病人が 本復した などと いふ 例 も 


幾つかあって、 父 は淺草 區內で 流行 醫の 一人に なって ゐた。 そして 一つの 專 門に 

限 局せ すに、 何でも やった。 內科は 無論、 外科 もやれば 婦人科 もやる、 小 兒科も 

やれば 耳 身 科 もやる と い ふので、 夜半に 引きつけ た 子供の 患者な ど は 幾たり も來 

た。 さう いふ 時には 父 は 寢卷に S 袍. の 儘で 診察 をす る。 私 もさう いふ 時には 物 珍 

しさう に 起きて 來て 見て ゐ ると、 一 寸 した 手當で 今まで.^ 事不 省に なって ぬた 孩 

兒が 泣き出す、 もうこれ でよ いなどと いふと、 母親が 感謝して 歸る とい ふやうな 

こと は 幾度と なくあった。 硝子 を 踏みつけた 男が 夜半に 治 を 乞 ひに 來て、 それが 

なかなか 除かれす に 難儀した ことな どもあった。 咽に 魚の 骨 を 刺して 來 たの を 妙 

な 毛で 作った 器械で 除いて やって 患者の 老人が 淚を こぼして 喜んだ ことな ども あ 

る。 まだ 喉頭 鏡な どの 發 明が 無かった 頃で あるから、 餘 計に 感謝され たわけで あ 

る。 

今 は臀育 機關が 完備して、 帝 國大學 の 醫學部 か 單科臀 科 大學で 醫者を 養成し、 7 


專 門學梭 でさへ もう 低級 だと 論す る 向 も ある くらぬ であるが、 當時 は內務 省で 醫 4 

術 開業 試驗を 行って それに 及第 すれば 醫者 になれ たもので ある。 

そこで 多くの 靑 年が 地方から 上京して 開業 醫の ところで 雜役 をしながら 臀ゅ の 

勉强 をす る。 若し 都合が つけば 當時 唯一 の 便利な 醫學 校と 云っても よかった 濟生 

學舍に 通って 修學 する。 それが 出來 なければ 基礎 醫學 だけ は獨學 をして その 前 湖 

の 試驗に 合格 すれば、 今度 は 代診と いふ 格に なって、 實際 患者の 診察に 從事 しつ 

つ、 その 濟生學 舍に通 ふとい ふやうな わけで、 兎に角 勉强 次第で 早く も 翳 者に な 

れ るし、 たうとう 醫者 になり はぐった とい ふの も出來 てね た。 

當 時の 醫學 書生 は、 服装で も 何 かじゃら じ やらして ゐて、 口に は 女の こと を斷 

たす、 山 田良叔 先生の 蘭 氏 生理 學 生殖 篇を晴 記な どば かりして ぬると ぃェの だか 

ら、 硬派の 連中から は輕 蔑の 眼 を 以て 見られた 向 もあった とお も ふが、 濟 生學舍 

の 長 谷川 泰 翁の 人格が い つ 知らす 睿生 にも 薫染して ゐ たものと 見え、 ここの 窨生 


からお もしろ い 人物が 時々 出た。 

ある 時、 陸軍 系統と 云 はれた 成城學 校の 生徒の 一 隊が濟 生 學舍を 襲 ふと いふ こ 

とがあって、 うちの 書生な どに も 檄文の やうな ものが 廻って 來 たこと が あつ た。 

すると、 うちの 書生が 二人ば か， o 棍棒 か 何 か を 持って 集まって 行った。 うちの 書 

生の 一 人に 堀と いふの が 居て 顔面 神經 の癞痺 して： Q た 男で あつたが、 その 男に 私 

も附 いて 行った ことがある。 すると 切通 一 帶の 路地 路地に は濟生 學舍の 書生で 一 

ばいに なって ゐた。 彼等 は 成城學 校の 生徒 を逆擊 しょうとして 待ち かま へて ゐる 

ところであった。 これ は 元 富士署 あた 6 の 警戒の ために 未遂に 終った が、 當 時の 

學喾 生と いふ ものの 中には 本質まで じ やら じ やらで ない 者の 居た こと を證 明し 

てぬるの である。 

^學 書生の やる 學問は 常に 肉 體に關 する こと だから、 どうしても 全體の 風貌が 

お (に 的に な， つて 來 ると おも ふが、 長 谷川 翁の 晩年 は 佛學卽 ち 佛敎經 典の 方に 凝つ 


75 


たな ど は なかなか 面白い ことで も あり、 西洋 學の 東漸 中、 翳學 がその 先驅 をな し 6 

»  7 

た點 からで も、 醫學 書生の 何處 かに 西洋 的な ところがあった のか も 知れない。 お 

流しの じ やら じ やらと、 吉原 遊里の 出入な どと いふ こと も、 看 方に よって は 两^ 

的な 分子の 變型 であるか も 知れない から、 文化史 家が 若し 細かく 本質に 立 入って 

調べる やうな 場合に、 當時 の 醫學誊 生 の 生活と いふ もの は 興味 ある 對象 ではな か 

らう かとお も ふので ある。 

また、 醫學の 書生の 中には 毫も 醫學 の勉强 をせ す、 當時 雜睿を 背負って 廻って 

ゐた 貸本屋の 手から 浪六 もの、 淚香 もの 等 を 借りて 朝夕 それば かり 讀んで ゐ ると 

いふの もゐ た。 私が 少年に して 露 伴 翁の 靄 護 精舍雜 筆な どに 取りつ さ 得た の は、 

さう いふ 醫院 書生の 變り 種の 感化であった。 

さう いふ 入， o か はり 立ち か は， o 來る 書生 を 父 は大槪 大目に見て、 伸びる もの は 

伸ばしても 行った。 その 書生 名簿 錄も 今は燒 けて 知る よし もない が、 旣に 病歿し 


たもの が 幾人 かねて、 私の 上京 當時 撮った 寫異に そのころ の 名殘を 辛うじて とど 

める に過ぎない。 

四 

その^、  a 前に 煙突の 太く 高い のが 一本 立って ぬて、 私 は 何 處を步 いてぬ て 

も、 大體 その 煙突 を 目當 にして 歸 つて 來た。 この 煙突 は 間もなく 二 本.^ なった 

が、 一 本の 時に も 煙 を 吐きながら 突立って ゐる さま は 如何にも 雄大で 私 は それ ま 

で斯く 雄大な もの を 兌た ことが なかつ た。 神 田 を步 い て ぬても 下 谷を步 いて ゐ て 

も、 家の かげに なって 見えない 煙突が、 少し 場處を かへ ると 見えて 來る。 それ を 

tnu:s に步 いて 來て、 餘稃大 さくな つた 煙突 を 見る と 心が ほっとした ものである。 

上京した ての 少年に とって はこの 煙突 はた だ 突立って ゐる 無生物ではなかった や 

ラ である。 
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私が 東京に 來て、 三 筋 町の ほかに はやく 覺 えたの は 本所綠 町であった。 その 四 00 

丁目 かに 黑川重 平と いふ 質屋が あって、 其處の 二階に 私の 村の 寺の 住職 佐 原 «應 

和 尙が間 借 をして 本山 卽ち 近江番 場の 蓮華 寺の ために 奮闘して ゐ たもので ある。 

私 は 地圆を 書いて 貰って 徒歩で 其處に 訪ねて 行った。 二階の 六疊 一 間で 其 處に中 

林 梧竹 翁の 額が 掛かって ゐて、 そこから 富士山が 見える。 私 は 富士山 を そのと き 

はじめて 見た。 夏の 富士で 雲な ども 一 しょで あつたが、 現實 に富士 m を 見た とき 

の 少年の 眼 は 一 期 を 劃した とい ふこと になった。 この 劃期と いふ こと は 何も 美 ^ 

な 女體を 見た 時ば かりで はない。 山水と いへ ども 同じ ことで ある。 

鄕 里上ノ 山の 小學 校に は 時々 郡長が 參 觀に來 た。 江嘉 氏であった とお も ふが 鹿 

兒島 出身の 老翁で、 英吉利 軍艦に 談判に 行った 一 行の 一 人であった。 校-おに 尜内 

されて 郡長 は 紙卷の 煙草 を ふかしながら 通る。 ホ ー , で 遊んで ゐ る兒 童が 立つ て 

敬禮 をす る。 その あとに 煙草の 煙の 香が 殘る。 煙 は 何ともい へぬ 好い 香で 香ばし 


いやうな 酸つ ばい やうな 甘い やうな 一 種の か を， o である。 少年の 私 はい つも その 

香に 淡い 執著 を 持つ やうに なって ゐた。 然るに 東京に 來て 見る と、 うちの 代診 も 

畲生 ども も 嘗て 郡長の 行 過ぎた あとに 殘っ たやうな 香の する 煙草 を不斷 吸って， Q 

る。 ひそかに 其れ を 見る と 皆 舶來の 煙草で ある。 そして バイレ— トと いふの の 中 

に は 美人 だの 萬 國 の 兵士 だのの 附錄繪 がつ いて： Q るので 私 も それ を 集める ために 

祕 かに 煙草 を 買 ふ ことがある。 煙草 は はじめは 書生に 吳 れてゐ たが、 時には 火 を 

つけて その 煙 を 嗅ぐ ことがある。 もともと 煙の 香に 一 種の 係戀を 持って ゐ たの だ 

から 屮 Sf の 三年 ごろから、 祕 かに 煙草 喫む こと を おぼえて、 一年 ぐら ゐ 偶々 に 喫 

んで： Q たが、 ある 動機で 禁煙して、 第一 高等 學 校の， 三年のと きまた 喫み はじめ 

たり その 明治 三十 七 年から 大正 九 年に 至る まです つと 喫煙 をして 隨 分の 分量 喫つ 

た U 见鴨 病院に 勤務して： Q た 時、 吳 院長 は、 息 者に 煙草 を 喫 ませない の だから 職 

員 も 喫って はならぬ と 命令した もので、 私な ど は 隱れて 便所の 中で 喫んだ。 それ 7 


くら ゐ好 きな 煙草 を 長 崎に ぬた とき 罷 めて、 佳い 煙草 も 安く 喫め る歐羅 巴に： Q た お 

ときに も 決して 口に 街へ る ことす らしなかった。 一 旦銜 へたら 離れた ：1 人 を 二た 

び 抱く やうな もの だと 悟って 決して それ をせ すに しまった。 併し その 煙 を 喚ぐ こ 

と は 今でも 好きで、 少年の ころ パ ィ レ f 卜の 煙に 係戀を おぼえた のと ちっとも 變 

6 はな い やうで ある。 

嘗て 巢鴨 病院の 患者の 具合 を 見て ぬると、 紙を卷 いて 煙草の やうな つも り にな 

つて 喫んで ぬるの も あり、 煙管 を 持って ゐ る もの は、 車 前 草な ど を 乾して それ を 

つめて 喫む もの も 居る。 その 態 は 何 か 哀れで 爲 方がなかった ものである。 また 德 

川 時代に 一 時 禁煙 令の たこと があった。 或 日 商人 某が 柳 原の 逋を ゆく と 一 人の 

乞丐が 薦の 中^ 隱れて 煙草 を 喫んで： Q るの を 瞥見して、 この 禁煙 令 はい まに 破れ 

ると 見越 をつ けて 煙管 を 買占めた と い ふ實 話が ある。 晝 食のと さ 私 はこの K 例な」 

持 出して 笑談 まじりに 吳 院長 を說 得した ことがあった。 


開業 試驗が 近くなる と、 父 は氣を 利かして 代診 や 書生に 業 を 休ませ 勉强の 時間 

を與 へる。 併し 父の ゐ ない 時な どに は 部屋に 皆 共が 集って 喧囂を 極めて ゐる。 中 

途 からの 話で 前半が よく 分からぬ けれども 何が 吉原を 材料に して 話 をして ぬる。 

遊女から 振られた 腹癒せに 箪笥の 中に 糞 を 入れて 來 たこと など を 實驗談 の やうに. 

して 話して ぬるが、 まだ、 少年の 私が ゐても 毫も 邪魔に はならぬ らしい。 その 夜 

更け わたった ころ 害 生の 二三 は戶を 開けて 外に 出て 行く。 併し 父 はさう いふ こと 

を 大： m に 見て： Q た。 

明治 三十 年 ごろ 中學新 誌と い ふ雜 誌が 出た。 これ はや はり 開 成中學 にも 敎鞭を 

とった： 大野と いふ 先生が 編輯して ゐた が、 その 中に、 幸 田 露 伴 先生の 文章が 載つ 

た ことがある。 數 項あった がその 一 つに、 『鶏の 若き が鬪 ひて は 滕ち鬪 ひて は 勝 

つと さに は、 勝つ とい ふこと を 知りて 负 くると いふ こと を 知らざる まま、 堪へが 

たさ ほどの 痛き めにあ ひても 猶 よく 忍びて、 終に 强敵 にも 勝つ ものな り。 また 若 S 


きょ， o 屢々 鬪 ひで しばしば 負けた る もの は、 負けぐ せっきて、 痛 を 忍り 勇み をな ^ 

すと い ふこと を 知らす、 まこと はおの が 力より 劣れる ほどの 敵に あ ひても 滕っこ 

したどり 

と を 得ざる ものな り。 鷄 にても 負けぐ せっきた る をば、 下 鳥と いひて 世 は 甚だ 疎 . 

む。 人の 負けぐ せっきた る をば 如何で 愛で 悅 ばむ』 とい ふの があって、 私 はこれ 

を ノオトに 取って 置いた ことがある。 この 文 は 普通 道德 家例へば 益 軒十訓 などの 

文と 違ひ實 世間 的な 敎訓を 織り まぜた ものであって、 いつしか 少年の 私の 心に 沁 

み 込んで 行った。 

吉原 遊里の 話 も、 ピン ヘッド、 ゴ ー 产デン バット、 バイレ ー トの 煙草の 香 も、 

負ぐ せついた 若 鷄の話 も、 陸 奥から 出京した 少年の 心に は 同様の 力 を 以て 働き か 

けた ものに 相違ない。 今 はも はや 追憶 だから 當 にならぬ やうで 存外 當 つて ゐる^ 

が ある。 


私が 東京に 來て、 連れて 來た 父が まだ 家鄕 に歸ら ぬう ちから、 私 は 東京 語の 幾， 

つか を敎 はった。 醤油の こと をム ラサ キと いふ。 餅の こと をォカ チンと いふ。 雪 

隱 のこと を 、ノ バ カリと いふ。 さう いふ こと を 私 は 素直に 受納れ て 今後 東京 辯 を 心 

掛けようと 努めた のであった。 

私が 開 成中學 校に 入學 して、 その 時の 漢文 は 日本 外史であった から、 當 てられ 

ると 私 は 苦 もな く 讀んで 除け る。 日本 外史な ど は 旣に鄕 里で 一 とほり 讀ん で來て 

ゐ るから、 ほかの 生徒が 難潞 して ゐ るの を 見る と 寧ろ を かしい くら ぬであった。 

然るに 私が 日本 外史 を讀 むと 皆で 一 度に 笑 ふ。 先生 は 磯部 武者 五郎と いふ 先生で 

あった がお 腹 を かかへ て 笑 ふ。 私 は 何のた めに 笑 はれる かちっと も 分からぬ が、 

これ は 私の 素讀は 抑揚 頓挫ない モ , ト， ンな ものに 加 ふるに 餘り早 過ぎて 分から 


ぬと いふた めであった。 爾來 四十 年 いくら 東京 辯に ならう としても 東京 辯に なり 4 

得す、 鼻に かかる すうす う 辯で 私の 生 は 終 はる ことになる。 

私 は 東京に 來て 薷麥の 種物 を はじめて 食った。 ある 日 母 は 私 を 薷麥屋 に 連れて 

行って、 玉子と おとい ふ 蕃麥を 食べさせた。 私 は 仙臺の 旅舍で 最中と いふ 菓子 を 

食べて 感動した ごとく、 世の中に こんな 旨い ものが ある だら うかと 思った が、 0 

經て、 てんぷら、 おやこ、 ごもく、 おかめな どと いふ 種薷麥 の ある こと を 知つ 

て、 誠に 驚かざる こと を 得なかった。 

それから 佐 竹の 通りに は 馬 肉屋が 數 軒あった が、 私 はさう いぶ 處に 入る こと を 

知らなかった。 ただ 市 村 座の 向 側に 小さい 馬肉の 煮込 を 食 はせ ると ころが あり、 

その 煮方に は 一 種の 骨が あって 餘 所では 味へ ない 味 を 出して ぬた。 うちの！ f 生の 

說に 椿油 か 何 か を 入れる ので はなから うかと いふので あつたが、 よく は 分からな 


夜 十 時 過ぎに なると 甞生も 代診 も 交って 籤 を 引いて 當 つた 者が 柬三筋 町から 和 

M 町の その 馬 肉屋まで 買 ひに 來るレ 今どきの 少年 は 馬肉 は輕 蔑して 食 はぬ し、 ビ 

フ テ キな ども 上等の を 食 ひたがる けれども、 馬肉 を 食 はぬ からと い つ て 皆 賢くな 

ると いふ わけで はない。 ^た、 大正 十 年の 夏、 私 は 信 州富士 見に 轉 地して： Q たと 

さ、 あの 近在に 或る 神社の 祭禮 があって、 そこで やはり 馬肉の 煮込 を 食べた こと 

が ある。 その 味 は 市 村 座の ^の 馬 肉屋の 煮込 そつく， o であった から、 煮込む 骨 

に 北： 遗の點 があった のか も 知れない。 

鄕里を 立つ とき 祖母 は 私に 僅かば かりの 小遺錢 を吳れ ていふに、 束 京に は燒芋 

とい ふ ものが ある、 腹が減ったら それ を 食へ。 そこで 私は學 校の 歸 りに は、 左衞 

門 橋の 袂の 燒芋屋 によって 五： g づっ 買った。 そのころ 五 厘で 燒竽三 個吳れ たもの 

である。 

母 は 私 を； T 哀が つて 學 校から 歸る とんけ 薷麥を 取って くれた。 もりんけ がー 錢 8 


二 厘 がら 一 錢六 厘に なった 頃で 大槪 三つぐ らゐは 食った。 

また、 夜お そくなる と 書生と 牛 飯と いふの を 食 ひに 行き 行きした。 一 碗 ー錢： ：；：- 

厘 ぐら ゐ で 赤い 唐辛子 粉な ど を かけて 食べさせた。 今でも 淺 草の 觀世音 近くに^ 

臺 店が 幾つ も ある けれども、 汁が 甘くて 駄目に なった。 その 頃 は あんなに 甘くな 

かった。 

私と 同様 出京 して 正 則 英語 學 校に 通 つて： Q た 從 弟が 、ある 日日 本 橋 を 歩いて： Q 

て 握鲊の 屋臺に 入り、 三つば かり 食って から、 蝦蟇口に ニ錢 しか 無くて 苦しんだ 

話 をした ことがある。 その 話 を 聞いて 私 は 一 切す しとい ふ もの を 食ふ氣 がしな か 

つた。 鰻丼な ども 上等な もてなしの 一 つで、 半分 殘 すの が禮 儀の やうな 時代で あ 

つたと ころ を 思 ふと、 養殖が 盛に なった ために 吾々 は 難 有い 世に 生きて ゐる わけ 

である。 


そのころ 奠都 祭と いふ ものが あって 式場 は 多分 曰 比 谷だった やうに おも ふ。 紅 

い 袴 を 穿いた 少女の 一 群 を 見て 非常に 美しく 思った ことがある。 それんら 間 もな 

く女舉 生が 紅い 袴 を 穿き、 ついで 蝦 茶の 袴が ある 期間 流行して、 どの くら： Q 靑年 

の 心 を牽 つけた か 知れぬ が、 そのころ は 未だ それが、 無かった。 

* 三 筋 町に 近い、 鳥 越 町に 渡邊 省亭畫 伯が 住んで 居られて、 令 は 人力車で お 

茶の 水の 女學 校に 通った。 その 時 は 髮を桃 割に 結って 蝦 茶の 袴 は 未だ^い てぬな 

かった から 私 はよ くお ぼえ て， Q る。 俳人 渡 邊水巴 氏 は 省亭畫 伯の 令息で、 正月の 

力 〃タ 遊びな どに はよ ぐ 來られ たもので ある。 もう 夢の やうな 追憶で あるから お 

ぼっかない 點も あるが、 水 巴 は 俳人、 茂吉は 歌人と なった わけで ある。 

黑川眞 賴翁も 具合の 惡ぃ とさに は 父の 治療 を 受けた。 晩年の 眞賴翁 はもう 頭の 8 


毛 を. つるつるに 剃って 居られた。 體が癢 くて 困る とい はれて うちの 代診の 工夫で お 

硫黄の 風呂 を 立てた こと も あり、 最上 高 湯の 湯花 を 用 ゐ たこと など もあった。 い 

まだ 少年であった 私が 縱ひ 翁と 直接 話 を 交す ことが 出來 なくと も、 一 代の .ii 、ひの 

風貌 を覼き 見す る だけで も 大きい 感化であった。 そのころ の 開業 臀と患 家との あ 

ひだに は、 その やうな 親しみ も あ 6 德分 もあった ものである。 併し 父 も 精神科 專 

門に なって かも はさう いふ 患 家との 親しみ は 失せた。 この こと は 實に徼 妙なる 關 

係が あって、 父 は、 『感謝 せらる る醫 者』 から 『感謝せられ ざる 醫者』 に轉 じた 

わけ. である。 精神病 醫 者と いふ もの は、 患者 は 無論 患者の 家族から も 感謝せられ 

ざる 翳 者で ある。 

私 は 東京に 來て、 淺草三 筋 町に 於て 春 機發勳 期に 入った。 當時 は映畫 など は 無 

論な く、 寄席に も 芝居に も 行かす、 勸學の 文に ある、 『書中 女 あ， O 顔 玉の ごとし』 

などと いふ ことが 沁み 込んで ゐ るの だから、 今どきの 少年の 心理、 などより はま だ 


まだ 刺戟 も 少く萬 事が 單純 素朴であった ので ある。 それでも 目 ざめ かかった リビ 

ドウの ゆらぎ は 生涯つ いて 廻る ものと 見えて、 老境に 入った 今でも 引きつ けられ 

る對 象と しての 異性 は そのころ のリビ ドクの 速鈹の やう 次氣 がして ならな いので 

しんぽり  えいきう ちゃう 

ある。 そのころ 新 堀 を 隔てた 榮久 町の 小學 校に 通 ふ 一人の 少女が あつお。 間 もな 

く卒柒 したと 見えて 姿 を 見せ 方： くな つたが、 私 は 後年 年 不惑 を 過ぎ ミュ ン ヘンの 

客舍で ふと その 少女の 面影 を 傯んだ ことがある。 或は 目前に 私に 對 して ゐる 少女 

に をの W 來 なる ものがぬ るか も 知れない。 

新 « とい へ ば、 新 « に は そのころ 舟が 幾艘も 來て舫 つてぬ る ことがあった。 幸 

伴 翁の 「水の 束 京」 に、 『.淺 草 文庫の 舊 跡の 下に はまた 西に 入る の小渠 あり、 

须贺町 地 先 を經、 一 屈折して 藏前 通り を 過ぎ、 ニ岐 となる。 其の 北に 入る もの は 

所ぶ、 新 堀に して、 榮久町 三 筋 町 等に 沿 ひ、 菊屋橋 • 合羽 橋 等の 下に 至る。 此ー 

條の 水路 は W だ狹^ にして 且つ 甚だ 不潔 なれ ども、 不潔 物 其 他の 運搬に は 重要な お 


る 位置 を 占む る こと、 其の 不快 を 極む ると ころの 一路なる を も 忌み 厭 ふに 暇 あら ^ 

すして 渠身 不相應 なる 大船の 數々 出入す るに 徵 して 知る ベ し。 且つ 淺 一  帶の 

地の 卑濕 にして 燥き 難き も、 此の 一 水路に よりて 間接に 乾燥せ しめらる る こと 幾 

許なる を 知ら ざれば、 淺草區 に 取りて は 感謝すべき 水路な 6 とい ふべ し』 と ある 

ところで ある。 まだ 少年の 私 は バイレ —ト とい ふ 煙草 を 買って、 その 中の 美人の 

繪だけ をと つて 中味 を この 堀の 水に 棄て たこと があった。 新 堀の 名 は 三味線 塌と 

共に 私の 記憶から 逸し 得ざる の も 亦 道理で ある。 

をの 頃の 淺草觀 世 音 境內に は、 日 淸役平 壤戰の パノラマが あって、 これ は實に 

い いものであった。 東北の 山間な どに ゐ て はかう いふ もの は 決して 見る ことが 出 

來な いと 私 は 子供心に も沁々 とお もった ものであった。 十錢の 入場料と い へば そ 


のころ 惜しい とお も はなければ ならぬ が、 パ ノ ラ マ の場內 では 望遠鏡な ど を 貸し 

て それで 見せた の だから 如何にも 念 入であった。 師團 司令部の 將校 等の 立って ゐ 

る，！： うの 方に、 火災の 煙が 上って 天 を 焦がす ところで、 その 煙が むくむ く 動く や 

うに 見えて ゐた ものである。 

この パ ノラ マ は 上野 公園に は 上野 戰爭 がかいて あつたが、 此は淺 草 公園の もの 

ほど 度々 は 見す にし まった。 そのころ 仲 見 世に 勸 工場が あって、 ナポレオン 一 

仉、 ビス マ 产ク、 ワシントン、 モ产 トケ、 ナポ レオ ン 三世と いふ やうな 寫眞 を賣 

つて ゐた。 此 等の 寫眞 は、. 私が 未だ 鄕 里に： Q たと き、 小學 校の 校長が 東京 土産に 

實 つて 來て兒 童に 見せ 見せした ものであるから、 私 は 小 遣錢が 溜まる と此 處に來 

て その 英雄の 寫眞を 買 ひ あつめた。 

. さう いふ 英雄 豪傑の 寫眞に 交って、 ぼん太の 寫眞 が. 三 四 種類 あり、 洗 ひ 髮で指 

を： g のと ころに 當て たもの も あれば、 桃 割に 結った の も あり、 口紅の 濃く 影って 9 


ゐ るの もあった。 私 は 世に は實に 美しい 女 も ねれば 居る ものおと S ひ、 そ^ 力 折 が 

に ふれて 意識のう へ に 浮き あがって 來 るので あった。 ぼん太 は そのころ 天下の 名 

妓 として 名が 高く、 それから 鹿 島 屋 淸兵衞 さんに 引かれる とい ふこと で砌 りに 

に 上った 頃の 話で ある。 

そのうち 私 は 中學を 卒業し、 高等 學 校から 大學に 進んだ ころ、 鹿 氏 は 本鄕三 

丁目の 交叉 點に 近く 住んで ゐ ると いふ こと を 聞き、 また 寫眞屋 を 開業して ゐ てお 

が爆發 して 火傷 をした とい ふやうな 記事が 新聞に 載り、 その 記事のう もに 從屬的 

に 織 交ぜられて 初代 ぼん太 鹿 島ゑ津 子の 名が 見えて ねた ことがあった。 また、 父 

の經營 した 靑山腦 病院で は每月 患者の 慰安 會と い ふ もの を 催し、 次ぎから 次と, 

つ た藝 人が 出入した が、 ある 時 鹿 島ゑ津 子さん が ほかの 藝 人の あ ひまに 踊 を 舞つ 

たこと が ある。 父が そのと き 『なるほど まだいい 女 だね え』 などと いって、 私 は 

父の 袖 を 引 張った ことがある。 私の つもりで はもんな に 大きい 聲を 出しな さるな 


とい ふつ も. o であった。 遠くで 細部 はよ く 見えなかった が 人生 を閱 して 來た * ひ 

が， 貌 のうちに 沈んで しまって 實に 何ともい へ ぬ 顔の やうであった。 私が 少年に 

して 淺^で 見た 寫眞 よりも まだまだ 美しい、 もっと 切實 な、 奧 ふが いもので あつ 

た。 私 は 後に も 前に もた だ 一度 ぼん太 を 見た とい ふこと になる ので あるが、 この 

注意 も 上京 當時 寫眞で 見た ぼん太の 面影が 視野の 外に 全く は脫 逸して ぬなかった 

ためで ある。 私 は その 時の こと を 『かなし かる 初代 ぼん太 も 古 妻の 舞 ふ 行く^の 

よるのと もしび』 とい ふ 一首に 咏ん だ。 私の ごとき 山水 歌人に は 手 馴れぬ 材料で 

あった が、 苦吟の すゑに 辛うじて この 一首に したので あった。 散文の 達者なら も 

つと 餘韻嫋 々と あら はし 得る と 思 ふが、 短歌で は 私の 力量の、 せい 一ば いで あつ 

た。 また 或る 友人 は、 山水 歌人の 私が 柄に も 似す に ぼん太の 歌な ど を 作った と 云 

つたが、 作歌 動機の 由緣を 追究して 行けば、 遠く 明治 二十 九 年まで 溯る ことが 出 

來 るので ある。 歌 は 歌集 あらたまの 大正 三年のと ころに 收 めて ある。 
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それからす つと 歳月が 經 つて、 私の 歐羅 巴から 歸 つて 來た 大正 十四 年になる 

が、 火難の 後の 苦痛の いまだ 疼づ いて ゐる ころであった かとお も ふが、 友の 一人 

から 手紙 を 貰った 中に、 『ぼん太 もた うとう 亡くなりました』 とい ふ 文句が あつ 

た。 そして こ の 報道 は 恐らく 新聞の 報道に 本づ いた ものであった らうと おも ふ 

が、 都下の 新聞で は先づ 問題に する やうな 問題に はしなかった やうで ある。 それ 

で 私 も 知らす に 居た し、 その 報道の 切拔 など も 持って ゐ ない。 恐らく 極く 小さく 

記事が 載った のではなかった だら うか。 

昭和 十 年に なって、 ふと ぼん太の こと を 思 ひだし、 をれ から それと 手 を 廻して 

友人の 骨折に よって ぼん太の 墓の あると ころ をつ きとめた。 墓 は 現在 多 摩 墓地に 

ある。 

昭和 十 一 年の 秋の 彼岸に 私 は 多 摩 墓地に 行った。 雨の しきりに 降る n! で $ 移 所 

で 調べる のに 手間 どった がつ ひに たづね 當 てること が出來 た。 墓 は 多摩^ 地 第二 
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ば 八 側-,;: -〇 番 で、 ^石の 裏に は大芷 十四 年 八月 一 日 二 代 淸三郞 建 之と 刻して 

ある。 この 二 代 鹿 a 淸三郞 氏 は 目下 小 田 原 下 河原 四 四 番地に 住まれて： q る笞 であ 

、る。 此處に <：： 葬せられ てぬる 佛は、 鹿島淸 兵衞。 慶應 二年生。 死亡 大正 十二 年 十 

月 十日。 病名 慢性 腸 加 答兒。 ^律。 明治 十三 年 十一月 二十日 生。 死亡 大正 十四 年 

叫パ 二十 二  w。 病名 肝 K 肫縣。 大 一郎。 明治 三十 四 年 八月 八日 生。 死亡 大正 十四 

年 二お 九 s。 お 名 慢性 氣管支 加 答兒。 靜江。 明治 四十 年 二月 九日 生。 死亡 昭和 三 

年 一月 二十 九 nl。 病名 腎臓炎。 京 子。 明治 四十 年生。 死亡 大正 十三 年 九月 二十 七 

日。 病名 脊髓 カリ H ス。 云々 である。 

鹿 S ゑ » さん は卽ち 初代 ぼん太で、 明治 十三 年生 だから 昭和 十 一 年に は 五十 七 

歲 になる 喾で、 大正 十四 年 四十 六 歳で 歿した ので ある。 ぼん太に ついては、 森鹉 

外の 「百 物語」 に 出て ゐん が、 あれ はま だ 二十 前の 初々 しい 時の ことであった だ 

らう。 誰か 小說の 大家が、 晩年に 於け るゑ津 さんの 生活の デ タイ〃 ス を敍寫 して お 


くれるなら 必す 光， o かがやく ところの ある 女性になる だら うと 私 は 今でもお も 

つて ゐ る。 


そのころ 東京に は 火事が 屢々 あって、 今の やうに 蒸氣。 ホ ンプ の音を 聞いて 火^ 

を 想像す るのと は 違； 5、 三つ 番 でも 鳴る とさな ど は、 家の まへ を 走って ゆく 群衆 

の數 だけで もたいした ものであった。 

私 は 東京に 來 たて は、 每晚の やうに 屋根のう へに 上って 鎭 火の 鐘り 島る まで 火 

事 を 見て ゐ たもので ある。 寢て しまった 後で も 起さ 起きして 物干 裏から 瓦 を , ま 

り 其處の 屋根 瓦に かじ， o つ いて、 冬の 夜な どに はぶる ぶる 震 ひながら 見て ゐ たも 

ので ある。 東京の 火事 は 每晚の やうに 目前に 異様の 世界 を 現出せ しめて 吳れ るか 

ら であった。 
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さう いふ 具合に して 私は吉 原の 大火 も、 本鄉の 大火 も 見た。 吉 原に は 大きい 火 

事が 数囘 あつたので、 その 時から 殆ど 四十 年 を 過ぎよう としてぬ る 今日で も、 紅 

ぃ火焰 と、 天 を 焦がして 一 方へ 靡いて 行く 煙と を 目前に おも！ 5 浮べる ことが 出來 

ろ^で ある。 時には 書生 や 代診 や 女中な ども 交って 見て ゐる。 『あ、 今度 は あつ 

ちへ 移った： などと いふと、 物の く づれる 時の やうな 音響が 傳 はって くる。 同時 

に 人の 叫び ご ゑが 何 か 重苦しい ものの やうに 聞こえて くる。 そのうち 火勢が 段々 

、に，： た」、 たちのぼる 煙の 範圍 も.^  くなる ころ、 『もうお しま； 5 だ』 などと い 

つてせ 化 等 は^ 根から 降， o て 行っても 私 はし ま； 5 迄 降りす にぬ たもので ある。 か 

うい ふ 光景 は、 私の 子ども 等 はもう 知る ことが 出來 ない。 

このごろ は、 ナフタリン だの 何のと、 種々 樣々 な 驅蟲劑 が 便利に 手に入る こと 

が出來 るので、 ^など も 殆ど 居 なくなった けれども、 そのころ は 1 が 多くて 每夜 

苦しめられた。 その か はり、 動物 學で 學んだ 蚤の 幼蟲 など は、 疊の 隅、 絨毯の 下 9 


などに は 幾つ も 幾つ もゐ たもので ある。 私 は ある 時 その 幼蟲と 繭と 成 蟲とを 丁寧 8 

9 

に 飼って 居た ことがある。 特に 雌雄の 蚤の 生きて ぬる 有様と か、 その 交尾の 有様 

とかい ふ もの は 普通の 中等 敎科 書に は 書いて な いので、 私 は 苦心して 隨分 長く 飼 

つて 置いた ことがある。 飼 ふに は 重曹と か 舍利鹽 などの やうな 廣 口の 瓶の 空いた 

の を 利用して、 口 は 紙で 蔽 うて それ， に 針で 澤 山の 穴 を あけて 置く。 また 時々 血 を 

吸 はせ るに は、 太股のと ころに 瓶の ロを當 てて 置く と 蚤が 來て血 を 吸 ふ。 さう い 

ふとき に 交尾 狀態 をも觀 察し 得る ので、， あの 小さい 雄の 奴が まるで 電光の 如くに 

雌に 飛びつ く。 もはや 淸潔法 は 完備し、 驅蟲劑 の 普及の ために 蚤 族 も 追々 減少し 

て 見れば、 さラ いふ 實驗 をしょう としても 今 は 困難で あるから、 私の 子どもな ど 

はもう かう いふ こと は 知らな いで ゐ る。 

さう だ、 火事のと ころで 云 ひ 忘れた が、 火事が 近くて 火の粉の 降り かかって 來 

たのが 鳥 越 町に 一 つあった。 また 凄かった の は 神 田 和 泉 町の 第二 醫院の 火事で、 


あまりの 驚愕に 看護婦に 氣の ふれた のがあって、 げらげら笑 ふの を 朋輩が 三 四 人 

して 連れて 來 るの を 見た ことがある。 私が そんなに 近く 見た の はこの 一 例 だけ だ 

けれども、 そのころ の 東京の 火事に はそんな 例が ざら にあった ものと おも ふ。 

朿京は 大震災で あの やうな 試煉 を經 たが、 私 も 後年に 火難の 試煉 を經 た。 少年 

のとき： g 根 瓦に かじりつ いて、 紅く 燃え あがる 吉 原の 火事 を 傍 看した のと は 違つ 

て、 これ はまた ひどい とも ひどくない とも 全く 言語に 絕した 世界であった。 私 は 

香港と 上海との 間の 船 上で 私の 家の 全燒 した 電報 を 受取り、 苦惱 のうちに 上海の 

歌會に 出席して 人々 の樂 しさうな 歌を閱 して 批評な ど を 加へ つつ、 不思議な 氣持 

で 船 房に 歸 つたこと を 今お も ひ 出す。 

私 等が 淺草を 去って 神 田 和 泉 町 それから 靑 山に 轉 住する やうに なつてから、 私 9 


は 一度 東 三 筋 町の 舊 宅地 を 見に 行った ことがある。 その 時には、 門から 玄關 に. ム， に 

るまで 石疊 になって ぬた ところに、 もう 一 棟 家が 建って 糸の 類 を商賣 にす る 人が 

住んで ぬた やうであった。 併し 塀に 沿うて 路地 を 入って 行く と 井戶も その 儘で、 

塀の 節穴から 視 けば 庭 も 元の 儘で、 その 隣の 庭 も その 儘の やうで 松樹 などが 塀の 

上からの どいて： Q た。 その 隣の 庭と いふの は 幕府 時代の 某の 屋敷で なかなか 立派 

であった。 

それから、 昭和 元年 ごろ、 歲晚 にも 1 度 見て 通った ことがある。 その 時には. 

區 改正の 最中で 道路が 掘り かへ され、. 震災 後の、 パ ラッ ク建 であるし、 殆ど 元のお 

も かげが 無くなって ゐた。 私 は 泥濘の 中 を 拾ひ步 きして 辛うじて 佐 竹の 通に 出た 

のであった。 

もれから 序が あって 昭和 十 一年の 一 月と 十月と に 其處を たづね た。 藏前通 を 

行く と、 桃 太 郞圑子 は さびれて 未だ 殘 つて： Q た。 そして 市區 がすつ か， o 改正され 
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て、 ^路 も鈿裝 道に なって ゐ るし、 一月の 時には 三 筋 町の 通りで 羽 子な ど を 突い 

てぬるの が 幾 組 もあった。 まがり 角が 簡易 食 店で 西洋 料理な ど を 食べさせる とこ 

ろ。 その 隣 は 茶鋪、 蝦蟇口 製造業、 ボ〜 产宮 製造業と いふ 家並で、 その あたりが 

私の 居た 翳院の あとであった。 をの 隣 は 力、 パ ン 製造業、 洋品店、 玩具 問屋、 煙草 

店、 ^子 店と いふ やうな 順序に 並んで 居り、 路地に 入って みると、 元 庭であった 

ところに もぎつ しり 家が 建つ 居り、 その あたりの 住人 も 大體替 つてし まって ゐ 

た。 その 頃の 煙草屋 も 藥種商 も、 綿屋も 床屋 も 肉屋 も 炭 屋も昝 別な 人で 元のお も 

かげがなかった。 私の 氣 持から い へば 先づ リツ プ. フン *ク イ^ク〃 とい ふと こ 

ろであった。 

一 月の 時には 私 は 鳥 越 神社に も參拜 した。 神殿 も寶庫 も 震災 後 新に 建てられた 

もので、 そのころ 緣日 のあった あたりと は 何となく 様子が か はって ゐた。 それ か 

ら北三 筋 町の 方へ も 歩いて 行って 見た。 今 は 小さい 通り も 多くな つて、 電車 通に 


向いて 救世軍の 病院が 立派に 建って： Q る。 新 堀 は 見え なくなって 其 上 を 電車の 通 

つたの は 前々 からで あるが、 震災 後 街衢が 段々 立派に なり、 電車 線路 を 隔てた 榮 

久 町の 側に は 近代 茶 房 ミナトな どと いふ 看板 も 見えて 居る し、 淨土宗 淨念寺 も 立 

派に 建立 せられて 居る し、 また 東京 市 精華 尋常 小學校 は鐡筋 宏壯な 建築物と して 

空に 聳えつつ あった。 嘗て 少年 私の 眼に とまった 少女の 通って ぬた 學校 である。 

私の 追憶 的隨筆 は、 かくの 如くに 平凡な 私事に 終始して あと は 何も 云 ふこと が 

無い。 ただ 一事 加へ たいの は、 父が 此處に 開業して ゐる 間に、 診療の 謝 禮に贺 茂 

眞淵書 入 の 古今 集 を 貰 つ た。 多分 田 安家に 奉 つた ものであった だら うとお も ふ 

が、 佳品の 朱で 極めて 丁寧に 書いて あった。 出處も 好し、 黑 川眞賴 翁の 鑑定 を經 

たもので、 私が 作歌 を學ぶ やうに なって 以來、 私は眞 淵崇拜 であると ころから、 

それ を 天からの 授か， o 物の やうに 大切に して 長 崎に 行った 時に もや は， o 一  しょに 

持って 歩いて ゐた ほどであった が、 大正 十三 年暮の 火災のと き 灰燼に なって しま 
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つた。 私の 書架 は 貧しくて 何も 目 ぼしい もの は 無く、 辛うじて その 眞淵書 入の 古 

今^ ぐら ねが 最上 等の ものであった のに、 それ も 失せた。 私 は 東 三 筋 町 時代 を 囘 

顧す る每 に、 この.；，：： 今 集の こと を 思 出して 殘念 がるので あるが、 何事 も 思 ふと ほ 

6 に 行く もの-でな いと 今では 諦めて ゐる。 そして 古來 書物な どの 無くなって しま 

ふ： €跻 に、 かう いふ ふとした 事に 本づ くもの が あると 知って、 それで 諦めて ゐる 

やうな わけで ある。  • 

まへ にも 一 寸觸れ たが、 上京した 時 私の 春 機 は 目 ざめ かかって ゐて 未だ 目 ざめ 

てはゐ なかった。 今 は旣に 七十の 齢 を 幾つか 越した が、 や をと いふ 女中が ゐる。 

私の 上京 當時は 未だ 三十 幾つかであった おらう。 『東京で はお 餅の こと をォカ チ 

ン とい； 5 ます』 と 私に 敎へた 女中で ある。 その 女中が 私 を、 ある 夜錢 湯に 連れて 

行っ^。 さう すると 浴場に は 皆 女ば かり ゐる。 年寄， o もぬ る けれども、 綺麗な 娘 

が 淨 山に ねる。 私 は 故知ら す胸の 躍る やうな 氣持 になった やうに もお ぼえ てゐる 


IQ3 


が、 實際 は^ださう ではなかった かも 知れない。 女ば かりだと おもった の はこれ 3. 

は 女湯であった。 後で そのこと が 分かり、 女中 は 母に 叱られて 私 は 二た び 女湯に 

入る ことが 出來 すに しまった。 私 はたお 一 度の 女湯 入り を 追憶して 愛惜した こと 

も ある。 今度 もこの 隨 筆から 棄 てよう か棄 てまい かと 迷った が、 棄 てるに は 惜し 

い 甘味が いまだ 殘 つて ゐる。 ， 

— 文藝春秋 昭和 十二 年 1 月驄 I 


短歌 は 極めて 短い 形式の ものであるから、 千年 も經過 すれば 大槪 同じ やうな 歌 

が 重複して、 新しい 歌 は出來 なくなって しま ふだら うとい ふやうな 危懼の 念 は、 

昔から 歌人 等の 心 裏 を往來 して ゐ たもので ある。， 萬 葉 集の 最後の 歌 は、 天平 寶字 

お； 止お 一 日に 大伴家 持の 作った、 『あらたし き 年の 始の 初春の 今日 降る 雪の い 

やしけ 吉事』 とい ふので、 この 最後の 歌から 計算しても 今年まで 一千 百 七十 八^ 

目に 常って ゐる。 それ ゆ ゑ 若し、 萬 葉 集の 歌が 仁德 天皇の 御代まで 溯る ことと す 

0 


ると、 一 千 六 百年 以上と なる わけで ある。 

さう いふ 長い間で あるから、 歌 は 無くなって しま ふやうな 氣 がしな い こと もな 

いので ある。 もっとも 數學 上の 計算に 據 ると、 今まで 作られた 歌の 數は、 作 6 得 

ベ き 歌の 數に 較べ て まだまだ 少 い ので、 吾々 の 歿後 幾 代 かまで は 安心して 作歌し 

て 居られる ことになる。 併し さう いふ 數學 上の 勘定に 本づ かすに、 もう そろそろ 

歌が 無くなっても 好 ささうな もの だと い ふやうな 考 へ が、 人々 の 心のう ちに 起つ 

て、 そこで 歌の 滅亡 論な どと いふ 議論 も 出現す るので ある。 

ところが、 事實は 歌が 繼ぎ繼 ぎに 作られて 先づ當 分の あ ひだ は 滅び 相 もない 形 

勢 を 示して： Q る。 この 歌の 存在理由 は、 只今 云った 數學 上の 計算の 結果 も 無論 あ 

る けれど、 自分 は 次の 如き 理由が 必す ある ことと おもって ゐる。 

卽ち、 旣に 作ら， れ^ 歌 は 何 萬 か 何十 萬 か あるが、 その 歌の 中味 を 調べ て 見る 

と、 存外 單 調な もので は あるまい か。 萬 葉 集の 歌 は 一番 複雜 してぬ るので あらう 


が、 それでも それ を 幾つかの 內容に 分類す る ことが 出來 るので は あるまい か。 古 

-今 集と か 新 古今 ft とか 各 特色が あるに しても、 その 內容 からい 人 ば 萬 葉 集よりも 

もっと 簡單 である。 

櫻ち る 木の した かぜ は 寒からで 空に 知られぬ 雪 ど 降りけ 

る (拾逍 集) 

木の葉 ■ のみ 空に 知られぬ 時雨 かと 思 へ ば 又も ふる 淚 かな 

(絨 古今 垅) 

降る 雪 は 今年 も 分かす； 5 さかた の 空に 知られぬ 春 ゃ來ぬ 

ら む (^後 撰 集) 

おも ひき や 空に 知られぬ 雪も猶 雲のう へまで 散らむ もの 

と は (玉 葉粜) 

なに ゆ ゑに 詠む る 月の 曇る らむ筌 に 知られぬ 袖の しぐれ J 


を (新續 古今 集) 

かう いふ 具合で あるから、 廿 一 代 集な どの 相互 關係 を大體 想像す る ことが 出來 

る。 德川 和歌 復興 時代で もこれ を 幾つかに 分類す る ことが 出來 ると 思 ふし、 明^ 

の 新派 和歌で もまた さう だら うと 思 ふ。 

與謝野 氏 等の 歌風 は 語彙の 豊富な 點で 特色が あつたが、 それでも 分類す れぱさ 

う 多樣な もので なく、 また その 末流の 模倣 歌が 大部分で あるから、 今から 囘 顧す 

れば矢 張： ^狭い 範圍の 活動と いふ ことにな つてし まふ。 

さう いふ 看 方 を 認容す るなら、 今までの 歌と いふ もの は、 同じ 事の 繰返しが 私 

等の 想像す るよりも もっと 多い ので はなから うか。 そして 同じ やうな 歌の 中の 上 

等の もの は 顧みられる がつ まらぬ もの は 滅びる ことと なれば、 殘る ところ は 極め 

て 僅の ものに なって しま ふので は ある ま い か。 今後 歌 を 作る 餘 地が 十分 殘 つてね 

るのに、 さう いふ わけん 口 に 本 づく點 が必す あると いふの が 私見の 一 端で ある。 


二 

右に 云った こと は 歌の 歷史 を全體 見渡しての 說 であるが、 また これ を 個人 發生 

的に も觀 察する ことが 出來 る。 一 人の 歌人が 生涯 かかって どんなに 變化を 試みる 

にしても さう 著る しい 變 化の 出來る もので はない。 正 岡 子規の 歌風 は、 短期間の 

著る しい 變化を 示した 例で あるが、 それでも 始 から 終まで 子規 風の ものが 取附ぃ 

てま はって： Q る。 それで あるから、 若し 數十 年の あ ひだ、 變化 ばか， o して ゐ る 歌 

人で あったら、 それ は 非凡に 自分と いふ もの を 持って： Q るか、 或は 自分と いふ も 

のが 全く 無い もの かで あるに 相違な い。  ， 

柿 本人 S など は あれほどの 大歌 人で も、 初期の 二十代に 作ったら しい 歌と、 晚 

年の 四十 代に 作った 歌と さうたい した 變化 はな い。 一 樣に人 麿 的な 表現 法 を 用ね 

てゐ る。 


log 


さう して 見れば、 個人 發生 的に 看て、 生涯の， 作歌 活動 は 同じ こと を 繰返して ゐ 

て も かま はぬ ので はなから うか、 また 幾ら じたばたして もさう いふ 具合になる の 

は 自然の 行き方な のでな からう か。 如是 看 方 もまた 可能の やうに 思 へ る。 

しゃぐ やく 

霜お ほひの 藁と りすつ る芍藥 の 芽の くれな： Q に 春の 雨 ふる 

に しやく  ば ら 

くれな ゐ の 二 尺 伸びた る 薔薇の 芽の 針 や はら がに 春雨の ふる 

これ は 二つ とも子 规の 歌で 時 を 隔てて 作った ものであるが、 なかなか 類似して 

所詮 は 子規 的 傾向の 歌と いふ ことになる。 そして、 同じ 傾向の 歌のう ちに 

も 出來不 出來が あり、 出 來の惡 いもの は 滅びる とい ふこと になる ので あらう し、 

または、 年齢に より、 生活に よって 同じ やうな 傾向の 歌で も、 各 その 趣が 棄て難 

いとい ふ 場合 も あるのに 相違ない。 伊藤左千夫 は、 九十 九 里の 濱を 歌って ゐる 

が、 各 その 特色が ある。 

〇 
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ぐ じズ ぐ り  あめ つち  よ 6  上リ あ ひ 

九十 九 里の 磯の た ひら は 天地の 四方の 寄 合に 雲た むろせ り 

そら  ま はら 

秋 立て ゃ筌 の眞洞 はみ どり 澄み 沖べ 原の ベ S とほく 曳く 

うす ぐ も  した ぺ  あけ 

ひむ がしの 沖つ 薄雲い り 日う け 下邊の 朱に 海 慕れ か へ る 

あめ つち  よ も  上 P あ ひ  たま 

天地の 四方の 寄 合 を 垣に せる 九十 九 里の 濱に玉 拾 ひ 居り 

とほ じろ  ナ * ぺ 

白波 や いや 遠 白に 天雲に 末邊 こもれり 曰 も かすみつ つ 

あ 6  た 

高山 も 低 出 もな き 地の 果は 見る目の 前に 天し 垂れたり 

■  3 は 明治 四十 年の 作、 後の は 明治 四十 二 年の 作で あるが、 各 その 特色が あつ 

て もや はり 左 千 夫 的な ものの 繰返しが あると 謂って いい。 さう して 見れば、 歌風 

の 生涯 的變 化と い ふ もの もじり じ， o とな さるべ きもので あ， o、 或は 自己と い ふ も 

の を 餘 計に 持って ゐる もの ほど その 變化 は少 いとい ふこと もまた 可能の やうに 思 

へる。 あと はさう いふ 歌人の 模倣者 を 以て 充満して ゐる のが、 その 時 その 時の 歌 


壇 全體の 風景と いふ ことに なれば、 その 歌風 內容の 種類 は 決して 多い もので はな 

いとして 大き い 誤 は ある ま い。 

そこで 前から 云って ゐ る やうに、 今後 も 作歌 活動が 滅びない だら うと 豫 想す る 

の は、 まだまだ 活動す る餘 地が あるからで、 幾ら 氣の 早い 日本の 歌人 だからと い 

つて、 慌てて 歌壇に 見切 をつ ける 必要 は あるまい と 私に はお もへ るので ある。 

歌の 變 化が 周圍の 狀況 によって 左右せられ るの は 常に 豫 想せられ る ことで あつ 

て、 この 現象 は 萬 葉 集 時代から 行 はれて、 漢詩 佛典 などからの 影響 も その後の 勅 

馔 集の 歌に は 追々 著る しくな つて 來てゐ る。 そして さう いふ 影響の ある ものの 方 

が 何 か 新鮮な 感じが した ものだった やうに 見える。 

明治の 新派の 歌 は 一 面 は 復古で あるが、 一 面 はや はり 西洋 文學の 影響が あつ 
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て、 その 影響の 最も 著る しかった 新 詩 社の 歌風が 一 番 新しい と 感ぜられ たのと！^ 

様で ある。 

同じ 寂し さ を 歌 ひ、 『寂し さ』 を 名詞に 使った 歌で も、 風雅 集の 『5: 松 は 見る 

兌る K に 消え果てて 寂し さの みの 夕 ぐれの 雨』 とい ふのと、 若山牧 水の つ 幾 山河 

越えさり 行かば 寂し さの 果てな む阈 どけ ふ も 旅 ゆく』 と は 何 處か違 ふ。 これ は 1 

方 は 支那 文學 のに ほひが あり、 一 方 は 西洋の 詩の 影響が あるから である。 

力 ー  〃 • ブッセ の 山 越 えの 詩に、 『ュべ  〃二 アン • ベ〃 ゲン • ワイト • ッ • ゾ 

ン デグン • ザ —ゲ ン • 、ディ. o ィ  >ズ • ヲ— ント • ダス • ダ リュック』 とい ふ 句の 

あるの を、 故 上田 敏 博士 は、 『山の あなたの 空 遠く、 「幸」 住む と 人の いふ』 と譯 

した。 譯は 巧妙で，： ：！： 在で あるから、 ー讀 して は 西洋 詩 脈 を 感ぜない 程で あるが、 

『幸』 を 名詞と し 何 か 擬人ら しく 取扱って ゐる 微妙な ところに、 風雅 集の 『寂し 

さ』 の 取扱 方との 相違が ある やうに 思 ふので ある。 


かう いふ 種類の 感化 影響 は當 時の 歌壇に 隨 時に 行 はれ、 相當の 效果を あげて 居 4 

る。 ス バ グを 中心とした 歌が^ 代フラ ン ス象徵 派の 影響 を 受けた など も その 著る 

しい 例の 一 つで ある。 

すっと 後に なって、 歌に プ ロレ タリ ァ • イデ ォロギ —を 盛らう としたり、 wil 现 

實 主義が 舶載 すれば それに 據 らうと したり、 新卽物 主義、 新現實 主義が W へられ 

れば それに 據 らうと したり、 近來ヒ ユマ 一一 ズム が雜 誌に 行 はれれば さう いふ 歌 を 

作らう としたり する 傾向が 見え、 出來の い いもの はこれ も 相 常の 效果を あげてぬ 

ると 謂って い い。 

そして、 兎も角も さう いふ ことに. 眼敏く 注意して、 從來の 歌風に ー轉化 を來ら 

しめよう とする 最初の 歌人 は、 その 努力 だけで もさう 僅かで は 無 いので あるか 

ら、 注意して 觀 察して 居れば、 やはり その 作物のう へに 正 當に酬 いられて ぬると 

ころが 見える。 本來は 西洋の 眞似 でも、 歌と いふ 形式に 移す まで は 多くの 努力お 


耍し、 人知れ す 犧牲を 拂 ふこと にもな つて 獨創カ はおの づと 其處に 籠る ことと な 

るの かも 知れない。 

以上 は、 他から 影響 を 受ける こと、 受身の 態度、 攝 取の 方面に ついて 言った の 

であるが、 歌壇が 平板 一様に なり、 ホモ ゲ I ン になり、 陳々 相 寄る 狀 態に あると. 

きに は、 被 影響力、 攝取 力の 偉大な 歌人が 出現 するとい ふこと も 亦 必要な 場合が 

ある。 かう いふ 攝取 力の 偉大な 歌人と なれば、 もはや 單 純な 模倣者と して 輕 蔑し 

てし まふ ことが 出來 なくなって 來る。 正 岡 子規が 嘗て 

『歌よ みの 如く 馬鹿な、 のん さな もの は、. またと 無 之 候。 歌よ みのい ふ 事を閉 

き 候へば 和歌 程 善き 者 は 他に 無き 由い つで も 誇り 申 候へ ども 歌よ みは 歌よ 6 外 

の 者 は 何も 知らぬ 故に 歌が 一番 善き やうに 自惚候 次第に 有 之 候』 

と 云った の は、 甚だ 奇矯の 言の やうで あるが、 その 當 時の 歌壇 を 背景と して この 

言 を 味 はふ 必要が あるので ある。 .< 


現在の 歌壇 は、 或る人々 の 眼から は 平板 一様に 見えても、 歌壇の 中に 棲息して 

ゐ る 者の 眼に は 相當に 多様の やうで ある。 

あはれ なる 心の なかに うかぶ とき 三 保の 神話 も 墨の 羽 ご 

ろ も (與謝 野 晶子) 

穗に いづる 去年の ふる 根の すすき 生に ありしながら の蟋 

蟀の啼 く  (太 田 水穗) 

閑け かる かくの ごとき を 我が 云 ひて 黄の 橡のゅ ふぎ 6 の 

い ろ (北 原 白 秋) 

與謝野 夫人 も、 太 田 氏 も象徵 とい ふこと を唱 へて ゐ るが、 銘々 幾らか 違 ふ。 北 

原 氏 は 幽玄と いふ こと を唱 へて ゐる だけあって、 新 古今 流のと ころが ある。 


奧州 松島瑞 K 寺に 來て うららな り 上り 框に 待た されに け 

り (川 田 順) 

網 あげてした たる 黑き芥 よりいろ くづニ つ 三つ ひろ ふら 

し (土 厘 文明) 

日の入りし 茜の 空に 黑く 立つ 富 土の 山 影 思 ひ 出せば 見つ 

cist  二き 

荒澤に 畑を拓 きて 花と もし 三椏 はとき の 過ぎに ける らし 

(松 村英 一 ) 

此等 は、 前のより も現實 的に 素朴に 行かう とい ふ 傾向の 見える もので、 もはや 

相當の 時日 を經 過し、 類似の 歌 もなかな か 多くな つて 來て ゐ る。 

はじめよ， o 憂鬱なる 時代に 生きた， o しかば 然 かも 感ぜす 

とい ふ 人の われよりも 若さ (土岐 善 麿) 


雪の ない 八 ケ嶽の 瞎ぃ體 重が 草に ぬる 私に のしかかって 

く る (前 田 夕暮) 

階級 層の 異色 をな がめ ながら あはれ 宗敎 者よ 人々 の淚に 

は 鹹味が あると いふで はない か (石 原 純) 

金網 がら 吸口 出して  一 ロづっ 煙草 吸 はせ るの だ それが^ 

だとい ふの だ (渡邊 順 三) 

これら は、 三十 一音 律に 隨 順せ すに 自由 律で 行って 居り、 言語 も 自由で あり、 

思想 的、 感覺 的に も 新しい ところ を 行かう として ぬる ものである。 從 つて 三十 1 

音律の 形式の 約束 を 無視して しまって ゐ る。 それ ゆ ゑ齩密 にい へ ば 寧ろ 詩壇の 中 

に 入れて 論す る 方が 至當 だとい ふ說も ある。 

以上の 作例 標本 は 歌壇の 一 部に 過ぎぬ けれども、 大體 歌壇の おもかげが 分か 

る。 私 も 歌壇の 一員であって 見れば、 寧ろ 歌壇 最晨で 兄弟 內に 鬩げ ども 外 をの 侮 


を 防ぐ の 部類で あるが、 一 方 現 歌壇に 滿 足して ゐ るかと いふに 毫も 滿 足して はぬ 

ない。 ただ n 分の 力量の 點を 顧慮す るから 口幅ったい 事 は 云へ ぬので ある。 さも 

なくて 第三者の 位置に 立つなら もっと 手厳し い こと も 云って 見た くなる ので ある 

が 今 は 云 ひ 得ない。 併し、 固有名詞 は 云 はすに、 これく らゐ のこと はい ひ 得 るら 

しい。 現 歌壇で は舊 派の 老人 は 除く として、 中ぶ るのと ころで も 何 か 大家 然とし 

て 取りす まし 納まり か へ つて ゐ るから、 歌 は 自然う つと， o 趣味に 墮 してし まって 

ゐ るし、 さもなければ 感覺も マンネリズム になって 安住して しまって ゐる。 然る 

に 歌： £ の 一 部に は旣に 鬱勃た る 動きが 見え、 そこに 活躍しょう とする の は 皆屈强 

のお^の やうで あるから、 今に 何 かの 形で あら はれて 來る だら うとお も はれる 

が、 まだ ^流の 狀 態で 結果 は 何ともい ふ^とが 出來 ない。 

II 柬京 朝日 新聞 昭和 十二 年 二月 十七 I 二十日 I 


レョ ルツ 士 

ショ グッ 博士が 亞米利 加から 招聘され て 行く 途中、 北 平に 寄り 日本に も^つ 

た。 そして 六月 二十 二日に は 東大 醫學 部で、 「神經 精神病 學に 於け る 形態 學的諸 

問題」 を 講演し、 二十 三日に は獨逸 東亞 細 亞協會 で、 「身體 的 並に 精神的 缺^ の 

原因と しての 癲癇 性， M 攣發 作」 を 講演した。 

博士 は、 現在 はミュ ン へ ンの獨 逸 精神病 學 研究所 (カイ ゼレノ  • クイ〃 へ ダム 硏 

究所) 腦 病理 組織 學部 部長で、 旣に 世界的の 學者 である。 

彼 は 僕よ， o も十歲 若く、 本年 四十 六歲 だとい ふこと である。 僕 は西曆 一九二 三 

年卽ち 大正 十二 年に、 澳太利 維也納 を 引上げ、 ミュンヘンの シュビ ー , マイ H  ^ 


敦授 を^って 其處の 研究所に 入った 時、 ショ A ッ 博士 も亦 三十 歲を 一 つ 二つ 出た 

ばかりの 靑 年で、 當 時テュ ビンゲン 大學の ガウプ 敎授の もとに 腦 病理 學の 方を受 

持ち、 標本 を 持って ミュ ン へ ン まで 出掛けて 來て、 シュ ビ ー产 マイ ュ 〃に 見て 貰 

つて 居た。 その 時 僕 は 彼を識 っ^。 

翌年の 春、 僕 は 西部 獨逸を 旅し、 黑林 地方 を 行って、 テュ ビンゲン 大學を 訪 

ひ、 ショ ルツの 研究室で 彼 を 寫眞に 撮った， o し、 ガウプの 臨床講義 をも聽 き、 性 

格舉で 日本の 學界に 知られて ゐるク レツ チメ 产 にも 逢った。 その 時から 算へ ると 

今年まで 十三 年經 過して 居る。 

僕 は 大正 十四 年 一月、 火難に 逢った 家に 歸 つて 來て、 全ぐ 研究室、 顯微 鏡から 

絕綠 されて しまった。 歐羅 巴に ゐた頃 は、 若し 歸 朝したなら、 一年に 一 つの 小論 

文なら ば どう 小さく 見 積っても 出來 るつ もりで ゐ たの も、 全く 果敢ない 夢想に な 

つてし まって ゐた。 そこで 今度 ショ 〃ッの 講演 を聽 いて 居る と 昔 知った 女の やう 


ななつ かし さが あっても、 旣に 餘所餘 所し いものに なって 居た。 をの 日の 朝、 十 2 

三年 前 僕の 撮った 寫眞を 苦心して 見付け出し、 彼に 示さう として 持って行った。 

そして 講演が 終る と、 しどろ もどろ な獨逸 語で 彼に 挨拶す ると、 不思議に も 彼 は 

僕の こと も寫眞 のこと も 知って ゐた。 ただ 僕が 餘り 老いた の を 驚いて ゐた。 

僕が テュ ビンゲンに 行った 時、 途で 一人の 法科の 學 生に 逢 ひ、 その 學 生が 僕 を 

ガウ 。フ の敎 室に 案內 して 吳れ たのであった が、 そのと き學生 は、、 カウ ブに 二人のお 

孃 さんの ある こと を 話した。 『二人とも 別繽 です よ』 と 云った の を 僕 は 記憶して 

ぬる。 そこで、 今度 も 食卓で ガウプのお 孃 さんの こと を 話した。 シ ョ严ッ いふ 

に、 もう 二人とも 結婚した。 『けれども 僕と ではない よ』 と 云って 諧 « した。 シ 

3 〃ッは それほど 未だ 若々 しい。 

彼 は、 あの 後い い 研究 を どしどし 發 表し、 ライブ チヒ 大學の 講師から、 シュ ビ 

マ イエ〃 の 歿後、 もの 後繼 者に なった もので、 同じ 學統 によって 受繼 がれた 


ものである。 本邦で は 內村祐 之 敎授が 同じ 學統 でショ グッと は 兄弟 弟子の 關 係に 

なる わけで ある。 三宅鑛 一名 譽敎授 のま 宰 する 腦 研究所に も 彼 は 立 寄り、 なかな 

が 立 去らなかった とい ふこと である。 東京 驛を 立つ 時、 一 人の. 美しい 日本 婦人が 

送りに 來てゐ た。 僕 は 某醫學 博士 夫人 だと 思って： Q ると、 さう でなくて 有名な 新 

橋の 「英語 藝者」 であった。 ショ 产ッは ひどく 喜んで 幾度 も 手 を 握って ゐた。 メ 

っッ —产 の^を 左頗に 持って ゐ たりして、 彼 はま だま だ 若い ので ある。 

 讀寶 新聞 昭和 十二 年 七月 十四日 II 


昭和 十二 年 五月 二十 三日、 淡 路の洲 本 町 を、 午前 六 時 五十 五分に 立つ バ スに乘 

つて、 一時 は 山地の やうな ところ を 通って ゐた が、 暫くす ると 海の 見える 處に出 

て、 淡路の 東海岸 を 走った。 野 田 あたり を 過ぎた 頃、 向う から， niw に乘 つた 在. 

鄕 軍人が 七 八 人 かたまって やって 來て 擦れ違った。 

自轉 車に 乘 つた 軍人 等 は、 點 呼で 召集され たか、 何處 かに 集會 でもあって 出席 

する のか、 皆穢れ て： Q ない 軍服 を 着て ぬた。 バ スに乘 つて ゐ た 客の A は 擦れ a つ 

た 彼等に 1 瞥を與 へたが、 『みんな 上等兵 やな』 と 云った。 A は、 志筑 あたり か 

ら乘 つた 一 人の 客 B に 後ろ を 向いて いろいろの 事 を 話し 出した。 


何も 上等兵で 無い からと 云って 人前で 恥ぢ た， o、 引目 を 感じたり する こと は 無 

い。 上等兵で 無い がらと 云って、 態々 軍服の 上に 合羽 を 引 掛けたり、 ^服 を 著す 

に ^ 廣を 着た.？ なんかして、 を かしな もの だ。 かう いふ こと を 淡路 辯で 云 ふの だ 

が、 僕に は それが 旨く 書け ない。 兎. に 角 その 客 は 氣焰を あげて 居る。 それから、 

^護 兵が 大槪 上等兵になる。 『ヨウ チン 上等兵つ てな』 と、 A は 云 ふ。 ョ クチン 

は 沃度丁幾 のこと である。 

云 ふこと が 邪氣が 無くて むき 出しで 無遠慮で ある。 これ も 軍人生活 をして 來た 

ものと 思って 聞いて ゐ ると、 『僕な ど は 一 等 兵で も 威張った もの だっせ』 と 云つ 

た。 すると、 B は、 『僕 は 二等兵で おしま ひだつ せ』 と 云って、 二人 は 意 « 投合 

して 戰爭 哲學 みた やうな こと を 話し 出した。 • 

すると^う からまた 自轉 車に 乘 つた 軍人が 來た。 今度 はた だ 一 人で やはり 軍服 

で  <：： 羽 も 何も 著て ねない。 その 時 A は、 屹度 彼奴 も 上等兵 だから 見ろ とい ふやう I 


な こと を 云った ところが、 案に 違って さう でなかった。 そのと き A は、 『なんだ 6 

一等兵 か』 とい ふやうな こと を 云った が、 彼 は その 時 何とも 云へ ぬ 表情 をした。 

一 體戰爭 は 士官 も 上等兵 もゐ なければ ならぬ が、 一等兵 二等兵が 必要で、 突 は、 

とい ふ 奴 をす るの が 一 等 兵 二等兵の 役目 だとい ふこと をカ說 して： Q た。 僕 は大阪 

に 著いて から 友人に その 話 を. して 大阪 辯に 直して 貰った。 『なん ぼえ らい 人が 居 

たかて、 一 等 兵がなかったら あきま へん やない か』 とい ふの がその 1 つで、 かう 

ゾ と 談話が 活躍して 來る。 


おはい かプち ぐろ いか プち 

雷の こと を イカ ヅチと 云って、 古事記に も大 雷、 黑雷 等と あるが 私 は 嘗て 

イカ ヅチ は嚴槌 で、 巨大な 槌と いふ 語原 だら うと 思 ひ、 上代 人が、 彼の 響き を E 

火な 槌を 以て 績け さまに 物 を 打つ と考 へた その 心理 を 想像した のであった が、 そ 

れは 素人 的な 理窟で、 K は 間違って 居た。 『名の 意 は 厳な り。 豆 は 例の 之に 通 ふ 

助齚、 知 は美稱 なり』 (古事記 傳) と ある ごとく、 嚴之 神、 嚴之靈 とい ふ 意に 落 付 

く：" i ^であった。 . 


もっとも、 柬雅 引用の 文 を 見る と、 私の 考 へた やうに 嚴槌 とした 素人 考證家 も 

ぬた こと は 居た。 雷の こと を祌 鳴、 鳴 神と いふの は、 畏怖すべき 神と して 上代 人 

は體驗 して： Q た。 これ は 恐らく 支那で も 同じ ことで あらう。 

雷 は あ V いふ 銳ぃ音 をた てるから 人 は 本能 的に 雷 を 恐れる。 雷撃 を 直接 受けた 

ことが 無くと も 雷 を 畏怖す るの は、 恐らく 古い 世界からの 遺 傳で不 意識に 畏怖す 

るので あらう。 それが ひどくな ると、 武道 傳來 記に 出て 來る乙 見 瀧 之 進の やう 

な、 雷の 畏怖から 悲劇に 迄發展 する ことがあり、 

『瀧 之 進 日來雷 公に こ はがる 事 人に すぐれたれば、 此 ひびきに 動顚 して 關內ま 

づ 待って くれよ と、 半分 頭 剃り かけし を 周章て 立 さはぎ 天井の 板の 厚き 所 はな 

い かと 逃 廻り 脫 捨し單 羽織の 有 程 引かぶ り、 桑原々々 と 身 を 縮め かた 隅に 倒 臥 

たる を かし さ』 

に は、 滑稽が ある けれども、 西 鶴 ものに は 無限の 哀 韻が あり、 雷鳴 を機緣 とした 


人生の 悲劇 を 描寫 して ゐ るの も、 西 鶴の 地金の 一面であった だら う。 

けれども 現代 は、 さう いふ 愚直な 悲痛な 跡を絕 つて、 ほんのりと した 人情 を 好 

む やうに なって ゐる。 菊 池寬の 「新道」 にも 雷雨 i として 男女の 交會 すると こ 

ろを寫 して： Q るが、 これに は 武道 傳來 記に. ある やうな 滑稽が 無くて、 從 つて 甘美 

で、 悲劇に 導く やうな ことがない。 そして 當 今の 靑年 男女 は、 あの 場面 を 幻影と 

して め ァヅァ ンチュ ー 〃 を 形成す る ことにな つて： q るが、 これ もまた 菊 池 氏 

の 手腕であった。 

W し、 西 鶴 とてもい つも あ、 いふ 手^しい もの をのみ 取扱って はぬな い。 好色 

1 代 男に、 「^の 鳴る 時 は、 近寄りて 頭まで 隱せ しこと』 云々 とい ふところが あ 

るから、 一方 當 時の 讀 者と 雖も、 西 鶴の この 一句から 様々 の 險の心 を 湧かした 

かも 知れな い ので ある。 

9 

この 句に 續 いて、 『今 思へば 獨身 はと 悲しく』 とい ふ 文句が あるから、 與之助 I 


も、 三千 七 百 四十 二人の 女の 一 人と しての 經驗 をば この 一 句に 託して、 別離の の 。 

3 

ちの 感慨に 蜘蛛の 絲の ごとくに 續 けさせて ゐ るので ある。 

雷電の 畏怖 も、 『近寄りて 頭まで 隱せ しこと』 の 程度が 好かるべく、 武道 傅來 

記の 悲劇でなくて、 近 ごろ 流行す る 『夫婦 和合の 祕訣』 の 一 端と もなる であらう。 

私 如き 者と 雖 それに 異存 は 無い。 

雷 は その 響が 猛烈で、 直接行動に 出る ときには 襲撃 的、 爆破 的で あるの は、 た 

また ま 山越えな ど をして 大樹が 無殘 になって 裂かれ 居る の を 見ても わかる。 

ところが その 爆擊 も穉兒 どもの 臍 をね らふと いふ ことになると、 おなじく 恐ろ 

しくと も 可憐な 氣 持が 出て 來て 好い ものである。 やはり 西 鶴の 文であった とお も 

ふが、 『神 鳴 臍 を 心 懸け』 とい ふの があった。 これ は 雷鳴が あって 强く 夕立す る 


とさの 形容で、 美文 まが ひの 西 鶴流ュ ー モア を は 漂せ て： Q るので ある。 

一 K この 祌 鳴が 臍 を 狙 ふとい ふこと は、 私 は 目下 その 起原 を 知らぬ し、 又 調べ 

る 便利 も 持たない が、 柳 田 先生 あたりの 論文に は 旣に其 事に 關 する 豊富な 內容が 

盛られて： Q るに 相違ない。 

正 岡 子規の 明治 三十 一 年の 歌に 『神 鳴の ゎづ かに 鳴れば 唐茄子の 臍 とられ じと 

お^れて 居り』 とい ふの があった。 頑 童 等の 臍から 聯想した もの だが、 これ も 俳 

諧 的に 可憐で 恐ろしくな いところ がお もしろ い。 

たと へば フ— テ , 口 ー の陣に 雷が 落ちて 將軍舉 の もの、 ネ ー あたりが 撃^れて 

死んだ と 云っても、 雷 をば^ の 生えた 虎の 皮の 犢鼻镩 をした 生物と はいかに して 

も 聯想が 向かない。 

これに 反して、 頑 童ら の 臍 を 狙 ふとい ふこと になれば、 をの 狙 ふ ものに 太鼓 を 

輪茛 さに 光背の やうに 负 うてぬ る 生物 を 聯想す る 方が 自然で ある。 そして 宗 が 


風神 雷神 を 畫 いたと き、 風神の 體軀の 色 を 暗綠に 塗った かとお も ふと、 神の 方 ，> 

を 白い 胡 粉で 塗って 居る。 これ も先蹤 があって 宗 達の 工夫が そんなに 働いて ぬな 

いの かも 知れない が、 雷神の 方 を 白く する 方が、 配合の いろい^ C な關 係で やはり 

動かない ところで あらう か。 そして あれなら ば 大名な どが 静謐な 部屋に 置 いて 落 

著いて 鑑賞す る こと も出來 るし、 光琳、 抱 一 の 二 家が 臨 校して 後の世まで 傳 はつ 

てぬるの も^うい ふわけ 合で、 肉體 的に 恐ろしくない からで ある。 

を こで、 レグュ ー とい ふ ものが 次から 次へ と變 化發 達して 行って ゐ るが、 

一九二 四 年 ごろの 巴 里の 本場で も、 あんな 風に 美女が 皎ぃ齒 を 見せつつ、 長い 脚 

を ー齊に 上げたり下げたり、 米 搗の杵 が 一 齊に 臼の 中に 落ちたり 上ったり する や 

うな 具合にまで は 行って ぬなかった やうで あるが、 當 今では あんな 風にまで 發透 

した。 

若し 長い 脚の 美女た ちが、 白い 雷神の 面 をば 丁度 越後 獅子の する やうに 額のと 


ころに 冠って、 巴 里の ム— ラング— ジュ あたりの 舞臺で 1 齊に レグュ ー を やった 

ら 喝采 を 博す だら う。 長い 脚が ー齊に 動く 時に、 背負って ゐる 小さい 太鼓の 列 も 

一 つの 集 M 的な 運動の 役目 を 補助す る だら う。 

奮 約 詩篇に、 『なん ぢの 雷鳴の こ ゑ』、 『エホバ は 天に 雷鳴 を とどろかせた ま へ 

りソ とあった 6、 ファウストに、 『日 は 合唱の 音を立て てぬる。 そして 霹靂の 步 

み をして、 極まった 軌道 を 行く 處 まで 行く』 などと あるの は、 ただの 天然 顯 象と 

して 取扱って： Q ない が、 宗達畫 風の あ 、いふ 形態で はない C 

雷電 は K 季の ものと されて ぬるが、 春雷 冬 雷の 語 はまた 特殊の 氣味を 持って： Q 

る。 昭和 五 年 十一月であった。 滿洲 里で は 連日 細かい 雪が 降った が、 南下す ると 

でが 少く四 平 街で は 雪が 無かった。  リ 


四 平 街に 一泊し 翌日 鄭家 屯に 行った。 私 を 導いた 八 木 沼 氏が、 鴻 雁の 南下す る 4 

壯大な 光景 を 私に 見せようと 思った のであった。 鄭家 屯は遼 源と もい ひ 今では そ 

の 方が 通りが 好い が、 其處の 近くに オボ 山と いふ 小山が ある。 

その 山に 登れば 雁の 飛ぶ の を 見る ことが 出來る だら うとい ふので、 鄭家 屯の 滿 

鐡支 社長 宅に 一泊し、 水害で 荒された 道 を 馬車で 難行して、 オボ 山に 登り、 荒涼 

とい はう か、 混沌と いはう か、 渺漠 とい はう か、 一目 茫々 たる 圃土を 見お ろした 

が、 その 時に も 到頭 雁が 飛ばなかった。 

翌日、 方向 を 間違へ て 四 平 街の 方へ 乘る ところ を 通遼の 方へ 乘 つた。 停車場 を 

三つば から 通過して から やっと 氣が ついて、 四 平 街の 方向に 乘換 へた。 程 經て車 

房の 中に 八 木 沼 氏と 車中の 客と 支那 語で 問答し つ つ 分りに くくて 幾た ぴも 繰返し 

てゐ ると、 其處に 一 人の 白い 手術 著 を 着た 支那 人が 入って 來て 日本語で 通 辯して 

吳れ た。 


その 人 は、 お 古 屋の醫 科 大學を 出た 臀舉士 で、 その へんに ペストが 流行して： Q 

るので、 車中の 客の 健康 診斷を もして ぬるので あった。 氏 は ドイツ語 を も 解し、 

『只今 流行して ゐ ますの は ドリ ュ ゼン ペストです』 などと 話して 吳れ た。 

氏 は 四 平 街まで 來すに 途中で 下車し、 助手 を 一人 連れて ゐた。 なかなか 威張つ 

て： Q たので 私 等 も 肩身が 廣 かった。 

その 臀學士 とわ かれて、 窓外 を 見る と、 半天に 雲が； 5 ろが りつつ あった。 一方 

の 天が 晴れて 澄みき つて 居る のに、 一 方に は 綿の やうな むくむ くと した 雲が ひろ 

が つて 來る その 動きが 見える。 その 動きが 相當の 速さで ある こと は 汽車の 速力と 

比較 すれば 分かる。 そのうち 雲の なかで 雷鳴が した。 

日本 本土で は 天の 範圍 が狹 いから 那須 野の やうな ところに ゐ て も、 雲が 天を蔽 

ふとい ふやうな こと も 稀で ない が、 満洲の 天 は 前後左右が 唯渺漠 として ゐて雷 a 

が 天に 充滿 するな どと いふ こと は、 實に 容易なら ぬ ことで ある。 


雷鳴 も 追々 遠くな り、 豪雨の 降らざる 冬 雷と して 私の 記憶に 殘っ た。 またもの 6 

とき 始めて 雁の 一 群 を 見る ことの 出來 たの も、 私の 記念と して 歌 一 首に 殘っ た。 

私は斯 くの ごとき 渺漠 とした 満洲の 風光 を 愛して 措かない が、 そのうち 満洲 帝 ！： 

が 興った ので、 二た び 満洲の 雷鳴 を 聞きたい とお もってぬ る。 

II 東京 朝日 新聞， 昭和 十二 年 八月 二十 五 . 六 • 七 H II 


自歌自 釋五首 


o 

ひと 時 もた めら は ざら む 馬 虻が 疊 のう へ を！ 3  くく 飛ぶ 見 ゆ 

罪 を もつ 人も潛 みて 居りし と^ 現 身の こと はなべ て 悲しき 

この 二 首 は、 昭和 六 年の 夏、 信 濃の 大澤禪 寺で ァ ララ ギの安 K 會を 開いた 時の 

歌で、 古い 禪 寺の 廣 間に、 諸國 から 集った 會 員が、 作歌の 修業 をして ゐ ると、 -ぉ 

にた かる 馬 虻と いふの が 幾つ も 飛んで 來る。 その 飛び 方が 迅猛で 一 刻 も 躊躇し な 

い。 そこで 『ひと 時 もた めら は ざら む』 とい ふ 句に なった。 つまり、 ただの、 K 觀 


句の やうで ゐて、 實 際の 寫生 句な ので ある。 もし かう いふ 種類の 評釋 で、 .nz 缵す S 

るの だとせば、 かう いふ 「寫 生」 とい ふこと を自 讚す る ことと なる であらう か。 

結句の 『ひくく 飛ぶ 見 ゆ』 もまた 同様で ある。 彼等 は 高く 天井の 邊を 飛ばす に、 

部屋に 入って 來て 人の 集って ゐる 低い ところ を 飛ぶ。 何のた めに さう いふ 飛び 方 

をす るかと い ふやうな こと は い はすに 『飛ぶ 見 ゆ』 と据 ゑる にと どめた ので ある。 

かう いふ 種類の 歌 は、 面白い と 思 ふ 人 は 面白い と 思 ふし、 面白くな いと 思 ふ 人 は 

てんで 面白くな いもので ある。 

次の 歌 も 同じと き大澤 寺で 出來 たもので あるが、 封建時代に、 ここに 罪人の S 

んでゐ たこと など も あり、 その 部屋な ども 未だ 殘 つて ゐた。 寺で は 人々 を 精神的 

に濟 ふの みならす、 現實 的に 肉體 的に も 人々 を濟ふ ことがある。 その 濟度は 未 * 

淨土 にか か はるの みで はない。 目下の 現實 にか か はって ゐる。 さう いふ ことが 私 

を 動かして この 一首 を 作らし めた。 下の句の 主觀句 は、 骨折れる 割に は、 繰 返さ 


れる ことによって 早く 陳腐に なり 勝ちで ある。 

火 S; 寺の 安居 會は、 平 福 百穗畫 伯が 未だ 存命中で、 私と 二人で 新 宿から 出發し 

たと ころが、 甲 府驛で 私が 脫 いで 置いた 上 著の 財布 を 盗まれたり して、 思 ひ 出の 

深い 會 であった。 

〇 

しげ. H のなかに こもりて 黑谷 のみ 寺の 見 ゆると はの しづか さ 

あか つきの 光 さし 來る 山の 上に やう やく 老 ゆる こころ 寂け し 

昭和 八 年 八月 比 敷 山で ァ ララ ギ 安居 會を 開いた 時に 作った ものである。 これ は 

法然 上人の ゐた黑 谷が 尾根の 高い ところから、 黑ぃ 木立の 中に こもる やうに して 

見えて ゐ る。 この 深さが、 人間の 心に 沁み こんで 何ともい へぬ 静寂な 氣持 にさせ 

る。 そこで 『と はの しづか さ』 といった。 際どい 句 だと いへば さう もい はれる 
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が、 一度 はかう いふ 句 を 用 ゐても 差 支へ ないやう に 思へ る。 『黑 谷』 は 無論 固有 。 

名詞 だが、 さう いふ 事實の 光景から 來た 名で あらう から、 かたがた 象徴的な 效果 

を も 持って ゐ るので ある。 

次の 歌 もさう である。 私 は 柴生田 君と 曉 光の 未だ 至らす、 殘 月の 光が まだ かが 

やく ころに、 横手の 山から 四 明嶽の 方に のぼって 行った。 そして、 山上に のぼり— 

つめた ころに は、 近 江の 湖面から 夜が 明け わたって 來て、 杜 fi が啼 き、 S が啼ぃ 

て、 山上に ゐる現 身 を つくづくと 意識した のであった。 昭和 八 年 は 私の 五十二 歲 

の 時で あるから 『やう やく 老 ゆる』 といった。 『心 寂け し』 の 句 は、 作^.：：:^ だ 

けに 分かって、 ひとに は あまり 通 ぜぬ語 かも 知れない。 併し、 抒情詩で は 主觀句 

を 除去して しま ふこと もまた 不可能で あるから、 實 作者に とって は 試みられる だ 

け は 試みねば ならない。 そして 試みて ゐる うちに、 駄目な もの は 減び、 駄： WL でな 

いもの は活 きる と い ふ 順序， になる ので あらう。 


〇 

石龜の 生める 卵 をく ちな はが 待ちわびながら 吞 むと こそ 閱 け 

これ は、 近 江番場 蓮華 寺で 作った 数 首の 中の 一 つで、 佐 原 窿應師 が 未だ 存命中 

のとき である。 あの 寺の 境內 で、 泉の 湧く ところ を 通って、 その 奧にー つの 年 を 

經た 池が ある。 菱 など^ 茂り、 1 方に 太い 樹立な どもあった。 そこに 石龜が 住ん 

でね る。 信者が 持って 來て 放った のが 何時の まに か 住みつ くやう になった ので あ 

らう。  , 

石^ は產卵 期になる と、 池 を 出て、 近くの 畑の 中と か、 墓石の ほとりの 砂な ど 

を いい加減 掘って、 卵を產 みつけて 歸 つて 行く。 それ を 蛇が 待ち 構へ て ゐては 呑 

む。 さう いふ S 話 を、 和尙の 門弟の 若い 僧が 話して 聞かせた。 私 は それ を； 5 どく 

面白く 思った。 老和尙 は 中風して すでに 偏 爆に なつてから 五六 年を經 過して 居ら 
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れた。 そこで かう いふ 話 を 枕頭で しても、 別に 感動せられ るで もなかった。 私 ^. 

の 感動 はさう いふと ころに も關 はって、 一首に しょうと したので あるが 『待ち わ 

ぴ ながら』 とい ふ 句 は、 やや 苦心した ので、 自分自身で も棄 てがたい やうに 思つ 

てぬる。 蛇 は體を 土の 中に 突入れ る やうに して、 相當 深く 埋めて 行った 卵 を 呑む 

さう である。 萬有界 における 生物界、 無 生物界の 悲劇的な 生活 を、 悟， o  くさくな 

く 表 はし 得る こと は なかなかむ づ かしい。 結句の 『とこ そ 聞け』 は、 古歌に も あ 

i 梁 塵祕抄 あたりに も 見えて ゐ るが、 新しく 生かせば 生かす ことが 出來 さう に 

思へ る。 この 歌 は 昭和 五 年の 作で ある。 

— サン デ ー 毎日 昭和 十二 年 八月 八日 猇 l 


r. 卜 雜ハ 需要が だんだん 少く なって、 地方の 店な どで も 殆ど賣 ら なくなって しま 

つた。 それ だから 或る 地方に 出掛けて 行ったり した 時に、 いつでも 草鞋 を 穿いて 

步け ると 思 ふと 大きな 間違； 5 である。 私 は 東京の 中 學校を 卒業した が、 * 學 旅行 

に は が^ 鞋を 穿いた ものである。 また、 第一 高等 學校 では 年に 一 囘發火 演習 を 

行った が、 ^生 は NC のころ 皆 草鞋 を 穿いた。 ところが、 このごろ 見て ゐ ると、 中 

學 校の 演 p: でも、 代々 木 原に 來て ゐる學 生團體 でも 草鞋 を 穿いた もの は 一 人もゐ 

な い。 さう いふ 時勢に なった。 

私 はさう いふ 時勢に なっても、 身に こ ぴり附 いた 習慣が 拔け 切れぬ と 見えて、 


もる 寺に は 草鞋 を 要求す る ことがある。 西洋に 留學中 は、 否應 なしに 靴 を 穿レた ^ 

が、 少し 餘 計に 歩く と 足が 痛み 痛みした。 西洋人 は 朝から 晩まで 靴の 穿き 通しで 

あるから、 彼等 は 好く 足 を 洗 ふけれ ども、 それでも 魚 目 を 持. つ ことが 多く 西洋 

の 藥店エ は i 目 を 治療す る藥を 必す賣 つてぬ るが、 わが 國 では 漸く をの 方の^ 產 

が出來 かかった に過ぎない。 また、 ドイツ あたりの 製品の 方が^ 產ょり も禾 くと 

ころ を 見る と、 本邦 人の 足に はま だま だ 魚 目が 少 いと いふ ことが わ 力る 

風俗に は 常に 動と その 反動と があって、 日本風に なったり 西洋風に なったり、 

種々 樣々 である けれども、 その 起伏のう ちに、 大勢が あるので、 やはり 男で も 女 

でも 靴 穿き が 多くな つて 來 てぬるから、 足に 魚 目の 出 來る率 ももつ と 多くなる こ 

ととお. も ふし、 魚 目 治療の 藥な ども 舶來 品を遙 かに k ぐ やうな 佳い ものが 出來る 

やうに あるに 相違な い。 

昭和 十 年 十一月、 藤 森 氏と 一し よに 大和の 萬 葉 地理 を 採った とき、 大輕、 五條 


野 を 見、 それから 飛鳥 村の 岡 寺に 參拜 し、 ，11 庄の 古墳 を 見、 橘 寺に 來 たころ に は 

足が 激 つて 來、 肉刺が 出 はじめて 苦痛で 溜まらない。 そして この 先き、 まだまだ 

见 ねばならぬ 處が あると おも ふと もはや 元氣が 無い が、 努めて 川原 弘福 寺に 參拜 

し、 また 岡に 反って 來て うどん 屋に 寄って 螯 食 をしながら、 針 を 借りて 肉刺の 液 

を 出して 兄た が、 靴で は 痛くて この 先き 步 けさう も 無い。 其處で 草鞋 を 賣る店 を 

さがした ところがた だ 一軒あった。 そこで、 下駄な どを賣 る 家で 足袋 を 買 ひ 草鞋 

支^に なった。 草鞋 支度に なって 步 いて 見る と、 ー體 をの 時の 氣持を 忘れる こと 

が出來 ない ほど 樂な ものであった。 

それからと 云 ふ もの は、 調査 も はかどる し、 細かい 觀察 も出來 るし、 飛鳥 村の 

かもき み 

御座 神社、 八 釣 山、 飛鳥 小學 校、 雷、 S 浦を經 て、 飛鳥 川に 沿うて 下り、 鴨 公 村 

の 藤^お « 阯を訪 うて、 小舉 校に 吉田 宇太郎 氏に 會ひ、 八 木 町から 奈 良に 行った 

のであった が、 私 は その 時に 實に 久しぶりで 草鞋の 效カを 感じ、 數日經 て 畝 傍 山 


に 登らう とした 時に も、 神武 御陵 前で 下車して その あたりに 草鞋 賣る家 を さがし 6 

たが なかなか 見つからす、 非常に 竟 儀して 辛うじて 一軒 見つけた。 それ を 穿いて 

畝 傍に 登り、 その 夜 は 八 木 町に 一泊し、 翌日 また その 草鞋 を 穿いて、. 高殿から 天 

の香久 山、 南 浦、 小山、 木 之 下から また 別 所に 來、 二た び 高殿に 來て、 其處を 委 

しく 調べ、 八 木 西口で をの 草鞋 をぬ ぎ棄 てて 靴に 穿き 替へ、 それから 電車で 大阪 

に 著いた。 その やうに 私 は 草鞋の 效カを 感じ それ を 利用した ので あるが、 同行の 

藤 森 氏 は 別に その 必要 も 感ぜす、 常に 靴 穿き のままで あった。 藤 森 氏 は 私よ， O 餘 

ほど 若い から、 靴の 時代に 慣れて ゐ るので あらう か。 

昭和 十二 年に も、 大和の その 邊を 調査し ようと 思った が、 その 前に 西 國を巡 

り、 松 山から 道 後 温泉に 著いて、 夕方 散步 して ゐ ると、 と ある 店に 草鞋 を資 つて 

ゐ るの を 見た ので 直ぐ それ を 買った。 道 後で 草鞋 を 買って それ を 大和の 調査の 時 

に 役立てようと したので あるが、 道 後の 友人 は あま， o 先 廻 り をす る 私 を 見て 笑つ 


た。 これ は 笑 ふの が 普通で、. その後 淡路を 通過し な 時に も 草鞋 を賣 つて ゐる 店， V 

一軒 见 つけたから、 を 資る店 も 有る こと は ある。 けれども 急の 間に合せよう 

としても 決して II： に < "はない。 そこで 私 は 大和の 天の 香 久山邊 で 役立てる 草鞋 を 

伊豫の 道 後で 買った のであった。 

道 後で は 草鞋 一足 三錢 であった。 三錢は 奈何しても 安い。 草鞋 は 他の 土地で は 

安くて： A 錢は 取る。 ところに よって は十錢 取る ところが ある。 箱 根の 千 石 原で も 

草鞋 を賈 つてぬ る 店が あつたが 一 足十錢 取った。 これが 目下の 通り相場 だら うと 

おも ふから 三錢は 安い。 もっとも、 今年 飛鳥 川の ほとりの 村で 一軒 草鞋 を 責る店 

を 見つけ^が g: 錢 であった。 しかし これ は 幾年 か 前に 仕入れた ものら しく、 煤び 

て黑 くな つて ゐる 草鞋であった が、 道 後の 草鞋 はさう では 無い。 それに 温泉 場で 

ものが 總て さう 安い 喾 はない と 思った が、 四 國には 遍路が 多く、 遍路の 多く はも 

ぅゴ ム 足袋 を 穿く けれども、 草鞋 を 穿く 者 もなかな か 見かける ので、 道 後で は 草 
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鞋を昔 ど ほりの 相場で 賣る らしかった。 大體 さう 解釋 して 私 は 興 ふかく 思った。 ^ 

東北 地方の 農家で は、 冬期 は 外で 働け ない ので 屋內 にゐて 藁爲事 をす る。 その 

藁爲 事の 中の 草鞋つ くり は 主要部の 一 つ を 占めて ゐた ので あるが、 今ではつ くる 

その 草鞋の 數が 減った さう である。 

しかし、 草鞋 はどう 考 へても 便利な もので あり、 ほかの 物で 調和 さへ 取れば、 

二等 汽車に 乘 つて ぬても、 そんなに 體 裁の 惡 いもので はない。 もはや 時勢が か は 

つて 靴で 何でも 通す 時代 だから、 今どきの 靑年等 は 草鞋の ことな ど は 忘却して し 

まって： Q る だら うと もお も ふが、 日本的 日本的と いふ 呼び 聲が 高いなら、 デバ ー 

トの 運動 部な どで も 盛んに 草鞋 を賣る やうになる かも 知れない。 そして、 頭の 好 

い 人が 居て 何とか 新 工夫 を すれば、 足 部 を衞生 的に 保つ ことが 出來る やうに なろ 

かも 知れない。 

吋に しても、 二等 汽車に 草鞋 穿いて 乘 つても、 じろじろ見たり しない やうに、 


日本的に P 練す る ことが 必要で 輕 井澤 あたりに 往 反する 少年少女 にも 父母が さう 

敎宵 すべきで ある。 

1 ホ I ム ライフ 昭和 十二 年 八月 號- 


職業 隨緣 


上 

腦 病院の 院長に 私の なった の は 昭和 二 年 だけれ ども、 父が 洋行から 歸 つて、 靑 

山腦 病院 を 創立した の は 明治 三十 六 年 だから、 それから 算 へる ともう 足掛 三十 五 

年になる わけで ある。 さう して 見れば 旣に 三十 五 年間 私 は 精神病 者に 親しんだ こ 

とになる。 

明治 四十 四 年の 一 月に、 東京 府巢鴨 病院に 入れて 貰 ひ、 七月から 醫員 になつ 

て 患者 を受 持つ ことにな つて 以來、 今度 は專. s: 家と しての 修業 をす る ことにな つ 
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た。 

今の 松 m: 病院の 前身で ある 巢鴨 病院 も その 頃 もなかな か廣 く、 廻 診す るに も 時 

問 がかかった。 今年に なって 歿した 自稱將 軍 蘆 原 金次郞 など もま だ 元氣な 頃で、 

夜間 廻 診の 時に、 長い 廊下の 曲り角のと ころに、 彼 は 月 琴な ど を 持って 待ち 構へ 

てゐ て、 赤^の 處方を 書く こと を 要求す る。 要求と 云 はうよ，^ も 威壓を 以て 强要 

するとい つた 方が よい。 私な ども 入りた て^ は 何となく 恐ろしく 感 する 患者が 蘆 

原の ほが に 幾人 もぬ たもので ある。 併し 永く 勤務して ゐる 看護長が 隨 行す るの 

で、 萬事吞 込んで ゐ て 旨く 處理 して 吳れ 吳れ した。 そのうち 自然と その 雰圍氣 に 

馴れて、 勤務の 疲勞を も 感ぜぬ やうに なって 行った。 

當 時の 院長 は 亡くなられた 吳秀三 先生であった が、 先生 は 精神病 者 を 好きに 見 

えた ほど 廻 診な ども 丁寧であった。 或る 女の 年寄であった が、 その 患者の 娘に 吳 

先生が 手を附 けて、 幾人 も 子 を 生ませて ゐ ると 信じて ゐた。 何 處其處 の 何番 地に 


リ I 


圍 つて 置く の、 生ませた 私生子の 名が 何と 何と 何とい ふ 具合に、 話が 細かく： 4 體 2 

5 

f 

的な ので、 大概の 人なら 釣られて 半分とまで は 行かす とも 三分 一 ぐら ゐは 信ぜね 

ばなら ぬと いふ 具合であった。 患者^、 吳 先生が 患者の 娘 を 手な づけた 時の 弊 色 

まで 使って 話す る ことな どもあった。 三宅鑛 一先 生が 院長に なられてから も、 そ 

の 患者 は 丈夫で ゐた箬 である。 

さう いふ 雰圍氣 の 中に 動めて 來、 病人ば からでな く、 病人の 家人との 折 街に も 

なかなか 面倒な ことがあって、 段々 練られて 來た とも 謂へ るし、 圆 太く された と 

も 謂へ るし、 世間の 都雅な 人々 から は變 人に 見える やうになる までにな つてぬ 

る。 そんなら それで 大丈夫に なった かとい ふに、 奧 には奧 があって まだまだ 初年 

兵 あっか； 5 にされ る ことがある。 

つ い 昨年の 暮に、 朝食 をす ませて はばかりに 入って ゐ ると 近くの 部屋から. 『ひ 

と 殺し！』 とい ふ銳 いこ ゑが 聞こえる。 獎 はぎ くりとした。 また、 『ひと 殺し！』 


とい ふ。 『なんで こんなに ひどい こと をす るの よう！』 とい ふ。 そこで、 僕は慌 

てて 着 護 長 を 呼んで 病人の 狀態を 問うた。 すると 看護長の いふに、 看護婦が 親切 

に 申 上げれば あげる ほど あ、 いふお 聲を お出しに な， o ますと いふので、 よく 氣を 

つける やうに 命じて 置いて、 用を濟 ませてから 私自身 部屋に 行って 見た。 すると 

なるほど 若い 看護婦 は 病人から 數歩 離れた ところに 寧ろお どお どした やうな 面 持 

で 坐って： Q る。 病人 は 部屋の 隅で 聲を しぼって、 

ヒトゴ J! シ ！ 畜生！ 

と 叫ぶ" いぢめ もしなければ 手荒な こと もしない。 そこで 私 は 安堵して 其 處を去 

つた。 大體 この ヒトゴ &シ！ とい ふ 語調が 私に は 感心 出來 ない。 幾ら 三十 五 年 

冏 馴れて、 神經が 鈍くな つたと 云っても、 ヒトゴ &シ！ とい ふ 日本語が 氣に喰 

はない。 氣に喰 はぬ とい ふよりも 恐ろしい 感じで ある。 かう. 'いふ 日本語が ー體何 

3 

時 ごろから 發 ^して どう い ふ 機 會に樂 々と 人の 口から 出る やうに なった ので あら 1 


うか。 或 時、 一人の 醉 客が 小さい 妓に 接吻しょう としたと ころが、 その 少女の 妓 4 

5 

は 突如と して、 

あら、 いけない わ、 ヒトゴ J! シ！ 

と 云った。 けれども 醉客は 毫も 驚かなかった のみでな く、 居 合せた ほかの 容逹も 

あへ てこの 言葉に 驚かなかった。 また 却って 淫欲 を そそられる やうな 一 種の 快感 

を さへ 獲て ゐ るので あった。 さう して 見れば、 この、 實に 容易なら ぬ 意味 を 有つ 

てゐ ながら、 比較的 樂々 と發 音せられ る この 言葉 は、 男女 戲技 のうちに 發 達して 

來 たの かも 知れない。 舞臺 でも 俠客 ものな どを演 する 時に も、 この 言葉 を發 表せ 

られて 觀客は 寧ろ 樂 しんで ゐ るら しいと ころがあった。 

- 私 は 和歌が 好きで 罷 めら れ ないで ゐ る うぢに、 歌の 選者に もなる やうに なつ 


^。 先師 伊藤左千夫 先生の 在世中、 明治 四十 二三 年 ごろ 始めて 歌の 選者に なった 

ことがあった が、 それ は 選歌の 稽古の やうな ものに 過ぎなかった。 先師 歿後 は雜 

誌 ァ ラ ラギ の經營 をした ので、 否で も應 でも 選歌 をせ ねばならぬ ことにな つて、 

然もの 方の 修練 を 積み、 選 をす る こと も 速くな つて 來た。 外國に 行って ゐ る 時 

に は中絕 したが、 歸朝後 また 歌の 選に 携は り、 一時 は 新聞 や 普通 雜 誌の 選歌 を も 

受 持った ことがある。 多忙な 時には 隨分手 速く やって 除け て 後で 不安 を 感じた こ 

とも あるが、 或 時、 こんなに 手 速く やって いい 歌 を 見の がし はしない だら うかと 

おもって 苒檢 した ことがある が、 やはり 大體を 見の がして は： Q なかった。 これが 

一 つの 自信 を 私に 捋 しめたので、 この 自信 を 得て 以來、 汽車に 乘 つて 居て でも 選 

歌が 出來る やうに なった。 却って 三等 汽車の 車 房に ゐる 方が 心が 集注して 能率の 

あがる やうな 場合 も ある やうに なった。 

私 は 毎月 ァ ララ、 ギの 選歌 をして 居る が、 忙しい 時な どに は、 つくづくい やにな 
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る やうな こと も ある。 併し これ も 先師に 對 する 報恩の 行爲 だとお も ふと 氣を立 K  6 

す ことが 出來 て、 兎に角 選歌 をつ づけて ゐ るが、 それが やがて 强 ひられた る勉强 

で、 選歌の 力量 を 自然 的に 蓄積して ぬた ことになる。 

故 內藤鳴 雪 翁 は、 隨分澤 山 俳句の 選 をして をら れた ので、 寸陰を 惜んで 選 句に 

從 はれたら しかった。 もうだい ぶ 前になる が、 平 鱔百穗 fi 伯に 連れられて、 ホト 

トギ ス發行 所の 子規 句集 輪講の 會に 行った ことがある。 その 時 鳴 雪 翁が 一 山 ほど 

の 應募句 を 風呂敷に 持って 來て 輪講 をしながら 選 をして ゐる。 それから 晚餐 にな 

つたが、 膳の 側に 應募句 を 置いて 選 をして ゐる。 翁 は 酒を飮 むし、 時に 大きな 聲 

で 諧謔 を さへ いふ 人であった が、 やはり さう いふ こと をしながら 選 をつ づけて 居 

た。 私 は そのころ はま だ 若かった し、 幾ら 鳴 雪 は 選 句の 名人で も あんな こと をし 

て ゐて選 句の 出 來る箬 は あるまい などと 思った のであった が、 翁の やうに^: 山 選 

句を受 持って 居れば、 あ、 でもし なければ 選 句の 出來 ない ことが、 後に なって わ 


かった。 そして 選 句 は大體 あれで 間違の ない もの だとい ふこと も 後に なって 分か 

つた。 

今度、 改造 社で 企てた 新 萬 葉 集の 選者に なった のな ども、 大體 前に 云った 選歌 

に對 する 自信と か自惚 とか いふ やうな ものが 働 掛けた ためで、 さもなければ 第二 

引受けられる もので はない。 

さて 引受けて 改造 社から 廻って 來る タイ。 フ ライタ ー で 打った 歌稿に 對 つて、 選 

に當 つて 見る と 想像した よりもむ づ かしい。 心 も 責任感の ために 緊張す るし、 從 

つて 疲勞 する こと も 大きい。 それに 第一 歌の 數が 多い。 

これが S の 中に 私に 出來る だら うか 否かと いふ 一 種 不安の 念に 襲 はれた ことな， 

ども あってぐ づぐづ して ゐ るが、 この タイプ ライタ ー に 打って 歌稿 を 廻す までの 

改造 社員の 手數 がまた たいした もので、 タイ ビス トも旣 に 二十 五名 臨時に 雇 入れ 

て 居る と い ふこと を 聞 い た。 ある 曰 私 は 自分に 元氣 をつ ける つもりで 改造 社に 出 


掛けて 行って 見た。 第一 和文 タイ。 フライク ー に 打つ ことが 歐 文に 比較して 非常に 8 

5 

面倒で ある。 それから 歌 は 古典的な もの だから 打つ 活字が 不足して ゐた りして 其 

等の こと を 顧慮す るので さへ 一 通りで ない。 また 歌の 訓と いふ ものが いろいろ 

で、 傍訓 を 必要と する 文字が 幾つ も ある。 其 等 は 別に 受 持が 居て 專門 的に 書 込ま- 

ねば ならない。  それが 同じ もの 十 一 通 は 必要な ので 並大抵で ない。 

若い タイピスト 等 は ー齊に 働いて ゐた。 中には 子供 子供した 少女 さへ ゐる。 社 

長い ふに、 明日から 六名增 員す るから 差 向 三十 一名になる 云々。 かう いふ 光 n お を 

見て 私 も 少しく 努力せ ねばなら ぬと 思って 其 處を辭 したので あつたが、 かう いふ 

爲事 は、 私の 生涯に 二度と あるまい し、 また 引受けようと もしまい が、 今囘 だけ 

はやって 出來な いこと もない やうな 氣 がして ゐる。 

この 和文 タイプ ライ タ ー を 打つ ところ を 見て ねて、 ぼつり ぼつり と 思 ひ 出した 

やうに 打つ のと、 歐文タ イビ ス ト がまる で出鳕 目に 手指 を 動かして ゐる やうに 見 


える のと 比較す るなら、 大概の 人 は &  — マ 字 論者に なって しま ふだら うと 思 はれ 

る やうな 差別が ある。 併し、 それが また 實 際の 一面 だけで、 和文で 二度 手指 を 動 

かして 濟む ところ を歐 文なら 十 度 手指 を 動かさねば ならぬ と い ふやうな 點も あつ 

て 一 槪に はい へない ところ も ある。 

さう いふ 態度で、 社 側で も 選者 側で も 努力す るので あるが、 應募 者の 方で も 今 

度 は 息 込んだ こと は その 歌の 數で證 明す る ことが 出來 る。 かう なれば 選歌 も 私の 

業餘 の手爲 事で なく もはや 職業に なった 感じで ある。 

I サン デ ー 毎日 昭和 十二 年 九月 五日 號 II 


伊藤左千夫の 歌 

伊藤左千夫 は 正 岡 子規の 門人で 大正 二 年に 五十 歲で 歿した。 左 千 夫の もの を 見 

るに 便利な 書物 は、 岩波 文庫 左 千 夫 歌集、 岩波 文庫 左 千 夫 歌論 抄、 第一 書房 短歌 

文學 全集 伊藤左千夫 篇、 改造 社 現代 短歌 全集 第六卷 伊藤左千夫 岡 麓篇等 ある。 

今日は、 左 千 夫の 作った、 「鎌 倉 懐古」 五 首に ついて 少しく 解釋を 加へ る こと 

とする。 この 「鎌 倉懷 古」 は、 明治 三十 三年 五月、 根 岸の 子規 庵で 十二 人の 出 詠 

者が 互に 寄って 選 をした もの だが、 そのうち 左 千 夫の 蒙古 襲來の 歌が 三つ 選ばれ 

てぬる。 併し 今日は 家集に 據 つて、 五 首 を解釋 する ので ある。 明治 三十 三年 一月 

に 左 千 夫 は 始めて 子規 庵 を 訪 うたの だから、 ほんの 初學の やうに おも ふが、 ® 際 


はさう でな く、 左 千 夫 は 子规庵 を訪ふ 以前に 旣に 一 かどの 作歌 稽古が 濟ん でぬ た 

ものである。 

〇 

あた つ I： お古の 使 時 もお かす はや 打ち 斬れと たけ ぴ けむ かも 

ァタは 情んで 訓み、 ァ ダと區 別すべく、 敵と いふ こと だから、 アタック 二 は 敵 

I： とい ふ 意味で ある。 『時 もお かす』 は、 時間 を 立た せす に、 »豫_ せす、 直ちに 

い， つの をた け •  ひ 

とい ふ s。 タケ ブは猛 く 叫ぶ 意で ある。 神代 紀に 『稜威 之 雄誥』 萬葉卷 十一に、 

『丈夫のお も ひたけ びて』 等の 用例が ある。 

これ も、 次の 四 首 も 連作 體の歌 だが、 建 治 元年に 蒙古の 使者、 杜世忠 等 五 人 を 

鎌 #ffin で 斬つ てし まった 時の こと を 念 中に 持って 作って ゐる。 タケ ビケム カモ 

は、 北條 時^が 雄 叫んだ 趣で、 時宗 は 未だ 十八 歳であった から、 この 斷行 は北條 I 


政 村 の 精神的 助力が あ つ たと 說く人 も ある が 、 時宗 は 若 ぃ靑 年であった からこの 

決斷 が出來 たと も 云へ るので、 若し 時宗が 其 時 老翁であった ならこの 決斷 が出來 

なかった のか も 知れない。 この 歌の 調べ は强 く、 花鳥風月 式に 柔弱で ない。 この 

會 のとき、 子規 は、 『面白 けれど 次に しるせる 歌に しかざる やうに 覺 えて 取ら ざ 

りき』 と 評して ゐ る。 

元の 使者す でに 斬られて 鎌 倉の 山の くさ 木 も 鳴り ふる ひけむ 

これ は、 杜 世忠、 何 文 著 等 五 人の 首が 龍 口で 斬りお とされた、 その 時の 氣は 

で、 鎌 倉の 山川 草木 も 震動した であらう とい ふこと は、 やがて 日本 全國 がと どろ 

き 鳴った とい ふこと になる。 そして 山祌 地祇 も、 朝廷 も 幕府も^ K もー團 となつ 

て 敵愾心に 燃えた ときの 心 持 を この 歌 は あら はして ぬる。 そして、 ゲンと かシシ 


ャ とか いって 字 一昔 を 使って ぬるの も、 從來の 大和言葉 ばかり 使 ふ 歌と 違って 歌 調 

を强 くして ゐる。 子規が 評して、 『吾 は 之 を 天位に 置け， o。 悲壯の 感に打 たれた 

るな り。 「旣 に」 の 語に 就きて 諸氏の 說 あり』 と 云って ゐる 如く、 當時 にあって 

は 誠に 强 くさ ぴ しい 歌の 第一 に 位して： Q る ものであった。 後年、 明治 四十  一 二 年 

ごろ 談偶 この 歌に 及んだ とき 作者 は 『今 作れば もっと ゆらぎ を 以て 重厚に 作れる 

かも 知れん： と 云 はれた。 なほ 左 千 夫 は 日露 開戰 のとき、 『燒 太刀の 銳 刃の 明け 

さ 名に负 へ る 曰の 本つ H 民 こどり 立つ』、 『國 こどり 心 ひとつと ふる ひ 立つ 軍の 前 

に 火 も 水 もな し』 とい ふ 如き 歌 を 作って ゐ る。 

ほと とざす 鳴く や 五月の 鎌 倉に 蒙古の 使者 を 斬， o し 時 はも 

元の 使^: を 斬った の は 丁度 建 治 元年 五月であった。 彼等 は 二月に 出發 して 四月 

0 


に 長 門の 室津 浦に 著き、 五月に 鎌 倉で 首 をお とされた ので ある。 『ほととぎす 鳴 4 

くや 五月の』 は、 季節の 實際を 云って ゐ るの だが、 この 句 は 古今 集 戀歌ー の 『ほ 

ととぎ す嗚 くや 五月の あやめ 草 あやめ もしらぬ 戀も する かな』 に 基づ いて ゐ る。 

結句の 『時 はも』 は懷舊 的な 感慨 を あら はすと きに よくこの 『はも』 とい ふ 助詞 

を 用： Q る。 古事記に ある 弟 橘比賣 命の 御 歌 『さね さし 相 模の小 野に 燃 ゆる 火の 火 

なか  . ♦ 

中に 立ちて とひし 君 はも』 の 結句が 同様の 追懷 の御氣 持で ある。 

〇 

ほぶ あ， つまた in-AH 

鎌 倉に 蒙古の 使者 を 斬り 屠り 東猛夫 如何にき ほ； 3 けむ 

『東猛 夫』 は關 東の 丈夫、 關 東の 猛夫卽 ち北條 時宗の 事 をい ふので あるが、 猛夫 

を複數 にして、 時宗 を 中心とした 關東 武士 等と しても かま はない。 キ ホフ は 競 ふ 

ことで あるが、 すべて、 さかんに 勇む 心 持に 使って ぬる。 處斷 してし まって、 ど 


ん なに^ 猛に 心が 動いて 居った だら うかと いふので、 この、 『如何にき ほ； 3 けむ』 

の 句 は輕々 に 着 過して ならぬ 句で ある。 『けむ』 は 推量で あるから、 ややと もす 

れば 空虚な 感慨に なって しま ひがち であるのに、 この 結句 は 不思議に も赏 質的で 

ある。 それ を 吾々 は輕々 に 看過して はならぬ とい ふので ある。 

〇 

T つ き 

たぐ ひな さ いさを 立てて し 時宗の 奧津城 どころ 知る 人 もな し 

無 額の 勳功を 立てた あの 時宗の 墓處 を、 鎌 倉に 來て 見ても 人が 知らす にゐ ると 

いふ 威慨の 歌で ある。 この 歌 は 五 首の 終りに あるから、 幾らか 締 括りの やうな 意 

1： が 働いて ゐた かも 知れない。 萬葉卷 十二に、 『淡 海の 海邊は 人知る 沖つ 浪君を 

おさて は 知る 人 も 無し』 が あり、 子規の 初期の 歌に 『よき 人 を 埋めし 跡の 墓の 石 

に 山茶花 散りて 掃く 人 もな し』 『ふたた ぴは 出で じと ど 思 ふ 山の 奧に 狼啼 きて 來 I 


る 人 もな し』 『雲の 峰 殺生 石の 上に 立ちて 那須野 を 越 ゆる 旅人 もな し』 などと い 6 

ふ 歌が ある。 歌 は 古典的な ところが あり、 形式に 約束が あるた めに、 幾ら かづつ 

古歌からの 稽古が 必要であって、 さう でない と 短歌の 形式から 來る聲 調の 妙味が 

あら はれぬ とい ふ ことがある。 子規が この 歌 を 評して、 『善き 歌な り。 ここ も 歌 

の 中に 「時宗」 の 名 を あら はさす あらま ほし』 と 云 P た。 (昭和 十二 年 十月 十五 日) 

I 婦人の 友 昭和 十二 年 十二 號 II 


雪中の 木 

セ ガン チ- 一に、 一面に 降った 雪の 中に、 冬枯れて、 銳く 細い 枝 を 露出した、 木 

の 立って： Q る繪が ある。 雪の むかう に 直ぐ ァ 〃ブスが 見え、 向って 左手の 山に は 

未だ 陽光が 差さぬ ところで、 薄 藍に 描いて ゐる。 その 右手の 山に は旣に 陽光が 當 

つて： Q ると ころで、 薄紅に 描いて ゐる。 雪に ある 凹處も 陰で あるから やはり 薄 藍 

である。 この ァ 〃ブス 連峰が 直ぐ 眼前に 迫って： Q るので、 低い 丘 か 何 どの やうに 

き. ひ 

見える けれども、 そのた だなら ぬ 厳しい 風貌 は、 必定 アルプス 峻 峰の 頂で なけれ 

ばなら ぬので あるから、 平凡に 降った やうに 見える 雪で も その 中に 立って ゐる木 

でも、 ァ,。 フス 高原の ものと して 鑑賞 者が 受納れ る やうに 出 來てゐ る。 この 繪は 


自分の 留學地 維也納に あった ので、 心の 寂しい 時には 度々 見に 行った。 

然るに、 荒涼たる この 雪中の 木に セ ガン チー 一は 母と 子と をから ませて ゐる。 こ 

れ は松蘿 などからの 觀 察に 本づく かも 知れない。 乳房 を 吸 ふ 子と 物惱 みで もして 

ゐ る やうな 表情 の 母-と を、 木の 枝と 合體 した 如くに 象徵 的に 描いて： Q る。 そして 

『惡 しき 母』 と 題して あるので、 よく 畫面を 凝視 すれば、 左手の 山嶽に 近い 木の 

處 にも 幾 組 かさう いふ 母子 を 描いて ゐ る。 セ ガン チ 一一 は、 かかる 深 祕的夢 幻 的 象 

徵 的な 內 心の 要求に よって、 斯く 描かねば ならなかった ものと 見える。 

併し 自分 は、 さう いふ 母子な どが 全く 無い ことにし てこの 繪 を鑑赏 する こと を 

好んだ。 この 氣持は 今でも 大方 變ら ないやう である。 

—— 「三十日」 昭和 十三 年 二月 猇 I 


私が 七 八 歳の 頃です から、 今から 五十 年稃 以前にな り ませう。 山形 縣の 私の 家 

で遙々 束 京から トマトの 種 を 取 寄せ、 それ を 蒔いて 育てました。 その 頃 トマトの 

箏を 西洋 赤茄子な どと 稱 へて ぬました。 ト マ トが 成育して 赤い 大きな 货が 幾つ も 

生りました。 さて 美 鼹なト マ トを 食べ ようとし ますと 變な 味で ちっともお V しく 

ありません。 また 料理の 方法 も 分かりません ので、 これ は 見掛け倒しと いふ もの 

だ、 紅毛人の もの は 口に 合 はんな どと 云って、 折角の トマト を 皆棄 てて しま ひま 


した。 

然るに 只今で は 田 舍の兒 童 等 は柹か 林檎 かの やうに して ト マ トを 食べながら 遊 

んで 居ります。 只今の トマト はや はり 五十 年 前の トマトと は 味が 違 ふので、 日本 

人の 口に 合 ふやう に 品種 を 次第に 改良して 行った ものと 見えます。 

ウィンの 女學校 

世界 大戰が 濟んで 數年經 つたころ、 私 は 澳太利 今は獨 逸と 合併し ました II の 

クイ ン に留學 して ゐ ました。 その 時 東京の 府立 第五 中學 校長 伊藤 長 七さん が 視察 

に 來られ たので、 私 は 公使館の 紹介 狀を 持って クインで 一 番 都雅で "ィ カラな 女 

學 校に 案內 しました。 伊藤さん は 日本 女學 生の 誊 いた 短文 だの 繪 だの. を澤山 持つ 

て 行かれ、 一通り 參觀が 濟んだ 後、 ぉ孃 さんがた に それ を さし 上げる と 云 ひまし 

た。 するとお 孃 さんがた は 吾 も 吾 もと、 丁度 鯉が 麩に でも 飛びつ くやう に 伊藤 さ 
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んに 飛びつ くので す。 それが いかにも 無遠慮で 明朗で 無邪氣 なのです。 伊藤さん 

はたい へん 喜ばれて 『今日は 爲め になった、 爲 めに なった』 と 云 はれました。 さ 

て 二人 は その 女學 校を辭 して 街頭 を步 い て 居， o ますと、 もう 女學 校の 引け時と 見 

え、 ぉ鎞 さん 方が どろ^ろ 步ぃ てま ゐ， o ます。 中には 先程 伊藤さん に 飛びつ いた 

お tt さん も 幾人 か ゐ ます。 伊藤さん は 喜ばれて そのお 孃 さんに 御 挨拶 をされ まし 

た。 するとお さん は 一 寸 伊藤さん に 會！! された だけで にこりと もしません。 そ 

して 正面 を 向いて 濟 まして 步 いて 行く のです。 先程 伊藤さん に 飛びつ いた 時と は 

打って 璲 つた 態度な のです。 伊藤さん は當が 外れた やうな 面 持 をして 居られ まし 

たが、 『はは.^、 あ、 いふ 敎育 をして 居る のぢ やな、 成程い ろん な 場合 を 見ん け 

り やならん な』 と 云 はれました。 伊藤さん は 極めて 明朗な 先生で、 アメリカ を 通 

過して 歐羅 巴に 來られ たのでした が、 アメリカ では 斯うい ふ 場面に は 遭遇せられ 

なかった と 見えます。 


豪傑の 臆病  り 

佐 藤繼信 は義經 四天王の 一人で 壇 浦の 合戰 で、 戰 死した 豪傑であります が、 鼬 

を 非常に 恐がりました。 また 佐 賀和田 喜 六と いふ 文武 兩 道に 秀でた 豪傑がぬ まし 

^が、 この 人 は 蟇 を 見る と 恐ろしくて 體が ぶるぶる 震へ たさう です。 また 越前忠 

直とい ふ大將 は、 これ も亂暴 過ぎる 程の 豪傑で あ， o ましたが 雷が 恐くて、 雷が 鳴 

6 はじめる と、 家 來共を 多勢 自分の： Q ると ころの 屋根の 上に 登せ てゐ たさう であ 

6 ました。 只今で も隨分 偉い人で ぬて、 毛蟲を 見る と 身 震な ど をす る 人が ありま 

す。 これ は 一 體 なぜで せう。 

ョ カネ W 第 六 章に、 『我 は 生命の パ ン なり』 と あるの が、 古い 聖書に は、 『われ ， 


いのちの もちな り』 と ある。 パ ンの事 を 餅と いふの はどうい ふわけ かとい ふに、 

此は 漢譯^ 睿に據 つた もので、 漢譯に は 『我 卽生之 餅』、 或は、 『我 乃 生命 之 餅』 

と ある。 一 體我々 は 餅と い へば 糯米を 蒸して 搗ぃ たものと ばかり 思 ひ 込んで ぬる 

が、 餅と いふ 語の 本來の 意味 は、 小 麥粉卽 ち麪を 以て 作った もの だから パ ン (麪 

包) に相當 する ので ある。 貝 原 益 軒の 大和 本草に 餅 を コム ギモチ と訓じ 『以 レ麪 

作る ももな り、 I： 俗、 古 來餅を 誤っても ちと 訓す』 と 云って 居る の を 見ても 分か 

る。 我々 は 現在 も パンと モチと を 別な ものと 考 へて， Q るから、 その 混同 を 避 

ける ために、 古い 聖書の 乇チを パンと 改譯 した ものである。 

女 宛の 手紙 

A の 人 も 女に 手紙 を誊く 場合に は 用意周到であった 例が ある。 そのころ の 手紙 

は 皆 候文で あるが、 男の 書く 手紙の 文句の 中に、 『御 うれしく』 とか、 『そ もじ 殿』 


とか 書 力ぬ 方が 好い と 警めて ゐ るし、 頓首 とか、 敬具と か 書くべき とこ^に： 候 

ズ しく』 等と 書く のは惡 いと 云って ゐる。 また その 要 心の 極端な 例 は 星 野 角 左 g 

門と いふ 老人の 武士が 居った が、 女の 許に 手紙 書く 場合に はなるべく 漢字の むつ 

かしい の を 使って 女 一人で は讀 めない ぐらぬ が、 好い などと 云って ゐる。 これな 

どは少 しく 變則 だが なかなかお もしろ い。 かう いふ 話 はお 嬢さん がた には^な つ 

て 必要の ない ことで あるが、 昔の 武士 生活の 中には いろいろと 窮屈で 面倒な 形式 

力あって、 武士階級の 人 々はもれ を 守らなければ ならない 點 もあった。 さう いふ 

時代 を 背景と して かう いふ 話を讀 むと おもしろい 點が ある。 

物 の 名 

草で も 木で も 鳥で も獸 でも、 その 名に 愛すべ さものと さう でな いものと が あ 

る。 總 じて 古い 時代に 附 けた 名の 方に 愛すべき ものが 多い やうで、 秋 鳴く コ ホ 口 
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ギ など は、 蟲の 鳴く 聲が コ ホロ コ ホロ と 聞こえる ので さう い ふ 名を附 けたので あ 

るが、 單 純で 厭味が 無くて 好い。 力 へ \  (蛙) とい ふ 名 も その 鳴聲 から 來て 居る 

ので、 力 ェカェ と 鳴く がら、 それに ラ 又は 产 又は 口をつけた ものである。 そこで 

古い 時代に は 力 へ ラ とも 云った し、 又 力 へ 口 4. などと もい ふので ある。 さて その 力 

へ レノに 種類が あるので、 靑蛙、 雨蛙、 金 線 蛙 (殿様蛙) などと いふ 名 も 出 來て來 

たの だが、 大體 好い 名で ある。 ところが 近頃 西洋から 一種の 蛙が 輸入され、 食用 

に 供す るので、 『食用 蛙』 として 一 般に 通す る やうに なった。 けれども この. 『食 

用 蛙』 とい ふ 名 はどうしても 感じが 惡ぃ。 これ は 近頃 日本人の 附 けた 名で ある 

が、 あんま 6. 赏用 的で 雅味と いふ ものが 無い。 野荣 でも 魚類で も 食べる ものが 大 

部分で あるが、 『食用』 などと ことわった 名が 殆ど 無い のに、 蛙に がぎ つて つ 食 

用 一 とい ふ 形容詞 を附 けたの はまこと に 下手で ある。 なぜ 下手 かとい ふに、 あん 

^り K 用 的 功利的な 氣 持が 露骨に 出て ゐ るからで あって、 この 名な ど は 近 ごろの 
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人々 の惡 いところ が 自然に あら はれた ものの 一つで あらう。 もっとも、 この リ食 

用 蛙』 に は 英語の 直譯 に本づ く、 『牛 蛙』 とい ふ 名 も ある。 これ は その 鳴 聲が牛 

の鳴聲 に似てぬ る がらで あるが、 寧ろ この 命名の 方が 愛すべ きと ころが ある" 

棻 和 

T 女學 校の 校門 を 入る と、 もはや 平和と 慈愛の 心が 雲の 棚引く と い つた やうに 

感ぜられる。 去年 春の 入 學試驗 に 子どもに ついて 行った ときに、 この ことが^ぐ 

に氣づ かれた が、 柔和なる もの は 福な りと いふ 境界が、 その 儘此 處に顯 現せられ 

て ゐ るので あった。 柔和の 一事、 口外す る こ.. と は 容易で ある けれども、 赏 行し よ 

うとす ると なかなか 容易な わざで はな い。 やはり 長い 歷史 のうちに 薰染 せられた 

大きな ものの 一 つで あらう か。 


昭^, ほ 太后の 御 歌に、 『いた づき も 忘れて ここにつ ど ふらむ 大御 心の 杖に すが 

りて J とい ふの があります。 この 御 歌に は、 『日 比 谷 練兵場 行幸の をり 癒 兵 を 見 

て 一 とい ふ 前書が 附 いて 居りまして、 明治 十 一 年の 御作であります。 この 御 歌 を 

拜誦 いたし ますと、 中に. ある 廢 兵と いふの は、 明治 十 年の 役、 つまり 西鄕 隆盛の 

戰 9 の 時に 傷 を负 うた 軍人の こと だと い ふこと が 分かります。 また 東洋 英和のお 

娘さんが たは、 まだお 生れに ならない 頃の ことです から 御存じな いのです けれど 

も， 只今の n! 比 谷 公園 は 陸軍の 練兵場で ありました。 そのこと は昭憲 皇太后 様の 

御 歌に ちゃんと 出て をり ます。 それから 只今の 明治神宮 外苑、 靑山三 丁目の 入口 

のと ころから 繪 * 館の 方 までん けて、 すうつ と 練兵場で ありました。 その 日 比 谷 

でも でも 練兵場 を廢 めて 平和な 公園に したので ありました" そこで 只今 殘っ 


て ゐ るの は 代々 木の 練兵場 だけにな りました。 日本が 平和 を 目 ざす 阈 だとい ふこ 

とは此 一 事で も 分かり、 また それが 明治天皇の 大御 心で ありました。 

— 東洋 英和 I ーュ ー ス 昭和 十 一 二 年 六月 號 1 


小 文 三 章 


嘉納 先生 

お S 治五郞 先生が 氷 川 丸の 上で 歿せられた にっき 國を擧 つて 先生 を 莨 悼した. - 

n 分 は 柔道 は出來 す、 高等 學 校の 柔道 部に 入って 寒稽古まで したが、 頸が がくり 

として、 投げられる とき 後 頭 を 打つ ので 罷め てし まった。 さう いふ 閥 係で 親しく 

先生に 相 見えた こと は 一 度 も 無い ので あるが、 一 度 先生の 講演 を聽 いた ことがあ 

る。 塞い a が 吹いて ぬた 頃 だから、 十二月 ごろから 二月 ごろの 間で でもあった 

9 

か、 やはり 高等 學 校の 柔道 部で 先生に 講演して もらった ことがある。 時の 高等 學 I 


校の 校長 は 狩 野享吉 先生で、 先生 は 嘉納 先生 を案內 して 來ら れ、 柔道 部 道場の  一 P 

隅に 端坐して 嘉納 先生の 話 を聽 いて 居られた が、 窓が 明 放しな ので 寒風が 間斷な 

く 吹いて ぬた。 自分な ども、 狩 野 先生の 頭のと ころの 窓 を 締めれば 好い と 思って 

ゐて も、 柔道 部の 若者な どと いふ もの は 皮膚 を鍊 へて ぬるので、 寒く なんか 感じ 

ない と 見える、 從 つて そんな ことに は氣附 くもの がない。 到頭 講演の 終る まで 狩 

野 先生 は その 儘 端坐して 居られた。 その 時の 印象が 深かった と 見えて 未だに 自分 

は 忘れす にぬ る。  、 

その 時の 嘉納 先生のお 話と いふの は、 つまり 柔道のお 話で、 柔道の 歷史 から は 

じ まって、 講道 館の 本義、 元は 柔術と か、 や はらと か 云って ぬた の を 『道』 の 文 

字 をつ けて 『柔道』 とした こと、 元は 眞劍 勝負の ための や はらであった が、 文明 

開化の 代に は 適しな いので、 講道館 柔道の 本義 は體 育に あると い ふやうな お 話で 

あった。 


そのお 話の 中で、 三 四の 實技 をして 見せた が、 恐らく 只今の 杉 村 フランス 大使 

であった やうに おぼえて ぬる。 その 杉 村 氏 を 床上に 不動の 姿勢に、 雨足 揃へ て 直 

立 させて 置いて、 それ を 先生 は 指 一本で 押す と 杉 村 氏の 巨體 が， 動搖 する。 前から. 

押せば 後ろに 動搖 し、 後ろから 押せば 前に 動搖 する。 左から 押せば 右に 動き、 右 

から 押せば 左に 動く。 先生 云 ふに、 これが 卽ち 柔道の 原理で ある。 柔道の 『手』 

と い ふ もの はこの 原理 を 千變萬 化して 編み出した ものである。 かう い ふお 話で あ 

るから、 理論 理論と 理論に 興味 持つ ころの 書生に はお もしろ い。 

また かう いふ デ モンス トラ チォ ンを もされた。 先生が 和服で 來られ たので あつ 

たが、 腹 を 出された。 そのころ 先生 は 肥って 便々 たる 腹 をして 居られた。 お 若い 

ころ、 腹に 力を入れて 每朝 手の指で その 腹 を 突く 練習 をす る。 指で 應 へなくなる 

と、 木の 棒で 突く、 しま ひに は 金 火箸の やうな もので 突く、 すると 腹が 充満 堅固 

になって、 太鼓の 如くに ばんばん として 來る。 何事 も 練習で 柔道と 謂っても 稽古 


カ大 せで ある。 わしの この 腹 を 見なさい とい つて 便々 たる 腹 を 手の 掌で たたか L 

た その 時の こと を 自分 もよ くお ぼえ て ゐ るので 此處^ 書 い b」。 

自分 は 先生 死去の 報 を 載せた 新聞 を 信 濃で 讀ん だ。 新聞に は 先生が 晚 年まで 寒 

巖 枯木でなかった こと を睿 いて ゐた し、 信 濃の 友人 も 先生の 逸話な ど を 二三 知つ— 

て ゐ て 自分に 話して くれた。 

モ ナ • リ ザ 

巴 里 产ゥゲ 〃にある モナ • リザの 事 を 小 宮豊隆 氏が 書いて： Q て 面白かった し、 

それにつ いて ！iH 示 白鳥 氏 も 書いて 居られた。 正宗 氏の 文章の 中には、 今の, ゥ. ヴ. 

〃の モナ. リザ は 贋物 だとい ふ說も あるく らゐ だとい ふやうな 個處 があった。 こ 

れは 一時 モナ • リザが 盜 難に 會 つたから、 その後 产ゥグ ダに戾 つても、 或 期間 そ 

んな 噂が 立って ゐ たものと 見え る。 


その 盗難から、 二た ぴ产 ゥゲ 〃に戾 るまでの 經緯 は、 鷗外 先生の ス バ グに截 つ 

^ 「椋鳥 通信」 と 我等に 载 つた 「水の あなたより」 とに 出て ゐる から、 左に それ 

を抄 記して 見よう。 

o  Louvre の Salle  Can ふ に 懸けて あった lionardo  da  .nnci 作 Gioconda 

rMona  Lisa, 大さ 77x35cm) が 八月 二十 一 日 午後 (掃除 日) から 見えな く 

なった。 一 說には 二十 二日 午前 七 時 二十 分に 小 使 poupurdin と 左官 Picquet 

とが 空 壁に 心附 いたと も 云 ふ。 又 一 說には 十九 日から 無かった とも 云 ふ。 二 

十二 日 午後 一 時に 枠が 場 內で發 見せられた。 二十 三日 正午に^ alais  Koyill の 

"お 術 部へ 屈^ でられた。 三時 頃 警視 總監 Lepig が 出張って 取調 をした。 旅 

行中の Dujardin-weaumctz は 同日 中に 歸る笞 である。 

De la  Roche-Vemet は 議會へ 質問 睿を 出す 箬 である。 グゥゲ グは 差當， o 

三日間 閉鎖され る。 (Figaro,  pre&se) 


〇 Gioconda の賊は 逃げる 時、 扉の 內 側の つまみ をはづ して、 持って 出て、 

をれ を 溝に 投げた と 云 ふこと 丈 分かった。 

新聞 Illustration と Paris- Journal と は、 發 見者に 賞金 を與 へる こと を 廣 

告 した。 

〇 Gioconda の賊 がっか まったら どんな 罰 を 受ける かと 云 ふこと を 調べた 人 

が ある。 一 八 一 〇 年に ナポ レオン の 作づた Code  P6】lal の 三 七 九 及 四 〇 一 條 

が 盜の事 を 書いて： Q る。 さて 枠から 畫 を盜ん だの は、 押 込の 中に 入る だら う 

と 思 はれる。 其 刑 は 二 年 乃至 二十 年間の traveaux  forces である。 

〇 Louvre が 又 公衆に 開かれた。 所謂 Vieux  Louvre を 鎖して、 番人 を * 中 

して ある。 ジョコ ンダの 跡 は 空 壁に 釘が 四 本 突出して ゐる。 

〇 Gioconda の發 見者に 與 へる やうに と 云って、 無名氏が 二 萬 五 千 フラン を 

政府へ 獻 じた。 又 新聞 Matin はジョ コ ンダ の賊の 人相 を 示す ことの 出来た 魔 


m- 術 者に 五 千 フラン を與 へる と廣吿 した。 

〇 Gioconda が盜 まれた ので、 博物館 長 womolle が 待命に なって、 監視 長 

が 更迭 せられる。 

〇 &シァ の Baron  de  S. が sadiste で ジョコ ンダを 盗んで、 胸 を 小刀で 刺 

したと 訴へた g§?on  (Armand  Gneneschall) が ある。 

尤此ガ \ゾ ンは 狂人 だと 云 ふ說も ある。 

〇 ジョコ ン ダの賊 だと 疑 はれた waron  de  Schlicliting はミ ユンへ ンか らフ 

ラ ン ス 政府へ 電報 を 打って 菟を 鳴らした。 

〇 ジョコ ンダの 外に 同じ ミ ュ ゼ ェ にあった statuettes を盜ん だものが あつ 

て、 その 品 丈 は 買 ひ 取った 人から 返して 來た。 

をの 賊 だと 云 ふ 嫌疑で 口 シァ人 wostrowiski が 捕 へられた。 ジョ コ ンダ事 

S 

阼に關 係して. Q るか も 知れぬ と 云 ふこと である。  I 


〇 Apollmaire の 誊 記 Pierret は V ivien と 云 ふ 苗字 を も名吿 つて ゐ る EI 力で、 

バ リイの 警察で は此 男が ジ ョ コ ン ダの賊 らしい と 睨んで： Q る。 ス タチュ エツ 

トを 盗んだ こと をァ。 ホソネ ュ 产に對 して 白狀 して、 暇 を 出された のが 八月 二 

十日で、 ジ ョ コ ンダの 紛失した のが 二十 一日で ある。 アポ リネュ ダはビ ェ レ 

ェ に マ 严 セイ^ | までの 切符と 百 六十 フラ ンの小 使と を 遣った ので、 警視 廳は 

アポ ソネ ュ ダを 疑って ゐ る。 併し これ は 憐愍の 情から 出た 所爲 かも 知れない。 

OGiocgda 紛失 事件の 爲 めに ILouvre の 番人が 七 人 法廷に 呼 出されて、 二 

人 有罪に なつたい 繪を盜 まれた 日に、 坐睡 をして ゐた とか、 外出した とか 云 

ふ 科で ある。 此頃又 Quimper で woucher の 畫を盜 まれた が、 すぐ 見附け 

られ た。 (十月 二十 二日 パリィ) 

〇 Louvre で モン ナ. リイ ザの 懸けて あ つ た 跡の 空 壁に、 十二月 七日 がら 

liaffaello の walthasar  Castiglione を 懸けて、 その ラフ ァ H  "のあった 跡へ 


Lionamo の Johannes を 懸けた。 ラフ ァ H  ^ の 畫は臂 男で、 リオ ナ产 ドォの 

は 美少年 (裸 體) である。 

〇 GiocondV を盜 まれて Louvre の 館長 を罷 めた Homolle が Athen のフラ 

ンス學 校長と して 赴任す る。 (一 九  一 二 年 三月) 

〇-Mona  Lisa" 一九 一 一 年 八月 二十 二日に Louvre で 亡くなつ てゐた Leon- 

ardo da  Vinci の Mona  Lisa がー 九 一 三年 十二月 十二 日に Firenze で發見 

せられた。 パリィに ゐる Leonardi と 云 ふ 男が 古物商に 賣 らうと したので あ 

る。 古物商 は 名 を Alfredo  Geri と 云 ふ。 Leonardi は僞 名で ある。 Dumenza 

(como) 產の Vincenco  Perugia と 云 ふべ ンキ 職で、 三十 ニ歲 になる。 六 年 

前から パ リイに ゐて、 〃クグ 〃でフ 一一 ス引 をして ゐた。 盗んだ 理由 はナポ レ 

オンが イタリアの 藝術を 掠奪した 返報 だと 云って： Q る。 ぺ产 ジァは Kue  do 

rhdutal de  St.  ILouis に 部屋 借 をして ゐた。 ジェリィ はべが ジァ が畫を 持ゥ ^ 


て來 たの を W6tel  Tripolis へ uffizia の 館長 Poggi と 一 しょに 見に 往 つて、 8 

畫を クフィ チアへ 持って 來 させた。 。ホッジ ィは 電報で &ォ マの Corrado 

Kicci を 呼び寄せた。 そこで 畫は 眞蹟と 鑑定せられ た。 ベ〃 ジァは 一 八 八 1 

年 十月 十八 日に 生れた。 イタリア を 離れた の は 十 年 前で ある。 パリィで 二度 

盜 をして 罰せられて ゐる。 Ifeuvre では モナ • リザが 亡くなって から、 Salon 

can ふ には鐯 びた 釘が 四本筌 壁から 頭 を 出して ゐた。 それが 九 箇月 問で ある。 

さて 評議の 末 San  Raffaello の walthasar  Castiglione が 跡 へ 代りに 懸けられ 

た。 そこ へ モナ • ジザが 歸 つて 來る わけで ある。 

〇 ィ タグ ァ 文相 Gredaro の 手から、 モ ナ • リザの 圆が フランス 大使 wa.1T か re 

の 手に 渡された。 外相 San  Giuliano, 文部 次官 Vicini, 美術 長官 Ricci が 立 

ち會 つた。 

〇 一九 一三 年 十二月 二十 八日の 晚に、 Modigliani が モナ. リザ を 持って" 


ォ マ を 立つ。 二十 九日に は IVIilano で展覽 する。 其 場所 は Carabinieri 三百 

人で 警衞 する。 三十日に は ffi が ミラノ を 立つ。 三十 一日に は パリに 着く。 1 

九 一四 年 一月 一 日から、 美術 學 校で 無代で 見せる。 四日に は Louvre に 懸け 

られ る。 

〇 モナ. リザ を 盗んだ 同類の 嫌疑で、 Ifelcelotti 兄弟と、 イタリア 人數 人の 

妾 をした ことの ある 女が 一 人と パリで 逮捕せられ た。 

〇 パリィ 入 は 存外 寂しかった。 Leprieux が 汽車から 持って 降， o て、 自動車 

に乘 つた。 

〇 一月 一日 (二 九 一 四 年) に は パリィで 一 フラ ンづ つで 見せた が、 千 人ば か 

り しか 來 ない。 二日 は 六 フランで 六十 人ば かりであった。 

〇 モナ. リザ を發 見した ェ ネ チアの Geri は、 〃クグ 〃の 懸賞 を賓； 5、 勳章を 

K つたのに 滿 足せす、 彼畫の 見積價 格の 十分の 一 を耍 求す る 訴訟 を 起した。 


9 
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〇 此畫を 盗んだ 首謀者 だと、 法廷で 名吿 つた" シァ 人が ある。 名 は slikow 

と 云 ふ。 

以上 は、 モナ • リザの 圖が 西暦 一九 一一 年 (明治 四十 四 年) 八月 二十 二日に〃 

ゥグ レノで 盗難に 逢 ひ、 西暦 一九 一 三年 (大正 二 年) 十二月 十二 日 伊太利 フィ レ ン 

ッ ェ で發 見せられ、 西曆 一九 一四 年 (大正 三年) 一 月 四日 二た びレ ノウ ゲ グに戾 る 

までの 經 過で、 「椋鳥 通信」 と、 「水の あなたより」 から 私が 拾って 手抄した もの 

である。 かう いふ 精細な 記錄 は、 巴 里の 官憲の 記録に は あるか も 知れない が、 ^ 

通の モナ • リザに 關 する 書物に は 無い やうであって、 少 くも 私の 見聞した 狹ぃ範 

圍 では 見つからなかった。 然るに 鷗外 先生 は 東京に 居って、 坐ながら にして かう 

いふ 精細な 記錄を 作って ゐ るの は實に 驚くべき ことで ある。 

この モナ • リザ 盗難の 經緯 は、 「椋鳥 通信」 に は、 他の 學問界 • 文藝界 の两洋 

の出來 事の 通信の あ ひだに 挾まって ゐる もの だが、 それ を 拾って 斯う 並べ て 見る 


と、 甚だ 興味 ある 經 過になる やうに 思へ る。 

今 ダウ ゾ だに 懸 つて ゐ る モナ • リザ は 贋物 かどう かと い ふやうな こと はも はや 

問題に はならない。 これ は數囘 彼の 繪の 前に 佇立して 見れば、 その 力量の 點に於 

て もはや 疑ふ餘 地が 無い。 西洋の 專門 家なら ば 凝視 數分 間にして それが 分かる の 

だが、 そこ を 入念して、 クフィ チア 美術館 長の ポッジ ィ 氏が 鑑定し、 なほ 念の た 

めに 羅 馬から コッ ラドゥ • リチを 呼 寄せて 鑑定せ しめて 居る。 もっとも、 歐羅巴 

に は モナ • リザの 模寫が 幾つか 存在して ゐる から、 若しかすると それ だか も 知れ 

ない ので 入念に 取扱った のであった だら う。 併し モナ • リザの 模寫で 出來の 好い 

もの は、 その 存在が 大體記 錄に殘 つて ゐ るし、 時には その 模寫の 寫眞が 書物の 中 

に载 つて 居り、 專門家 等 は 飽きる ほど それ を 知って 居る ので ある。 私 もミュ ン へ 

ン滯 在中 モナ • リザ 模寫 の寫 眞を蒐 め、 獨 逸で 見られる もの は 足 を 蓮んで 見た 

が、 これ は 本物との 距離が 大きい ので 餘り 有益で はなが つた。 寫眞 版で 見る と 他 
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の國々 に殘 つて ゐ る 模寫も その 程度の ものら しい。 さう いふ ものな のに 拘 はら 

す、 專門 家の 鑑定 を 入念にして ゐ ると ころが 面白い。 

もれから、 モナ • リ ザが 盗まれた 時 は、 巴 里人 は實に 大騷ぎ をして 居る。 館長 

も 監視 長 も 罷めさせられる。 議會に 質問書が 出る。 新聞に 懸賞が 載る。 嫌疑者が 

出る。 〃ウダ〃 の 番人 も 七 人 法廷に 呼 出されて 二人 有罪になる。 そんな 鹽梅 であ 

つた。 

それが 足掛 三年 目に フィ レンツ K で發 見され、 大使館の 交 涉も經 て、 ミ. ラノを 

通過して 展覽 した 時には 三百 人の 警衞が 居った 程で ある。 ところが モナ • リザが 

いよいよ 巴 里 入 をして、 一 月 一 日 巴 里で 入場料 一 フラ ンで 見せた ところが 一 千 人 

しか 入場者が 無かった。 合訐 入場料 千 フラン。 二日に 六 フランの 入場料に したと 

ころが 入場者 六十 人。 合計 入場料 三百 六十 フランであった。 モナ -リ ザの やうな 

大物で も、 確かに 戾 つたと なると 安心で もす るの か 見向き もしない。 この 心理の 


類例が 現 實には 甚だ 多い が、 モナ • リザの やうな 場合に も あら はれた のが 面白い 

ので ある。 

これ は 「椋鳥 通信」 の 廣吿の やうに なっても 惡ぃ が、 近時、 明治 四十 一年 十月 

十五 日發 行の 文荩 世界 を 見る 機會 があった ところが、 其 中に 靑海 波と いふ 記者が 

鷗外 先生 を gi^ 省醫務 局に 訪問した 記事が 載って ゐる。 その 中に、 

「然 うです」 とこれ で 話が 切れる。 其 間 外字 新聞 を拾讀 して 赤い 線 を 引いて 居 

られ る。 

とい ふところが ある。 これ は 恐らく 「椋鳥 通信」 の やうな 材料 を 訪問 記者と 應對 

しながら 搜 して 居られる ところで あらう。 それ 程 時間 を 惜しんで 材料 を 求め 原稿 

を 作られた ものの やうで ある。 また、 外 II 新聞 も 一 つや 二つで は 無かった やうに 

想像せられ る。 スバ〃 に载 つたの は 明治 四十 二 年 三月で あるが、 それ 以前から か 

う い ふ^ 合に して 材料 を 取って 居られた ので あらう。 そこで 私 は 備忘の ため 一 言 
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書 添へ 置く ので ある。 S 和 十一 11 • 五 • 十 1) 

御 柱 

かみし や おん ぼしら 

諫訪 神社 上 社の 御 柱 神事 を拜觀 する ことが 出 來て爲 合せであった が、 同道のお 

波 • 矢 島 • 藤 森の 三 氏は諫 訪が鄕 里で あっても、 七 年に 一 度の 行事で あるから S 

波 氏 は六歲 ぐら： Q の 時 一 度拜觀 したの みだと いふ ことであった。 

中洲 村 神宮 寺と いふ 處に、 丁度 御 騎馬の 行列が あって、 數 萬の 群衆が その 行列 

を取卷 いて 見て 居り、 行列の 進行 も 旨く行かない 程 詰め かけて 居た。 また、 左へ 

向って 行く もの 右へ 向って 行く もの、 左へ 向って 歸る もの 右へ 向って 歸る もの i 

いふ 具合に、 新聞に は 七 萬の 人出と 注して あつたが、 雜 然として ごちゃごちゃに 

步 いてぬ る 群衆で もよ く 見る と、 大體 神事と いふ 一 つ 目的に むかって 行動して^ 

るので あった。 その 群衆 は 皆 晴著を 纏って 居る。 


それから 御 柱の 里 引と いふ 神事が 行 はれた が、 木 遣 音頭の 美聲に 連れて 大樹の 

御 柱が 引かれる 有様 は 古 へ その 儘の 傳統 で、 土地の人から 種々 の 事 を聽 くこと が 

出來 た。 それから この 神事 は 勇猛 强烈な もので、 見て： Q て も はら はらさせられる 

$ が 多い。 大きな のぼりに は 日本 第 一大 軍神と 書いて ある だけ、 戰鬪の 1 齣 を 見 

てゐる やうな 氣持 にもなる の だが、 倔强な 若者 揃な ので 何も彼も 當然 の行爲 とし 

て 進行して ゐる やうに 見えた。 それから 前 社で 御 柱 建の 神事 を拜觀 した 時には 日 

が^か かって ゐた。 上 社の 御 柱 は 八ケ嶽 中腹の 御 小屋 御料 林の 神樹で、 山出し 神 

事 は 四月 四日 • 五日。 宫 川の 川 渡りが 六日。 五月 四日 • 五日が 里 引 神事と いふ こ 

とに なって ゐ る。 下 社の 御 柱 は柬俟 御料 林の 神樹で 里 引 は 五月 十日 • 十 一日と い 

ふこと にな つ て 居る。 

こ の 行事の 時には 特に 警官の 應援が あり 縣か らも 補助金が 出る と い ふこと であ . 

る。 一 々細かく 描寫 したなら 好い とお も ふが、 それ は專門 文人に 期待して 私 は 一 I 


筆、 『勇猛なる 行事』 と 云って 記して 置く にと どめる。 (昭和 十一 一 了 五 • 十二) 

II 新 日本 昭和 十三 年 六月 號 I 


秋草 道 人の 歌 一首 

『あせた る を ひとはよ しと ふ頻 婆果の ほとけの くち はも ゆべ さもの を』 とい ふ 一 

首 は、 秋草 道 人の 歌で、 新 萬 葉 集 第 四 卷に载 つて ゐる。 秋草 遨人は 早稻田 大學敎 

授文學 博士 會津八 一 氏の ことで ある。 

道 人の 歌 は、 萬 葉 調なる を 以て 特色と する が、 ただ 古 調の こっこつ した もの、 

乾燥し 果てた ものと は 趣 を 異にして、 その 聲調 流動し、 新鮮な 果實の 汁の ごとき 

もの を 感ぜし める。 

現代の 歌壇に 於て、 甘 さもの は 甘 滑に 失し、 然ら ざる もの は 乾燥無味に 噎し、 

何ん 一様に 固まり かけて ゐる 時に 當 つて、 道 人の 歌の 如き は、 誠に 珍ら しい もの 


と 謂 はねば ならない。 ただ 道 人の 專業は 東洋 美術の 硏鑽 にある ために、 作る 歌の S 
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數の 極めて 尠 いの を 慽 とする。 

華 嚴經入 法界 品に、 『眼目 は修廣 にして 靑 蓮華の 如く 脣ロは 丹 潔に して 頻婆果 

の 如し』。 慧苑 音義卷 下に、 『頻 婆果 は其果 此方の 林檎に 似 極めて 鮮明 赤 也』。 榮 

華 物語 玉臺 に、 『御 脣は頻 婆果の 如し』。 さう いふ 用例に より、 頻婆果 は 極めて 美 

麗な 赤色の 果實 だとい ふこと が 分かる。 

世人 は、 佛は色 あせて 古色に 沈んだ のが 好ましい とい ふが、 本 來佛の 脣は頻 婆 

果の 如くに 紅い もの だとい ふので ある。 第五 句、 『燃 ゆべき もの を』 と 止めた の 

は、 極めて 切であって 且つ 强 いもので ある。 ここに 於て、 佛身も 空虚で なくして 

極めて 現實 的な おもかげ として 現顯 する に 至って ゐる。 そして この 現實 的な 親し 

さの 何處 から 來 るかと いふに、 作者 は 古代 美術の 硏究 者であって、 常に 佛 身佛體 

とその 『生』 を 共に してぬ るが ためで ある。 そして 作歌 方法の 妙諦 もお のづ から 


して ここに 存 して ゐ るが ためで ある。 (昭和 十 In  • 五 •  SI) 

11 日本 文學 昭和 十 111 年 六月 號 II 


最上 川 は 私の 鄕 里の 川 だから、 世の 人の いふ 「ぉ國 自慢」 の 1 つと して 記述す 

る ことが 山 ほど ある やうに 思 ふので あるが、 私 は 少年の 頃 東京に 來て しまって、 

物お ぼえ のつ いた 以後 特に 文筆 を 弄し はじめた 以後の 經驗が 誠に 尠 いので、 をの 

僅の 經驗を 綴り 合せれば、 ただ 懷 しい 川と して 心中に 殘る のみで ある。 

かみの やま 

十三 歳の 時に 上 山小學 校の 訓導が 私 等 五 人ば かりの 生徒 を 引率して 旅に 出た。 

第一 日 目 は 上 山の 襄山越 をして 最上 川畔の ドメ キ (百 目 鬼) とい ふところに 一 泊 

した。 ここに 來 ると 川幅 はもう 餘 ほど 廣く、 こんな 廣ぃ川 を 見る の は 生れて 初て 

である。 また 向う の斷 崖に 沿うた 僅ば か. o の 平地 をば 舟を曳 いて のぼるの が：：： ルぇ 


る。 人が 二、 三人 前 こごみ にの める やうに して 綱 を 引いての ぼって ぬる。 かう い 

ふ光贳 もまた 生れて 初て である。 暮 方になる。 川の 規模の 大きい の を 見て ゐる 

と、 今度 は 小さい 帆 を 張った 舟が、 反對の 方に 矢の やうに くだる のが 見えた。 こ 

れは a 舟と は 違って また 特別な 印象で ある。 その 時 『みんな 知つ てんべ、 最上 川 

は 日本 三 急流の 一 だ ど』 と 先生が いった。 その 日の 夕食に は 鮎の 燒ぃ たのが 三つ 

もつ いたし、 翌朝 はまた 姽の燒 いたのが 五つ もつ いた。 何も彼も 少年 等に とって 

は 珍しい。 十二 錢づ つば かりの 宿料 を拂 つて 其處を 立った。 

『鮎！ 3" かった なえ』 『旨かった なえ、 おれ 頭 も 皆 食た』 『お まへ 腹 わた も 食た か』 

『うん 腹 わた も 食た す、 骨 も 食た』 

第二 日 は 湯殿 山の 近くの 志津に 一 泊、 翌日 は 案 內者を 厘って 六十 里 越 をして 莊 

内に 入った。 六十 里 峠 はま だ 一面の 雪であった が、 山國の 少年 等 はそんな ことに 

は毫 しも 屈しない。 『先生 は 福 島中 佐 見たい だな え』 『ほお、 先生 は 福 島中 佐 だ』 ぬ 


こんな こと を 云 ひ 云 ひ 少年 は 峠を越え た。 莊內の 鶴 岡に 一泊し、 湯濱に 一泊し、 

はじめて 海 を 見た。 

それから 最上 川の 支流 を. 舟で くだって 酒 田に 行った。 酒 田 は 最上 川が 海に 入る 

ところで ある。 ドメ キで 見た 威勢の よい 最上 川の 水が、 ここに 來 ると もうの ベり 

としてし まって、 それが 日本海と 續 いて ゐる 具合 は、 漫々 とい はう か、 縹茫 とい 

はう か、 少年 はそんな 形容詞 は 知らなかった けれども、 何 か 正體の 知れぬ もの を 

自前に 見た のであった。 また、 上 山で は 太陽が 山から 出て 山に 入る のに、 ここで 

は その 渺々 漫々 たる 變な 天然のう ちに 雲が 紅く 染まって その 中に 太陽が 入る。 少 

牟等は 驚いて しまった。 

芭蕉が 奧の 細道で 『あっき 日 を 海に 入れた. o 最上 川』 と 詠んだ の はこの 酒 田の 

&和 山と いふと ころであった。 少年であった 私 等 は 無論 芭蕉の 句な ど は 知らす、 

訓導 も そのころ は 芭蕉の 句 を 云々 する 者な どはゐ なかった と 同様に、 かう C- ふ 句 


の ある ことな ど は 知らなかった。 そして その 夜 は 少年 を皆寢 かして K いて、 先生 

は 別な 部屋で 女中と 酒 を飮ん だ。 女中と いっても、 北陸 造の 越後、 ここの 莊內、 

洒 田から 羽 後の 海岸 ー帶 にかけ て、 女の 顏容 とその 膚 とが 特に 美しい。 先生 は少 

年 を 引率し、 全部 徒歩で 山の 難路 を 越えて 來 たのおから、 ここで 祕 かに 酒 を 飲ん 

だとい ふこと は、 まことに 無量の 昧は ひが あるが、 少年に はそんな ことが 分から 

ぅ喾 がない。 ただ 翌朝 『先生 は 昨夜 は 酒 のんだ。 けん ど、 日記 さ 付けん な』 とい 

つて ffi だ 上機嫌だった ので おぼえて ぬる。 (昭和 十三 丄 ハニー 十二) - 

I 柬京 日日 新聞 昭和 十三 年 六月 二十 八日 — 


櫟槽の 山が ー齊に 芽ぶ いて、 萌黄 立った ものが 漸く 靑く、 併し 日光が 差せば、 

その 光 を 透す 程の 全山の 靑 葉に 圍 まれて、 幾段步 かの 平地が ある。 平地に は 木立 

おきなぐ さ ぐち あか 

は 無くて 野と 水田と が ある。 野に は 草が 秀で、 白頭翁が 口紅く K き、 やがて それ 

はぐ ぜん  ほっす 

が 過ぎて 白線の 房な り、 老 聖人な どが 持つ 拂 子と い ふやうな 形と な， o つつ ある。 

すゐ でん  し 3  かりぐ ひ 

水田 は田植 がい まだ 濟 ます 代も搔 かぬ ので、 刈 株の 殘 つた 儘の 田に 水 を 入れた 牀 

ぬる  た にし 

態に なって ぬる。 水が 温んで から 程經 つたと 見えて 田螺 を はじめ、 小さい 魚類の 

棲んで ぬる のが 見える。 その 水田に 手 を 浸して 動かして： Q ると、 いつ ともなく 扁 

平な 體の 蛭が ひらめく やうに して 近づいて 來る e 


私な ども 未だ 幼童の ころ、 田螺 を 拾 ひながら この 蛭に 食 はれて 氣附 かすに 居る 

ことがあった。 氣附 くころ に は 蛭の 體は 丸々 と 膨れて 居り 居りした。 「蛭の ロ處 

を かきて 氣味 よき」 とい ふ 芭蕉の 俳句 はこのへ んの 消息 を 暗 指す る ものである。 

また その 頃 祖母な どの 肩の 處に吸 ふくべ とい ふの をつ け 其 處に蛭 幾 匹 も 集めて 血 

を 吸 はせ る、 潟 血の 代用 を させて 肩凝りに よい、 中風 を 除け るな どと 云った もの 

である。 けれども 蛭 は、 温んだ 水の面 を 泳いで 來る狀 態 を 見る のが 一番 柔 かい 感 

じの やうで ある。 

山中の 水田 も、 靑 葉した 林に 圍繞 せられて ゐ るので 氣が落 著く。 支那の 詩に は 

乙の 感じが あるが 萬 葉の 歌に は先づ 無い と 云って い い。 

— 新風 土 昭和 十三 年 六月 號 —— 


童 馬雜文 


出 羽ケ嶽 

出 羽ケ嶽 文治 郞が今 場所 久しぶりで 相撲 を 取った が、 番附は 幕下 三 段の 十 枚 U 

まで 下って， Q る。 彼が 昭和 三年 ごろ 膝の 關節 とい ふよりも 膝 近くの 腱の 怪我 をし 

て、 もれから 成績が おも ふやう でな く、 番附面 も 追々 下落して 行った が、 それで 

も 暫くの あ ひだ は 幕內の 一 番し まひのと ころに 置いて もらって ゐた。 

可し ろ關 脇まで 取って、 一場 所に 二人の 横綱まで 破った こと も ある 男 だし、 場 

所では なかなかの 人氣 者な ので、 協會 でも 幾分の 手加減 をした ものと 見える。 そ 
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こで 彼が 相撲 を 取らな くと も 兎に角 幕內の 一 番 しりのと ころに 居 据わって ゐた。 

そのうち 腰が 利かない 利かない と 云 ふから 試に 大學の 整形外科に 見ても らふ. 

と、 レントゲン では 腰 推 骨のと ころに 陰影のう すい 部分が 見えた ので、 種々 手當 

をして、 コ^セット を 嵌めたり 何 かして； Q たが、 その あ； 5 だ 相撲が 取れない し、 

第一 歳月が 無遠^に 經っ た。 それから 番附も 十雨に 下り、 十兩 から はみ出して、 

ほ ドニ 段：： 1 の 一 番しま ひのと ころに 二 場所ば かり かじりつ いてぬ たのが、 それ も 

出來 なくなって 三 段 P に陷 落した。 

その あ ひだ 彼 は 巡業に も 行かす 東京に 居殘 つて ゐ たが、 彼 自身 は 依然として 生 

^して ぬても、 世間 は 依然として はゐ なかった。 第一 部屋で も、 每日 相撲 も 取ら 

すに 飯 を 食； 5、 謂 はば 穀っ ぶしな の だから、 人情 も. HI 然に 運ばれな いとい ふ點が 

あつた〕 ^二に 嘗て 彼が 盛であった ころ 最质 にした 好角家の あ ひだに、 彼 を 引返 

させろ とい ふ說が 出た。 何せ 彼 は 一 た ぴは鼸 脇まで 取った 相撲で あるし、 今の 玉 


錦關 でも 武藏 山關 でも 男女 川關 でも、 無論 双葉 山關 でも 彼から 見れば 後輩な の だ 

から、 縱 ひ病氣 のせ ゐ にせよ、 あの 儘 世間に 晒す の は、 むごい、 殘酷 だとい ふ 意 

味であって、 これに は最貭 客の 言葉と して は ー應の 理由が あった。 第三に は M じ 

部屋の 相撲 取から も 同様の 說が 出た。 嘗て 出 羽 ケ嶽の 下に 若者と して 使 はれ、 風 

呂 場で 彼の 背 を 流したり、 番附 くばりに 步ぃ たり、 巡行 先で は 荷 を かついだ りし 

た 者が、 今では 入幕した のみで はない、 三役に なった のさへ ゐ る。. さう いふ 次^ 

であ. るから、 嘗て 先輩であった 出 羽 ケ嶽が 縱ひ陷 落しても、 あべこべに 彼 を 使役 

する わけに も 行かす、 かたがた 人情 上 具合の 惡ぃ點 が 多い のであった。 

さう いふ 狀 勢だった ので、 部屋からの 使と して、 或は 先輩と いふ 位置の 年寄と 

して、 出 羽 ケ嶽に 引返す る やうに 談合して くれ、 と 云って 私に 逼 つたの は 一度 二 

度なら やあった。 私 も その 心 持 を諒 とし、 先代から 出 羽 ケ嶽を 子の やうに 可哀 が 

つて くれる 宮田 博士の 意見 を も徵 したので あった。 そして 私 も 一 家の 屮で 相談の 


うへ、 兎も角 何時 引退しても よいと いふ 覺 悟の 出來る やうに、 赏際 上の 手 續を取 

つて やった。  . 

亡くなった 私の 父が、 少年の 彼 を 養って、 小學 校から 中學に 入れ、 その 間、 先 

代の 出 羽 海が 玩具な ど を 買って 幾度で も 自ら 足 を 運んだ こと は、 今の 春 曰 I 取締 

など も 好く 知って， Q る。 中學 一 年 ごろの 彼 は、 脊も すうん と 伸びて、 今の やうに 

猫背ではなかった。 それが 小さい 力士ば かり を 相手に して： Q るう ち 適 應と謂 はう 

か 天の 配 劑と謂 はう か、 あんな 具合に 猫背に なって しまった。 

去年と い へば 昭和 十二 年の 秋 ごろ、 昭和 十三 年の 春場所に は 相撲 を 取る と彼自 

身い ひ 出した。 そんなら 兎も角 取って 見ろ、 負けた ところで 番 附で陷 落す るば か 

り だから 何も 氣に する こと はない、 といって 彼 を勵 まして ゐた が、 いよいよ 今年 

一 月の 春場所に なると、 彼は脊 骨の 具合が まだ 本當 でない といって 相撲 を 取らな 

い。 その 時 も 某 年寄が 私の 處に來 て 引退の 話 を 持 込んだ。 年寄の 言 分と して は、 
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『夏場所に なっても、 文治 はどうせ 相撲 は 取れません よ』 とい ふので あった" そ o 

の 言葉の 背後に は、 『文治 はもう 見込が ありま せんよ』 とい ふ 結論が 隱 くされて 

ゐ る こと も 明瞭であった。 彼等 は專門 家で あるの だから、 その 鑑識に 間違が ある 

まいと 考 へる こと も出來 る。 併し 私自身 多忙な ので、 さう いふ 手續を てきば きと 

遂行す る ことが 出來 す、 曰 一日と 延びて ぬた。 

然るに 彼 はこの 夏場所から 相撲 を 取り はじめた。 そして 兎も角 勝 星 を殘 した。 

彼の 相撲 を 取る の は 午前 十 時半から おそく も 十 一 時 頃で、 水 も 出なければ 鹽も出 

ない、 また 時間 は 五分 間 以內， である。 巨體で 鈍重な 彼 は、 幕內 にぬ た 時に も 立ち 

が穢 いと 云って 非難され たもの だが、 實際は 機敏に 行かす 從 つて 時 問 も 人 一 ，倍耍 

求す るので あった。 それで， も 彼 はさう いふ 狀況の 相撲 を 取る 氣 になつ たの はお も 

しろい。 

本場所が 濟んで 巡業に 出かける、 今度 は 満洲まで 行く かも 知れない。 さう-: ムっ 


て投 拶に來 た。 その 時 云 ふに、 今 は 立派な 綺麗な ま はしな ど は 土俵 入 をせ すに 濟 

むから 不^にな つた。 その か は.？ K 際 的な ま はしが 要る、 十五 圓 ぐらぬな の を 京 

都 あたりで 買 ふつ もりで ある、 盛りな ころ はそんな 物 は 部屋で 幾ら も 手に入れる 

ことが 出來 たが、 只今で はさう は 行かない、 云々。 

その 時 また こんな 話 をした。 この 卷 あたりまで 逄ふ 年寄 每に 『文治、 もういい 

加減に 相撲 を罷： S ろよ』 と 云った。 それから 今度 相撲 を 取り はじめる と、 『文治 

お前の 心 K が强 いな』 などと いふ。 また 現在の 同輩で も 彼の 顔 を じろ りと 兌て、 

r お前の 心臓 はトォ チカ 心臓 か』 などと いふ。 彼が 三段目まで 陷 落して おめお め 

相 摸 を 取って ゐ るの を 冷笑す るの だが、 『トォ チカ 心 s』 とい ふの が 誠にお もし 

るい。 華 * な 男女の あ ひだの 語の 交替なら もはや 厭味 だが、 石の やうな 巨體 に^ 

げかけ る 彼等 仲 問 の 語と して、 いまだ 特別な ヒュ モアが 保 たれて ゐる。 

^く の ご とくにして 彼 は 巡業に 出掛けて 行った。 今 の 代に 出 羽 ケ嶽の や う な 大 


男の 出た の は 珍ら しく、 彼 は藏王 山の 麓の 村に 生れた。 ところが 宽政 ごろ、 や 

はり その 近くの 村に 大きな 子どもの 生れた 記事が 殘 つて 居る。 それ は 翁 草 卷百六 

十、 當 時の 世 說の 中に、 『出 羽國に 大男 生る』 とい ふ 題で 次の やうに 記されて ぬ 

る。 『出 羽 國村山 郡、 最上 成 泥 村、 百姓 文 六侔文 五郎と 申 者、 天明 八 申 二月 出生 

す。 落 生 常の 如し。 然るに 日に 增 月に 超え 大に成 候 故、 身の 重目 を 試し 見る に、 

七 貫 五 百 目 在り。 翌酉 五月 またまた 試る に、 十二 貫目に 成り、 閻 六月に 掛て 見れ 

ば 十四 貫目に 及ぶ。 脊長 三尺 六寸、 手首 廻り 八寸 二分、 乳の 間 七寸六 分、 股の 付 

根 二 尺 一寸、 肩の 厚さ 九寸 有と かや。 成人の 後い か 成 物に 成らん や、 希有の « な 

り』. とい ふので あるが、 文 五郎と いふ 名 も 出 羽 ケ嶽の 文治 郞 に似て ぬて 興味が あ 

る。 『成 泥』 は、 『成 沢』 の寫 誤の やうに もお も ふ。 この 巨 童 は 相撲に ならす にし 

まった やうで、 相撲の 方の 記 錄には 見當ら ない。 • 


捂竹翁 

今囘 この 雜文 を喾 かな い がと 薦められ たの は 小 寺 菊 子 夫人で あるが、 岩 野 泡 鳴 

がま だ體 にも 威勢の あった ころに、 每月 十日 會を 開いて、 そみ 會員に 美しい 女流 

を 交へ る こと を 好んで ゐ たので、 その 席で 小 寺 夫人に 私も會 ふこと があった。 併 

しこの 雜文を 書く 聯想 は それだけの 關 係ではなかった。 

今 は 世 田 ケ谷區 に 編入され たが、 千歲烏 山の、 海老 瘃四郞 兵 衞的傳 先生 は、 中 

林 梧竹 翁が 八十 六歲の 時に 書いた、 「恬筆 以前」 の 四 大字 一 卷を藏 して ゐる。 こ 

れは 驚くべき 出來 映で、 先 づ翁一 代の 傑作と 稱 すべき ものである。 

翁 は 晩年、 從來の 長 鋒 を やめて 短 鋒 を 愛する やうに なり、 上海に 鼠 鬚 筆 大中小 

各 二 本 宛 を 注文せられ た。 それが 出來 あがって 來た 時に、 その 大 筆を揮って 書い 

たのが 「怙筆 以前」 である." 


それから この 揮毫 を 願った のが 當時 北海道に 居られた 小 寺 芳次郎 翁で、 小^ 健 

吉畫 伯の 嚴君 なので ある。 卽ち 梧竹 翁の 崇拜 家で あるから 兼ねて 大卞の 揮 一お を 依 

賴 して 置いた のが、 この 新 筆に よって 出來 あがった わけで ある。 

この 四 大字に 就き、 當時小 寺 翁に 送 られた 筆者の 書 贖に 次の 如く 書 いて ある。 

『恬筆 以前と 認め 差 上 候。 吳吟 軒に 申 越し 製し 候 筆 毛、 上海に 無 之よ しに 付、 胡 

南へ 申し 遣し 候 由に て、 漸く 出 來候筆 毛、 誠に 無上に 無 之 ものに て 御座 候。 千年 

以上の 製作 を 致させ 候。 短 鋒に て 大字 は 宜し。 恬は奏 人に て 其の 以前の 製作の 品 

の 姿な り。 御 返事 迄 申 上 候。 六月 三日 午前 書す。 弒も 上海よ 6 取り寄せ 候。』 

『無上に 無 之 ものに て』 は、 普通なら ば、 『無上の ものに て』 で 足る ところの や 

うで ある。 また、 梧竹 翁 は 大正 二 年 八十 七 歳で 歿した から、 八十 六歲は 明治 四十 

五 年 (大正 元年) に當 る。 

海老 瘃的傳 先生 は 梧竹 翁 尊敬 家と して は 天下 第一 等な ので、 この 四 大字 も 欲し 


くて 欲しくて 溜まらす、 遂に 小 寺 翁に 所望して 文 晃の繪 軸と 交替した と い ふこと 

であった。 梧竹 翁 を 尊敬す るから. nn 然 梧竹 翁の ものが 集まり、 また 丁寧に 保護せ 

られ 居る から、 睿に とっても 幸福と 謂 ふこと になる。 

的傳 先生 は 右の 如くで あるが、 小 寺 翁 も 今の 言葉で いへば 梧竹 ファ ンの 一人で 

あり、 私 もまた その 末座に ぬる 一 人であって 見れば、 おの づ から 其處に 親しみ 

もいで て來る 道理で ある。 さう い ふ 意味で 小 寺 夫人と も 聯想の つながりが あるの 

で、 十曰會 のみの 聯想で ない と 云った の はさう いふ わけ 合であった。 (昭和 十三 丄ハ. 

十六)  - 
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三月 十日の 讀賣 新聞に 「歷史 は 惜しむ」 と 題して、 築地 活版 製造所と 神 田 小 柳 

亭の廢 業の ことが 報ぜられて： Q た。 

明治 四十 四 年 春の ころであった。 自分が 東京 府巢鴨 病院に 入 局して から、 2 炝 

の醫 局員と 共に、 一週に 三 囘程グ ントの 生理的 心理 學の 輪講 を爲て ぬた。 午後 四 

時までの 勤務 を 了へ、 大學 敎授の 院長の 歸 つて 行った あとで、 柳川鍋な ど を 注文 

し、 藥 局から 赤 酒 を 少し 貰って 食事 を濟 ませてから、 受 持の 部分 を飜譯 しつつ 讀 

むこと になって ゐた。 

その 夜當番 にあた つた 同僚 は、 第三 卷の 「意志の 槪念」 とい ふところ を受 持つ 


てゐ た。 あそこに は 言葉の 歷 史的 吟味な どが 色々 論ぜられて ゐ て、 タウト &ギィ 

とい ふ 語が 出て 來る。 言葉の 上、 用語の 上で くどく 云って 見たところで、 結局 ど 

うどうめ ぐり すると い ふやうな 意味であった らう か。 

その 時 他の 同僚が 云った。 『少しく どい な、 幾ら 云っても タク トロ ギィ だ。 ど 

うだ 今夜 は タク ト P ギィを 止めて 心理の 實 習と いふ ことにして は。』 すると 他の 

：!： 炝が 云った。 『それが いい。 淺草 にす るか、 それとも もっと 遠征す るか。』 前 

の 同僚が 答へ た。 『まだ 寒い から 小柳亭 にしよう。』 

そこで 皆が 巢鴨 病院の 前から、 をの 頃 人力車 以外 唯一 の 交通 機關 であった、 ガタ 

馬車と いふのに 乘 つて、 本鄕三 丁目から 電車で 須田 町で 降りた。 今度 新聞 を 見る 

と 小 柳 亭は神 田 區須田 町  一 丁目 五番 地に あった。 

忘れて： Q たが、 輪講の 仲間 は 自分と も 四 人で、 組織 學 • 血淸學 等の 方面よりも 

幾らか 心理 學的 方面に 傾いて ゐ る 仲間で ある。 そして 今夜 は 輪講 を 始めてから 一 


時間 も經 たぬ うちに 中止して、 此處の 小 柳 亭に來 たのであった。 亭內は のんびり 8 
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して ゐて、 面倒な 獨逸 語の 理論な ど を 云々 する より 第一 氣が樂 でい い。 『どうも 

實 習に 限る ねえ。』 などと 誰かが 云った。 

眞打 は圓喬 で、 多分 江島屋 怪談と い ふので あつたか あの 怪談 を績 物と して 語つ 

てゐ た。 花嫁が 馬に 乘 せられて 行く 途中 雨に 逢って、 美しい 衣裳が 臺 無しに なつ 

たと ころ は前講 で、 をの 結末のと ころの 大體が 繰 返された。 

今夜 は、 それから 時が 經 つて、 江 島屋の 番頭が 地方 ま はり をして、 一夜^った 

1 軒屋 のく だり であった。 番頭が 夜半に 目を覺 まして、 圍爐 裏ば たで 一 人の 老媼 

が 色の 褪せ^ 衣裳に 呪の やうな こと を唱 へ てね るかと おも ふと、 懷劍 で^きと ほ 

すと ころ を 見た 場面であった。 圓喬の 寂び た聲 がー だんと 低くな つて、 眉間に 云 

ふに 云 はれぬ 麒を 寄せた。 

寄席が はねて 四 人 は須田 町で 簡單に 酒 を 飲んで 別れた。 自分 は それから. お〕 屯で 


靑 山に 歸 つた。 電車に 乘 つて 自分 はお もった。 怪談の 世界 はまこと に 特殊な もの 

だ、 ヅント などの 冷徹な 系統の 世界と は 似ても 似つ かぬ もの だ。 然るに また ゲン 

ト に從學 した ク レペリ ー ンは、 怪談 ものの やうな 精神病 學に沒 頭して 生涯 を 終へ 

ん としつつ ある。 學 問に もや は， o さう いふ 境界が あるの だ、 自分が これから 入つ 

て 行く mra の 境界 もク レ ペリ. I ンの 末流であって 見れば、 洵に 以て 妙な 氣持 がす 

る o 

今度の 新^に 擦る と、 神 田 小 柳亭は 正德四 年、 德川 五代 將軍 綱吉の 時代に、 神 

田 小 柳 町角に 出 來た草 わけの 講釋場 だとい ふこと である。 それが 時勢の ラ デォ、 

映お に 屡され て 到頭 廢業 せねば ならぬ ことと なった。 當 主が 『どうせ 駄目^ら 下 

手な 色物 席な どに せす 講釋 場と して 終， o たいと さっぱり 廢業 ときめました。 最後 

に 一 度 客止め を 見ない のが 心殘 りです。』 と 云った さう である。 圆喬 もとう に 亡 
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くな つたし、 その 江島屋 怪談 を 聞いた 晩から 約 三十 年 近く 經 つたこと になる。 (昭 

和 十三 年 五月 記) 

書物 展望 昭和 十 11 一年 七月 驟 II 


私の 「小 柳亭」 とい ふ 小 文が 維 誌 書物 展望に 載る と 間もなく、 蒲 田の 町田義 I 

郞 氏から 七月 十八 日附を 以て 左の 睿簡を 貰った。 

前略、 小生 は 平素 新閜雜 誌な どに « る 先生の 文章 を 常に 愛讀 して 居る 者で あ 

り ますが、 今度の 「小 柳亭」 の 一文 中、 同亭 で圓喬 をお 聞きに なった と あ， o 

ましたが、 あれ は 何 か 御 記憶 違 ひで はないで せう か。 あの 文の 終りに も あり 

ます 通り、 小 柳は釋 物に 終始した 席な ので、 講釋 場へ 落語家が 出る とい ふ 事 

は 何 か 極々 特別の 場合で でもなければ、 少く とも 明治 大正時代に は殆ん どな 

かった 事 だと 思って 居ります。 但し 色物 席へ は 講釋師 が 混って 出ました し、 


又 近年の 淺 草の 金東亭 あたり は 色物 席に なって しま ひ、 落語 も 浪花節 さへ も 

かけて 居りました が、 そこで 小生 は 普通でした らば あの 時 先生が 回 S を 御開 

きになった ものと すれば、 小 柳の 近所の 白梅 亭か立 花亭 ではなかったら うか 

と 思 はれます。 或は 又 その 時の 講談と 後 か 先き かに 御 聞きに なった 圆喬の 話 

と を、 ものが 人情話な ので 記憶 を 混同され たのではなかった らう かと も 思 は 

れ ますので、 一 寸氣 付きました ままに 失禮 乍ら 端 書で 申 上げる 次第で ありま 

す。 先づは 右まで、 草々。 

がう いふ 文面であった。 私 は 町 田 氏に 深く 感謝し、 まことに その 方面に 疎い 私の 

記憶の 間違に 相違 あるまい とお もって、 町 田 氏に 返事 を 出す と共に、 念のため 

に、 その 圓喬の 話 を 一し よに 聞いた 齋藤玉 男 博士に 問合せて 見たところが、 七月 

二十日 附で 左の 如き 返事 を 貰った。 

貴簡 拜誦、 何分 往事 夢の 如しです が、 位置から 申して 白梅 亭 ではなかった か 
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と考 へます。 立 花亭は 今でもあります が、 あれ は 以前 道 西に あった のでせ 

う。 併し 御 尋ねの 寄席 は それより 西 寄だった と 思 ひます。 右 貴 答まで。 

これで も 分かる やうに、 博士の 方が 私よりも 記憶が 確かであった。 さう して かう 

二人の 說が 一致した 以上、 私 等が 圓喬を 聞いた 寄席 は 白梅 亭で、 小柳亭 ではな か 

つたと いふ ことが 明かと なった。 そこで 私 は 博士に むかっても 深く 感謝した。 

私 は、 「萬 葉 秀歌」 とい ふ 小冊の 原稿 を 作る ために、 それから 間もなく 山中に 

出掛けて 行った。 そして、 あの 「小 柳亭」 とい ふ 文章 は、 誤で あるから 全部 棄て 

ようかと 思った けれども、 折角 そのつ もりで 書いた ものであるから、 誤な りに あ 

れは あれと して K いて、 この 芷誤 を附载 しょうと 思った ので ある。 

それから 浚くな つ^ころの 或 日に、 白梅 亭を たづね た。 廣瀨 中佐の 銅像の ある 

場^ を 目當 として たづね たが 見當ら ない。 そこで いろいろ 問うた ところが、 白梅 

亭は 大震災 後廢 業して 無くなった とい ふこと であった。 そして 只今の 羅紗 問 尾 株 
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式 會社田 端 商店の ある あたりが、 白梅 亭 のあった あたり だとい ふこと であった。 4 

震災 後 市 區改疋 があった からく はしい ことが 分からぬ が大體 はさう であらう。 

それから 立 花亭は 今でもあって 每晚相 當の客 を 吸收 して ゐる。 昭和 十五 年の 一 

月に なつてから 私 は 一 夜の 小閑 を 得て 立 花亭を たづね た。 一 番 しま； 5 を W 山の 講 

釋 物にして、 あと は 落語 色物 踊 手品な どで、 立 花演藝 館な どと いふ 看板 も 揭げて 

あった。 落語に は、 しん 生、 小さん、 文樂、 文治、 小 半 治、 圓藏 などが 出た。 回 

生 は 名 は 出て： Q たが、 圓 生が 亡くなって 圓藏が 諧謔 を 交へ て 圓生を 弔った。 三 遊 

亭圓生 は 足袋 やの 小僧から 出世した 人で 名人 を 以て 擬 せられて ゐ た。 三 軒 長 尾、 

文 七 元 結、 三十 石な どが 得意で、 最後に 鈴 本で 語った の は 首 提灯だった さう であ 

る o 

私 等が 圓喬 を聽 いた ころ は 客 は 殆ど 一ば いであった が、 今 はさう は 行かぬ。 白 

梅 亭の廢 めた のな ども やはり 時勢の 反映と 看做す ことが 出來、 こまかい 味の 江戶 


辯の 諧龔 とい ふ もの も、 益々 洗煉せられ、 專門 化する に從 つて、 田舍 出の 住民の 

多くなる 柬京 と必 すし も 一 致しな い とい ふこと になる であらう。 どうも かう 冬の 

はい 魃 では、 風つ び さが 多くて 困って しま ひます。 お ほ 方 雨 は 朝鮮 あたりまで 行つ 

ちまった でせ う。 朝鮮 ァメ つて 申します からな、 などと いふ 洒落 も中學 校の 少年 

が旣に 興味 を牽 かぬ やうに なって ゐる。 もっとも、 この 方面に は 全く 素人の 私 

が、 彼此 批^め い^こと をい ふの は を かしい 事で、 きまりの 悪い 氣持 もして 居 

る。 (昭和 十五-年 一 月) 


茶の 左 千 夫 先生 

伊藤左千夫 先生 は 三十 歲 のころ 以來、 伊藤 並 根と い ふ 人から 茶の湯と 同時に 和 

歌 を も學 ばれた。 並 根 翁の 短冊 も、 たまに 私な ども 見る ことがあり、 そのころ の 

左 千 夫 先生の 短册 もまた 稀に 見る こ i が ある。 和歌の 方 は、 その後 正 岡 子規の 門 

に 入って、 あの やうに 獨特の 境に 進まれた のおが、 茶の 方 も 終生 罷 めら れ なかつ 

た。 

先生 は 子規 庵に 出入す る やうに なつてから も、 その 和歌 觀、 藝術觀 に は 常に 茶 

の 方の ノン コ 趣味、 幽玄 趣味が つきまとって ゐて、 をの 方の 悟入で 能く 議論 もし 

意見 も 吐いた やうであった。 それが 一面 は 同人 を も 敬服せ しめたが、 一 面 は 時々 
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反對 せられた こと も ある。 

子規 先生の 墨汁 一滴 を 見る と 『左 千 夫來り 秀眞來 り麓來 る。 左 千 夫 は 大きなる 

签を 携へ來 りて 茶 を もてな さんと いふ』 とか 『左 千 夫 茶 を 立つ。 余 も 菓子 一 つ 

^茶 一 碗，： とかい ふの がその 一 例で ある。 また、 鳥 羽 僧正の 繪に 就いて 不折 • 左 

千 夫が 意見 を 述べた とさ、 子規 は 左 千 夫 (茅 堂) の 意見に 反對 して、 『只 ミ其好 

きな 茶道より 得た る 幽玄 簡單の 一 趣味 を 標準と して、 寫生何 か あらん、 . 鳥 羽 僧正 

の畫 毫も 幽玄の 處 無し、 餘り 珍重す. べき ものに 非す、 など 容易に 判斷し 去りた る 

事な らん。 茅 堂 若し 畫の事 を 論ぜん とならば 今少し 畫の事 を 研究して 而 して 後に 

論ぜられた き 者な り。 樂燒 主義 ノ ン コ 趣味 を 以て 鳥 羽 僧正の 畫を律 せんとす る は 

瓢锒を 以て 鯰 を 押 ふるの 類 か』 (墨汁 一滴) と 云 はれて ぬる 如き も その 1 例で ある。 

私 等が 左 千 夫 先生の 無 一 崖 庵に 出入す る やうに なった ころ は、 よく 茶 を もてな 

7 

された が、 若い 連中 は 誰も 茶の湯の 様式と か 作法な どと いふ もの を辨. へて 居る も ？ 


の はなく、 困った ものであった が、 先生 はそんな ことに は 一向おか^ ひなし であ お 

つた。 ただ 『菓子 を 食って から やりた まへ』 などと 云って、 先づ謂 はば 自. Eg: の 

茶の湯と でも 謂って いい ものであった。 今でも 土屋 文明 君な どが、 『何しろ 睾丸 

をの どかせながら 飮む 茶の湯な ど は 世の中に ないで せう』 などと 話して 笑 ふの だ 

が、 先づ そんな 具合であった。 唯眞閣 とい ふ 小さい 茶室で は戀 人から 來た 手紙 を 

讀ん で、 それ を 無造作に 破 い て 炭 籠の 中に 放り込んで おくと い ふやうな 茶の湯で 

あった。 

さう いふ こだ はらない 茶道で あつたが、 この 茶の 道 は 先生 五十 年の 實 生活、 生 

涯の藝 術に 纏って、 影響 を與 へて 居る。 先生の 歌に 高雅 幽玄の 味 ひの 滲み込んで 

ゐ るの はや はりこの 茶道の 趣味で ある。 そして 晚 年の 文中に、 『精神の 不安 を不 

安ながら に 一 日の 閑居 を 貪り、 籠庵獨 居、 久 振で 茶に 親しんだ。 陶器 ゃ签 や、 古 

畫 一幅の 靜 けさ、 釜の 煮え 香の 燻り、 茶 事の 面白味 は 益 趣味の 深さ を覺 ゆる も、 


近く 切 赏 に 感じた。 人生 是れ 苦の 思 ひ は、 容易に 消 ゆべ くもない。 初冬の 靜寂夜 

晚く、 沈んだ 签の 煮え 音 は 何事 か を ささやく 如くに も、 又 深く 人生 を 悲しむ 我が 

心に 共鳴す るかの 様に も 聞え る。 人生の 悲しみ を 共に 語り 共に 泣き 得る 人が あつ 

て、 静 作に 茶 事に 相 慰め 合 ふこと が出來 るなら ばな どと、 考は益 我れ を 悲しみに 

誘 ふので あった。 夢の やうに 不思議な 一 夜であった。』 (is 鈔) と あるの を讀 めば、 

その 人生 觀も藝 術觀も 茶道 も 一 如に 溶け こんで しまって 居る こと をお も はしめ 

る。 

特に 先生の 晩年 は 年々 の 水害の ために、 牛舍が 水に 漬かった り、 牛が 斃れ たり 

いろいろの 生活苦 を 嘗められた ので あるが、 さう い ふ實 生活の なかに 先生の 茶道 

が 溶け込んで 行って ぬると 解釋 すべ きもので、 『深く 人生 を 悲しむ 我が 心に 共鳴 

する かの 榇 にも 聞え る』 とい ふの はつ まり それであった ので ある。 狹ぃ四 壁の 茶 

室に 签の音 を 聞きながら、 我々 門人の 眼から は 下 凡と も 見える 戀 人に 懸命に なつ 
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て 悲しい 戀文 を誊 いて ゐた 先生 を 顧れば、 晩年の 茶の湯の いかなる ものであった 

かが 分かる ので ある。 

白玉の うれ ひ をつ つむ 戀 人が ただう やう やし 物 も 云 はなく 

白玉 は 色 は 透か ぬ. を 透かす とも 底に うたが ； 5 ありと 思 へ や 

玉 をめ で 茶 をめ で 一 人 冬 ごもり 空しき こころ 二十 s 過ぎし も 

是 等の 歌 をよ く 味 はふと、 戀と 閑雅と 茶道と が どんな 具合に 調和して ゐ るか を 知 

る ことが 出來る やうに おも ふ。 本來 からい へば、 官覺 的な 戀 愛と 閑寂な 茶道と は 

別々 なやう にも 取れる し、 寧ろ 禪 などの 寂び を 聯想す るの だから、 芭蕉 俳諧と 茶 

道なら ば 誰でも 首肯し 得る 調和で あり、 また 色 氣の尠 くな つた 老翁の 趣向 をお も 

はしめ るので あるが、 先生の は、 かくの 如き 甘美の 境に も、 亦 茶の 趣味 を 漂 はし 

めて ゐる。 然 かも 『色 は 透かぬ を 透かす とも』 いふ 如き、 微妙な 境地 は、 萬 葉 歌 

人の 感覺に は 無かった もので、 や は， o 茶の 趣味からの 悟入に よって 得た ものと 解 
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釋 する ことが 出來る ものである。 

爐に 近く 梅の 鉢^けば 签の煮 ゆる 煙が かかる その 梅が 枝に 

これ も、 la すれば、 ただ 閑雅 趣味の やうに 見える の だが、 『煙が かかる その 梅 

が 枝に』 の 着 方 は、 戀愛 にかよ ふ扑 情味の 豐 かな 句で、 いは ゆる 單 純な 茶 趣味の 

歌で はない。 然 かも 茶道と は 離れる ことの 出來 ない 關係 にある こと もまた 明瞭で 

ある。 先生の 勾玉 趣味 もまた、 元來は 茶の 趣味から 出發 して ゐ るのお が、 枯渴し 

てし ま はすに、 天平 美人の 肉體 をお も はしめ る やうな ところの あるの も、 やはり 

左 千 夫の 本質 を 通過した 茶道であった からで あらう。 

そして この 悟入 は、 實 生活の 到る ところで 反映した。 先生 は、 茶人の 著る やう 

な もい を^て、 被 風と いふか 何とい ふか 知らぬ が、 茶人が よく 著て ゐ る あれで あ 

る。 それから 信玄袋 を さげたり、 時には 瓢簞 など も、 さげる ことがある。 そして 

：： 十 足です たす た 行 がれる が、 直ぐ 尻 を はしょる とい ふ 風であった。 淺草觀 音の 裏 
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手に 何とかい ふしる こ屋の あるのに 連れて行かれた ことがあった が、 ここの しる 

こ は 東京 一 だとい つて、 ただ 一杯 だけ 食って 出て 來た。 書生の 私 等は少 くと も 三 

四 杯 は 食 ふところ であるが、 先生 はさう いふ こと はせ なかった。 また 先生け， 

が 嫌 ひで、 その 不自然に 就いて しきりに 罵倒し いしいした ものである。 奴等で 取 

柄の あるの はた だ 奴等の 髮 だけお、 髮 だけ は 大切に する から 奴等の 唯一 の 取 柄と 

いふ もの だ、 あとの 一切 は 虚偽の 修飾で 駄目 だとい ふ 持論であった" これな ども 

茶の 閑寂 趣味と 關係 あり、 それに、 虚飾 を排 する 茶道の 簡素 趣味 ともおの づ から 

相 通す る ものが あった やうで ある。 

先生の 茶 も はじめ からさう いふ 境界に 至った もので はなから うが、 年を經 るに 

從っ てこの 妙 境に 至った。 そして、 これに は師の 子規 先生の、 『茶の 道に は 一定 

の 方式 あり、 其方 式 をつ くりた る 精神 を考 ふれば 皆 相 當の理 ある 事 なれ ど 只ミ其 

方. 式に 拘る ために 傳授 とか 許しと かいふ 事 迄 出來て 遂に 茶の 活 趣味 は 人に 知られ 
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ぬ 事と な， o たり。 茶道 は 成るべく 自己の 意匠に よ 6 て、 新 方式 を 作らざる ベから 

す。 其 新 方式と い へど も、 二度 用 ぬれば 陳腐に 墮 つる 事 あるべし』 『茶の 料理な 

ども 料理と して 非常に 進步 せる もの なれ ど、 進歩の 極、 鰹 魚 節の 二 本と 三本と に 

よ， o て 味噌汁の 優劣 を爭 ふに 至， o て は 所謂 半可通の ひと， o よが， o に墮 ちて 餘り好 

まし さ 事に あらす』 (餵汁 一滴) とい ふやうな 意見の 影響 も ある やうに おも へ る。 

左 千 夫 先生に は、 あれ だけの 和歌の 門人が 居た が、 茶の 方の 門人 は 一人 も 居な 

かった。 それ は、 若い者 等 は、 茶の湯な ど は 形式に 墮 してし まった 陳腐な ことと 

して 輕 蔑して 居た からで、 そのころ は 萬 事 和歌の 方で も 新しい 蓮 動 を 興さう とし 

てね たの だから、 强 ひても さう いふ 方面の こと をば 排斥した からで ある。 明治 三 

十九 年に 甞 かれた、 茶の湯の 手帳と いふ 文章の 最初に、 『茶の湯の 趣味 を 真に 共 

に樂 しむべき 友人が、 只の 一 人で もよ いから 欲しい。 繪を樂 しむ 人、 歌を樂 しむ 

3 

人、 俳句 を樂 しむ 人、 其 他 種々 な こと を樂 しむ 人、 世間に いくらでも あるが、 眞 2 


に 茶を樂 しむ 人 は 實に少 い。 繪ゃ歌 や 俳句 やで 友 を 得る は 何でもない が、 茶の！： 

趣味 者に 至って は 遂に 一 人 を 得る にむ つかしい。 勿論 世間に 茶の湯の とい ふ 

もの はいくら も ある。 女子供 ゃ隱居 老人な どが、 埒も なき 手 眞似を やって 居る も 

の は、 固より 數限， o なく ある。 乍 併 之ら が 到底、 眞の茶 趣味 を談 する に 足らぬ は 

云 ふまで もない』 云々 と、 歎聲を 漏らして ゐ るが、 先生の やうな 徹底した 茶の湯 

の 趣味で も 若い者 ども は輕 蔑して 就かう としなかった。 そこで、 先生が 『只の 1 

人で もよ いから 欲しい』 と 云 はれても 駄目であった。 斯く いふ 私な ども その 先生 

の 茶の湯 趣味、 勾玉 趣味 を輕 蔑した 一人であった が、 その 私 も 追々 老に 入って 閑 

寂の 道理に も いくらか 參 入し 得る 境界に 居る やうに なった ころ、 そろそろ 先生の 

茶の 趣味に 關 する 文章な どに も 心を牽 かれて 居る ので ある。 

先生が 茶室の 壁の 趣味 を 愛して、 四 壁 居 道 人な どと も號 したが、 『壁に 籠った 

心地 は 一 層 籠居の 感じ を强 くす る 許りでなく、 其の 籠る 心地に 一 種 云 ひ 難い 趣味 
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が ある。 古人が 洞穴に 籠って、 a! 書 を寫 したと いふ 詩趣 も傯 ばれる ので ある』 

is^ 鈔) の 一文の ごとき も、 朝な 夕な の 私の 心に 沁みる ものに なって ゐる。 ただ 依 

然として 茶 造に ついては 口 出す る 資格な くして 生 を 終 ふる 私で は あるが。 (昭和 十 

1 年 HI 月) 

— 茶道 月報 昭和 十 1 年 六月 號 II 


山形 縣上山 町 は 私の 生れた 村から 小 一 里 南に ある 城下で、 また 古い 温泉 場で あ 

る。 私 は 此處の 小 學校を 卒業した。 上 山 は 温泉町で あるから、 昔から 相 當に榮 え 

たと ころで、. 出 羽の 最上で は 山形 をの どけば 先づ上 山と いふの は 相場であった。 

碧 梧桐 も 曾て 俳諧 行脚 をした とき 『出 羽で 最上の 上 山の 夜寒 かな』 とい ふ 一句 を 

殘 してぬ る。 

上 山で は 今ごろ 朝の 四時 半と いふと カナ カナ 蟬が 一 つの 波動 をな して 鳴 さは じ 

める。 この 聲は 一 種 哀愁の 情 を 誘 ふ もので 特に 生れ 故鄕 にあって それ を 聞く とい 

ふこと は、 老若に よって そんなに 變り はない、 沁々 とした 氣 持になる もので あ 


る。 つまり づ うづう しく 寢て など 居られぬ と い ふ 心の 有様で ある。 

そこで 私 も寢て 居られす に 宿 を 出て、 溫泉 街の 裏手の 山の 方に 步 いて 行った。 

まだ $1 が 眠って ゐて、 たまに 湯治 客が 共同 湯に 通る こ ゑな どが する ばかりで あ 

る。 山の 方の 遨 になる と 全く 人 音が 絕 えて ゐる。 併し 東方の 藏王山 を 中心とした 

脊梁 山脈の 筌 に は、 もうう す 黄色に 明るみが さしかかって ゐる。 私が 少年の こ 

ろ、 かう いふ 光景 を 『湊が 白んだ』 と 云って 父な どから 敎 はった ものである。 山 

國 にあって 『湊が 白む』 も を かしい 言 ひま はし だが、 これ は 恐らく 仙臺 あたり か 

ら輸 人せられ た 言葉で、 意味な どの 詮議 を經 すに、 そのまま 代々 使 はれた もので 

あった だら う。 現在で も 老農 達 はや はり 『湊が 白む』 と 云って 居る。 

私 は カナ カナ を 問き、 草の 露 を 踏んで 山の 麓を步 いて： Q ると、 曉 は晚景 とその 

趣が S つて、 刻々 に 光明 界に むか ふとい ふやうな わけで ある。 そのうち 太陽が 山 

の 上からの ぼった。 光 はま だ 弱くて 柔ぃ。 然るに どうお。 その 柔ぃ 光の 中に うつ 
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る 私の 影と いふ もの は、 いかにも ひょろひょろした 長い もので、 裾 を 端折った 二  8 

2 

本の 脚な ど は、 まるで 沙漠に 居る ジラフと いふ 獸の 脚の やうに 長い。 つまり 動物 

園に ぬる あの 麒麟で ある。 或は もっと 長いと 謂っても 決して 僞 ではない。 これが 

萬 葉 集な どに 見える 『朝 影』 とい ふ 奴で ある。 

萬 葉 集の 歌人 は、 戀愛 をして、 戀の ために 惱んで ひょろひょろに なった こと を 

つ 朝 影に わが 身 はなり ぬ』 と 云って ゐる。 これ は 全く 寫 生から 來てゐ るので、 た 

だの 觀念 的な 言 ひま はしで はない。 これ を 非常にお もしろ くお も ふので あって、 

萬 葉 時代の 誰も 彼 も、 朝 は 早 起で、 役所に 勤める にも、 野良に 働きに 出る のに 

も、 一夜 寢た 女の 處 から 歸 るのに も、 太陽の 出ない 時分に 家 を 出る の だから、 こ 

の ひょろひょろして 長い 影 を、 天氣さ へ よければ 每 0 の やうに 見て ゐ たもので あ 

る。 それ を應 用して 『朝 影に わが 身 はなり ぬ』 と 使った。 このへんの 關係は 誠に 

おもしろい。 


私 は 少年の ころ は、 曉の 暗い うちに 起き 起きした から、 この 『朝 影』 とい ふ 奴 

を 幾度 見た か 知らないが、 そのころ は 萬 葉の 歌な ど は 知らぬ 時分 だんら、 その ま 

まに 通過して しまって ぬた" 然るに この度 それが 極めて 鮮明に 且つ 一 種 特別な 色 

調 を 持った ものと して 經驗 する ことが 出來 たの を 喜んだ。 そして 都會の 神宮外苑 

あたりの 影で はや はりこの 言葉と 調和 しないと ころ を 見る と、 このたびの 經驗を 

自分で 愛さなくて はならぬ と い ふ氣 持に もな つたわけ である。 

I 讀資 新聞 昭和 十 1 年 八月 十二！ a I 


椋鳥 通信 

近頃ね むり 藥の やうな つもりで 拾讀 して tQ る ものの 中で は、 鷗外 全集 第 十七 卷 

に收 めら れた 「椋鳥 通信」 など はお もしろ いものの 隨 一 であった" 

この あ； 5 だ 日本に 來 たシャ グ アビ ン のこと が 一九 一 1 年 三月 四日 發 として、」" U 

シァの 歌 者シャ リ アビ ン 四十 囘 登場の 報酬が 五十 萬〃 クブ 〃である』 と 出て. Q る 

のな ども 興味 あるし、 一九 〇 九 年 三月 十二 曰發に は、 『二月 五日に Bruxel】cs で 

Anne  Josephine  Rubay とい ふお 婆あさん が 死んだ。 此人は 拿 破^ 一世が、 こ 

れんら Waterloo の 會戰が 始まる から、 おかあさんと 逃げろ と 云って 頰っぺ た を 

叩した とい ふので 人に 知られて ゐた』 とい ふの が あ. るし、 ^ 五月 十五 H 發に、 
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rDetroit の 病院で Sullivan とい ふ 九十 三歲の 婆あさん が 死んだ。 これ は英軍 

の 兵卒の 連れて ゐた 妻が .Waterloo の戰 場で 生んだ 娘で ある』 とい ふやうな の も 

ある" 世界 火戰 前の 出來 事で、 ヮ〜 テ〃" ー の戰爭 とい ふの は歐羅 巴人の 頭に ど 

の くら： Q 染み込んで ゐた かが 分かる ので あり、 何しろ 私 等に もお もしろ い。 

一九 一 〇 年の 末から 一 九 1 一年に かけて、 ト产ス トイの 晩年から 死につ いての 

通： s が引賴 さ载 つて ゐる。 ト〃 ス トイが ノべ 〃賞金 を辭 返した こと。 馬で 散歩し 

て a つて 人事不省 になった こと。 每日散 步は廢 せない が肝臟 部に 痛みの ある こ 

と 十一月 十日の 早朝 家出 をした こと。 ォプ チン 僧院 到 著 後の 模様。 アスク ポヲ 

驊 に 病臥して ぬる 容態。 『ァ ス ク ボヲ驛 に 病臥して ぬる ト 〃ス トイ は 體溫は 降つ 

たが、 心臓が 衰 へた。 併し 新聞 を讀 ませて 聞く ので、 本人の 事に 關 する 記事 丈 を 

除け て、 讀んで 聞かせる。 譫語に は 妻 を 呼ぶ ことがあ るが、 醒める と、 面會 しな 

いと 云 ふ。 シャモ 〃デン スク尼 院にゐ た 時 、探偵が 來 たと 云って、 伯は院 から 出 2 


たの だが、 それ は 伯の 友人 セ グゲ ユン コ の 息子が 廊下 を往 反して ゐ たの を 見誤つ 3 

たので ある』 『アスク ボヲ驛 に 病臥して ぬる トグス トイ は 嗜眠、 脈の 結 代、 吃逆 

等の 惡 兆を呈 して 來た』 云々 と 報じて ゐる。 然るに さう いふ ト〃 ス トイの 狀 態に 

0 いて 世評 を も 報道して ぬる。 その 1 二 を 次に 抄記 するなら、 

〇 カプリに ゐ る マキシム. ゴ〃 キイ は、 トグス トイ 伯の 訃音の 虛傳 せられた 

の を 聞いて 卒倒して、 醒覺 してから も、 絕 食して、 家族 を 近づけなかった。 

虚報と 知れて がら、 やう やう 常態に 復 した。 (十一月 十八 日羅 馬)。 

〇 ミュンヘンに： Q る、 パク グ • ハイゼ は、 「トグ スト ィ 伯銜氣 と老耄 との 爲 

めに 狂言 を演 す」 と 云った。 (ピ コ 尸 記者の 談)。 

〇 伯林に 滯 在して ゐる、 グ〃" 〃ト. 、ノ ク ブト マ ン， が 云った。 ト〃 ス トイ は 

今の 产 ー テグで ある。 老後の 擧動 を廣吿 だな どと 云 ふの は 誤で ある。 (〃ス 

コェ • スヲ&  )。 


o 一た び トルストイ をグ— テグに 比した ハク ブト マン は、 之 を 「第二の サ.， ソ 

t ナ。 ラ」 と稱 した。 (ベ 〃リネ 〃タ， I ゲブ ラ ッ ト )o 

ざっと かう いふ ものである。 ゴ 〃キイが 卒倒した とい ふの も眞實 で、 さもあった 

らうと おも はれる" パク 〃• "ィゼ は 八十 歲の 老翁に なって、 『一代 貴族の 名眷 

の附 いた 勳章を 貰った" これから は、 フォン • ハイゼで ある』 とい ふ 通信が や は 

りこの 椋鳥 通信に 出て cQ る ほどで、 然か もミュ ン へ ンに 住んで： Q たの だから、 ト 

〃ス トイと 肌が 合 はぬ の も 無理が なく、 また 晚 年の ト 产ス トイな どに つ いて 理解 

も 出 來 なかった と 看て 差 支ないで あらう。 無遠慮な 評語 だが、 ハイゼ はさう 信じ 

て さう 云った ものと 見える。 "クグ トマ ン の 評語に は、 そのころ 現代 第 1 流の 作 

まとして、 トグス トイに 對 して 別に 嫉視す る 必要 もな く、 幾分の 會釋 が其處 にあ 

っ^に しても、 "クプ トマ ン はさう！ g じた こと を 疋 直に 云った ものと 解釋 して い 

い やうで ある。 


さう して 見れば ト グス トイの やうな 大きい 人物で も 傍から は 滕手氣 儘な 評語 を 

冠せられ て； Q ると いふ ことになる。 『街氣 と老耄 とのた めに 狂言 を演 す』 とい ふ 

評語と、 『現代の.〃— テ〃』 とい ふ 評語と ではたい した 相違で、 それが いづれ も 

第 一 流 どころ の 文人の 評語な ので あるから、 致し方が 無い とい ふ ものである。 

ここで 私の 興味 を惹 くの は、 鷗 外の 椋鳥 通信 は、 ただの 文藝 通信で なく、 普通 

日刊新聞から をの 資料 を 得て 居る ために、 全面が 活 々としてぬ て、 人間的、 現世 

的な に ほひが 漲って： Q ると いふ ことで ある。 かかる 批評な ど は、 先づ 普通の トグ 

スト ィ傳に 無い やうに おも ふが、 どうい ふ もので あらう か。 

第二に、 こんな 事 もお もへ る。 若し 歐羅巴 アメリカ あた， o に、 鷗 外の やうな 人 

がゐ て、 どしどし 日本の 曰 刊 新聞 を讀み こなし、 恰も 鷗外 の 椋鳥 通： s の ごとく 

に、 本の 文學藝 術の ありさま、 藝術家 文人の 消息が 傳 へられるならば、 嘸 偸 快 

であらう。 『スト ソン ド ベ グヒ はもう 絕 食して ゐる。 ボ— トゾィ ンを 少し 飮む だ 
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けで ある。 夜 も 眠ら. ない。 死期 は 近づいて ぬる』 とい ふやうな 通信で も、 『ザ〃 

ッ マンと いふ 翁が 八十 九歲で 死んだ。 ゲェテ を 目撃した 最後の 人で ある。 フ イマ 

〃の 庭で ゲ ュ テの 孫と 遊ぶ 時、 ゲ ュテ がい つも 出て 見た』 などと いふので も 好 

い。 モナ、 リザ を盜 まれた〃 ー ブ 〃館長が 職を罷 めて ァテ ンの佛 蘭西學 院長と し 

て 赴任した とい， ふので も 好い。 その 盗まれた モナ. リザ を 發 見した、 ュネ チアの 

ゲソ は、 ,1. グ〃 の 懸賞 を 貰； 5、 勳賞を 貰った のに 満足せ す、 畫の 見積價 格の 十 

分の 一 を 要求す る 訴訟 を 起した とい ふので も 好い。 日本の 文藝が 追々 歐羅巴 語に 

譯 されて 讀 まれる やうに なり、 つ いで 日本語の 原文で 讀 まれる やうに でも なれ 

ば、 必す さう いふ 通お も出來 ると おも ふが、 先づ當 分の あ ひだ はむ づか しいか も 

、  I 文 爇 懇話 會 昭和 十二^' 三月 I 

5 

4 

2 


赤 彥歌碎 

明年 は久保 田俊彥 (島 木 赤彥) 十三 囘 忌に 當 るが、 信 濃で は久保 田俊齊 先生. d 

悼 謝恩 會 をば 本年 行 ふこと とし、 その 會の 事業の 一 つと して、 赤彥 歌碑 を：： 濃詉 

訪郡 富士見 村の 公園に 建てる ことにな つた。 なぜ この 富士見 公園 を 選んだ かと い 

ふに、 此處に は 伊藤左千夫の 歌碑が 建って： Q るからで、 左 千 夫 歌碑 は、 

寂し さの 極みに 堪 へ て 天地に 寄す る 命 を つくづくと おも ふ 

と レふ左 千 夫の 歌 を 赤彥が 書いて 大正 十 一 年に 建てた ものである。 左 千 夫 はこの 

富士見 高原 を 愛し、， 

{仝 近き 富士 見の 里 は 霜 早み いろづく 草に 花 も 匂へ り 


、 


，訪 ^り を 鄙と はにかみ 虔し くものする 君に あやに ぁづ めり 

秋草の しげき 思； 3 を 言 ひがて に まつ はる 露 を 手に 振りお とす 

などと いふ 歌 を も 作って ゐる。 歌碑の 歌 は 蓼 科に 近い 高原の 歌で あるが、 歌の 內 

容が 一 般 的で 何處で 作った としてもよ いから、 この 歌 を 選んだ のであった だら 

う。 それ を 萬 葉 假名の 謹厳な 楷書で 書いた。 

左 千 夫 歌碑の 建った 時には、 私 は澳太 利の クインに 留學 中であった。 近時、 歌 

人の 歌碑 建立 は 一 つの 流行と なり、 現代で も 一 かどの 歌人と 稱 する もの は 競うて 

歌碑 を 建て、 .Eft の 歌碑 を 建てなければ 萬 葉の 歌碑 を 建てたり するとい ふ 具合に 

なって： Q る。  t 

そこで 今囘 の赤彥 歌碑 建立の ごとき も 一 つの 流行に 動かされた やうに 見える け 

れ ども、 赏は 大正 十一 年に 旣に 先鞭 をつ けた もので、 當 今の 歌碑 建立 流行 は、 恐 

らくお 千 夫 歌碑 建立に 動かされた もの だら うと も 謂 ふこと が 出來、 この 結論 は、 


歌壇の 歷 史とァ ララ ギ との 關 係に 想到す る もの は、 妄 論と は 誰もお も はぬ であら 8 

う。 をの 左 千 夫 歌碑の 續 きとして 赤彥の 歌碑が 建った のであった。 赤丧 ^ ゆ 24 

は：  1 〜 

みづ うみの 氷 は 解けて なほ 寒し 三 曰 月の かげ 波に うつろ ふ 

とい ふので、 この 一 首 を 選ぴ、 萬 葉 假名に して 私が 書いた。 赤彥の 歌に は、 歌？ 

の 歌の 候補と なった 

高槻の 木す ゑに ありて 頰白 のさへ づる 春と な 6 にけ るが も 

いや 曰け に. 靑 むみ 空 や この頃 は 時雨の 雨の 降る こ ともなし 

V にし ひそめる もの を 常 知れ 6 心 かなし も筌 澄む このごろ 

. 天と ほく 下り： Q 沈める 雲の むれに まじ はる 山 や 雪 降れる らし 

などの 歌 は、 皆 佳作であって、 高原に 建てる 歌碑の 歌と して は 却って ふさ はしい 

とも HC. つたので あつたが、 種々 相談の すゑに 『みづ うみの』 の 歌に 極めた ので b 


つた。 この 歌 も赤彥 一代に 於け る 傑作の 一つで ある。 

私 は 十月 二十 三日 午後 零時 三十 五分 發の 汽車で 新 宿を發 つたが、 富 士見を 過ぎ 

おころ 車 房で 澤 山の 馬が 誡訪 から も 出征した とい ふこと を 聞いた。 そしてい よい 

ょ出發 とい ふ 時に、 或 村で は擧 つて 白 飯 を 焚いて 食べさせた とい ふこと も 聞いた 

. じ、 また 或 村で は誠訪 社の 御 守護 を 馬の 頭に © いて、 彼等の 武運 を 祈った とい ふ 

こと も ^ いた。  ， 

上 諷訪に 一 泊して、 翌 二十四日 東京から 來た 友人と 合して 富士見 村に 行った。 

歌碑 除幕式 は 富士見 公園で 行 はれ、 次第 は、 一同 著 席、 修祓、 除幕 (令孫に よつ 

て 行 はれ^)、 降神、 獻饌、 祝詞、 玉串 奉奠、 撤饌、 昇 神であった。 次に 追悼 謝 

恩 式 は富士 見小學 校で、 開 式の 辭、 經過 報告、 式辭、 祝辭及 追悼 謝恩 談、 謝辭、 

閉 式の ® の 順序で 行 はれ、 ついで 追悼 法會が 信用組合 事務所で 、一同 著 席、 讀經、 

燒香、 挨拶の 順序で 行 はれ、 午後 五 時に 萬 事 終了した。 


東京に 歸る 人々 は 五 時 四十 分發 でた つた。 私 はもの 夜 懇親 會に 列して 上！ S おに 

1 泊し、 翌 二十 五日の 七 時 五十 分發の 汽車で 東京に 歸っ た。 

明年 は赤彥 歿後 十三 年になる とい ふから、 月日の 速く 經っ こと を 感ぜし める。 

故人に 對 する 追慕の 情と して 何 か具體 的な ものが 欲しい とい ふので、 歌碑の ffi 立 

ともなる ので あるが、 このごろ 左 千 夫 碑が あまり 石摺を 取った ので 石が 損じたら 

しく、 また 安つ ぼい 石版 摺が 富士 見の 飲食店な どの 店頭で 賣 つて ゐ るの を 見かけ 

た。 併し、 左 千 夫の 歌碑 も 赤彥の 歌碑 も 此處の 高原に 建って ぬるの だから、 その 

氣持は 無くしたくない ものである。 (十月 二十 八 B 記) . 

I 日本 鏔書 新聞 昭和 十二 年 十 1 月 十五 B I 


2  HO 


ぎ砲聲 


上 

私が 神 田から $: 山に 移って 來 たの は 日露. 戰役當 時で、 長兄と 次兄の 出征す るの 

を 新 宿驛で 送った が、 柬北兵 はいきな り黑溝 臺戰の やうな 劇しい 戰 に遭會 し、 實 

戰と いふ もの は 成程 ひどい もの だと 兵が 皆 思った し、 機關 銃の 音 も その 時 はじめ 

て經驗 したので あった。 そこで はじめは 何とも 思 はぬ カタ カタ カタと い ふ 一昔が、 

追々 恐ろしく ig こえる やうに なった とい ふ 話 をよ く 聞い たもので ある。 戰が濟 

んで、 もう 大正に なつてから、 私の 書 齋に たまたま 機關 銃の 音が 聞こえて 來 るの 
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が、 感覺 として は 非常に 新鮮で 珍ら しい ものであった。 そこで 私 は 一つ 二つ その 2 

5 

2 

機 關銃聲 の 歌 を 作った ことがある。 をれ が 今ではもう 陳腐に な つてし まった か 

ら、 歌に ももう 作る 氣 にならない。 

秀吉が 伏 見の 城に ゐた とき、 城外で 四 五十ば か 6 鐡砲を 放つ 音が した。 近侍の 

者が 驚き 怪み、 寧ろ 慌てる 態であった が、 秀吉 いふ、 あれ は 大名 共が 鳥 打に 出て 

込めた 玉 藥を拔 くの だ。 そこで しらべた ところが 果して さう であった と いふ 話 

が、 老人 雜 話に 出て ゐて、 『太閤 伏 見に て 砲聲を 聞され し 事』 と 題され てぬる。 

原文に は、 銃聲の 聞こえた 時、 『人 皆怪 む』 と あり、 秀 吉の容 子に ついて、 『笑 ふ 

て 御座す』 とか、 『太閤 笑 ふて 云』 とか 云って ぬるの は、 秀吉の 泰然自若 として 

ゐ るのに 引 さかへ て、 近侍の 者の 驚いた さま を 想像す る ことが 出來 る。 ここの 文 

章 は 秀吉と 近侍の 態度と を對照 させて ゐ るので 秀吉 のみ 偉く 聞こえて ゐる が、 秀 

吉も內 心 驚いて ゐたに 相違ない。 


併し 銃 聲に驚 い て も 毫も 秀吉の 沽券に かか はる ことが な いとい ふの は、 秀吉と 

雖 さう いふ 音響に 馴れて ゐ ないから で、 戰爭の 音響 は 時代と 共に 劇しくな り、 グ 

H 〃ダン 戰の砲 幣の音 など は隨分 はげしい もので、 砲兵が 耳 を 保護しつつ 打って 

ゐる寫 具 を 見た ことがあ るので 分かる。 私 等 は 西部 戰 線で 聞こえた 音響 まが ひ を 

映 S に 仕組んだ の を 聞いても 體が どくどく する やうで あるが、 死ぬ 氣 遣がない か 

ら とい つて、 あの 音響 を むさぼり 聞く とい ふの は勿饋 ないやうな 氣持 のした こと 

も ある。 

下 

今度の 戰爭 では 日本の 從軍 記者 は 第 一 線に 出て 工兵の 決死隊な どと 一 しょに 活 

躍して ゐる こと は、 映畫 でも 壁のと ころから 駆け出して 向う の 壁のと ころに 隱れ 

ると ころな どが 映って ゐ るので、 私 等 ははら はらして 見て ゐ るの だが、 看客の 方 
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では 死ぬ 氣遣 はない。 

今度の 事變は 世界で 最も 尖端 的戰鬪 だから、 空陸 海からの 砲聲の 轟きで、 『朝 

來殷々 たる 砲聲』 などと いふ 句 は事實 その 儘 を あら はした ものであるが、 いよい 

よ 突擊戰 肉薄 戰 になって 來 ると、 近い 音響の 方が 直接な 烕覺 になる ので、 殷々 た 

る砲聲 とい ふの は、 その 形容が 適切でなくなる。 迫撃砲の 音な ど は パシヤ！ パ 

シャ！ とい ふやうな 音に 聞こえて、 寧ろ それが 直接的に ひびく とい ふこと を^ 

いた。 

從軍 記者の 走る 場面で も、 彈 丸が ヒュ ー ヒュ 〜と 音して 通る ところ を 走って ね 

る。 あ V いふと ころ を 記者が 通り越して 辛うじて 土 S 頭の 陰に 隱れ る。 この 土 ig 

頭 は 支 K に 行って 見る と 到る ところに ある。 敵 兵 を 背後に して その 土 倦！ S のかげ 

に迎り 著いて、 雨の 足 を 伸ばした。 その 時に も彈 丸が ひっきり 無しに 飛んで 來、 

直ぐ 前の 水 溜な どに 落ちて 飛沫 を あげた 6、 直ぐ 前の 柳の 木に 當 つて ぐらぐらと 


搖 がしたり する。 さう いふ 時な ど は、 ヒ ュ—、 ヒュ —とい ふ 音が 最も 直接的に 聞 

こえる、 記者 諸君 は 兩足を 伸ばして、 

* 『落 著け。 落 著け。』 

と 云 ひ 云 ひ、 产ック サックから 林檎 を 取り出して、 剝き はじめた が、 皮 を 餘り厚 

く剝 いたので、 林檎が 小さくな つてし まった。 かう いふ 實驗談 を 私 はまた 聞きに 

聞いて、 M 戰で 生死の 境界に 立ち まじって ゐる 時には、 誠に このと ほりだと おも 

つた。 

•  S 近の^ 鏺 一一 ュ 〜スを 見る と、 南京の 城壁 を 直ぐ 近くに して、 決死 兵の 駆けて 

くる 場面が あった。 カメラ は その 決死 兵の 來る前 側面に 置かれて ゐる箬 だが、 兵 

は 走って くる 途中に 鐡兜を かしげた。 これ は 雨風な どに 向って 走る ときに する 人 

間の 體勢だ から、 あの 時には どのく らゐ彈 丸が 飛んで ゐ たか 分からな， い とお も 

5 

ふ。 その 音 は 重砲の 音な どと ちがって、 ヒュ ー、 ヒュ ー とい ふ 微かな 音に 相違な 2 


y 結論と か 話の 落と かいへば、 その 音 を 最も 直接的 だとい ふこと にして、 前の 6 

秀吉の 話に 結 付けて 小 文 を 纏める とい ふ 手段になる ので ある。 

— 讀書 新聞 昭和 十 111 年 1 月 一 日 及び 五日 I 


海 犬 養 岡 麿 應詔歌 


〇 

しるし  あめ • つち  3> 


われ 生ける 驗 あり 天地の 榮 ゆる 時に 會 へらく おもへ W 

この 歌 は 天平 六 年 (^照 に、 ！p<1i^ 覼^ 零 か、 詔を應 はりて 作った 歌で、 . 

萬 葉巣卷 六に 載って ゐる。 岡 麿の 傳記 はよ く 分からぬ が、 海 犬 養 氏に ついては、 

しやう じろ ぐ 

耆紀 天武紀 に、 十三 年 十二月 己 卯、 海 犬 養 連 賜 ^ 姓 宿 禰-と あり、 新撰 姓氏 錄卷十 

7 たつみつ み、 -と 

五に、 右京 神 別、 海 犬 養、 海神 綿 積 命 之 後 也と ある ものである。 『海』 を アマ 
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5 


と 云 ふの は、 『海 部 • 山 部 • 山守 部』 (古事記) などの 『海 部』 を も アマと 訓 ませ 8 

て： Q る。 この アマの 部族に 就き 萬 葉で は、 泉郞、 磯 人、 海 夫、 海 子等と も 書いて 

ぬるが、 海 犬 養 氏と も その 稂源を 同じう する ものと 看る ことが 出來 るで あらう。 

おんたみ  f  K 

一 首の 意味 は、 夭 皇の御 民の 一 人で ある 私 は、 切赏に 生き甲斐の ある こと を感 

する。 天地と 共に 興隆 限， O なき この 聖代に 生れ 合せた こと を 思へば、 とい ふので 

ある。  .  . ： ： 

この 歌の、 『御 民』 といって、 『御』 の 字 をつ ける の は、 天皇の 臣民で あるか 

ら、 尊んで 『御』 の 字 をつ ける ので、 萬 葉で 『百姓』 をォ ホミタ カラ (大御 W) 

と訓 ませ、 書紀 で、 百姓、 民、 萬 民、 人民、 蒼生、 公 氏、 黎民、 億兆 等 を 盡くォ 

ホミタ カラと 訓 ませて： Q るの も 同じ 道理で、 『大君の 御楣』 と 云って、 軍人の こ 

と を 自ら 尊んで 『御』 の 字 をつ ける の も、 天皇の 統べた まふ 軍人 だとい ふのに 本 

づく 表現で、 日本 國語 特有の ものである。 和名 鈔に、 人民、 和名 比止久 佐。 一 云、 


於 保 太 加 良と ある。 大 资の義 である。 ミ タミと 使った 例 は、 萬葉卷 一、 藤 原宮の 

^民の 作った 歌に、 『其 を 取る と、 さわぐ 御 民 も 家 忘れ、 身 もた な 知らす』 云々 

と あり、 持統 天皇 時代に 萬 葉に 旣 にこの 用例が あるので ある。 

『生ける 驗 あり』 は、 現代語に 翻せば、 誠に 生 甲斐の ある こと だと、 强く詠 じ 

たので ある。 驗は 靈驗、 效 驗の驗 で、 支那の 注に は、 效也、 功也と あ， o、 我國で 

も、 類聚 名義 抄、 字 鏡 集 等に も、 シ K シ、 アキラ 力の 訓が ある。 萬 葉で、 印の^ 

てた ごとく、 結果と して 標 (效果 ) の 現出して 來る 場合に 使 ふ。 萬葉卷 三、 

た b- と  しるし  ひとつき 

大伴 旅人が 酒を躜 美した 歌に、 『驗 なき 物 をお もはや は 一 坏の 濁れる 酒 を飮 むべ 

く あるら し』 とい ふの が ある。 この 歌の、 『驗 なき 物』 ば、 效杲の 無い とい ふ 意 

味 だから、 甲斐ない 事、 下らぬ 事と いふ 意味に 落 著く。 岡 麿の、 『驗 あり』 は そ 

の反對 だから、 效 果の顯 著な 事、 甲斐 ある 事と いふ 意味になる ので ある。 なほ 次 

の 例 を 見よ。 


草枕 旅に しあれば 獨 して 見る 驗 無み 海 神の 手に 卷 かした る珠 襻 

やど  ， おは  oooooo 

橘を屋 前に 植ゑ 生し 立ちて 居て 後に 悔ゅ とも 驗 あらめ や も 

まゐ  o  o  o  o  o 

降る 雪 を 腰に なづ みて 參 $ 來し驗 も あるか 年の はじめに 

ひな  やっこ あめ Is と  oooooo 

天 ざ かる 鄙の 奴に 天人し 斯く戀 ひすら ば 生ける 驗 あり 

驗な き戀を もす るか 夕され ば 人の 手 まきて 寐 なむ 兒ゅ ゑに 

上ろ こ  ぬ o  o  o  o 

こ ほろ ぎの 待ち 歡べ る 秋の 夜 を 寐る驗 なし 枕と 吾 は 

いは  o  o  o  o  o 

高麗 錦 鈕の結 も 解き放け す齋 ひて 待て ど驗 なき かも 

ほととぎす 此處に 近く を來 鳴きて よ 過ぎな む 後に 驗 あらめ や も 

斯うい ふ 用例 を參考 して 悟るべき で、 萬 葉 集に は、 『生ける 驗ぁ り』 とい ふ 用例 

は 二つ ある。 それが 新 古今 あたりに なると、 『春 日 野のお どろの 道の 埋れ水 未だ 

に 神の しるし あら はせ』 等と なり、 幾分 色調が 變 つて、 『甲斐 ある』 『甲斐な き』 

の 方が 多くな つて 來 たので はない かと 思 はれる。 やはり 新 古今に 『濱 千鳥 ふみ K 


く 跡の 積り なば かひ ある 浦に あは ざらめ や は』 『中々 に 消えば 消えな で埋 火の い 

きて 甲斐な さ 世に も あるかな』 と あるた ぐ ひで ある。 

『天地の 榮 ゆる 時』 は 天 も 地 も 共に 榮 える。 天地の 如く 永遠に 繁榮 する、 天地と 

共に 永遠に 興隆 するとい ふ 意味で、 詞が 簡淨で 充満して 居り、 極めて 强ぃャ マト 

コトバ である。 若し これが 支那であった ら、 かう 簡淨に は 行かぬ。 例へば その 頃 

旣 に渡來 して ゐ^、 文選 を 一瞥しても、 神 雀 五鳳 甘露 黄 龍之瑞 とか、 聖 皇宗 祀穆 

etsi.^ 上帝^ i" とか 云って、 繁瑣 巧麗に 始^して ゐ るのに、 日本の 歌 は、 それ を 

やまと  かむ  ことあげ 

その 儘 校 倣して ゐ ない。 由 來我國 では、 『あきつ 島 日本の 國は祌 がらと 言擧 せぬ 

とい ふ ことがある。 これ は、 無駄な こと を べらべらと 饒舌せ ぬ國、 屁 理窟 を 

述べた てて 日 を 暮らす こと を せぬ 阈と いふ 意で ある。 從 つて 言語 も簡淨 にして 充 

足して ぬる。 これ は 賀茂具 淵な ども カ說 したと ころで 『上なる は言少 くして 雅 

ぴ、 心 ひたぶ るに して 愛でたし』 (萬 葉考 序) とい ひ、 『日 放る^ 人 は 巧みなる 事 " 


を 好む』 (語意 考) と 云って： Q るの を 見れば 分が. る。 次に 參考 歌と して ァメ ツチと 

いふ 語の 入って ぬるの を 示す。 

天地と 相榮 えむ と 大宮を 仕 へ まつれば 尊く うれしき 

お ほ きみ  を ざと 

> 天地に 足ら はし 照りて わが 天皇し きませば かも 樂 しき 小 里 

つか  く  3 き し き 

天地と 久しき までに 萬 代に 奉へ まつらむ 黑酒 白酒 を 

先師、 伊藤左千夫 先生 は、 明治 四十 年、 雜誌 ァシビ 第四卷 第一 號で 『一岡の 元 

氣を顯 現せる 歌 あり や』 を 公に した 時、 岡 麿の 此 一首に 言及し、 『意 は簡 短な り。 

陛下の おん 民た る 吾 は眞に 長生した る 甲斐 ありし、 此 天地 榮 ゆる 時に 逢 ひしお を 

思へば、 眞に 生きて 居りし 甲斐 ありし よと なり。 思想の 簡明なる は 作者の 率 を 

傯ば しめ、 依て 以て 作者の 元氣を 感ぜし む。 詞調勁 健に して 句法 莊重、 眞に 堂々 

たる 大丈夫の 聲明 たるに 協 はす や。 作者 自身 を發 揮す ると 同時に、 能く 時代の 元 

氣を發 揮せ る を 見る』 『作者 自己の 發現は 自然に 國. 民の 元氣を 代表せ り。 與に能 


く^代の 壯觀 をた たへ^ て遺慽 なしと 云 ふべ し。 聖 武の ffi 代に あら ざれば 此の 歌 

を 詠む こと 能 はす。 此の 歌に あら ざれば、 聖武の 盛 世 を盡す こと 能 はざる の感ぁ 

らしむ』 『嗚呼 明治の 盛 世 は實に 天平に 十倍す。 然も 此の 盛 世 を 歌うて、 ー國 の 

元 氣を顯 現し 得た る 作歌 如何と 見れば、 予は悵 然として 大息 を 漏らす の 外な き 

を 如何にせ む。 嚓。 丁 未 歲旦硯 を 洗うて 無 一 塵 庵に 記す』 かう 先師 は 云うて 居 

る。 . 〜 

私の 云 はむ とすると ころも、 旣に 先師の 言に 盡き • でゐ る。 此歌は 萬 葉 集中に あ 

つて、 sds すべさ 歌の 一 つで ある こと もまた 同檨 である。 そして、 かう いふ 思想 

的と も^ふべ き 歌 は、 聲調 によって その 效杲 を擧げ 得る ものである こと を もまた 

先師の：？；：： のと ほりで ある。 賀茂眞 淵が、 『御 民 われ 生ける 甲斐 ありて さすた けの 

バが 御：： 2 を 今 曰閗 ける かも』 とい ふ 歌 を 作った。 これ は眞 淵が そのころ の 古 調の 

3 

歌と して はせい 一 ぱいの ものであった だら う。 また 作る 時に 岡 麿の この 歌 を 念 中 2 


に 持って ぬて 作った だら うと 推察す る こと も 容易で ある。 併し 岡 麿の 歌に 及ばな ^ 

いとい ふの は、 岡 麿の 歌 ほど、 重厚に して 且つ 簡淨 な聲 調に 行きつ き 得なかった 

ためで ある。 眞 淵の 意力 を 以てしても 斯様で ある。 宣長 以下の ものに 至って はも 

はや 到底 不可能な 境界に あった。 

岡 麿の 歌 は、 かくの 如き ものであるが、 それでも、 『たまき はる 宇 智の火 野に 

馬竝 めて 朝 踏ま すらむ その 草深 野』 や、 『わたつみの 豐旗 雲に 入日 さしこよ ひの 

ヮく上 あきら  ，*  . 

月夜 淸 明けく こそ』 などと いふ 歌に は 及 はない。 それ はどうい ふわけ て ある 力と 

いふ こと を 吾等 は 心 を 潜めて 考 へなければ ならぬ ので ある。 

玆に序 を 以て 云。 海 犬 養 岡 麿の 歌 は、 萬 葉 集の 歌 四千 幾 百 首の 中に あって、 た 

だ 一首 この 短歌が ある だけで ある。 これな ども 大に おもしろい ことであって、 先 

師 伊藤左千夫 先生が 『斯の 如きの 詩作 ありて、 更に 其の 盛大 を 仰がし む。 此に於 

て 1 首の 短歌 も 其の 關係 する 所の 至大なる を 知るべし』 と 云 はれた の は、 やはり 


赏 作者の 言で ある こと を 思 はしめ て、 感 極めて 深い。 (昭和 十 111 年 二月 二十日) 

I 紀元 二 千 六 百年 昭和 十 111 年 四月 號 I 


友^ 語る 


上 

羽 前 上 山 町小學 校の 頃の 友に、 北大 敎授藤 原 正 君が ゐる。 今 は 孔子の 研究に 專 

念して ゐ るが、 六歲 ぐら： Q の 時に 私の 村の 施餓鬼 會に來 て說敎 をした もので あ 

る。 また 彼 は 藤 村 操が 巖 頭の 感を 書いて 華嚴 瀧に 生命 を沒 入せ しめた 時、 一高の 

校友 會雜 誌に 悲痛な 追悼 文 を 書いた。 それ を醫科 志望の 私 等 は； 5 どくむ づ かし い 

と 思って 讀ん だもので ある。 いっか 岩波 茂 雄さん の 自動車に 乘 せて K つて 三人 は 

雷 門前 を 通った。 『齋 藤、 このごろ 御詣， o する か。』 『うん 時々 する。 此處の 近所 


に 菩提寺が あるから な、 や は， o 時^だ。』 『さう か、 觀 音力 は 直接法で いいな。 慈 

妙大 a、  ^甘露 法 雨なん てな。』 藤 原 は 西 光寺と いふ 時宗の 寺の 出 だが、 普 門 

品 を もお も ひ 出して こんな こと を い つた。 

* 京 開 成 中學の 同窓に 宮內省 阖 書 頭 渡 部 信、 陸軍省 醫務 局長 小 泉 親彥、 柬京帝 

^大 學ェ學 部敎授 內田祥 三、 東北 帝 國大學 文學部 敎授村 岡典嗣 等の 諸君が ゐる。 

この 組の 市 來崎慶 一、 山川 一郎、 園 部 潜 諸君の 世話で 時折 會合を やって ゐる。 去 

年 は 吹 田 順 助、 大屋 敦、 蓊原敎 造、 今津榮 二、 渡邊幸 造、 杉 浦 翠、. 磯野 新造、 兒 

玉淸、 牧野 雅樂 之丞、 針 生 利 喜 多、 岩波 武信、 橋本寬 三、 辻 盛、 井上 信、 ， 比留問 

茂 十郞、 田： ！ 八郞、 松宫 三郞、 和 田 信 失の 諸君が 見えた。 懷 しい 會 合で、 小 泉 君の 

加. 服 姿 も 营原君 の 山羊 鬚 も この 會合 では 特別の 色彩 を 持つ わけで ある。 この 組の 

中に 卒業せ すに アメリカに 行った 現在の 書肆 裳 華 房 主人 野 ロ健吉 君が ゐる。 先代 

の 裳 華 房、 王 人時 代に、 鈴 木 天眼の 大日 本歟小 日本 歟、 新渡戶 博士の 英文 武士道、 ^ 


農業 本論、 松 村 博士の 日本 昆 蟲學、 偉人 叢書 等 を 出版した 書肆で ある。 私が 明治 S 

二十 九 年 東北から 出京して ズクズ ク 辯で 東京の 少年に 嘲笑せられ てゐる H: にあつ 

て 唯 一 人 野 口 君 は 仙臺辯 丸出しで 私の ために 氣勢を あげて くれた ものである。 

一高に 入った 時、 中 寮七番 とい ふ 部屋に ゐ たの は、 前 田 多 門、 前田英 一、 E. お 

隆ニ、 熊 谷敦、 八 代 準、 佐 藤 吉郞、 和田閨 三郞、 伊藤 輝藏、 藤 懸廣の 諸君と 僕と 

の 十 人であった。 十 人 は 機 會に應 じて 會 合して： Q た。 一高 を 出て しまって 大 の 

學 生だった 頃の 事で ある。 牛肉 店豐 國で會 をした とき、 法科 組が 飛行機 なんてい 

ふ もの は 空想で 實現 がむ づか しいと いふのに 對 して、 工科 組が、 そんな こと は 無 

い、 間もなく 實現 すると 主張して 相讓ら なかった ことがある。 日露 戰後 11： もな く 

で、 そんな 時代 を も 私 等 は 通過して 來 てぬる。 

一 高 ゆ 第三 部卽 ちた だ 今の 理科 乙と 醫科 大學の 卒業生と は必 すし も 同 一 ではな 

いが、 今でも 會 合し 交驩して： Q る。 先日 厚生省の 高 野 局長が この 欄で 槍玉に 擧げ 


てゐ た。 あ 、いふ 連中が この 組の 部類で ある。 福 岡 志願の 高 橋、 小 池、 進 藤、 佐 

藤、 內 田の 諸 博士が 卽ち この 第三 部 組で ある。 それから 大學 同級 會を 〇 九會と い 

ふの は、 一九 〇 九 年 卒業と いふ 意味で、 すでに 卒業 滿ニ 十五 周年の 謝恩 會も 濟ん 

で、 明年 は滿 三十 年 だとい ふこと である。 

こ の^は 親睦の 濃い もので 木 村、 佐々、 坂 口、 八 田、 柳 川、 山川、 加 藤の 如 さ 

學者 級から、 瀨川、 村 上、 村 山、 福 岡、 松 山、 神 尾、 飯 島、 田澤、 吉田、 小 野の 

やうな 赏行 級、 出 井、 藤懸、 上田、 菊 地の やうな 軍 臀の將 軍 級から、 消化器 病院 

お 神 保 孝 太郞の やうな 超 實行級 も ゐる會 である。 

私 は 一 年後れ て 卒業 試問 を 受けた 時 は、 祌 保：^ すでに 病理 學敎 室の 助手 をして 

ねた。 私が S 後に 長 與敎授 の 病理 解剖 學の試 驗を濟 ませ、 成蹊 館と いふ 下^に 寢 

こス んでゐ ると、 神 保が やって 來 ていふに、 r 齋藤、 なんだ そんな 不景氣 な 顔し 

をって、 ァ 严コホ 〃を 飲んで 反吐で も 突け、 け ふ はお 前に 傳授 する ことがある 


AJ。』 私 は 素直に 彼から 傳授を 受けた が、 もはや 三十 年 近い 過去に なって しまつ P 

た。 - 

下 

をの 連中から 一年 後れて、 私は宫 川、 增田、 高木、 田 村 (春)、 片山諸 敎授の 組 

と 一緒に 卒業した。 そして 吳秀 三、 三 宅 鑛ー兩 先生の 指導せられ る巢鴨 病院に 

は、 下田 光造、 後藤 城 四郎、 林道 偷の 諸君と 共に 入 局した。 醫 局に は齋藤 (玉 男)、 

中 村 (讓 )、 杉 江、 黑澤、 氏 家、 池 田、 橋、 大成、 木 村 等の 先輩が をり、 私が 足掛 

け 七 年 勤務して ゐる うちに、 中 村 (隆 治)、 菊 地、 高瀨、 樫 田、 杉 田、 谷 口、 嵇松、 

兒玉、 金子、 雨 宮の猪 君が 入 局して 來た。 この 年間 は 特有の 雰圍氣 を 形成して ゐ 

たもので、 學 位の 事な ど は餘り 念頭に 置かない 飄々 乎と した 勤務ぶ 6 を 示して ね 

^7 


大正 六 年 私 は 長 崎 醫專に 赴任し、 足掛け 五年ゐ る內、 藥劑 部長 竹 下 澄 人、 皮膚 

科 部長 笹川正 男、 ついで 廣田康 (現 京 城 大學敎 授)、 事務長 出口 本吉、 小兒科 部長 

齋藤秀 雄の 諸君、 それから 長 崎 高等 商業 學校 敎授武 藤長藏 君と 親しくした。 皆 忘 

れ 難い 人々 である。 大正 十 年に 神 尾友修 君と 同船して 留學 し、 神 尾 はクュ ,グ, 

,ヒ に、 私 は塽太 利の ウィンに 行った。 クインの 祌經 學敎室 マ— レ/、 ゾ グク 先生の 

ドに は、 齋 藤眞、 西 川 義英、 久保喜 代 治、 內藤稻 三郞の 諸君と 一緒に 爲事 をし、 

松 本 (容吉 )、 吉川、 和 田の 諸 博士と も 親しく 交った。 

女の 友に ミ チイと い ふ 娘が ゐた。 或 時獨逸 境に 近 ぃド ナウ 沿岸の 古城 を 見に 行 

つた" 娘と 一緒に 汽車に 乘 ると 對ひ 合って 二人の 猶太 人が 乘 つてぬ る。 暫くして 

娘 は、 二人の 男に 聞え よがし に、 『あ、 いやらしい！』 といった。 獨逸 語なら 

Ach  ek 三 luift  ！ である。 これ は 猶太 人 だから こんな こと をい ふので 別に 意味 は 無 

いが、 二人 は 風馬牛で 反 應が毫 しも 無い。 そんな こと もあった。 


日本の 大震災の あった 年 私 はミュ ン ヘンに 轉 じシビ ー ダマ ィュ〃 先生に 從學し 3 
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た。 そこに 滿洲 大學の 大成 潔 君が 來て 一緒に 勉强 した。 杉 田 直樹、 內村祐 之ニ敎 

授も 同門で ある。 もの ころ 魚學 研究の 中 井信 隆君、 麥酒 研究の 西 村 資治君 等が ゐ 

た。 今の ヒ ッ トラ— 總統 がグゥ デンド 〃フ 元帥と 共に 革命 を 企圆 して 成就し なか 

っ^、 あの 年であった。 ミュ ン ヘンで は 一人 も 女の 友が 無かった が、 ミュ ン ヘン 

市立 圆書 館員 レ ッ ク スと いふ 男と 交った。 レック ス君 は獨身 者で ネクタイな ども 

よごれた の を平氣 でかけて ぬる 男であった が、 典籍 趣味が あって、 日本の 誊籍も 

種々 持って ゐた。 明治 六 年 版の 新約 ョ ハネ傳 など も あり、 『な ざれの 人 ゑ そ』 『わ 

れいの ちの 餅な り』 といった 調子の ものであった。 伯林で は 前 田 茂三郞 君と 交つ 

た。 

ァ ララ、 ギを 中心とする 諸 友 は、 先輩の こと は 措いて、 岩波 茂 雄、 橋 本 福 松、 阿 

部 次 郞、： 小宮 豐隆、 安倍 能 成、 池 崎 忠孝、 和 辻 哲郞、 木 下 杏太郎の 諸氏 は 友と い 


ふより は、 恩人と か 師友と かいふべ さで あらう か。 左 千 夫 門下に、 島 木 赤 rt、 せ. 

^千 樫、 中 村 憲吉の 諸君と ：牛 一一 g 百穗畫 伯が ゐ たが、 今 は 皆 この 世 を 去って、 正 岡 

子規 直 門の 岡 麓 翁と、 私の^: 門で は土屋 文明 君が 殘 つてぬ るの みとな つた。 稅所 

敦子 刀自の 歌に 『對 月戀舊 人。 もろともに 見ば やとお も ふ 人 はみ な 苔の 下な り 秋 

の 夜の 月』 とい ふの が あるが、 誠に もって 同じ 感慨と なった。 

土星 君 は、 すでに 老に 入った 私を勞 はり 保護して くれる。 二人 は カバンに 一ば 

ぃァラ ラギ會 員の 歌稿 を 詰めて 選に 出掛ける ことがある。 宿に 著く と 無言で 選歌 

を 急ぎ、 一段落 濟 むと 外に 出掛ける。 先般 土 屋君は 鎌 を カバンの 中に 用意して 行 

さ、 锪 木の芽 を 採って 食 はせ^し、 高原に 擬寶珠 の 芽 を 採って 食 はせ た。 また 海 

a に 心太 草を桀 めて パ ンケチ に 包み 『上等の 心太 を 作って 差 上げます』 といつ 

た。 かう いふ 事 は、 萬 事 土 屋君は 唯 物的 趣味に 本づ いて やって ゐ るし、 私 もまた 

その 唯 物 趣味 だから 都合が いい。 なほ 私 は 歌壇の 中に 生存す るから、 石 原 純、 釋 


迢筌 諸君の 舊 同人 を はじめ、 大日 本 歌人 協會を 中心とする 澤 山な 歌人の 友人がぬ 

る。 

新聞社から たづ ねられた 時、 諸 友の 俤が走 馬燈の 如くに して 私の 意識の 面 を 通 

つて 行った。 それ を 記す とかう いふ ものに なった が、 普段 無沙汰して 孤獨の やう 

な 私で も、 友人の 多い こと 上の 如くで ある。 以下 は 補記す る ことにして 略した。 

(昭和 十三 • 四 • 十 111) 
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鷗外作 「山椒 大夫」 

鷂 外の もの は 通俗的に、 めそめそと 泣く やうな ものが 無い ので、 鷗 外の ものに 

は、 『情』 が 無い、 また 『ネ〃 、ヴォ ジテ』 が 無い と 評せられた ものである。 ネ严 

グォ ジテの 無い とい ふこと は、 近代 人に 特有な 『神經 質』 が 無い とい ふ 意味で、 

常時の 若い 批評家 達に は 物足りなかった ものと 見える。 

この こと は鵾外 自身 書いて 居る。 『己の 書く もの は 隨分惡 く 言 はれる。 穴の 半 

分 あいて ゐる のが 人に 見える のか も 知れない。， 書 K ものに 情が 無い さう だ。 情が 

华 分の 穴から 拔 けて 出た のかと 思へば、 さう ではない さう だ。 元から 無い の ださ 

うだ』 と 甞 いて ゐる" 


これ は 過去の 評で あるが、 岩波から 鷗外 全集が 出てから 鷗 外の ものが 以前より 

も餘 計に 人から 讀 まれる やうに なり、 從 つて 批評 も餘 計に 出る やうに なった。 ま 

た 鷗外を 褒める 批評 も 以前に 比して 多くな つたが、 論難の 批評 もまた 決して 尠く 

はな い。 

この 『情』 が 無い とい ふ 批評 は、 現在に も あり、 いろいろな 人に よって 云 はれ 

てゐ る。 鷗 外の 作の ほんの 一部で ある 歷史 小說 について でも、 やはり 『情』 が 無 

いとい ふ 結論 を當 嵌めて ぬるの もあった。 その 一例 は、 最近 間宫 氏が 鷗 外の 歷史 

もの を 論じ、 鷗 外め 歷史物 を讀ん で、 精密な 考證の 必要 を敎 へられた 代りに、 熱 

情なき 表現と いふ ものが、 文學、 特に 歷史 文學 にと つて 作品 を 不具に する もので 

ある こと を學 ばされ た、 と 云った たぐ ひで ある。 

鷗 外の 歷史 もの は、 考證が 精確 だとい ふ 評判で あるが、 その 『精確』 を飽 くま 

で 認容す る 間 宫氏等 は、 その 『精確』 と、 『不精 確』 と を どの くらぬ の 距離に し 


て 論じて ゐ るので あらう か。 考證 とい ふこと は、 典籍に 據 るの ならば 誰に も 出 李 

ると おも ふで あらう が、 それ を も 怠って せぬ 人が 多い。 この場合 典籍 を しらべ^ 

方の 侧の人 は、 調べぬ 側の 人よりも 考證が 確かと いふ ことになると おも ふが、 典 

籍の 無い 場， 合に は その他の 資料に 據ら ねばならない が、 それ を も 怠って せぬ 人が 

多い" この場合に 資料に 顧慮した 方が、 顧慮せ ぬ 方よりも 考證が 確かと いふ こと 

になる だら う。 鷗 外の 歷史 ものが 考證が 確か だ 確か だと 認容す るの はさう いふ 意 

味の 『確か』 とい ふこと であらう から それに は 自分 も 異存 は 無い。 菊 池 氏 ゃ芥川 

氏り 歴史 ものに 比して 鷗 外の 歷史 ものが 一 段の 高位に あるの は、 その 資料 的に 確 

ft なた めだと い ふなら. Hz 分も赞 成す る。 

然るに、 鹇 外の 歴史 もの は、 必す しも 資料 ど ほりで は 無い。 試に、 「山椒 大夫」 

につい て 少しく 被して 見よう" 


越 迻の春 日 を經て 今津へ 出る 道 を、 珍ら しい 旅人の 一群が 歩いて ゐる。 询 が 

は 三十 歲を踰 えたば かりの. 女で、 二人の 子供 を 連れて ゐる。 姉 は 十 il、 おは 

十二で ある。 それに 四十 位の 女中が 一 人附 いて、 草臥れた 同胞 二人 を、 『もう 

ぢき にお 宿に お 著なさい ます』 と 云って 勵 まして 步 かせよう とする。 二人の 

中で、 姉 娘 は 足 を 引き 摩る やうに して 步 いて ゐ るが、 それでも 氣が滕 つてぬ 

て、 疲れたの を 母 や 弟に 知らせまい として、 折々 思 ひ 出した やうに 彈 力の あ 

る步附 をして 見せる。 近い 道 を物詣 にで も步 くの なら、 ふさ はしく も 見えさ 

うな 一群で あるが、 笠 やら 杖 やら 甲斐々々 しい 出立 をして わるの が、 誰の H 

にも 珍ら しく、 又氣の 毒に 感ぜられ るので ある。 

道 は 百姓家の 斷ぇ たり 績 い たりす る 間 を 通って ぬ る。 砂 や 小石 は 多 い が、 

秋日和に 好く 乾いて、 しかも 粘土が 雜 つて ゐ るた めに、 好く 阇 まって ぬて、 

海の 傍の やうに 踝 を 埋めて 人 を惱 ますこと はな い。 


蘂葺の 家が 何 軒 も 立ち並んだ 一 構が 柞の 林に 圍 まれて、 それに 夕日が かつ 

と 差して ゐる處 に 通り掛かった。 

『まあ あの 美しい 紅葉 を 御覽』 と、 先に 立って： Q た 母が 指さして 子供に 言つ 

た。 

子供 は 母の 指さす 方 を 見た が、 なんとも 云 はぬ ので、 女中が 云った。 『木 

の 葉が あんなに 染まる ので ございます から、 朝晩お 寒くな りました の も 無理 

は ございません ね。』 

姉 娘が 突然 弟 を 顧みて 云った。 『早くお 父う 様の 入らつ しゃる 處へ往 きた 

いわね。』 

『姉え さん。 まだな かな か往 かれは しないよ。』 弟 は 賢 しげに 答へ た。 

母が 諭す やうに 云った。 『さう です とも、 今まで 越して 來 たやうな 山を澤 
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山^して、 S や 海 をお 船で 度々 渡らなくて は往 かれない の だよ。 毎日 精出し 2 


て 大人しく 步 かなくて は。』 

『でも 早く 往 きたいの です もの』 と、 姉 娘 は 云った。 

一 群 は 暫く 默 つて 步ぃ た。 

これ は、 「山椒 大夫」 の はじめの 處の 文章で ある。 この 小說 は、 「說經 さん t つ 

大夫」 に據 つたこと は 明かで あるが、 說經の 方で ほ 母子の 旅立 を 三月 十七 n も. は 

三月 二十 一 日と して あるが、 鷗 外の は 秋に し^。 をして 安壽の 入水 を 翌年の：：：^ い 

ことにした。 說經に は、 『去 程に 月日と まらぬなら； 5 とて、 其 年 もやう やう 慕れ』 

云々 と あるの をば、 鷗外は 月日が 稍 長過ぎる とお もった ので あらう。 また、 露 

物語の 筋から 行けば 旅立 を 秋に した 方が 合理的の やうに おもへ る。 また 母が 佐 渡 

の 農家に 賣られ て 雀 を 追うた の を 秋の 收穫 時と する 方が 合理的 だと 私 等 もお も ふ 

ので ある。 かう いふ 手加減 を も 廣.. い 意味の 考證 とい ふの ならば、 鵾 外の 考證 が隨 


C 
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考 2Sl 


確 だと 謂っても 差 支 はない が、 これな ど は * 料 を 尊重す ると い ふ點 から 行け は、 

^ふ 我儘な わけ だから、 世の 批評家 達 は 原の 資料 を 調べ もせす に、 ただ 鷗外 もの 

は考證 が 確かお 考證が 確か だと いったと ころで を かしな ことと なる ので ある。 

それから 安壽の 額に 燒 火箸 を あてる ところ は 說經に は事實 として 記載して ねる 

のに K 外 は 夢に してぬ る。 これ は殘 酷の 感を うすくす るた めであった らう。 それ 

がら、 厨子 王の 逃げた あとで 安壽は 殺される のおが、 鷗外は 安壽が 入水した こと 

にして ゐる。 說經 に、 『じゃけんの 大 夫三郞 が、 すいく は を あて、 せめころ す。 

さらばし が ひも 取 置か。 爱の かや はらに 手が 一つ。 かしこの つ、 じの かぶに あし 

一つ。 いぬから すが 引 あらせし を』 云々 と あるが、 鷗外 はこの 資料 を 除いて ゐ 

る。  ， 

それから 厨子 王が 疋 道と なって 世に出る やうに なつてから、 山椒 大夫を 殺す の 

である。 『まづ 火夫 を此 しらすに、 こしょり しも を ほ 6 うづみ、 兄弟 五 人の やつ 
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ばらに、 竹の こぎり にて くぴを ひかせよ』 『一 ひき； 5 いて はせん どうく やう。 二 

ひき ひかば まんどう くやう。 百に あまりて 六つのと し。 くび はまへ にど、 おもに 

ける』 とい ふの が 說經の 方の 文句で あるが、 鷗 外の 方 は、 『其 年の 秋の 除 目 .に 正 

道 は 丹 後の 國守 にせられた。 これ は遙 授の官 で、 任！： に は 自分で 往 かすに、 掾を 

置いて 治めさせ るので ある。 併し 國守は 最初の 政と して、. 丹 後一 1： で 人の a:n を 

禁じた。 そこで 山椒 大夫も 悉く 奴婢 を 解放して、 給料 を拂 ふこと にした。 大夬が 

家で は 一 時 それ を 大きい 損失の やうに 思った が、 此 時から 農作 も 工匠の 業 も 前に 

增 して 盛に なって、 一族 はいよ ，（. 富み 榮 えた』 となって： ぬる。 

かう いふ 手加減に ついては、 「歷史 其 儘と 歷史 離れ」 (全集 第 十八 卷) とい ふ 文 

章 中に く はしく 出て 居り、 讀 者に とって 有益な 文字で あるが、 その 中に、 『傳說 

が 人 買の 事に 關 して ゐ るので、 書いて： Q るう ちに 奴隸 解放 問題なん どに 觸れ. たの 

は、 已 むこと を 得ない』 とい ふの， が ある。 卽ち鶴 外 は 山椒 大夫を 殺さぬ ばか 6 で 


なく、 奴隸を 解放せ しめて 却って 家が 榮 えたと いふ、 社會學 經濟學 上の 事實 とし 

て描寫 して 行った。 文 は 簡潔で くだく だしくない けれども、 讀 者は實 際の 事實と 

して 受納れ る ことの 出來る やうに 出來て 居る。 併し 鷗 外の 考 でかうな つたので、 

原の 資料に は 無い ので ある。 

そんなら、 この 事は單 純に 鷗 外の 頭で こね 上げた のかと いふに、 これが また さ 

うば かりで はない。 說敎 さんせ ぅ大 夫の 文句 を 吟味す ると、 山椒 大 夫が 國分 寺の 

庭で 殺される とき、 子の 三 郎に對 つて、 『大夫 は 三郞を 打な がめ、 扨 も-/ \ 口 を 

しゃ。 あねの しのぶ を せめころ さで S ならば、 都の こくし をむ こに 取、 ゑいぐ わ 

にさ かへん もの、 三郞 いかにと こうく は ひす』 とい ふところが ある。 これが 鷗外 

に 暗 指と して 働き かけた ものと 考 へる ことが 出來 る。 鷗 外の 歷史 ものと その 資料 

になった ものと を 較べる と、 資料 を隨分 大切に して ゐる のみでな く、 その 資料に 

變形を 加 へ る 場合で も、 決して 資料 をお ろ そかに しないと ころが ある。 


次に、 鷗 外の 「山椒 大夫」 に は全體 として 『あはれ』 が 滲み こんで ゐ る。 この * 

こと は 岩波 文庫の 解說 にも 一 語 云って 置いた が、 ここに 小說の はじめの ところ を 

引用した だけの 範圍 でも 旣に その 『あはれ』 を感 する ことが 出來 る。 つ 越後の 春 

日 を經て 今津へ 出る 道 を、 珍ら しい 旅人の 一群が 歩いて ゐる。 母 は 三十 歲を踰 え 

たばかりの 女で、 二人の 子供 を 連れて ゐる。 姉 は 十四、 弟 は 十二で ある』 とい ふ 

だけで も、 旣に何 か あはれ なと ころが あるので ある。 これ はどうして であるかと 

いふに、 資料が 旣 にあ はれな 物語 だからで あるの みならす、 說經は 節 づけが あつ 

て 物語る もの だから、 その 節に あはれ が附帶 してぬ るし、 また 文句の 中に も 『レ 

やう じの あはれ をと どめた， o』 とか、 『をつ る泪の ひまよりも、 くどき 事 こそ あ 

はれ なれ』 とか、 『けさ、 なを ひが うらに 立 しらなみ は、 ぁふぜ うのく もと 也、 

我 子み ぬよ 物う やと、 ふしまろびて どなき 給 ふ』 とか、 種々 あはれ ぼい ところが 

あるが、 鷗外は それ を その 儘 取らす に、 事實 として 描寫 して ゐ るので ある。 語 を 


かへ ていへば、 『情』 が 無い ので はなく、 『情』 を 事實の 中に 織 込ませて ゐ るので 

ある。 この 解釋 は、 「山椒 大夫」 の やうな ものに 比較的よ く 分かる ので、 私 は 一 

筆 窨く氣 持に な つたので ある。 

鷗外 は、 作品 全體が ディ ォ 一一 ゾス 的でなくて アポ &ン的 だと 告白して ゐ る。 作 

品 を ディ ォ 二 ゾ ス的 にしようと 努力した こと はない。 若し 多少で も 努力した 事が 

あると すれば、 それ は 只觀照 的なら しめよう とした 努力の みで あると 告白して ゐ 

る。 それでも 「山椒 大夫」 の やうな 資料に なると 自然に 『あはれ』 が 滲み出 づる 

に 至った。 『情』 が 無い ので はなく、 事實 のうちに 隱 されて ゐ るの だが、 讀者は 

我 儘 だから、 資料まで 溯るな どと いふ 面倒 を 好ます に、 直ちに 自分の 不滿感 を 吐 

出して しま ふので ある。 

nu^^.^^ の を 追 ひながら うた ふ 歌に、 『あんじゅ こ ひしゃ ほやれ ほう、 

づ しわう こ ひしゃ ほやれ ほう、 鳥 も 生 ある 物なら ば、 おはす と 立ちて ゑ させよ』 ^ 


とい ふの が あるが、 鷗外 は、 結末 を、 『鳥 も 生 ある もの なれば、 疾 う-/ \ 逃げよ、 

逐は すと も』 として 居る。 

傳說 だけで は、 磐 城 判官 正 氏と いふ 人の 傳も 明瞭で ない が、 永 保 元年の 冬に 筑 

紫 安樂 寺に 流された。 それだけ を稂據 として、 『永 保 元年に 請せられ た 正 氏が、 

三歲の あんじゅ、 當歲 のづし 王を殘 して 置いた として、 全篇の 出來事 を、 あんじ 

ゆが 十四、 十五に なり、 ，づし 王が 十二、 十三になる 寬治六 七 年の 間に 經過 させ 

た』 のであった。 

また 京都の 『むめ づの ゐ ん』 とい ふの が あり、 『七 じゅんに 及 迄 御子 ひと， o も 

あら ざれば』 云々 と あるの みで あるが、 鷗外 は、 『さてつし 王 を 拾； 3 上げる 梅 gi 

院と云 ふ 人の 身分が、 わたくしに は 想像が 附 かない。 藤 原 甚實が 梅^ 大臣と 云 は 

れた 外に は、 似寄の 稱の ある 人 を 知らない。 基 實は永 萬 二 年に 二十 四 歲で薨 じた 

の だから、 時代 も 後に なって をり、 年齢 も ふさ はしくない。 そこで わたくし は寬 


治 六 七 年の 頃、 二度目に 關白 になって ゐた藤 原 師實を 出した』 と 云って ゐる。 

此等 は廣ぃ 意味の 考證 かも 知れない が、 嚴 格な 意味での 考證 ではない。 けれど 

も鷗 外の 歷史 小說 は、 人間 心の，：：： 然性を 顧慮す るから、 その 意味の 合理に 本づ S- 

て 切 盛 をした ので、 私に は大に 有益な ので ある。 

「山椒 大夫」 だけ を讀ん で、 おもしろい とか、 物 足りぬ とか、 つまらぬ とか、 0 

種の 評 も ある わけ だが、 私 はこの 小說， の 本に なった 資料と この 小 說とを 比較して 

見て、 大に爲 めに なった こと を 告白す る。 『考證 が 精確 だ』 などと ただ 口の 先で 

云って しま はれない ものの ある こと も 分かった し、 『情』 が 無い などと 云って 輕 

蔑して しま ふことの 出來な い こと も 分かった ので ある。 けれども 文 藝の評 價は主 

S 的に 千 差 萬 別で あらう から、 只今のと ころ 私の 結論 を 人に 强 ひる ことな ど をし 

て はならない。 (昭和 ヤヨ 年 七月 十日) 
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最近 二 件 


獨 的と 澳的 

今囘 の日獨 文化 協定に よって、 日本 帝國の 隅々 まで ドイツ 文化と いふ ことが 念 

頭に 置かれる やうに なった とお も ふが、 i: 系統の 言葉で も ドイツと ォ I ス トリ I 

とで は 文化の 傾向が 幾分 づっ 違って ゐた。 例へば 私の 身に 近い 例で いふと、 祌經 

學 • 腦髓 病理 學の 方面で も、 ドイツ、 ミュンヘンの 一一 ッス ^學 派と、 ォ ー スト ソ 

〜、 クインの ォ ウベ〃 シュ タイ ネグ學 派と では 各 その 特色が 瞭然と してぬ た。 

ミュ ンへ ン學派 は 問題が 部分的で も、 觀察も 記载も 細が く 論文が くどくて 長 


い。 ウィン 學派は 問題が 大觀 的で も、 記載が 簡潔で 從 つて 論文が 短い。 これ は 載 

せる 雑 ュの經 濟的關 係に のみ 依る と い ふわけ ではなかった。 さう して 此ニ學 ^は 

1 ^世^の 的 潮流 を 支配して ゐた觀 があった。 

フロイドの 精神分析 學は、 パリの シャ〃 コ— に 淵源す る けれども、 つまり はォ 

—ス トリ— の ウィンに 根を据 ゑるべき 運命の 學說 であった。 卽ち この 學說 は、 同 

じ 言葉で ある ドイツの 學 界に迎 へられす に、 瑞 西の ユンク、 プ 0 ィレグ あた， o を 

經て、 遠く 米國へ 飛んだ ものである。 これ は單 にフ& イド は 猶太 人 だとい ふ關係 

のみに よるので あらう か。 なほ、 デェ メ产と リグ ケ、 ハク ブト マンと シ 一一 ッ ッレ 

〃とい ふやうな 特色 を も 顧慮 せらる ベ き 問題で ある。 

後の ォ— ス トリ〜 は ナチ ス的 統制の もとに 一 變 化を來 すだら う。 私 は從來 

のォ— ス トリ —的な もの を も、 純粹 にして 公明な 文化的 諸 要素 は、 尊敬して 以て 

相 交流せ しむべ さもの の やうに 思って ゐる。 


戰 線からの 歌 

日 支 事變の はじまった 昭和 十二 年の 夏 以來、 應 召した 將 兵が 現地に あって、 M 

戰 をしながら 歌 を 作って、 もれが 歌壇に 發 表せられた のであった が、 空想で は ど 

うしても 出來 ない 歌が 幾つ もあった。 それが 半年た ち 一年た つうちに、 はじめの 

うち は 材料 本位、 興味本位であった やうな ものが、 いつのまにか 戰鬪 そのもの を 

體內に 沁み 込ませて： Q ると 謂った 歌が、 ぼつぼつと 見當る やうに な， o 「生」 を寫 

すと い ふこと が いかに 自然に 眞劍に 行 はれて ゐ るか をお も はせ、 自分な ど は 心よ 

§ 驚歎して 居る。 

然るに 歌壇の 一 部で は、 今次の 事變 は千载 一 遇の 大聖 戰 だから 歌 も それに 應じ 

て 千載 一 遇 的な もの を 作らねば ならん、 あ、 い ふ 部分的な 瑰末 的な 歌で はいかん 

とい ふやうな 批評 もあった やうで ある。 けれども さう いふ 議論 は、 赏戰 とい ふこ 
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と を 知らない 空想的な もので、 單 に大づ かみな ファ ナチ ッ クな ものに 過ぎぬ と自 

分な ど はお も ふ。 

現地に あって 詠む 歌 は、 自ら 經驗 した實 際 を 詠む より 爲方 はな い のであって、 

その 態度 は 決して 間違って はゐ ない。 また 實 際に 戰鬪 をしつつ 作歌 するとい ふこ 

との 如何にむ づ かしい もので あるか は、 自分な ど は-一 ュ —ス 映畫を 通じて 辛う じ 

て 一 酋ニ首 を 纏めて ゐ るのに よっても 分かる ので ある。 實戰の 歌に むかって 彼此 

批きを い ふこと は 容易 だが、 それよりも 假令 一 首で も 現地からの もの は 尊重して 

もら ひた いもので ある。 

II ^京 朝日 新開 I？ 和 十三 年 十二月 十一 日、 十七 日 II 


大成 潔 君な 憶 ふ 

只今、 私 は 山中に 暑 を 避けて ゐ るが、 君 急逝の 電報 を 受取った の は、 此 處に來 

て 間 もない 時で あるから、 私 は 非常に 驚いて 暫く 電報 を 措く こと も 出來ぬ ありさ 

まであった。 どうして 急に 亡くなった か、 それ も 分からぬ。 さう して ゐる うち 

に、 君は腦 溢血で 亡くなられ たの だとい ふこと を 知って 茫然 時 を 久しう したので 

あった。 なぜかと い ふに 小柄で 瘦 せて ぬる 君が かう 忽然と して 腦 溢血で 逝く と は 

おも はれぬ からであった。 君 は甲賀 病院 長と は 甚だ 親しい 仲な ので、 東京に 來る 

たびに、 甲賀 君の 處に立 寄って はよ く 共に 興を盡 して. Q た。 私 を も 呼んで 無理に 

酒 を 飮 ませた こと も 度々 あるが、 私 は近來 酒が 飮め なくなって 往年の いき ほひが 
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無い ので、 彼等の 洒 筵に 行く の を ことわった こと も ある。 やはり その 筵で 逢った 

のがお しま ひで それ 以來 君の 顔 を 見ぬ。 併し 君のお も かげ はな ほ 容易に 彷彿と し 

て 私の 眼前に あら はれて 來る。 

このたび 解剂 學敎 室の 鈴木敎 授から 來書 があって、 君に 對 する 追憶の 1 文 を 草 

せない かとい ふこと であるが、 それ は 大成 君と 私との 緣故を 少しく たどられた た 

めであった だら う。 私 は大學 では 大成 君と 同級で、 所謂、 〇 九會と いふ 同窓 會の 

々：：：：： であるし、 專門を 同じく して、 吳 先生の 門下と して 巢鴨 病院 時代に 同じ 屋根 

の ドで饭 を ft つた 問 柄で ある。 けれども 一番 印象の 深いの はや はり 君の ミュ ンへ 

ン滯在 時代で あらう か。 

私 は两朥 一九二 三年、 卽ち 大正 十二 年の 夏に 澳太利 ウィン を 引 あげ、 獨 逸ミ丄 

ン ヘンの シュビ —〃マイ ャ ァ敎授 のと ころに 來た。 それ は 前年の 夏 親しく 敎授 を 

訪 うて、 さう いふ 約束 を 取 極めて 行った からであった。 私は敎 授から 小腦の 材料 


293 


を 幾つか 貰って、 をの 爲 事に 著 手して ぬると 間もなく、 日本 關 東の 大震災に^つ 

て、 二三の 日本人 留學 生と 共に 途方に 暮れて ぬた ころで ある。 そのうち 東京の 家 

族 も 無事 だとい ふこと が 分かった ので，、 氣を 立直して 敎 室に 通って ゐ たが、 何し 

ろ敎 室に は 日本人 は 私 一人な ので、 クインでの 經驗を 經て來 たと 謂っても、 時た 

ま 心細く 感 する 事が 無いで はなかった。 それに 大戰後 さう 年が 經 つてぬ ぬので、 

ミュ ンへ ンの 住民の 日本人に 對 する 敵意が 失せ 切らす、 戰 前に 日本人に 好意の あ 

つた 都市 だけに その 反動 もまた 却って ひどかった。 大戰 中に 吾々 を 呼ぶ のに ャパ 

I ナ などと は 決して 云 はす 盡く ャッ グ であった とい ふから、 私が 食 店に 行く と、 

『彼奴 は ヤップ だな』 などと いふ 囁が 聞こえる。 時には 聞こえよ がしに 言合 ふ。 

時には、 私が フ H アツ ァ イク ングと 云って 席に つくと、 傍の ミュ ンへ ン人 はぶん 

として 私の 處の席 を 立ったり、 時には その 卓 を 叩いて 私 を 睨めたり、 さう いふ 厭 

な爲草 をされ た ほど、 敵意の ほと ぼり の 冷め 切らぬ ころであった。 私 は それでも 
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旣に 伊太利の 旅も單 身で 濟 ましたし、 ひとり 旅 をよ くやった 程な ので、 彼等に 對 

しても、 何の 田舍 者が とい ふ氣 持が あるので、 恬然た る 素 振 を 以て 彼等の 態度に 

處 して， Q たのであった。 

そこへ 大成 君が ひょっこり やって 來た。 ある 日敎 室に 行く と、 シュ ビ ー グ マイ 

ャァ 先生が 私の 傍に 來られ て、 『君の" イマ I トコ レ ー グが來 ましたよ』 とい ふ。 

1 體 誰かと おもって 先生の 部屋に 行って 見る と 大成 君であった。 

それからと いふ もの は 二人 は 常に 一 しょであった。 敎授は 私の 傍に 君の 爲事場 

處を 世話して 吳 れられ たし、 間もなく 材料 をも與 へられた。 その 材料 は老 耄性癡 

呆の 一例であった。 私の 方 は大體 敎授が 指導し、 大成 君の 方 は大體 シュパ ッッと 

いふ 講師が 指導した。 マ产ク の爲替 相場が どんどん 變 化した 時な ので、 二人 は 相 

談 しながら、 ォゾ ュクト グラス だの デック グラス だの、 さう いふ 品物 を 買 ひに 出 

掛けた ものである。 それでも 私 等 は 無駄 づ かひ はしなかった。 敎室 費と して 每月 
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四 ボンド づ っ支拂 つた。 これ も 私が r ホン ド 値切った のであった。 私が 敎 室に 入 6 

9 

2 

ると き敎授 がい はれる のに、 米國の 留學生 等は每 月五ボ ンドづ っ支拂 ふから 私 も 

また 五 ポンド 支拂 つて 吳れ 云々、 そのと き 私 は、 金 持の 米國 の留學 生と 一し よに 

されて は 私 は 困る とい ふので 四ポ ンド にして もらった のであった。 また 二人 は 決 

して 酒場で 夜 ふかす ことな どはなかった。 

二人 は 朝 はやく 敎 室に 行って 爲事 をす る。 午になる と 近處に 簡易な 食 店 を 見つ 

けて そこで 食事 をす る。 それから 力 フユで 午後 一時まで 油を賣 つて、 それから 夕 

方まで 敎 室で 働き、 夕食 は 稍 中央 街に 近い 食 店で 食事し、 麥酒 もシュ パ ー テン ブ 

なィの もの 半リ ー ト ^ぐらぬ 飲む。 爲 事の はかどった 時には 1 リ ー ト 〃ぐら ゐに 

する 事 も ある。 それから 歸 つて 寢 ると いふ 調子で、 實 によく 働いた ものである。 

それ は 二人 はこの 敎 室で 論文 を 作る つもり だからで、 ほかの 曰 本敎授 諸君の やう 

に、 漫遊 程度の 敎室ま はりと は 趣 を 異にして ゐ たためで ある。 そのほかに 二人 は 


シュパ ッッの 講習、 ブムケ の 講義、 ブ ラウトの 講義に も 出で、 私 は そめ ほかに 

イツ セ リン の 講義と ラ ン ゲ の 講義 を聽 い た。 二人 は 精神病の 方の 學會に は 必す出 

る。 そんな 具合に して 時間 を 惜しんで 勉强 をした。 それに 大成 君 は 女色 を 近づけ 

ないし、 性欲 方面の 要求 を 1 言 もい はない。 いは ゆる フ ロイ ンデン とい ふ もの を 

持たない。 私 も 致 方がない からさう いふ 方面の 經驗を 皆無し ない。 それから 大成 

君 は 臨 濟錄か 何 か を 自分で 書いた もの を 持って 來て、 カフ ュ などで も それ を讀ん 

で ：5 る ことがある。 大成 君 は禪の 方で は 大成 無 著 居士で あるから、 西洋に 來 たつ 

てミュ ン ヘンに 居た つて それに か は， o がなかった。 

それから 大成 君 は語學 がよく 出來 た。 會 話なん かも すん すん 旨くなる。 そのう 

ち 食 店で 識合 になった 人に II 眷 館に 出て ゐる レックスと いふ ものが ゐて、 それ は 

智識 欲の 强ぃ 男で、 學問 もなかな かあつた。 大成 君 は その 男から サ ンスク リット 

7 

を？：： ひ、 その か はり その 男に 曰 本 語を敎 へる ことにな つた。 さう いふ 場合の 時間 - 


を 利用して 私 は 美術館 を訪 ひ、 大學 街の 裏手の 古本 店 をの どいて 步く。 大成 君 は 

奉 天で 支那 語 を 勉強した ので 會話も 自由であった。 あるとき 力 フ ュ で 支那の 留ゆ 

生と 談話 を 交した ことがあ るが、 まことに 旨い ものであった。 どうか 彼等に フ 口 

イン デンを 得る 方法で も 訊かん かとい ふと、 、ノッ ハツと いふ 大成 流の 哄笑 を 以て 

相應 するとい ふ 具合であった。 

. その サンスクリットの 先生が 大成 君が 禪の 悟に 入って ゐる こと を 知って、 ミュ 

ン へ ン大學 の 敎授で 佛敎を 研究して ゐる 人と 會 見した ことがあった。 その 敎授は 

なかなかの 智識で あり、 分からぬ ところが あると 、ノ ンプ^ ク の 日本人に 質問に 行 

くと いふ 程の 熱心 家であった が、 大成 君い ふに、 西洋人の は 研究の ための 研究で 

信仰で ないから 面白くな いし、 駄目 だとい つて ゐ た。 

さう して： Q るう ち、 その 年 も 暮れて 春に なった。 その あ ひだに 吳 先生の シ I ボ 

〃ト傳 の 資料 を 得る ために、 二人で 墓地に 行ったり、 元 宮殿 あとの 五 階に 行った 


i いろいろした ことな どもあった。 爲 事が 順調に はかどって 結果が おもしろく 

なって 來 ると、 シュ パッッ は 急に 熱心に 世話 をし 出した。 何月 ごろであった か、 

只今 記憶が 惡 いが、 いよいよ 論文 を 纏める ことと なり、 大成 君 はシュ a\ 

ヒ 湖畔に 論文 を 書きに 出掛けた I。 この 湖 は ドク ィヒ 一世と 侍醫の グッデン 博 

士と をめ ぐる 悲劇で 有名な ところで、 森鷗 外の 「うたかたの 記」 とい ふ小說 はこ 

の 湖 を 織 込ませて あるので、 向う に 行かない 人で も 知って ゐる人 は 知って ぬる 湖 

である。 そこの 湖畔に 大成 君が 數 日間 籠って 論文の 稿 を 書き 了へ て、 それ をシュ 

パ ッ ッに 兌せ た。 すると 數日經 て、 この 論文の 發表 は、 シュ パ ッ ッと 共著に しろ 

と 云 っ^と い ふこと であった。 その 時の 大成 君の 顏容を 今でもお も ひ 浮べる こと 

が 出來 るが、 餘^ 不偸 快であった やうで ある。 そこで 私 は それに 抗議 を. E. 込み、 

£ノ獨 の 名で 發 表する こと を 强く言 ひ 切る やうに すべき だし、 シュ ビ ー〃 マイヤ ァ 

敎授 にも さう 話さう といった が、 大成 君い ふに、 もう 承知して しまった がら、 今 
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- 更變更 しない。 また 此處 は餘 り氣 持が 好くない から、 ハン ブ〃 クの ヤコ、 ゾ敎授 の 

ところへ 行く、 さう いふ 話で、 また 一旦い； 5 出したら、 決して 變更 をし ない 流侥 

であった。 さう して 間もなく 君 は" ンブ〃 クに 立った。 ハン プ〃 クの クイ ガント 

敎授が 日本に 來られ たと きに、 奉 天に 立 寄って、 いろいろ 大成 君の 世話になった 

喾 である。 

私 もまた 昭和 五 年の 暮に 滿洲 を 旅した とき、 奉 天で いろいろ 世話， になった。 ジ 

ンギ ス 力 ン 料理と いふの を 大成 君が 私に 馳走した。 また 同級生の 森 川 千 丈 君が ま 

だ 丈夫の 頃な ので、 三人で 酒 も 飲んだ。 今の 宣撫 班長 八 木 沼 丈夫 氏が 私の 案內役 

だった ので 『齋藤 は 偉い よ。 滿鐡の 高級 社員 をお 伴に しょる』 などと いって 笑つ 

たらした。 また 大成. 君の 自宅で 滿洲鍋 をつつ いた 時に も、 支那 語の 話が いろいろ 

出た し、 敎 室の 話な ども いろいろ 出た。 大成 君は歸 つて 來 てから も、 病理 解剖 學 

方面の 爲 事は餘 りしなかった やうで あるが、 やれば 何でも 出來た 人で ある。 その 


-方 面の こと は敎 室の 人々 によつ て 語られる ことと 思 ふから、 私 は こ こで 筆 を擱く 

ことにする。 

私 は 只今 山中に： Q て、 計らす も 君 死去の 報に 接し、 一頓に して 身邊 寂寞の 感を 

-切 にして 居る。 忽忙亂 筆意 を盡す こと を 得ない。 (昭和 十四 年 八月 八日 筘根旅 中) - 

II 昭和 十四 年 九月 一 日 滿洲醫 科大學 時報 — 


歌の こと 一 


鴛 胤の 歌論， 

平 田 篤 胤が 猛烈な 日本 主義者であった こと は 普く 人の 知る ところ だが、 彼の 歌 

からく に  からぐ に 

論 もまた 日本 主義 的で、 漢詩つ まり 彼のい は ゆる 『戎國 の 詩』、 『赤縣 州の^，： と 

いふ もの は、 到底 わが 皇國の 歌に は 及ばない と强 調して ゐる。 その 及ばない 理由 

として、 詩歌 は 人間の 偽らざる 眞心を 吐露す る ものであるのに、 戎國の 詩 は 上べ 

ばかり 上品ぶ つて、 實 は虛僞 だからで ある。 その 證據に は 戎國の 詩に は、 ^の ：1 

愛の 詩が 無い からだと いふ 論法で ある。 彼の 「謌道 大意」 は、 今で いふ 和歌 入門 


の ^ぐ； 5 であるが 左の ごとき 文句が ある。 

マコト イツ ハリ シルシ  ォ乇ヒ 

イデ ャ ソノ眞 偽 ノ證ヲ 云 つ、 歌" 祌代 ノ昔 カラ 致 シテ、 男女 ノ間ノ 情？ 

主ト 詠デ、 戀ノ 歌ガ殊 一一 多ィ。 此ガ 眞ノ 儘ナ, 一 ッノ 證據、 デゴ ザ产。 後ノ世 

ト云 へ ドモ、 ナ ホ戀ノ 歌 ノ多ィ ノ ハ、 是マタ 古 ノ眞ヲ マ ナブ 證據デ ゴ ザ 产。 

然， ルー 一詩 ハ 上代 ノ戀ノ 詩モ、 カノ 詩經ナ ド云モ ノ 一一  記シ テア グ 中二  "隨 分ァ 

产ケレ ドモ、 中 比 カーフ ハ 閨 怨ナド 、云 ハァ〃 ケレ ドモ、 夫 ハタ 、>  婦人 ノ情ヲ 

設 ケテ. 云 ッタバ 力 リノ コ トデ、 男 ノ戀ノ 詩 トテハ 、ノ 力- i\ シィ書 二 力 絕テ見 

ェ スガ、 ソ モ^ \ 赤 縣國 "殊  一一^ 犯ノ コ ト甚シ ィ阈ナ V 、力、 其ノ詩 ヲ見レ バ 

ヲ ノコ，， P1 ヒゴ 、 口 

婦人 ノ ミ 戀 、ノ シ テ 男 、ノ 戀情 ノ ナイ コ トカト 見 ュ〃" 甚シ キ偽デ ハナ イカ。 ^ 

ガ偽 デナ クテ 何ダ ラウ。 抑 ミ戀" 愚ナ〃 モ賢キ モ遁レ 難キ. GZ カラ ノ人 ノ情ダ 

一一 依テ、 其歌ノ 多 イノ ガ實ノ コ トデ 歌" 則チ人 ノ情ノ 眞ノサ マ ヲ云ヒ 出产モ 

\ナ< 證據 デゴ ザ〃。 コ ノー  ッノ 差別 ヲ以テ 、萬ノ 事、 皇阈ト 諸越ト ノ眞ナ お 


〃ト 僞ナ グト ヲヮ. カチ知 グガ宜 イデ， ゴザ \o 戎國ノ 道 "言  一 r コ ソ誠 ミト 云ヒ 

タツ〃 ケレ ドモ、 夫" 口 デ云フ 斗リ、 實ノ處 "聖人 賢人 ト云 ハレ タグ 者共ノ 

シヮ ザト云 ドモ、 タ、 >  表方ヲ 作〃 コト ノミガ 多 クテ、 其 僞ヲ以 テ人ヲ モ敎 へ 

タ テント 致 スガ故 一一、 自ヅ カラ 世ノ人 ノ爲業 ガ彌ミ 僞ノミ ガ多ク ナツ テ、 中 

Z  二 身 モ家モ 國モ治 マ リ 難ク亂 だ. 、コ トノ ミ多 イデ ゴザ \。 然〃 ヲ皇 1>  道 

コ チタ  オノ 

ハ上モ 下 モ直キ 誠 ノ心ヲ 以テ和 ギ合フ 故 一一 言 痛 ク敎フ 〃コト "無 レド モ n ヅ 

カラ 感 タク 治 ッ タ モ ノデゴ ザ グ。 

かう い ふ 論法で、 その 皇國の 道の 眞實 であった 證據 はかう かう であった と い つ 

て、 萬 葉 集の、 『われ はも や 安見子 得たり』 の 歌 や、 舍人 親王の、 『ますら^ や- 

の  歌な  ど を 引用して  ゐ  るので  ある" 

自分 等 は、 猛烈な 日本 主義者の 篤 胤が、 然か もこち こちに 固まって ぬる やうに 

見える 老翁が むきになって、 戀愛 歌の 有無 を 以て 事の 眞僞 を證據 だてよう として 


ゐる點 がお もしろ い ので ある。 篤 胤の 如くに 熱 a に皇國 を-おも ふ 情の. あ る もの 

は、 是が 否で もこ こまで 押切る の は 自然の 行き かたで、 私 等 ももつ とも だと 思つ 

てゐ る。  0 

然 らば、 篤 胤 をば もっと 生が して 置いて、 これ を 西洋の ものと 皇國の ものと 比 

較 せしめたら どうであった らう か。 彼に アナ ク レオンの 詩を讀 ませ、 女の 裸身 像 

を澤 山に 見せ、 くだっての 裸 體畫、 それから 映畫の 接吻の 場面 等、 尻 ふり ダンス 

の タンゴ、 さう いふ もの を 篤 胤に 見せたら どうであった らう か。 彼 は 西洋 ものの 

露骨で はげしい のに 辟易しつつ、 彼等 は獸 類の 域を脫 しないと でも 云った であら 

う。 街頭で 接吻す る 奴等 は、 白晝 交尾す る 犬 猫よりも 下等 だとで も 云った であら 

う。 赏際 また さう いはう とするなら、 證據は 幾らでも あるから である。 

W し 篤 胤 はそんな こと は 云はなかった かも 知れない。 そして、 飽くまで 古事記 

萬^^ あた， O の货例 を 以て、 アナ クレオ ンだ つて 誰 だって、 彼等の 戀 愛と いふ も 3 
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の は、 眞 の 戀愛 ではない。 あれ はた だれた 虚偽の 戀愛 である。 裸身 像に しても さ 6 

o 

うで ある。 人間 本來の 面目 は 美體を かくすと いふと ころに ある。 大切な もの は^ 

かくさう とする 本能 を 有って ぬる。 それ を 態々 露骨に しょうと いふの は、 毛 は；：^ 

の 奴等の 虚 僞を敢 てす る證據 である。 然るに 皇國の 戀愛歌 はそんな 虚偽な もので 

はない。 實例 は、 かくかく 新樣 である。 かくの ごとくに 篤 胤 は 論じた かも 知れな 

い」 もの は相對 的で あるから、 どっちに でもなる が、 篤 胤の 從來の や， O  口から 推 

せば、 彼 ほ 第二の 論法の やうに やはり 積極的に 出て、 つまり は 皇國の 和歌が 一 番 

，上等 だとい つて、 彼の 得意な、 『演 說』 をした かも 知れない。 

和 泉 式 鄯の歌 

夢 

和 泉 式部の 歌 は、 あまり 私に は緣が 無く、 『いづれ とも わかれ ざり けり 赛の夜 

は 月 こそ 花の 匂； 5 なり けれ』 など も、 いは ゆる 才女の 云 ひ 振りで つまらぬ もの だ 


とお もって ゐた が、 ある 時 式部の 歌 をの どいて 見た ことがある。 

よも 山の 茂き を 見れば 悲しくて 鹿 鳴さぬ べき 秋の ゆ ふぐれ 

この 歌 は、 あまり 心 を ひねくつ てぬな いだけ 感じが 好く、 それに 女性ら しい 聲 

調の 細み が 一 首 を 貫：； てゐ る。 然るに この 歌 は、 和 泉 式部 續 集の 方に は、 『よも 

山 もけ しきの 見る に 悲しき は 鹿 鳴きぬべし 秋の 夕 は』 となって ぬる。 本 集の 方 は 

原作で、 績 集の 方 は 訂正した もので あらう か。 さう して、 原作の 儘で は 餘り單 純 

幼稚た と 思って 續 集の 方で かく 訂正した もの だと も 推測す る ことが 出來 る。 併し 

續枭の 方 は、 潞く なった けれども、 感味は 却って 減じた。 

ほとけ 

悲しき は 同じ 身ながら はるかに も佛 による の S を きくかな 

この 歌に は、 『遠くて おこな ひする おと を 聞き』 とい ふ詞 書が ある。 夜に なつ 

て壞 くに 讖經 のこ ゑの する の を 聞いて 咏ん だもので あらう。 『佛 によるの』 は佛 

に 寄る、 賴る、 S 依す る 意と、 夜と に 言 掛けた もので、 そこが 現在の 私等には 邪 や 


魔になる の だが、 先づ 我慢して 居れば、 一 首に 悲しい 響が あって、 味 ふことの 出 S 

來る 歌で ある。 第三 句の 『はるかに も』 とい ふ 副詞 は なかなか 利いて 居る。 この 

初 句 を、 續 集の 方で、 『かひな き は』 と 訂正して： Q るの は、 前の 歌の 訂疋 同様 ま 

づ いので ある。 理窟のう へで は腑に 落ちる かも 知れない が、 それが 却って 惡 いの 

である。 

晴 きより 晴き 道に ど 入りぬ ベ き遙 かに 照らせ 山の はの 月 

この 歌に は、 『播 磨の 聖の おもとに 結緣 のためにき こえし』 と ある。 播 磨の^ 

は卽 ち性筌 上人で あり、 上の句 は 法華經 の、 從レ冥 入 レ於レ 冥、 永不レ 聞，, 佛名， に 本 

づ いて ゐる。 この 歌 は 拾遺 集 哀傷 部 はじめ、 いろいろの 書物に 入って 有名な 歌で 

あるが、 なるほど 相當の 歌で ある。 意味 も 明快で あるし、 聲調 にも 沈潜した もの 

があって 巫山戲 て： Q ない のが 好い やうで ある。 この 歌 は 式部の 初期の 歌 だとい ふ 

ことで あるから、 なかなかの 才女であった ことが 分かる。 


、 


い かば かり 心 深く も あらぬ^もう ければ 谷の そこ へ こそ ゆけ 

こめ 歌に は、 『物の 哀れに 覺 ゆれば、 物へ なむ 詣づ ると 聞きて、 いづく へど、 

そこへ なむと だに いへ と、 人の いひた るに』 とい ふ詞 書が ある。 これ は 問答の 體 

であるから、 機智が 働いて ゐる けれども、 全體 がさび しい 氣 持で 統一 せられて ぬ 

るので、 結句の、 『谷の そこへ こそ ゆけ』 の言掛 や、 問の 言葉 を その 儘 用 ゐ たの 

など も、 受納れ る ことの 出來る やうに 表現せられ て 居る。 併し 何としても 女性の 

語調で ある。 

お ほかた の 哀れ をし るに 落 つれ ども 淚は 君に 懸けて こそ 思へ 

この 歌に は、 『世の はかな さ 事な どい ひて 泣く に、 近く 臥した る 人の 袖の ぬる 

る を、 あいなの わざ やとい ふに』 とい ふ詞 書が ある。 平安朝の 才女 等の 生活が 眼 

に 見える やうで おもしろ いとい ふよ， o も、 『君に 懸けて こそ 思へ』 と 云 ふその 語 

氣に 心が 牽 かれて ぬる。 


おちつ もる 木の葉の 上に 降る 雪の 我 も 獨りは 詠め ざら^し 

晴き夜 は みれ ども 見えす 郭公 いづく ばんりに 鳴きて 來 ぬらむ 

かう いふ 歌 を 私 は 注意して しるし を 付けた が、 それでも、 何處 力に 足ゥ ない も 

のが ある こと を 否定し 得ない。 式部に は、 『りんだ うの 花と も 人 を 見て しがな 枯 

れ ゃは杲 つる 霜隱 れつつ』 とい ふ 歌 も あるし、 『あら ざら む 此の世の 外の 思 出に 

今 一 たびの 逢 ふこと もがな』 とい ふの は 小 倉 百 人 一 首に 入って ゐる ほどで ある 

が、 ま づ大體 この 程度の ものと 看做して いいので あらう から、 萬 葉 集 上期の 歌な 

どに 較べて、 まことに 幼稚な ものと 謂 はねば なるまい。 いろいろと 細かし、 お 

^ ひねり ひねりい ふの を 歌のう への 進 步と考 へる の は、 大體に 於て 間違 だから 

である。 併し、 この 結論 は 近代の 短歌の 考察 を も參孜 しつつ、 なほ もっと 論ぜね 

ば-ならぬ ところで ある。 


長 塚 節の 歌 

長 塚 節の 長 篇小說 「土」 が 近 來頓に 世の 評判に なり、 春陽 堂の 新版が 百 版 以上 

を 重ね、 劇場で 上演せられ、 映畫 にまで 仕組まれる やうに なった。 長 嫁 節が 今 ご 

ろ 黄泉 か何處 かに ゐる としたら、 歿後の 名聲 云々 とい つて 威張る ところで あらう 

し、 また 實^ 「土」 の 場合な ど は 恰も それに 當 嵌まる ので、 あの方 言で ねちねち 

と^: いた 特殊な 小說が こんなに 有名に なって しま はう と は 思 ひまう けぬ ところで 

あっ^。 吾等 は 現在の 評判 を 心から 喜ぶ と共に、 氣 味の 惡 いやうな 心 持 もして ね 

るので ある。 

これに 反して 彼の 歌 は、 それほど 世間 的に 驟 がれす に、 專門 家の あ ひだに しつ 

とりと 染 込んで： Q るの は、 却ってい ぃ氣 持で も あるが、 これが 小說と 歌との 根本 

的 差別であって、 歌 は どんなに 偉い もので も、 小說の やうに 世間 的に ひろがるな 
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一 どと い ふことの 出来ない 性質の ものである。 

むら やま  ひ  さう ま U 

群 山の 尾 ぬれに 秀でし 相 馬嶺ゅ いづ 湧きいで し 天つ 霧 かも 

さかさま さう ま  ゆ 

ゆゆしく も 見 ゆる 霧 かも 倒に 相 馬が 嶽ゅ搖 りおろ し來ぬ 

はろ ばろ に 匂へ る 秋の 草原 を 浪の偃 ふごと 霧せ まり 來も 

ひさかたの 天つ 狹霧を 吐き 落す 相 馬が 嶽は 恐ろしく 見 ゆ 

おもしろき 天つ 霧 かも 束の間に 山の 尾 ぬれ を 大和 田に せ， o 

秋草のに ほ へ る 野べ を みなそこと 天つ さ 霧 はおり 沈めたり 

はり はら  おぐ  わ だ 

榛原は 天つ 狭霧の 奧を 深み 和 田つ みそ こに 我 はか づけり 

うべ しこ そ 海と も 海と 湛へ 來る 天つ 霧に は 今日 逢 ひに けり 

お ほ 

う つ をみ を掩ひ しづ もる 霧の 中に 何の 鳥 ども 聲 立てて 0 く 

さ ぎり  とほ なが  I 

しまし くも 狹 霧なる 間 は 遠 長き 世に ある 如く 思 ほ ゆる かも 

•  しプ ぎり  うと  ごと 

ひさかたの 天の 沈 霧お りし かば こころ も 疎し 遠 どける 如 


常に 見る 草と い へど も 霧ながら 目に 入る もの は 皆 珍しき 

さ ぎ0-  ころも 

はり 原の 狹霧は 雨に あらな くに 衣 は い たく 濡れに ける かも 

お ほ  あや  あきら 

お ぼ ほしく 掩へ る 霧の 怪し かも 我が あたり 邊は 明かに 見 ゆ 

おのれ 

相 馬 嶺は己 吐きし かば 天つ 霧お り 居へ だたり ふたたび も 見す 

この 十五 首の 連作 は、 明治 四十 一年 九月の 作で あるから、 長 塚 節 三十 歳の 時の 

作と いふ ことになる。 相 馬 嶽は卽 ち 伊香保 溫 泉のと ころの 山で、 あの 邊の 濃霧 を 

咏 じて、 一首 一首に 生 を 打 こんだ 丹念に して 高級^ 連作で ある。 併し かう いふ 種 

類の 歌に なれば、 「土 一  が映畫 化する とい ふのと はわけ が 違って ゐ るので、 その 

一般化 さへ どの 程度まで 出來 るの か、 見當 のっかぬ ものであるが、 自分 等 は 遠の 

むかしに それ を 諦めて ゐ るので ある。 例へば、 しま ひから 二番目に、 『お ぼ ほし 

く掩 へる 霧の 怪し かも 我が あたり 邊は 明かに 見 ゆ』 とい ふの が ある。 この r 我が 

.ぁ た.^ 邊は 明かに 昆ゅ』 の寫生 は、 三十 歲 ぐらね の靑 年に どうして 出 來た 力と お 
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-もふ ほどで あるが、 かう いふ 觀察 は、 節が 子規の 敎 を まもって 寫生 とい ふこと に 

精進した ためで、 節に とって は旣に 卒業して ゐ るの.. であった。 節の眷 いた 寫生文 

的 紀行文に、 「佐 渡 島」 とい ふの が ある。 小 木の 港に あがって 濱邊を 步き、 玖瑰 

の 花 を 摘む ところが 睿 い て ある。 『腰 を 屈めて 落ちた 花 をと らうと すると 何だか 

, 世間が 急に 静かに なった 様な 氣 がした。 不審に 思うて 立って 見る と 世 問が 位た^ 

の 如く ざあざあと 騷 がしい。』 云々 と 書いて ある。 これ は 明治 四十 年 卽ち節 二十 

九歲の 時に 書いた ものである。 歌の 方の、 『我が あたりべ は 明かに 見 ゆ』 とい ふ 

悟り はもう 出來 てぬるので あった。 

併し、 この 『明かに 見 ゆ』 について、 明かに 見えよう が 見えまい が、 火 US にど 

う 影響す るかと いふ やうな 勇猛な 批評家 もゐ る。 けれども、 「土」 に 於け る 彼の 

ねちねちした 敍寫 とい ふ もの は、 この 『明かに 見 ゆ』 的な 手法 をば、 散文 學の方 

に適應 する やうに 徹底せ しめた ものに 過ぎない。 よって やはり この、 『明かに 見 


ゆ h が 私 等に とって は 大切な ものになる ので あるが、 ただ 世間が 氣附 かすに： Q る 

だけの ことで ある。 (昭和 十四 年 七月 一日) 

I 屮央 公論 昭和 十四 年 八月 號 II 


九月 一 一十 九日 

改造 社の 「新 萬 葉 集」 は 骨の 折れた 爲 事であった が、 その 記念に 選者 十 人の 歌 

の 朗吟 レ コ， I ドを 作る から 承知して 吳れ ないかと いふ 交涉を 受けた の は、 だいぶ 

前の ことであった。 私 は 第一 朗吟 は出來 ぬし、 さう いふ こと をす るの がいやで い 

やで 溜まらぬ ので ある。 そのい や だと い ふ 感情 は、 普通 一 般の 男女が いや だい や 

だな どと いふ わけ 合の もので はなく、 切られる やうな 實感 で、 あるひ は. 威と 

謂 ふ 方が い いか も 知れない。 

その 以前に も、 ある 雜誌 社で 歌人の レコ ー ドを 作る とい ふ 話が あつたが、 その 

時 は 私 は 一 言の 下に 拒絕 して それ は それなりに なり 私 も 氣が樂 であった。 ^るに 


今度の は、 十 人の 選者が 居る のに 私 一人 缺 ける とレコ —ド が出來 あがらない、 折 

角の 計畫が 駄目に なって しま ふと い ふ 說得を 私の 目前に されて 見る と、 私 一 人 意 

地^ をす る わけに は 行かない。 そこで 私 も 引受けた。 よくよくの ことで 引受けて 

は 見た ものの、 一 たび 赏 行の ことに 聯想が 及ぶ と實 にい やで いやで 溜まらない。 

何とも 彼と も爲 様の な いほ どい やで ある。 それの みで はなく 今度 は 引受けた 自分 

の 腑甲斐無 さがい まい ましくな つて 來る。 

そのうち、 もう 數 人の 選者の 吹 込が 濟ん だとい ふ 噂 も 聞いた し、 なかには レ コ 

1 ド の出來 上つ ^人 もぬ た。 私が ぐ づぐづ して ゐる うちに 夏が 過ぎ^。 東京に 歸 

つて 來 ると、 選^ 九 人の 分 は 全部 濟ん で、 私が ただ 一人 殘 つて ゐ ると いふ ことで 

あった。 

九月 二十 五日に、 改造 社が 「新 萬 葉 集」 完成 記念 大會を 催す ことと なり、 選者 

7 

と 評議； とが、 芝の 紅葉 館に 招かれて 午 飯 をた ベた が、 その 時 話 合って 見る と、 3 


私の 分が ただ 一 っ殘 つて ゐ ると いふの は、 世話人の 懸 引で、 私の ほかに 足 上柴舟 S 

3 

博士の 分が まだ 殘っ てゐ た。 私 一人ば かり 殘 つて ゐる とお もってね たのに、 尾 上 

博士が まだ 殘 つて ゐ ると 聞いた とき 私 は强ぃ 味方 を 得た やうに おもった。 

その 日の 午後、 上野 精 養 軒で 新 萬 葉 集 完成 記念の 全 國大會 が 催され、 夕飯のと 

き旣 に出來 あがった 八 人の 選者の レ コ I ドを聽 くこと が出來 た。 どれ もどれ も 各 

選者の 特色 を發 揮して 實に 手に入った ものである。 けれども、 私 もつ ひに 吹込實 

行 をせ なければ ならぬ とお も ふと 自然 憂鬱に ならざる こと を 得なかった。 

その 晚、 世話人の 松 下 大作 君に せき 立てられて、 九月 二十 九日に 吹 込す る こと 

を 約束して 歸 宅した。 それから、 「新 萬 葉 集」 に 載った 私の 歌 十五ば かり を 選ぶ 

ことと し、 每晚寢 てから、 どうい ふ 具合に 吹 込んだら 好から うか、 節つ けて やる 

朗吟 は 到底 見込が 無い とすると、 朗讀 とい ふこと になる だら うが、 それ もどう い 

ふ 按配に やって 好い のか 見當 がっかない。 もこで いろいろ 考 へた 揚句に、 私の 師 


匠の ^藤お 干 夫 翁が 口す さんで ねた 口調 をお も： a 出して それ を眞 似て 見る ことに 

した。 そのころ、 若い 歌の 友人が 來て 『兎に角 先生 はお 馴れに ならない のです か 

ら、 練習す る 必要が あります』 と 云って、 明治神宮 內苑の 林間に 於て 歌の 朗讀の 

練習 をす る こと をす すめて くれたので 私 は 直ちに それに 贊 成した。 

なぜ 二十 九日に 極めた かとい ふに、 その 日 は 診療 日で ない とい ふ訣 合の ためで 

あつたが、 午前中 は 娘の 轉 校の ことで 手間取り、 丁度 その 時分、 野 上 豊ー郞 氏が 

ロンドン 火€ で 講演 をす るた め、 靖國 丸で 出帆され るので、 一路 平安の 文句 を 書 

いて 家人に 打 5屯を 命じ、 午 飯を濟 ませて 明治神宮に 出掛けた。 さう すると 參 道で 

ひ よつ こりと 野 上 氏に 逢った。 もう 神戶 あたりに 居る とお もって ゐた野 上 氏に 參 

道で迮 つたので あるから、 奇遇と も奇緣 とも 何としても 嬉しい 氣 持で 立 話 をし は 

じめ たが、 朗 a 練習が 氣に かか， o 出して 一 しょに 珈琲 も飮 ますに わかれた。 

9 

それから 林 問の 道 を 歩きながら 朗讀の 練習 をし^ が、 第三 句が いかにも 旨く行 ^ 


かない。 これ は 矢張り 息 を 切る のがよ いか、 或は さう でなくて 續 ける 場合 も あつ 

てよ いか、 見當が 好く つかない。 途中で 參拜の 人々 に 逢 ふ 度每に 練習 を中絕 した 

り して、 決して 旨く は 行かない。 それからお しま ひの 結句のと ころも どう 贖んで 

よい か 分からない。 しかし 一と ほり 讀んで 內苑を 一 めぐりして、 あと は 行き あた 

りば つたり と覺 悟して、 代々 木 原で やって 居る 大學生 等の 敎練 を暫 らく 見て、 そ 

れ から 家に 歸 つて 午睡 をして 元氣づ いたと ころに、 丁度 松 下 大作 君が 迎に 來られ 

る 都合に なって ゐ^ ので、 午睡 をす るつ もりで 歸 宅して 見る と、 もう 松 下 君は來 

られて 待って ゐた。 

それから 二人 は、 丸の 內のコ tl ム ビヤ 會 社に 出掛けた。 私 は 室內に 入って から 

も 外貌 ：牛 靜を 装って ぬた が內 心び くびく であった のに、 私の 吹 込の まへ に 少女の 

ー圑 があって、 童謠 をうた ふの を 見れば 實に 熟し 馴れ 切った もので、 私 は 全く 腊 

を 奪 はれて しまった。 それから 私の 吹 込で あるが、 はじめから 騰 病的な 動悸が し 
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q はれが して 》 く 歌が ffl めない。 歌の 一 句と 次の 一 句の あ； 5 だの 休止 も 調和が と 

れ ない。 これ は 翳 語で 呼吸 促 迫と いふのに 似た 狀態 だからであった。 第一 囘の豫 

備朗讀 十二 首ば かりの 歌 を讀ん だら もう へとへと である。 また、 明治 神 宫內苑 で 

慌てて 練習した 具合が いざと なれば こ はれて しまって 應 用が 出 來 ない。 

それに 驚いた、 私の 柬北 辯が 淨 玻璃に 映った 亡者の ごとくに 客觀 化せられて ゐ 

た。 お ニ^：:：！ の 吹 込 は 本式に 盤に 載る とい ふので、 のぼせ あがって： Q たし、 第三 

の 吹 込 は へとへとで もはや 息が 續か なかった。  ， 

二人 は會 社を辭 し、 私の 希望で 柬劇 地下の 戰 爭ニュ ー ス映畫 を 見た。 皇軍の 勇 

士が^ 戰 して 勝つ 有様 を 目の あた， o 見て、 それから 銀座の 三 河 家と い ふところで 

松 Fa から タ餐の 御馳走に なった。 歸り がけに 若い 歌の 友人のと ころに 寄って、 

今日の 『動悸』 のこと を 報告しつつ 苦笑 をした。 

ああい や だい や だ。 けれども 皇軍の 勇士が 猛然と して 敵前 渡河 をす る こと をお お 


も ふなら、 伺で もない。 その 時 はこん な こと も 私が 云った ので、 その後 私の ゆに 

とって 無理な 事で も 引受けた 6 すると、 『先生の 敵前 渡河です か』 などと 冷 力 さ 

れ冷 かされして ゐ るの は、 かう いふ わけに 本づ いて ゐる。 (昭和 十四 年 111 月 二十 六日) 

II 新 日本 昭和 十四 年 四月 號 I 


家康 と秀吉 

家康 が駿府 にぬ たと き、 館の 夜勤 をして ゐ る 者 どもが 四方 山の 話 をして、 天變 

地 怪には それぞれ 用心 をす る 方法 も あるが、 雷ば かり は 爲檨が 無い とい ふやうな 

こと を 云った、 それ を 家康が 聞いて、 近侍の 者に 云 ふに、 世間で は 雷鳴の 時に、 

家族が 皆 一し よに 寄 合 ふ 癖が あるが、 あれ は 甚だ 不覺 悟で ある。 さう いふ 處へ若 

しも 雷が 遠盧 すれば 好い が、 なかなか 遠慮せ ない ものである。. この 前 も 親兄弟 子 

供 ども 寄 合って ゐる ところに 落雷して 親族 根絕 しにな つた ことがある。 雷の 用心 

に は、 家內の 親族が 一人一人に 別れて ゐる ことが 肝 である、 さすれば 若し 落雷 

して 1 人 過ってな、 殘る者 恙なければ 如何様に もなる。 所詮 雷に 擊 たれて 死す る 3 


程の 運命の 者 は 是非ない と 思 はねば ならぬ、 とかう 云った。 

この 話 は、 「家康 公 雷の 話」 として 翁 草卷百 四十 五に 載って： Q る。 私 はこのお、 

新聞の 隨筆 欄に 頼まれて 雷の 事 を 書いた 時、 家康 のこの 話 を 入れようと したが、 

紙面の 都合で 止めた。 この 話 は 短い もの だが、 用意周到な 家康の 面目が 躍如と し 

て： Q る。 家康 は、 避 雷な ど訣は 無い と は 云 はない。 また 家康 はま 分の 威光で：； 山 は 

落ちない などと も 云 はない。 雷 は 落ちる 時には 落ちる。 『所詮 雷に 打 たれて 死す 

る 程の 蓮 命の 者 は 是非な し』 と 云って ゐる。 死ぬ 運命の もの は 致し方ない が、 被 

害の 者 は 出來る だけ 少ぃ 方が 好い とい ふ 論法な ので ある。 

秀吉の 小姓に 羽 柴長吉 とい ふ 者が ゐて、 無類の 美少年であった。 秀吉 或る時、 

誰も 居ない 處に その 少年 を 呼んだ。 秀吉は 日頃 男色 を 好まない から、 どうも 趣 だ 

と 近侍の 者 ども 怪ん だが、 さてよ く 樣子を 調べて 見る と、 秀吉は その 少年に むか 

つて、 『お まへ に 姉 か 妹 か 居る か』 と 訊いた のであった。 


この 話 も 翁 草 卷六ナ 一 (老人 雜話拔 萃) に、 「美少年 羽 柴長吉 の 事」 として 载 

つて ゐる。 この 話 は 佳話で あり、 私 は 原文に 愛惜す るので 次に その 儘を睿 いて 置 

く。 『羽 柴長吉 は、 太閤の 小姓 無類の 美少年な り。 太閤 或 時人な き 所に て、 近く 

召す。 m.s: 男色 を 好み 給 はぬ 故、 人^: 奇特の 思； 3 をな す。 太閤と ふて 云、 汝が姉 

か 妹か冇 やと。 長吉顏 色よ き ゆ ゑな り。』. この 原文 を 私 は愛讀 して 措かない。 

かう い ふ簡 a. な 話 を、 誰い ふとな く 語り 傳 へて 後世の 私 如き ものの 耳に も 入つ 

たが、 これ は 秀吉が 英雄 だからして、 かう いふ 些 末な 話柄に も 人々 が 興す ると い 

ふか も 知れない が、 必す しも さう では あるまい。 萬 事 手堅い 家康に は、 『汝が 姉 

力 妹 か 有 やと。 長吉 顔色よ き ゆ ゑな り』 の 境界に は 生涯 入りが たかった ものと 看 

做して い ハ。 (昭和 十二 年 十月) 


九月 二十 九日 は 丁度 水曜日に 當 つてぬ た。 私の 病院の 本院の 方に 總廻 診に 行つ 

たと き、 事務から、 昨日 或る 西洋人の 入院 希望が あって 病室 を 見に 來 たが、 言葉 

の關 係で 萬 事 都合の 惡ぃ. こと をお も ひ、 K 大學 病院の 方 を 御す すめして やった と 

いふ 報告であった。 私 は それ を 聞いて、 適 當の所 置 を 取った といって 頷いた。 と 

ころが 翌 三十日に 私の 病院の 分院の 方に その 西洋人が 入院して 居た。 そのこと を 

私 は 三十 一 曰に 知った ので あるが、 通 辯の 云 ふの を 聞く と、 その 病人 は 市內の Q 

とい ふ 病院に 入って ゐ たの を、 病室の 設備が 惡 いとい ふ ロ實で 退院して 來 たので 

あった。 そこで 折角 K-大學 病院 をす すめて、 私 も そのつ もりで みたところが、 そ 


れが 無駄に なった のみでな く、 突如と して 私の 分院の 方に 入院して ゐ たのに 私 は 

驚いた が、 私 は 別して 小言 を い ふ ほどの こと はしなかった。 

人 は K  •  M とい ふ 女で 獨 逸人と 英！： 人との 問に 出來た 混血 兒 であるが、 その 

主人と いふの は  一二 グ チン ゲン の 公爵 (Flirst  von  Nurtingen) で、 クイ 产 テン 

ベ ルヒの 伯爵 (Graf  von  wtirttomberg) でも ある。 一二 产 チン ゲンと いふの は 西 

南獨 逸の 黑林 地方に ある 小さい 町で、 私 も ドナ ク 河の源 を さぐった とき  一 二度 そ 

の 逡を步 いた ことがあった。 其處の 豪族の 裔で でも ある だら う。 從 つて ウイ グテ 

ンべ ルヒの 治： 卜に あって 伯爵 を K つたので あらう が、 現在 は 日本に 來て 新聞 通信. 

員 をして ゐる。 純 粹の獨 逸人ら しい 重々 しくて 柔和な 品格の 人で ある。 

娲人は 平素から 神經 過敏で 主人 を 困らせてば かり ゐ たが、 約 二 ヶ月 程 前、 主人 

が：：：：.：. 乂^^ を： 遮 信す るた め 上海に 行かねば ならなかった 等の 事が あつたの が、 病 
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氣の誘 因 となった のか も 知れない とい ふこと であった。 その 頃 力ら 特に 氣が 大き ；. 


く  f、 東京 市ぢ ゆう を 自動車で 走り 步き 濫りに 高價な もの^-買って、 寶 石と 力 お 

3 

化粧品と かい ふ 種類の もの は、 身分 不相應 な 金額に のぼり のぼりし たと い ふこと 

であった。 また 羽田 飛行場に 行って 無 目的に 飛行機に 乘 らうと したり、 氣に^ は 

ぬと 側の者 を 誰か ま はす 毆打 する。 放歌 放言す る。 時には 素足の 儘、 寢卷の 儘、 

外に 飛 出したり する ので、 滯 在の 洋式 ホ-ズ 〃にも ねる. ことが 困難に なった ので、 

先莖 もい つた Q 病院に 入院した のであった。 そして、 なぜ その 病院に も 居られな 

くな つ たかは 後に 分かる 喾 である。 

さて その 女の 病人が 私の 病院に 入院す ると、 出來 るかぎ りの 優遇 をした。 それ 

に^: 人 も はじめの うち は 生活が 珍ら しかった らしく、 日本的 床 間の ある、 其處に 

日本的 掛 物の 掛けて ある 十疊 間にべ ッ トを据 ゑ、 天井から は 造花の 藤の 花や 機の 

t が 垂らされて ゐ るし、 時には ユキ ゾチッ クな 象徴的な 提灯が 吊られて ゐ るし、 

病 究專屬 の 看護婦の ほかに、 看護婦 會 からの 派出婦 二 名が 附 いて ゐ ると いふ 具合 


であるから、 本人 も 珍ら しがって 過ごして ぬた。 

併し その 女 は 病人で ある。 料理 は 帝 國ホテ 〃か 銀座の n 1 マイヤ の 物で なけれ 

ばいけ ない、 菓子 も 銀座の ジャ マ ンべ ー カリ —のでなければ いけない とい ふやう 

な こと を 首 ひ 出して、 靑山邊 の 西洋 料理店の もので は 心が を さまらない。 或る時 

に は 大使館に 出かける といった， o、 羽田に 出かける といった， o、 それ を 止める の 

で 看護婦 は 二度 も 顔面 を 打 たれた。 また 天井から 吊って あった 提灯 を 引す り 下し 

て 靴で めちゃめちゃに 踏んだ ことな どもあった。 

十月 五日 は 火曜で 私の 診察日な ので、 豫め檨 子 をき きた だし、 附 いて： Q る 女の 

通譯を 呼んで 前日 來の 事柄 もた だし、 醫 員と 看護婦長、 看護婦 を隨 へて 廻 診に 行 

つた。 女通譯 のい ふに、 『どうも 我儘が おありの やうです から、 今日は 院長さん 

がら 少し さつく お 仰って 戴きたい のです。』 病室に 入る と、 本人 は ベットの 上に 

靴 を 穿いた 儘む かう 向きに なって 寢てゐ る。 トラ ンク等 はもう きちんと 積み重ね 


て ある。 これ は 今日 院長の 週 診が あったら 早速 退院す. るつ もりで、 その 支度が 出 

來 あが つて ゐ ると ころであった。 きの ふまで やかましく 返院を 迫って ゐ たの を、 

今日は 院長の 診察日で あるから、 それまで 待つ やうに なだめて ぬた ところに 私が 

入って 行った ので ある。 併し この 院長に 返院處 置の 責任 を 持たせる とい ふ 遣り方 

は、 醫員 等が 廻 診の 際に 取る 常套手段であって、 いづれ の 病院で も あへ て 珍ら し 

い ことで はない。  ， 

女の 通 辯 は 英語で 私の 廻 診に 來た と を吿 げたが、 病人の 彼女 は 私 を 見向 もし 

ない。 そこで 私 は、 『今日. はいかが です か』 と 云った。 . 私 は、 彼女が 幾ら かづつ 

日本語の 出來る こと を 知って ゐた。 それでも 彼女 は 見向 もしない。 そこで 私 は ® 

逸 語で、 『 一 寸御 診察し ませう』 とい ひっつ、 彼女 をべ ッ トの 上に 起す やうに し 

た。 すると 彼女 は 起き あがって 兩足を ペットから 垂れて 私と 向き合った。 さう し 

て 見る と 瞳が 碧くて 鼻が 細く 直感が 猿の やうに 見えた。 その 時 皮 女 はべらべ らヾ 
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ら と！： 十：：： で 獨逸語 をい つた。 憤怒の 色相ら しいが、 餘り 早口な ので 私に は 斷れ斷 

れに しか 意味が 分からない。 併し 型の 如くに 聽診器 を 耳に 插んで 胸の あたり を 見 

ようとし お 刹那に、 その 一 瞬に 彼女の 手掌が 私の 左頰に 飛んで 來た。 

そのと き 私の 左頰が 疼痛 を 感じた と い ふよりも、 私 はくら くらと 眩锻 して 倒れ 

さう になった の を、 滿 身に 力を入れて 辛うじて 堪 へた。 どの くらぬ 勢づ いて 彼女 

のネが 飛んで 來 たかと いふ こと は、 洋服の 胸の 上隱 にもう 一 つの 眼鏡が サッ クに 

人って 用意して あった、 その 眼鏡が こ はされ て： Q たの を 見ても 分かる。 

私 は 近眼で あるが、 四十 四 五歲の 頃から 老眼と 一 しょに なり、 讀 書したり 物 を 

^いたりす る 時には 近視の 度の もっと 弱い もので なければ 駄目に なって ゐる。 そ 

れ が年齡 と共に 著しくな り、 普段の 眼鏡で は 聽診器 を當 てて ゐて 相手の 顔が はつ 

见 えない ぐらぬ になって ゐる。 そのと き 私 は 聽診器 を、： g 一旦 離し、 稍 距離 を 

火 3 くして 彼女 を 見る にや は. o 直觀が 猿猴 である。 私 は 心頭 むらむらとして 来て 


ふ^ 


彼女の 左頰 をお も ひきり なぐり 返さう と 思った。 ところが それ を 我慢した。 彼^  2 

3 

の ひひ ひひと 冷笑す るの も かま はす、 私 は 彼女の 兩手を 看讓婦 にっか まへ させて 

置いて、 型の ごとく 診察 を 了へ た。 そして アクス • グ イダ ー • ゼ イエ ンと 云って 

踵 を 返す 時に、 彼女 は ヘア • ブ U へッ サァ などと 猫撫聲 になって 何 か 言； 5 かけて 

來 たが 私 は 顧みなかった。 そして ほかの 病室 を 廻った。 彼女 は 私に 追 かけて 來て 

• 何や彼や 言 ふけれ ども 私 は 一 語も應 へなかった。 そして 私 は 極めて 平 靜を粧 つて 

ゐ たが、 顔面の 筋 中に 潜めた 細かい 憤怒の 波 を 看取した もの は 看取した であった 

だら う。 私 は 醫員ゃ 看護婦 を 隨 へて 廊下 を靜 かに 步 きつつ、 二十 年 も 前、 私が 未 

だ 東京 府巢鴨 病院 の醫員 をして ゐ たころ、 院長の 吳 先生が 早發性 « 呆息者 か ら頭 

. 部 を 打 たれた こと を 思 出した。 その 時は醫 員の 助手 や 副手 • 介輔 やが 十 餘名も 先 

生に 隨ひ、 看護長が 先導で 廻 診して 廊下 を 通って 行った とさの ことであった。 そ 

の 患者 は 極めて 平 靜な顏 をし 腕 組な ど をして 廊下に 立って ゐ たの だから、 何 一 つ 


怪しむべき 點 がなかった が、 先生が 静かに 彼の まへ を 通過せられ る やい なや、 手 

寧 を 以て 先生の 後 頭 を毆 つたので あった。 私の場合 は 西洋の 女 だからして、 彼女 

等 は稚ぃ 時から さう い ふ 修練 を 積んで ゐ るから して、 あの やうに 電光の やうに 手 

掌が 飛んで 來た ので ある。 吳 先生の 場合 は 日本人 だから 拳 を 以て 頭 を 打った に 過 

5 めので、 そこに 遲速强 弱の 差別が あるな どと いふ こと を 私 は 思 ひっつ、 ひとり 

部屋に 落 著いた。 それから 暫くた つて 私 は 女 通 辯 を 呼んだ。 

そして、 此處の 病院で はこの 病人 は あっか ひにくい、 本院， の 方なら ば どうに で 

もなる が、 それにしても 一度 斷っ たの だし、 いかにしても 困る から、 何處 かほ か 

の^ 院が よから う、 M 病院が 一番よ からう とい ふこと を 話した。 その 時" 女 通 辯 

は、 つ S は Q 病院で も 院長 を 打ちました のです』 とい ふこと を はじめて 云った。 

調べ て 見る と Q 病院に は 三日し かゐ なかった。 そして 私の 病院の 本院に 交涉に 

來、 また K 火， 病院に 行き、 また 私の 分院に 來 たの だから、 それに 二日 を费 した 


とすると、 Q 病院で 本當の 入院ら しい 入院 は  一 R とい ふこと になる。 カバンな ど 

三十 個 も 買； 5 込み、 七 百 圓の寫 眞機を 買って それ を 銀座 通で 見知らぬ Mr 本人に お 

れた り、 宫 中に 參內し ようとしたら、 公爵の 生活 をす るに はもつ と金が 無ければ 

ならぬ、 それに は 今の 主人の 收入 では やりきれ ぬと 云ったり したので、 QilK に 

入院した が、 その 日に 病院の 醫 員と 院長と を 毆 打して ねる。 それで Q 病院 退院の 

理由 も はじめて 私に 分かった のであった。 

私の 診察日に は 病人の ほかに、 ほかの 用で 來る 客が 多く、 その H も旣 に〃： 六お 

待って： Q た。 中には 歌の 添削 を 乞 ふ もの もあった。 併し 應接 間に 落 著く と、 私の 

心 は 急に 殘念 になって 溜まらない。 いまいましくて 溜まらない。 を こで ほかの 來 

客に 對 しても 快く もの 柔 かに 應對 する ことが 出來 す、 さう して 心中 甚だしく^: し 

ん だけれ ども、 どうにかして その 日の 午前 を 過ごす ことが 出來 た。 

私の、 ひが、 なぜ いまいましくて 溜まらぬ かとい ふ訣 のうちに は、 かう いふ： C 


、し 4 


も 混じて ぬた。 私 は 獨逸澳 太 利に 留學 して 彼 地の 精神病院 を 幾つ も 見て ま はって 

ね ふが、 醫員卽 ち Herr  Doktor とい へば 患者 等 は 非常に 尊敬す る。 況んゃ 院長 

たる wen*  Direktor 或は wen-  Professor に 於て を やで ある。 これ は踨 しんば 

誇大妄想 を 有って ゐる 患者に 於て 卽ち 同斷 である。 そんなら なぜ 彼女 は Q 博士に 

對〜、 私に 對し、 そんな 真似 をす るの か、 これ は 人種的に 看て 吾等 を 一段 卞 等な 

ものと 看て ぬるから である。 彼等 は 何や彼や 世辭を 弄する けれども、 それ は 表面 

の辭 令で、 S 心に 立 至る とまさに さうな ので ある。 それ ゆ ゑ、 兒童ゃ 狂者に は 表 

面 的辭令 抑^の 除かれた 掛値 のない 地金 を 暴露して、 この 黄色の 人類 を 侮蔑す る 

の である。 私 は それ を 好う く 知って ゐる。 そこで 左 頰の疼 痛 はさし 置いても、 

この 人格 的の 侮蔑が いまいましくて 溜まらぬ ので ある。 それ を 私が 我慢し 了せ た 

と：； ふの は、 いったい 何のた めだと おも ふので あるか" さう 私 は ひとりで 思つ 

た" 


それから 彼女に はもう ひとり. 男の 通 辯が 附ぃ てゐ た。 この 通 辯 は 無遠慮で 平然 „ 

3 

として 傍若無人の 言 を 弄する。 病院の 事務員 や 看護婦に 對 して は、 頭からお つか 

ぶせ る やうな こと を 言 ふ。 また 直接 命令 的な 口調 を 使 ふ。 これ は外國 人の み を 相 

手の 業 をして ぬるた めに、， いつの 間に か 曰 本 的な 遠慮 滕な 行動が 失せた ものと も 

解釋 する こと も出來 るが、 何れにしても ひどく 無禮な 男で ある。 

六日の 夕方、 今日 ぢ ゆうに 轉粽 させて 貰 ふやう に 堅く 約束して、 本院の 總廻診 

に 出掛け、 夕景 にな， o 歸 つて 來て 見る と、 ホテルに ぬる 彼 男と 私、 の 分院の 看護婦 

長と がしき， o に 談合して： Q る。 婦長 は 寧ろ 哀願 的な 口調 を 交 へ て轉院 せんこと を 

せまって ゐ るが、 男の 方で どういって ゐ るの か、 何時までた つても 話の 埒が 明か 

ぬので、 私が 電話口に 出て やはり 彼女の 轉院 のこと を 話す と、 驚く ではない か、 

彼 男 は 私に むかって、 『何です か、 それ は』 とか、 『そんな こと 何時 約束し ました』 

とかい ふ 口吻の 言 ひ 分で ある。 私 は焰の やうに 憤怒して、 もう 容赦 はせ ない。 直 


ちに 彼の 言 ひ 分 を 征伐し、 M 病院に 轉院 せしめる こと を 院長に 談 じた。 M 病院 か 

らニ 名の 醫 員が 來て 忽ち 注射して 彼女 を 連れて行った。 

院には 私の 弟が 翳 員に なって ゐる。 ところが 計らす も、 私の 憤怒の 原因と 

なった 彼女なる こと を 知らす に 弟が 彼女の 受持 になった。 そして 約 二十日 間 も 治 

殮 して ゐ るう ちに、 症狀 がいつ しか 輕 減して、 相模湘 南の 地に しばらくの 間轉地 

加養し、 獨逸 船に 乘 つて 鄕國へ 向って 出帆した とい ふこと である。 或はもう ハム 

, ダクに 著いた ころ かも 知れない。 

彼女が M 病院に 行って からの ことで ある。 私 は、 夜半な どに 目が 醒める と、 彼 

女から 毆 打せられ た 私の 左頰の 脹れが、 齒 齦の 邊 まで 及んで、 澤 庵の やうな 固い 

もの の嚙 めな い ことが はっさり と 意識の 上に 浮んで 來る。 さう すると 忽ちに して 

彼女の ことが いまいましく なって 來て、 ぢっ として 寢て 居られぬ ほどで ある。 心 

臓の 鼓動が 劇しくな つて 來る。 一層の こと、 明日に も M 病院に 押 掛けて 行って 彼 
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女に 復饕 をして やらう か。 夜半に おこる 如是の 聯想 は 段々 放恣に なって 來て とど 

まると ころ を 知らない。 それなら どうして 復警 する か、 夜分に 私 は M 病院 を訪 

ね、 當 直の 醫 員に 附 いて 夜の 廻 診 を 見て ま はる。 彼女の 室の 廻 診が 濟んで giu 等 

が， 去った あとに、 私 は 廊下の すみに 身 を 潜めて、 時 を 窺って 彼女に 近づき、 何も 

言 はすいき なり 彼女の 左 頰に手 拳で 一撃 を 加へ、 咄嗟に 近くの 便所の 中に 隠れる 

とい ふ 段 取で ある。 私 は 彼女の 病室と その 周圍 の有樣 をい まだ 知らないが、 兎 

-も角 そんな 具合に して 復饕 をして やる。 それが 今からで も 直ちに 出來 さう に 思 へ 

化 彼女が 悲鳴 を 揚げる か 揚げない うちに、 もう 一 つ 思 切って 彼女の 頰を なぐり 

つける。 儘よ もう 一 つなぐ ケ つけろ。 もう 一 つ 毆れ。 さう， いふ 小氣味 好い 場面が 

夜半の 私の 眼前に 現出す る。 が、 これ は何處 まで 行っても 所詮 あはれ な^ 想 的 場 

面に 過ぎなかった。 然るに 斯の 如き あはれ な 空想的 復謦が 夜な夜な 幾囘 となく 繰 

返さ ひて ぬるう ちに、 もラ そんなに 私の 心が 悔しく なくなって 來た、 殘 念で 溜ま 


ら ぬと おも ふ强^ な 感情 もい つ の 間に か 薄らいで 來 たの は、 この 筌 想的復 響の 蓄 

積の ためで あらう. 力、 或は 忽忙 たる 『時』 の 運り のうちに 何時と もな しに 洗 はれ 

去られた もので あらう か、 私自身に もよ く 分かって ぬない。 もう 空想的 復譽 もせ 

なくなって、 談 たまたま 彼女の 事に 及ぶ ことがあっても、 私 はた だ 微笑し 乍ら 簡 

單に それに 應する ことが 出來 るまでに なった。 

私 はこの ご ろ、 九月に あった この 出來事 を 追懐して S ふこと が ある。 私が かう 

い ふ 種類の 病 者に 親しむ やうに なった の は、 父が この 專門 になって から 勘定す る 

と 三十 五 年 稃、 私が 犬學を 出てから 勘定しても 二十 七 年になる。 赏地臀 としても 

旣に 大家の 部類に なった。 この 『感謝せられ ざる 翳』 としての 悟に 入って： Q 乙笞 

i. とほに 過ぎた 頃と、 人 も 許し. 2： 分 も 許して 居た ことであった だら う。 然るに 

そり 結論 は 全く 駄目な 結論であった。 (昭和 十二 年 十二月) 
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此の 大切な 重々 しき 時世に、 私の 番 いた ものの ごとき、 片々 たる 淺近雜 語 を 一冊に 纏めるな 

どと いふ こと は、 實は氣 が 引けて 溜まらぬ ので あつたが、 少雨莊 主人 齋藤昌 三 氏との 關係 はか 

うい ふ訣 合で ある。 

昭和；；. 年から 四 年に かけて であるから、 もはや 十 年を經 過した。 改造 社の 現代 日本 文舉 全集 

第三 十八 篇 現代 短歌 集の ために、 私 は 明治 大正 短歌 史槪觀 とい ふ もの を 作った。 此は能 ふかぎ 

り 文 を 簡潔に したが、 資料 を豐 富に して それ を壓 搾して 牧め たもので あった。 明治 大正の 短歌 

史 として 兎も角も 全般的に 纏めた の は、 私の あの 文章 を 以て 嚆矢 とする。 そんな 具合で あるか 

り、 ^料 を 得る のに 難潞 をし、 また 資料 を蒐 める のに 勉強 もした。 


或 日 私 は 改造 社 の 社 錢と共 に茅ケ 崎の 少雨莊 主人 を訪ラ て 、 古雜誌 の數々 を 見 せ て 焚 つ た。 

そ の 時 私 は 少雨莊 は 階下 も 階上 も 物置 も 便所 の 隅 も 古書 物古雜 誌を以 て充滿 して ゐ るのに^ 入 

つたので あるが、 私 は 古い 雜 誌から 短歌 史に關 係 ある 部分 を寫し 取り、 それでも 曰1^ に 近づい 

て 間に あはす、 若干の 書物と 雜 誌と を 拜 借して 持歸 つたので あった。 大正 三 四 年の 交、 木 下 率： 

K 郞 氏と 相 語ら ひ、 明治の 詩史を 作らう とし、 木 下 氏 は新體 詩史、 私 は 短歌 史と いふ 風に 分擔 

して、 餘 程の 資料 を 蒐集した ので あつたが、 二人の 境遇が さう いふ 爲 事に 專ら なること を^.. - ひ 

す、 徒らに 時が 過ぎて ゐ ると、 大正 十三 年の 暮の 火事で 私 はさ ラ いふ 資料 を 全部 燒 いてし まつ 

た。 併し 嘗て t たび 宽 めた ことがあ るので、 書物の 名 は 知って ゐた。 少雨莊 から 拜 借した、 文 

壇 照 魔 鏡、 文檀 笑魔經 などと いふの も、 嘗て 私 も 所持して 居た ものであった。 只今で は、 明治 

大疋の 短歌 史を 研究す る 諸家が 輩出して、 精到な 書物 も發 行せられ たが、 私の 卞： ：： いた ころに 

は、 なかなか 斯う は 行かなかった。 齋 藤氏の 古雜誌 蒐集の 如何に 賁重な ものであった か は、 ^ 

く 私の 身に 染みて 忘却し 得ざる ものである。 

さう いふ 訣合 である。 齋 藤氏が 書物 展望 社 を 創め、 雜誌^ 物 展^と 共に、 世に 有名な 展^ 社 


ものと 謂 はれる 圃^ の 出版 を 綾 行せられ て、 その 中に 私の 雜 文集が 加 はると いふ こと は 名譽で 

あるから、 さう して 莨った ので、 その 約束 も 六 年ぐ らゐ 前の ことであった だら うか。 治 亂與亡 

に關 係ない、 舉問 技術に 關 係ない、 諷諭ー つない、 敎訓ー つない 私の 雜 文集の ごとき は、 もう 

どうな つたと ころで かま はぬ が、 若し こんな もので も 一 讀 していた だければ まことに 忝い こ と 

である。 昭和 十五 年 春、 齋藤 茂吉。 
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